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,市の被害状 
平成23年3月11日14時46分に発生した、三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の地震。 

この地震で発生した津波（高さ9.3 m以上:気象庁発表）により、相馬市は甚大な被害を受けました。 

平成23年3月11日（金）14時46分 
震度6弱•大津波警報発令 
15時50分頃に津波が到達 

(数字はいずれも平成24年2月29日現在) 

大規模半壊2 5 4 

半壊 687 

部損壊 3 , 5 5 6 棟 

冠水区域 

津波冠水区域図（平成23年3月18日作成) 
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福島県相馬市航空写真 平成23年3月12日撮影 

撮影：国土地理院 



平成23年3月11日14時46分 
三陸沖を震源とする大地震が発生 

地震から約1時間後に本市を襲った大津波。 

津波は堤防を乗り越え、大洲海岸から約3.7kniの距離にある国道6号バイパスまで到達した。 

市内の農地の約40%が冠水したほか、原釜•尾浜地区、磯部地区などの集落が波にのみ込まれた。 

市内の被害状況 

青色：津波の浸水区域 

赤色：流出した家屋 

植色：浸水した家屋 

緑色：浸水がない家屋 
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震災当日の原釜•尾浜地区 
平成23年3月1日の原釜•尾浜地区は、人口 4,144名•1,322世帯。 

津波は原釜•尾浜海水浴場を越え、集落を飲み込んだ 

•被害状況死亡者：163名。全壊：606棟、大規模半壊：59棟、半壊：95楝 

(平成24年2月29日現在） 

原釜•尾浜地区の被害状況 

青色：津波の浸水区域 

赤色：流出した家屋 

橙色：浸水した家屋 

緑色：浸水がない家屋 

震災直後の尾浜地区 

3月 1 1日 1 5時 3 0分頃 



押し寄せる津波3月11日16時00分頃 

地震直後の尾浜地区3月11日15時30分頃 
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押し寄せる津波3月11日16時00分頃 

押し寄せる津波3月11日16時00分頃 



a,： 

十 べ … … ： “ - 、 、 

vv、^。て:ヤン、パ 

だ 。 ち な 

津波が引いた後の原釜地区3月11日1 6時3 0分頃 

津波が弓Iいた後の尾浜地区3月11日17時00分頃 



津波が弓Iいた後の原釜•尾浜地区3月11日17時00分頃 
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津波が弓Iいた後の原釜•尾浜地区3月11日17時30分頃 



震災当日の磯部地区 
平成23年3月1日の磯部地区（磯部•蒲庭）は、人口 2,115名• 599世帯。 

津波は大洲、芹谷地、大浜、古磯部などの集落をのみ込み、小学校のある高台に迫った。 

參被害状況死亡者：251名。全壊：344棟、大規模半壊：3棟、半壊：16棟 

(平成24年2月29日現在） 
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磯部地区の被害状況 

青色：津波の浸水区域 

赤色：流出した家屋 

植色：浸水した家屋 

緑色：浸水がない家屋 

震災直後の大浜地区 

3月 1 1日 1 5時 2 0分頃 
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地震直後の大浜地区3月n日1 5時2 0分頃 

地震直後の大浜地区3月11日15時20分頃 
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押し寄せる津波3月11日"15時50分頃 
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押し寄せる津波3月11日15時50分頃 

12 



一城一^ュ,
: 

念.-;-:わ、 
鍵 ぶ 

j ._. J； - ̂  j_tv-r-̂ =̂:--.j* - "‘-

す;無ち;^r^^£-

津波が引いた後の磯部地区3月11日1 6時1 0分頃 
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津波が弓Iいた後の磯部地区3月11日16時1o分頃 
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津波が弓Iいた後の古磯部地区3月11日16時10分頃 
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津波が弓Iいた後の古磯部地区3月n日16時10分頃 
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3月1 1日1 5時5 0分頃 
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3月1 1日1 5時5 0分頃 

3月1 1日1 5時5 0分頃 
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震災後の各地区の様子 
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3月11日 16時10分頃 
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震災後の各地区の様子 
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新沼地区 
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3月1 1日1 6時1 0分頃 

3月1 1日1 6時1 0分頃 
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震災後の各地区の様子 

原釜地区 

3月 1 2日6時2 0分頃 

3月 1 2日 6時 2 0分頃 
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3月 1 2日6時3 0分頃 



3月 1 2日 6時3 0分頃 
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3月 1 2日 6時1 0分頃 
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3月 1 2日 6時1 0分頃 



3月 1 2日 6時2 0分頃 

輪 ^ ^ 據 

3月1 8日1 4時2 0分頃 

3月1 2日6時5 0分頃 

3月2 4日1 5時3 0分頃 
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3月 1 2日 6時3 0分頃 
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3月1 2日6時0 0分頃 3月21日14時00分頃 

4月30日15時00分頃 
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震災後の各地区の様子 

尾浜地区 

3月1 8日1 5時3 0分頃 

3月1 8日1 5時3 0分頃 3月1 8日1 5時2 0分頃 
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3月18日15時30分頃 
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3月18日15時30分頃 3月18日15時30分頃 
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3月18日15時20分頃 

3月18日15時10分頃 
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4月25日11時50分頃 



3月2 2日10時50分頃 
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3月22日10時10分頃 

3月22日11時00分頃 

震災後の各地区の様子 
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3月2 2日1 1時0 0分頃 
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3月2 2日1 1時0 0分頃 

3月2 2日1 0時0 0分頃 
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震災後の各地区の様子 
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3月31日10時20分頃 3月18日15時00分頃 
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震災後の各地区の様子 

曰下石地区 
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3月3 1日1 0時1 0分頃 

3月 1 3日 7時 0 0分頃 4月1 4日1 3時2 0分頃 
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震災後の各地区の様子 

3月 2 3日 9時3 0分頃 

3月 2 3日 9時5 0分頃 



3月2 3日1 5時0 0分頃 

3月2 3日1 0時4 0分頃 3月2 3日 9時3 0分頃 
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3月21日15時20分頃 
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3月2 5日1 1時3 0分頃 3月2 5日1 1時3 0分頃 
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4月 5日 9時 4 0分頃 
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震災後の各地区の様子 

蒲庭地区 

3月25日11時40分頃 
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新沼字大森 

平成23年3月11日 

I- , - r ； 

I infill ‘ 

平成24年3月7曰 
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一 年 後 の 各 ( 平 成
2 3

年
3

月 一 平 成
2 4

年
3

月 ) 

中村字大町 

平成23年3月11日 平成24年3月13日 

新沼字大森 

平成23年3月11日 平成24年3月7日 
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尾浜字高塚と松川浦 

平成23年3月12日 平成24年3月7日 
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( 平 成 2 3 年 3 月 — 平 成 2 4 年 3 月 ） 

原釜字仲田•北谷地 
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平成23年3月12日 平成24年3月13日 

原釜字北谷地 

平成23年3月12日 平成24年3月7曰 
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一年後の各地区の比較 (平成23年3月一平成24年3月） 

尾浜字船越 

論 _ 
平成23年3月12日 平成24年3月7曰 

原釜字大津 

平成23年3月12日 平成24年3月7曰 

原釜字大津 
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平成23年3月12曰 平成24年3月7日 
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毀 駕 ^ ^ ( 平 成 2 3 年 3 月 一 平 成 2 4 年 3 月 ） 

尾浜字細田（ふれあい旬のひろば) 

ミ::.一 一 ノ 

- ぼ 鐘 声 

一 ノ 

- ぼ 
平成23年3月31日 平成24年3月13日 

和田字柴迫 

- ココ，*
:

: =_ ‘ へ • ド ュ 〜 

：̂：：̂ 
平成23年3月31日 平成24年3月7日 

岩子字坂脇 

平成23年3月18日 平成24年3月7日 
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( 平成 2 3年 3月一平成 2 4年 3月） 

新田字大町 

平成23年3月15日 平成24年3月7日 

柏崎字東柏崎 

平成23年3月18日 平成24年3月7日 

磯部字迎 

— 

_ 心 七 i モ : 

- ニ 

平成23年3月18日 平成24年3月7日 
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( 平 成 2 3 年 3 月 — 平 成 2 4 年 3 月 ） 

磯部字古磯部 

舞 こ 沃 • こ . 一 
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，. -」 r へ . ^ — 

ぐ？.:化 
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平成23年3月18日 平成24年3月7日 

蒲庭字舘前 

平成23年3月25日 平成24年3月8日 

柚木字谷地田 

平成23年3月18日 平成24年3月8日 
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相馬市のうごき•取り組み 

平成23年3月11日〜平成24年3月11日 

平成23年3月11曰の震災以降、相馬市は日本国内のみならず、 

世界中の方々から様々なご支援をいただき、1年を迎えることができ 

ました。 

この1年間にいただいたご支援や相馬市の取り組みをご紹介します。 

紙面の都合上、ご紹介できなかった方々も数多くいらっしゃいます。 

この場をお借りしてお詫び申し上げますとともに、ご支援にあらた 

めて感謝申し上げます。 
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東曰本大震災後の主な取り組み項目 
平 成 2 3 年 3 月 1 1 日 〜 平 成 2 4 年 3 月 1 1 日 

月 曰 主な取り組み 主なうごき 

3月11日（金） 
14時46分三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の地震発生 

3月11日（金） 市災害対策本部設置 3月11日（金） 

市役所を毎日開庁（〜6月18曰） ム共施^等を中'し、に避難所を開設 

3月12日（土） 
福島第1原子力発電所1号機で爆発 

3月12日（土） 災害対策本部会議開催 
(毎日2回/日：8時及び18時）（〜4月29曰) 

旧相馬女子高体育館に遺体安置所設置 
(〜17曰） 

3月13日（日） 

市内での放射能測定開始 

16時44分孤立者を全員救出 3月13日（日） おにぎリ炊き出しボランティア開始 
(〜4月17曰） 

16時44分孤立者を全員救出 

3月14日（月） 
福島第1原子力発電所3号機で爆発 

3月14日（月） 広報そうま号外No.l発行 
(〜5月19日、No.16まで発行） 日本医師会へ支援要請 

3月15日（火） 

福島第1原子力発電所2号機損傷、4号機で爆発 

3月15日（火） 

南相馬市からの原発避難者受入（旧相馬女子 
局）（〜4月18曰） 相馬市議会災害対策本部設置 

3月15日（火） 平成23年第1回相馬市議会定例会本会議 
(最終日) 

相馬市議会災害対策本部設置 
3月15日（火） 平成23年第1回相馬市議会定例会本会議 

(最終日) 

ダウ•ケミカル(株)より義援金（200万ドル） 

3月15日（火） 

市仮設ホ
_

ムぺ一ジ設置（〜3月17曰） ダウ•ケミカル(株)より義援金（200万ドル） 

3月15日（火） 

「ろう城」宣言 
ダウ•ケミカル(株)より義援金（200万ドル） 

3月16日（水） 
被災者生活支援金支給開始 

3月16日（水） 
市内ガソリンスタンドー部給油再開 

3月17日（木） 仮設住宅等受付開始 

3月18日（金） 
市ホームページ本復旧（災害情報を随時掲載） 遺体安置所をアルプス電気(株)相馬工場跡に移 

設（〜6月22日） 
3月18日（金） 

電力•NT丁調査 
遺体安置所をアルプス電気(株)相馬工場跡に移 
設（〜6月22日） 

3月19日（土） 相馬港2-4バース供用開始 
3月20日（日） 市民向け灯油給油開始 

3月21日（月） 相馬市災害ボランティアセンター開設 

3月22日（火） 

避難者支援（天明カントリークラブ•ホテル 
飛天で避難者の入浴•スポーツアカデミー相 
馬のシャワー利用開始） 

相馬市区長会開催 

3月22日（火） 

避難者支援（天明カントリークラブ•ホテル 
飛天で避難者の入浴•スポーツアカデミー相 
馬のシャワー利用開始） 

避難所おでかけミニ/ くスの運行 
3月22日（火） 

避難者支援（天明カントリークラブ•ホテル 
飛天で避難者の入浴•スポーツアカデミー相 
馬のシャワー利用開始） 雇用促進住宅への入居開始 3月22日（火） 

相馬卸売市場を南相馬市への物資輸送拠点と 
して利用開始 

3月23日（水） 市民へのコメの配給（〜3月25日） 
自衛隊入浴施設供用開始 3月23日（水） 市民へのコメの配給（〜3月25日） 
バス運行開始（相馬〜福島） 

3月24日（木） 
避難者支援（はなますの湯利用開始） 

3月24日（木） 
相馬市長メールマガジンNo.248発行 

王ノ L；̂&埋人tii視察 

3月25日（金） 自衛隊ヘリによる被害状況調査 
九州整備局の輸送船入港 3月25日（金） 自衛隊ヘリによる被害状況調査 
バス運行開始（相馬〜仙台） 

3月26日（土） 

応急仮設住宅の建設に着手（東グラウンド） 

3月26日（土） 避難所•市庁舎でのラジオ体操開始 3月26日（土） 

相馬市長メールマガジンNo.249発行 

3月27曰（曰） 谷垣自由民主党総裁視察 
3月28日（月） 水道水モニタリング開始 生活路線バス運行再開 
3月29日（火） 公立相馬総合病院に臨時の精神科外来開設 国土交通省輸送船（防災フロート）入港 

3月30日（水） 

災害時要援護者調査（〜4月4曰） 相馬市区長会開催 
3月30日（水） そうまさいがいエフエム開局 医療機関送迎バス（避難所〜医療機関）運行 

開始 

3月30日（水） 

水稲作付協議 
医療機関送迎バス（避難所〜医療機関）運行 
開始 

3月31日（木） 
福島県災害廃棄物処理対策協議会 

3月31日（木） 
ジヤンボタクシー運行開始（相馬〜南相馬） 
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月 曰 主な取り組み 主なうごき 

4月1日（金） 「罹災証明書」発行開始 
自衛隊陸海空と米軍による行方不明者の海中 
集中捜査（〜4月3日） 

4月2曰（土） 全国市長会森会長（長岡市長）来相 

4月3曰（曰） 
消毒用の消石灰配布開始 

南相馬市との区域外就学に関する協議 4月3曰（曰） 
応急仮設住宅の建設に着手（刈敷田） 

南相馬市との区域外就学に関する協議 

4月4曰（月） 

避難所巡回法律相談会開始 

4月4曰（月） 家庭ガレキ収集開始 4月4曰（月） 

相馬市長メールマガジンNo.250発行 

4月5曰（火） 応急仮設住宅の建設に着手（東グラウンド） 

4月7日（木） 
震災孤児のための義援金受入口座開設 

4月7日（木） 23時32分頃震度5強の余震 

4月9日（土） 被災家屋調査開始 

4月10曰（日） 三原じゅん子参讓院議員視察 

4月11曰（月） 常設無料法律相談会開始 犠牲者へ黙とう（14時46分） 

4月12日（火） 心のケア研修会 バス運行開始（相馬〜亘理間） 

4月13日（水） 行政区長への移住計画説明 江田みんなの党幹事長視察 

4月14日（木） スクールバス運行計画策定 福島県災害廃棄物処理対策協議会準備会 

4月15日（金） 山ロ公明党代表視察 

4月18日（月） 避難所で給食提供開始 市立小•中学校入学式 

4月19日（火） 県立相馬高校入学式 

4月20日（水） 
学校給食用お弁当配布（〜4月22曰） p古；|：日民車宮坊1学式 4月20日（水） 
相馬フォロアーチーム活動開始 

4月21日（木） 
放射線対策アドバイザ一を委嘱 

(東京大学医科学研究所上研究室） 

4月22日（金） 相馬市区長会開催 

4月23日（土） 玉野地区放射線量測定開始 
野田財務大臣視察 

4月23日（土） 玉野地区放射線量測定開始 
玄葉国家戦略担当大臣視察 

4月24曰（曰） 相馬市長メールマガジンNo.251発行 仙谷内閣官肩副長官視察 

4月25曰（月） 浪江町民へ簡易宿泊所提供 

4月26日（火） 
第2回相馬市議会臨時会 
(『相馬市災害孤児等支援金支給条例』可決） 

4月27日（水） 衛藤衆議院副議長視察 

4月29日（金） 
区長等の現地確認（〜5月6曰） 

4月29日（金） 
リュックサック、米、水を市民へ配布 

4月30曰（土） 

応急仮設住宅入居者へ鍵弓1渡し 

橋本聖子参議院議員視察 4月30曰（土） 災害対策本部会議日程変更 
(1日1回：18時） 

橋本聖子参議院議員視察 

5月1曰（曰） 仮設住宅でタ食用弁当配食開始 

5月2曰（月） おでかけミニノ くス運行再開 東曰本大震災復興構想会議視察 

5月3日（火） 
はらがま朝市開催（〜5月5曰） 
※以降週末など開催 

5月4日（水） 
大島g由民主党副総裁視察 

5月4日（水） 松本防災担当大臣視察 

5月5日（木） 本部長被害状況視察（自衛隊ヘリによる） 在宅寝たきリ老人に担架配布（48名） 

5月7曰（土） 
本部長被害状況視察 
(行方不明者捜索状況確認） 

5月8曰（曰） 消防団による捜索活動終了 

5月9曰（月） 
応急仮設住宅入居者へ鍵引渡し 片山総務大臣視察 

5月9曰（月） 
建設業者によるがれき撤去開始 

5月10曰（火） 道路整備促進期成同盟会全国協議会理事会 
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月 曰 主な取り組み 主なうごき 
5月11日（水） 公衆衛生に関するレクチャー 天皇皇后両陛下相馬市ご訪問 
5月12日（木） 相馬地方広域市町村圏組合管理者会 
5月14日（土） 鹿野農林水産大臣視察 
5月17日（火） 第3回相馬巾議会臨時会 

5月18日（水） 在日メキシコ大使来相 

5月19日（木） 道全協通常総会•震災から命を守る道づくり 
全国大会（東京•市長出席） 

5月20日（金） 相馬市長メールマガジンNo.252発行 東北市長会（仙台市•市長出席） 
5月22曰（曰） 放射線と健康影響説明会開催（〜6月27曰） 

5月23日（月） レソ卜王国在日大使来相 

5月24曰（火） 

応急仮設住宅入居者へ鍵弓|渡し 
東北の港湾振興を考える意見交換会 
(仙台市•市長出席） 

5月24曰（火） 玉野小•中学校校庭表土入替開始 
(〜5月27日） 

東北の港湾振興を考える意見交換会 
(仙台市•市長出席） 

5月25日（水） 徳山東4匕地方整備局長と意見交換 

5月28日（土） 
玉野地区で健康相談会開催（〜5月29日） 

5月28日（土） 
ハエ•蚊対策で消毒を実施 

6月1日（水） 東京都稲城市と災害時相互応援協定締結 

6月2日（木） 相馬フォロアーチームNPO化設立総会 J R常磐線復興調整会議 
6月3日（金） 第1回相馬市復興会議 

6月4日（土） 

消防団分団長会議 

6月4日（土） 「へドロやがれきの撤去•除去に携わる作業員 
や住民の健康対策」講演会 

6月5曰（曰） 知事•副知事と各市長との意見交換会（福島市• 
市長出席） 

6月6曰（月） 
私立幼稚園と保育園へ線量計配布 

6月6曰（月） 
相馬市長メールマガジンNo.253発行 

6月7日（火） 全国市長会（〜6月8日）（東京•市長出席） 

6月8曰（水） 社会資本整備を考える首長の会（東京•市長出席） 6月8曰（水） 
全国医系市長会（東京•市長出席） 

6月10日（金） 
災害廃棄物中間処理業務をプロポーザル方式 
にて公募開始（〜6月20曰） 

区長説明会 6月10日（金） 
災害廃棄物中間処理業務をプロポーザル方式 
にて公募開始（〜6月20曰） アスペスト濃度測定開始 

6月11曰（土） 応急仮設住宅全戸完成 

6月12日（曰） 
広島の陸上自衛隊活動終了 被災者の孤立死を防止するための有識者会議 

(仙台市•市長出席）「相馬井戸瑞長屋」構想 
を発表 

6月12日（曰） 
相馬市長メールマガジンNo.254発行 

被災者の孤立死を防止するための有識者会議 
(仙台市•市長出席）「相馬井戸瑞長屋」構想 
を発表 

6月13日（月） 
第4回相馬市議会定例会（〜6月28曰） 
(災害公営住宅（集合住宅）建設を予算化） 

6月15日（水） 
第2回相馬市復興会議 
災害対策本部会議日程変更 
(水曜日は本部会議を行わず、復興会議とする） 

6月16日（木） 
参議院東日本大震災復興特別委員会（東京* 
市長が参考人として招致） 
※住宅供給と津波被災地再生への提案 

6月17曰（金） 市独自へドロ健康障害対策システム実施 市内全避難所閉鎖 

6月18日（土） 市内各地の放射線量測定メッシュ調査実施 

6月19日（曰） 
第1回相馬市復興会議顧問会議 

内閣府末松副大臣視察 6月19日（曰） 
本日から市役所を日曜日閉庁とする 

内閣府末松副大臣視察 

6月20曰（月） お出かけバス（仮設住宅〜市街地）運行開始 
6月21日（火） 小•中学校のミニホットスポッ卜調査開始 

6月22日（水） 第3回相馬市復興会議 
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月 曰 主な取り組み 主なうごき 

6月23日（木） 「被災証明書」発行開始 静岡県医師会」MAT報告会 

6月26曰（曰） 
命を守る小田原をどう作るか講演会（小田原 
市）（市長講演） 

6月27曰（月） 仮設住宅にタ食おかず配食開始 仮設住宅組長会議 

6月29日（水） 第4回相馬市復興会讓 

パナマ大使館•キューバ大使館主催相馬市 
震災孤児等支援金支給基金募金イベン卜 
(東京•市長出席） 

6月30日（木） 災害廃棄物中間処理業者選定会議 相馬港湾施設建設促進協議会総会 

7月1日（金） 
災害対策本部会議日程変更 
(月曜及び金曜日に本部会議を開催） 

7月2日（土） 

相馬市消防団合同慰霊祭 

7月2日（土） 震災孤児支援金支給式 7月2日（土） 

飯舘村避難者仮設住宅入居開始 

7月6日（水） 
東北地区港湾整備促進協議会中央要望活動（東 
京•市長出席） 

7月7日（木） 相馬地方広域市町村圏組合管理者会 

7月8日（金） 災害廃棄物中間処理業者選定会議 仮設住宅組長会議 

7月9曰（土） 玉野地区10 mメッシュ調査実施 

7月11曰（月） 

仮設住宅支援員訪問開始 
玉野地区住民代表と放射線除染対策について 
協_ 7月11曰（月） タ食の配食を全仮設住宅で開始 
玉野地区住民代表と放射線除染対策について 
協_ 7月11曰（月） 

相馬市長メールマガジンNo.255発行 

7月12日（火） 
早稲田大学大学院での市長講話 
(東京•市長出席） 

7月13日（水） 第5回相馬市復興会議 
全国市長会経済委員会全国市長会理事•評 
議員合同会議（東京•市長出席） 

7月15日（金） 政府現地対策本部視察 

7月16日（土） オース卜リア特認全権大使来相 

7月17曰（曰） 相馬光陽サッ力一場開場式 

7月19日（火） 
仮設住宅でリヤ力一販売開始 
(買い物•生活支援事業） 

政府復興計画策定に関する意見交換会 
(福島市•市長出席） 

7月20日（水） 

南相馬市避難者仮設住宅入居開始 仮設住宅組長会議 

7月20日（水） 
第6回相馬市復興会議 

東北中央自動車道建設促進合同大会「市長特 
別講演」（東京•市長出席） 

7月21日（木） 
第5回相馬市議会臨時会 
(『相馬市災害危険区域に関する条例』可決） 

7月22日（金） 相馬野馬追安全祈願祭•前夜祭 

7月23日（土） 
相馬野馬追 

7月23日（土） 
鈴木文部科学副大臣視察 

7月24日（曰） 
相馬市少年親善使節団結団式 

7月24日（曰） 
平野復興大臣視察 

7月25日（月） 大野台地区仮設店舗工事着工 
上げ野馬神事 

7月25日（月） 大野台地区仮設店舗工事着工 
飯舘村仮設住宅組長との意見交換会 

7月26曰（火） 東京電力株式会社に要求書を提出 県復興ビジョンに係る意見交換会 

7月28日（木） 放射能測定講習会開催（〜7月29日） 全国都市港湾協議会（木更津市•市長出席） 

7月29日（金） 浪江町避難者仮設住宅入居開始 
ソーラーパネル寄贈式（マスク財団） 

7月29日（金） 浪江町避難者仮設住宅入居開始 
玉ノ井部屋夏合宿土俵開き 

8月1日（月） NPO法人相馬はらがま朝市クラプ認可 

8月2日（火） 相馬市誘致企業連絡協議会総会 

8月3日（水） 第7回相馬市復興会議 

8月4日（木） 
市立幼小中学校の校庭の表土削り作業開始 ダウ•ケミカル社が市に災害公営住宅を寄付 

8月4日（木） 
玉野地区全戸に高圧洗淨機配布 J R常磐線復興調整会議 
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月 曰 主な取り組み 主なうこ、き 

8月5曰（金） 
市民七タまつり（〜7曰） 

8月5曰（金） 
相馬港建設促進期成同盟会総会 

8月6曰（土） 東北の農業•林業• 7j<産業振興支援集会 

8月8日（月） 相馬市長メールマガジンNo.256発行 
潘基文国連事務総長視察 

8月8日（月） 相馬市長メールマガジンNo.256発行 
NPO法人相馬フォロア一チーム認可 

8月9曰（火） 
「東日本大震災後の福島•伊達•相馬地方の幹 
線道路整備を考える緊急フォーラム」開催 

8月10日（水） 「除染に関する説明会（玉野地区)」開催 
8月9日の緊急フォーラム決議を受け国土交 
通大臣に要望書提出 

8月12日（金） 大瓜市、流灯会 

8月13日（土） そうま慰霊花火大会 

8月14曰（日） 
柚木地区応急仮設住宅でキッチンカーによる 
タ食配食開始 

盆踊り大会 

8月17日（水） 第8回相馬市復興会議 宮城教育大学学生による学力向上支援(〜19曰） 

8月18曰（木） 
土地利用規制に関する住民説明会（〜28日） 

8月18曰（木） 
相馬市長メールマガジンNo.257発行 

8月21日（日） 厚生労働省大塚副大臣が市長と面談 

8月22日（月） 福島県市長会議 

8月24日（水） 第9回相馬市復興会議 

8月25日（木） 第2回復興会讓顧問会議 曰本精神病院理事長等研修会での市長講演 

8月29日（月） 

第10回相馬市復興会議 

フジモールドエ業株式会社と工場立地に関す 
る基本協定書を締結 

8月29日（月） 
『相馬市復興計画Ve「.1.1』策定 フジモールドエ業株式会社と工場立地に関す 

る基本協定書を締結 
8月29日（月） 

ガレキ中間処理の設備着工 
フジモールドエ業株式会社と工場立地に関す 
る基本協定書を締結 

8月29日（月） 

P T Aに対する放射能説明会開催（〜30日） 

フジモールドエ業株式会社と工場立地に関す 
る基本協定書を締結 

8月30日（火） 相馬市区長会総会開催 
東北中央自動車道の整傭促進を求める伊達市 
総決起大会にて市長が基調講演 

8月31日（水） 自衛隊活動終了 

9月1日（木） 

除染対策プロジエクトチーム第1回会議開催 

9月1日（木） 応急仮設住宅で生涯学習講座を開講 9月1日（木） 

9月から市役所の体制を通常体制とする 

9月2日（金） 原子力損害賠償の完全実施を求める福島県総 
决起大会 

9月5曰（月） 
被災農家経営再開支援事業説明会（〜8曰） 

ひまわリ会情報交換会 9月5曰（月） 
第11回相馬市復興会議 

ひまわリ会情報交換会 

9月7曰（水） 相馬井戸瑞長屋新築工事起工式 

9月9曰（金） 自治体災害対策全国会議での市長講演 

9月10日（土） 相馬市東日本大震災慰霊祭 
東日本大震災鎮魂行事「天灯」 

9月10日（土） 相馬市東日本大震災慰霊祭 
文部科学省森副大臣が市長と面談 

9月11曰（曰） 東日本大震災から司 6年の節目を迎える 

9月12日（月） 
第6回相馬市議会定例会（〜9月30曰） 

犯罪のない街づくリ協議会設立総会 9月12日（月） 
第12回相馬市復興会議 

犯罪のない街づくリ協議会設立総会 

9月13日（火） 
放射線対策国際会議委員来相 

9月13日（火） 
福島県新聞放送社長会での市長講演 

9月16日（金） 株式会社丨H丨建設機械寄贈式 

9月17日（土） 市長村長と県知事との意見交換会 

9月18日（曰） LIVE福島風とロックSUPER野馬追 

9月19日（月） 仮設•借上住宅入居者健康診断（〜25曰） ノバルティスホールディングジャ/ ン寄贈式 

9月20曰（火） 第13回相馬市復興会議 秋の交通安全運動出発式 

9月22日（木） 台風15号の接近に伴う警戒態勢 

9月23日（金） 犯罪のない街づくリ総決起大会 
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月 曰 主な取り組み 主なうごき 

9月26曰（月） 
神奈j 1丨県小田原市と防災協定綿結 小田原市での市長講演 

9月26曰（月） 
第14回相馬市復興会議 ブータン王国首相来相 

9月27曰（火） 
巨大水災害に関する国際フォーラムで皇太子殿下 

に拝謁 

9月28日（水） 生涯学習推進会議 

9月29日（木） 塚田•大野台仮設店舗引渡式 

9月30日（金） 
市議会定例会最終日 
「教育復興子育て基金条例」制定 

自治労東京本部震災ボランティア総括集会での 
市長is話 

10月1日（土） 山田教育長就任 

10月3曰（月） 第15回相馬市復興会議 鈴木寛参議院議員来相 

10月4日（火） 生涯学習推進会議 

10月5日（水） ミリアム•ウェレ博士来相 

10月6日（木） 市都市計画審議会 
駐日エジプト大使来相 

10月6日（木） 市都市計画審議会 
阿部知子衆議院議員市長面談 

10月7日（金） 福島県相双地域復興本部との情報交換会 

10月8日（土） 
アジア研究機構国際シンポジウムでの市長/ \° 

ネリスト 

10月11日（火） 第16回相馬市復興会議 
広域市町村圏組合議会 

10月11日（火） 第16回相馬市復興会議 
全国地域安全運動パトロール出発式 

10月12日（水） 相馬市区長会臨時会 相馬方部衛生組合議会 

10月13日（木） 
災害公営住宅（馬場野地区）建設工事公募に 
係る業者ヒアリング 

東；!ヒ市長会総会 

10月14日（金） 野田首相に支援を要望 
早稲田大学マニフェスト研究所人材マネジメ 
ン卜部会での市長講話 

10 月15 日（土） 平野復興担当大臣来相 

10月16日（日） 仮設置場説明会（磯部地区） 市消防団秋季検閲式 

10月17日（月） 
高齢者等サポートセンター開所式（大野台） 常磐自動車道舗装工事火入れ式 

10月17日（月） 
第17回相馬市復興会議 中小企業庁鈴木長官と市内事業者との意見交換会 

10月18日（火） 

市交通安全総ぐるみ大会 

10月18日（火） 清林寺講演会での市長講話 10月18日（火） 

日本銀行山ロ副総裁来相 

10月19日（水） 
除染対策プロジェク卜チーム勉強会 

J丨C A緒方貞子理事長来相 10月19日（水） 
市民会館建設検討委員会 

J丨C A緒方貞子理事長来相 

10月20日（木） 

相馬土地改良区理事会 

10月20日（木） 曰弁連高齢社会対策本部震災P T来相 10月20日（木） 
日本商工会議所役員団来相 

10 月 22 日（土） 全国報徳サミット桜川市大会（〜23曰） 

10月24日（月） 住生活月間フォーラムでの市長ノ《ネリスト 

10月25日（火） 
第18回相馬市復興会議 

10月25日（火） 
相馬市長メールマガジンNo.258発行 

10月26日（水） 東北の港湾を考える意見交換会 

10月27日（木） 港湾を考える全国集会 

10月28日（金） 災害廃棄物中間処理業務安全祈願祭 藤原紀香日赤広報特使来相 

10月31日（月） 第19回相馬市復興会議 土地改良区臨時総代会 

11月1曰（火） 市金婚を祝う会 

11月2曰（水） 全国経済同友会復興部会での市長講演 

11月3日（木） 
そうま市民まつり 

11月3日（木） 
市表彰式 

11月4曰（金） 市民会館建設検討委員会 

11月5曰（土） 家族の肖像写真撮影開始式 
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月 曰 主な取り組み 主なうごき 
11月6曰（曰） 「相馬の子どもが考える東日本大震災」発表会 東大医科研シンポジウムで市長報告 
11月7曰（月） 第3回復興会議顧問会議 流山市の防災講演会で市長講演 
11月8日（火） 第20回相馬市復興会議 

11月9日（水） 議員全員協議会 相双環境管理事業協同組合総会での市長講演 
11月10日（木） 相馬市長メールマガジンNo.259発行 

11月11日（金） 
居住に関する土地利用計画についての懇談会 
開催（〜11月12曰） ルワンダ共和国ムリガンテ大使来相 11月11日（金） 

相馬市長メールマガジンNo.260発行 

ルワンダ共和国ムリガンテ大使来相 

11月12 日（土） 曰本地方自治学会で市長講演 
11月13日（日） 阪神から東北そして日本を考える会で市長講演 
11月14日（月） 第21回相馬市復興会議 

11月16日（水） 全国市長会地方分権改革検討会議 
11月18日（金） ブータン国王•王妃相馬市ご訪問 

11月20日（日） 県議会議員•市議会議員一般選挙日 

11月21曰（月） 
第22回相馬市復興会議 

11月21曰（月） 
相馬市長メールマガジンNo.261発行 

11月23日（水） 「がんばろう福島」絆づくリP G大会 
11月24日（木） 第1回相馬井戸^長屋プロジェク卜チーム会議 

11月 26 日（土） 
東北中央自動車道復興道路着工式 

11月 26 日（土） 
第1回放射線に関する生涯学習講座 

11月27日（日） 相馬中村開府400年記念シンポジウム 
11月28日(月) 災害廃棄物中間処理業務本格稼働 東北圏広域地方計画シンポジウム 
11月29日（火） 安全•安心の道づくりを求める全国大会 

11月30日（水） 
第7回相馬市證会臨時会 

11月30日（水） 
第2回相馬井戸瑞長屋プロジェク卜チーム会議 

12月1日（木） 食品の放射性物質測定開始 消防サイレン設置•初吹鳴 

12月5日（月） 

居住に関する意向調査開始（〜12月26日） 

「おでかけミニバス」運行再開 12月5日（月） 第8回相馬市議会定例会（〜12月20日） 「おでかけミニバス」運行再開 12月5日（月） 

第23回相馬市復興会議 

「おでかけミニバス」運行再開 

12月6日（火） 第3回相馬井戸瑞長屋プロジェクトチーム会議 アイルランド大使来相 
12月7日（水） 山上小学校体育館起工式 
12月9日（金） ふるさと相馬を愛する会での市長講演 
12月13日（火） 第2回放射線に関する生涯学習講座 
12月14日（水） 第4回相馬井戸瑞長屋プロジェク卜チーム会議 

12月15日（木） 産廃処分場建設に反対する相馬市民の会総会 

12月16日（金） 第5回相馬井戸瑞長屋プロジェク卜チーム会議 立教大学での市長講演 

12 月17 日（土） 塚田•西地区仮設店舗グランドオープン コンテナ航路再開 

12月19日（月） 第24回相馬市復興会議 
大野台郵便局開局セレモニー 

12月19日（月） 第24回相馬市復興会議 
新地発電所2号機再稼働 

12月20日(火） 香港保安局区副局長来相 

12月21日（水） 相馬井戸瑞長屋上棟式 市区長会役員会 

12月22日（木） 衛生組合議会定例会 

12 月 24 日（土） 「つながれ日本！報徳の樹」点灯式 

12月26日（月） 第25回相馬市復興会議 
広域市町村圏組合定例会 

12月26日（月） 第25回相馬市復興会議 
第3回放射線に関する生涯学習講座 

12月27日（火） 
孤立防止と心のケアに関する有識者会議 

12月27日（火） 
新地発電所1号機再稼働 

12月28日（水） 市除染計画策定 しV M H子どもアー卜•メゾン確認書締結 

平成24年 

1月5日（木） 
相馬総合卸売市場初せリ 

1月5日（木） 
新春のつどい 
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月 曰 主な取リ組み 主なうごき 

1月7日（土） 相馬市長メールマガジンNo.262発行 

1月8曰（曰） 
市消防団出初め式 

1月8曰（曰） 
市成人式 

1月9曰（月） 

NP〇相双に新しい精神科医療保険福祉システム 
をつくる会発足記念式典 1月9曰（月） 
バ一バ一ド•ビジネス•スクール来相 

1月11曰（水） 第26回相馬市復興会議 相馬福島道路（相馬一相馬西）中心杭打ち式 

1月12日（木） 観光業復興支援懇談会での市長講話 

1月13日（金） 
相馬地方広域水道企業団議会臨時会 

1月13日（金） 
在欧州日本大使来相 

1月14日（土） 学校給食食材放射性物質検査開始 第33回どんと祭 

1月15日（日） 
和田観光いちご園開園 

1月15日（日） 
平野復興大臣来相 

1月17日（火） 第27回相馬市復興会議 

1月18日（水） 第6回相馬井戸瑞長屋プロジxク卜チーム会議 福島県殉職消防団員合同慰霊祭 

1月19日（木） 鹿野農林水産大臣との意見交換 

1月20日（金） 

災害公営住宅（明神前地区）建設工事公募に 
係る業者ヒアリング 1月20日（金） 

相馬市長メールマガジンNo.263発行 

1月21日（土） 第4回放射線に関する生涯学習講座 

1月22日（曰） よくわかる放射線教室開催 

1月23日（月） 第28回相馬市復興会議 

1月24日（火） 全国市長会地方分権改革検討会議 

1月25日（水） 全国市長会経済委員会 

1月26日（木） 早稲田大学マニフェス卜研究所での市長特別講演 

1月29日（日） 
相馬港内航フィ一ダーコンテナ定期航路再開記念 
式典 

1月30日（月） 
第1回相馬市議会臨時会 

1月30日（月） 
第29回相馬市復興会議 

1月31曰（火） IS09001外部審査 

2月1日（水） 相馬市連合商栄会での市長講演 

2月4日（土） 全国みちづくリ女性団体交流会議での市長講演 

2月6曰（月） 
第1回相馬市健康対策専門部会 

2月6曰（月） 
第30回相馬市復興会議 

2月8日（水） 福島•米沢•相馬•伊達市議会連絡協議会全体会議 

2月9日（木） J R水戸支社への要望活動 市町村圏組合管理者会 

2月11曰（土） 
相馬野馬追執行委員会 

2月11曰（土） 
宇多郷騎馬会総会 

2月12日（日） ブータン国留学生来相 

2月13日（月） 
応急仮設住宅戸長会議 

2月13日（月） 
第31回相馬市復興会議 

2月14日（火） 災害公営住宅（馬場野）安全祈願祭 相馬市女性消防隊研修会での市長講話 

2月15日（水） J R仙台支社への要望活動 

2月20日（月） 
第2回相馬市健康対策専門部会 

2月20日（月） 
第32回相馬市復興会議 

2月21曰（火） ガラスノ くッジの測定結果を発送 相馬方部衛生組合議会定例会 

2月22日（水） 米国上院•下院議員補佐官来相 

2月23日（木） 相馬市長メールマガジンNo.264発行 広域水道企業団議会定例会 

2月25曰（土） ガラスバッジ測定結果個別説明会（玉野） 

2月26曰（曰） ガラスバッジ測定結果個別説明会（山上•八幡) 
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月 曰 主な取り組み 主なうごき 

2月27曰（月） 

相馬大内線着工式•安全祈願祭 

2月27曰（月） ガラスメ くッジ測定結果全体説明会 2月27曰（月） 

第33回相馬市復興会議 

2月28日（火） 相馬市長メ一ルマガジンNo.265発行 全国市長会政策推進委員会•地方分権改革検討会合同会議 

2月29日（水） ガラスバッジ測定結果全体説明会 

3月1日（木） 柚木高齢者等サボー卜センタ一開所式 市内高等学校卒業式 

3月2日（金） 第7回相馬井戸瑞長屋プロジェクトチーム会議 

3月3曰（土） 地方を守る会総会 

3月4曰（曰） 国土交通大臣との意見交換会 

3月5曰（月） 
第2回相馬市議会定例会（〜3月22曰） 

3月5曰（月） 
第34回相馬市復興会議 

3月8日（木） 松川浦•沿岸部の一斉捜索（〜9曰） 

3月10日（土） 被災写真の公開（〜3月25曰） ライフネツ卜そうま情報交換会での市長講話 

3月11曰（曰） 
相馬市東日本大震災追悼式 相馬水産加工復光フォーラム 

3月11曰（曰） 
東日本大震災から 年の節目を迎える 

マ一へ上画 

相馬共同火力発電•新地発電所屋上から見た松川浦大橋 
12月19日撮影 
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相馬市のうごき•取リ組み 

• 3 月 1 1日（金）午後 2時 4 6分地震発生 

•市役所の震度計午後2時4 6分震度5強（5 . 3) 

午後2時4 7分震度6弱（5 . 7) 

午後2時4 8分震度5強（5 . 1 ) 

• 午 後 2 時 4 9 分 
地震発生直後「津波警報」その後「大津波警報」発令 

警報発令後に直ちに防災行政無線により避難広報の放送を実施 

相馬消防署と消防団の各分団積載車による避難広報開始 

• 午 後 2 時 5 5 分 

相馬市災害対策本部設置 

」 

3月 1 1曰午後2時 5 5分第 1回災害対策本部会議 

【本部長指示】 

1.内陸部消防団：建物倒壊のチェック 

2.海岸部消防団：津波からの避難誘導を急げ 

3.市職員：災害弱者施設（医療機関•介護施設）のチェックと対応 

4.公共施設、学校の被害状況確認 

5.その他、被災状況を逐次報告せよ 

- i m す 

淡ifげ中 

令 輪 ® • 下 一 、 - ル 杯 桃 扣 v ズ “ 、 逾 

i核ケ-tV•ん4し補茶 キ丨.卜へ 

げガー•沐あU片知抽妨 
於 ^ ^ 

相馬市災害対策本部会議ホワイトボード記録3月11日16時00分現在 
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相馬市災害対策本部会議ホワイトボード記録3月11日16時15分現在 

3月 1 1日午後7時 0 0分第 2回災害対策本部会議 

【本部長、現在の状況確認と対策を指示】 

1.生存者救出 

•孤立者情報と救出方法を指示（消防団•市職員） 

•自衛隊に救助要請済みの報告、ヘリコプター要請 

2.避難所収容数の増強、誘導 

•避難所の増設（学校教室） 

•食料、飲料水、毛布などの確保、提供 

3.被害状況の把握 

•避難所収容は地域ごとに 

•避難所収容者と住民基本台帳情報の突合を指示 

4.給水車の手配 

•本部長が近隣自治体へ電話要請 

^県内の自治体は地震によリ対応不可 

^山形県米沢市が了解 

•現有車4台で給水作業開始 

5.市内のスーパーなどから水や食料を確保 

•イオン相馬店内の食料を全量確保（災害時応援協定を締結） 

•自動販売機で飲料水を確保 
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相 馬 市 災 害 対 策 本 部 会 議 ホ ワ イ ト ボ 一 ド 記 録 3 月 1 1 日 1 9 時 3 0 分 現 在 

3月 1 2日午前0時0 0分第3回災害対策本部会議 

【本部長指示】 

1.孤立者の救出 
•到達ルー卜確保して水や食料を届け、可能な限り避難所へ搬送 

2.孤立者への水の供給 

•磯部小、中村ニ小、東部公民館、相馬共同火力発電所 

•本部長が流山市など県外の自治体に給水車を要請 

3.避難者の状況把握と健康状態をチエック 

•避難者把握：住民基本台帳情報との突合 
•配置職員の増員、保健センターの保健師を配置 

•市内の病院に、臨時緊急体制を採るよう要請 
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4.避難者の支援体制 

•炊き出し用食材の確保 
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命 一A、 ?D̂  一惠中 

^ O O 
1ムと公 
| 
1 ^ - m 

クフ 

割匍救fy 

！安教脚j ？ク 

4ビ爽め絲叙も介 
0ジ-得シ 

/笑こち'> 也̂？ Jジ 
'.ぐ突-I メジ次 

(00+ベ 

；.iti••？ 50^ 
乙 ； ？ 、 一 ス ' } r

; 

v ？ ir 
あ蘇.グ•:.].ひ-

ir 
炎泰会印？ 

系、.的•/-

t S v i . o 

かぐい̂tt {0V 

Sr4J5^g^ 0 ̂ ?S;S 分ーん A、 6 

P ズー A V く 

:• ̂  1^' 
終觀な 

,Ufも t€4i ニ 
十細̂CW丨 

鳴れ知-3 

あ?《抛淡2 

っ 
-• 

i ' i命文が 

相馬市災害対策本部会議ホワイトボード記録3月12日2時2分現在 

3月12日午前2時45分第4回災害対策本部会議 

•避難所状況の報告 

•24力所に3,849名が避難 

^保健師を配置 

4職員の増員が必要 

第4回災害対策本部会議（3月12日午前2時45分開始） 

3月12日午前3時00分行動方針を決定 

會担当部課割り振リ 
_全職員が情報共有化 

=> A 3用紙一枚に本部会議内容を集約し、周知•徹底 
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改育部 

さ計課 
金画政策輝 
税務•TT7S, 

運搬 
配分等 

相̂飾の今Sの対(S _ •、妙 

一 

；1 

；ー 
資任免 

I築課 

園係面体 
自衛隊 

ノ 直 後 の . 

神 

femssli-
W 

丨生存者確保1-

m: R\ 
* 丨行方不 ^ ^の _ -

v 

道路の確保 
死体安s場所 
住基台帳市民との突合 

I自衡隊.消防署等へ要請 
必要に応じて重楼 
明日8時準備0K 

必要に応じて重機 
川沼体育館？ 
避難所での確認 
地.区住S(区長—班長等） 

$接物資の受入 

健康•けが対応 
給水車 企業団

：
1台（Ot) 

自衛隊:1台(〇t) • 
土太誤:2台（1t、1.5t) 

H 

1 

[1 
i 

I炊き出し場所 

タオル 
肖ブラシなど 

.パ -

1 

1 

： 

2しx500本 
おにぎ1J100(M§ 

|振興ビルに運ぶ 
振興ビルに運ぶ ^ 
Pi降はに来：CJ^~‘ 

g等に向けた取《 

HMsSM] •丨仮住居•運絡先の確認等 

|瓦 _ 6撤 4 I一 丨 堪 所 の g 保 I 
ノ / 一 丨建設寨fから重機1 

丨住居の手当て丨—丨人数'世帯の 

I仮設住宅建設丨—丨場所の確保 
建設戸数 
建設コス卜 

丨空きアパート
-

 )• 

、ノ ノ厂被災地復興1-

？ - A . 

：金i貸付など 

丨ライフライン丨 

道路整備 

資任考 
+丨健康福祉課•生涯学署都i 

>丨建築課•情報政策課| 

•丨建築課•財政課 丨 

i 

下水道課 
商工振興誤 

都市整巧II 

上水道 
Tボ 1 
電気 
ガ ス な ど 

M s g 
水 
暖戻器具 

本部長Jbボ 

これよリー枚のシー卜にまとめて本部会議を行う。 

®孤立者救出に全力をあげること 

®避難者の食事、生活物資、健康対策 

®生存者、行方不明者を確定させる 

®仮設住宅建設のための土地をまとめろ 

®空きアパートを確保すること 

®生活資金を見舞金で 

@ライフラインの復旧 

®ガレキ撤去の置場所確保 

®棺おけ500個を手配せよ 
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3月12日（土) 

東京都足立区よリ 

ご支援をいただきました 

it ‘ 

r*^ — 

市役所に集められた食料品など 
3月12日撮影 

\ 
スポーツアリーナそうまに設置された避難所 

3月14日撮影 

全国から寄せられた支援物資は、ボランティアが協力 
して積み下ろし作業を行った（市民会館） 

3月17日撮影 

支援物資と、ボランティアが作った配給用の 
おにぎりなど（市民会館） 

3月17日撮影 
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3月12日午前9時00分第5回災害対策本部会議 

【本部長指示】 

1.夜明け後の状況を再整理 

2.仮設住宅の申し込み 

3.市内空きアパートを確保 

4.孤立者救出のための道路の確保 
•作業ルー卜確保のための重機の手配 

•未解決孤立者の状況の見極め 

5.行方不明者の捜索、ご遺体の収容 

•ガレキ撤去より、捜索に主眼を 

6. 二日目の避難所環境の改善 

•暖戻器具、食料、日用品など 

【報告事項】 

1.医師の協力 
•各避難所に、医師1名、看護師1名を配置） 

2.災害協定締結自治体から支援物資が出発 

•米沢市、足立区、裾野市 

3.仮設住宅の建設 
•1,000戸を県に要請済み。用地10haが必要 

3月13日午後3時00分第8回災害対策本部会議 

【本部長指示•報告事項】 

1.柏崎、日立木地区からご遺体多数 

2.民間アパー卜の借り上げ補助実施へ 

•29,000円（生活保護の住宅補助費と同額） 

3.原発避難者の受け入れ 

•旧相馬女子高に避難所を開設。食事も可能な範囲で提供 

4.支援物資で依頼するもの 
•非常食、缶詰、毛布、布団、バスタオル、米、粉ミルク、おむつなど 

3月13日午後4時44分孤立者を全員救出 
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3月16日（水) 

被災者生活支援金をお渡ししています 

mmt 
市では3月16日から、この度の地震および津波 

によって避難された皆さまに、被災者生活支援金を 

お渡ししました。 

対象となる方は、平成23年3月11日現在、相 

馬市に住民累があり、地震、津波で住宅（借家を含 

む）が全半壊、流出、埋没、水または床上浸水の被 

害を受けた避難者の方です。 

支給額は、一人あたり30,000円。 

相馬市東北地方太平洋沖地震被災者生活支援金等支給条例 • H i 
平成23年第1回相馬市議会定例会において3月15日に可決 

•目的 

着の身着のままの被災者ばかリであリ早急に生活資金が必要なので、被災者の被災後初期の生活支援及び自立 

の擁護を図ることを目的として支援金を支給する。 

•支援金等の支給 

地震又は地震により発生した津波により家屋の全半壊、流出、埋没、水没又は床上浸水による被害を受けた住 

居に現に居住していた被災者に対し、1人につき3万円を支給する。 

市内に居住するものが地震または地震によリ発生した津波により死亡したときは、その死亡の葬祭を行うもの 

に対して、1人につき10万円の弔慰金を支給する。 

•被災者情報の把握を兼ねる（対面式支給が前提） 

•避難所：職員が訪問し受付（3月16日〜3月18曰） 

•その他：市役所窓口で受付（3月19曰〜） 

※本人確認と被災が確認できれば、その場で現金支給 

※家族の安否状況、避難先の把握 

ガソリン給油を待つ自動車の列（中村地区）3月18日撮影 
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3月19日（土) 

静岡県裾野市より 

ご支援をいただきました 

ペットボHレの水の配給（市役所分庁舎） 
3月17日撮影 

スーパーの開店を待つ人々の列（中村地区） 
3月21日撮影 

各世帯に米を配給（長友グラウンド） 
3月24日撮影 

3月21曰（月） 

相馬市災害ボランティアセンター 

iべしS ： 

：れ！相馬市！みんなで力を合わせよつ 

3月21日、災害復旧のためのボランティアに関 

する業務を行うボランティアセンターが、相馬商 

エ会議所2階に開設されました。 

【災害ボランティア募集内容】 

•主な仕事救援物資の積み下ろし、炊き出し応援、 

介護補助、家(仮設住宅含む)の掃除や片づけの手伝い、 

避難所の子どもの遊び相手、お年寄リの話し相手など 

•ボランティア活動時間9時〜15時3 0分 

【ボランティア派遣内容】 

災害世帯に対してボランティアを派遣し、家の掃除 

や片づけ、荷物の運び出しなどをお手伝いします。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.248 (2011年3月24日号） 

ろう城 

まず今回の地震津波で亡くなられた多くの方々のご 

冥福を祈りたい。 

相馬市の場合、地震の揺れが終わった直後に災害対 

策本部を召集し、津波からの避難呼びかけと誘導を指 

示した。海岸部の5027人の家屋が流出て瓦礫となっ 

たが、亡くなった方は約一割。多くの方を避難させた 

消防団の方々に、心から感謝と敬意とお詫びを申し上 

げなければならない。避難指示、あるいは誘導の業務 

により逃げ遅れ、殉職された団員が7人。この方々 

の尊い命と引き換えに守られた、多くの市民の生活と 

郷土の再建に死力を尽くすことが、私のせめてもの償 

いと思っている。 

さて震災直後は情報収集と生存者の救出に全力をか 

けた。地震の倒壊による死者はわずかにひとり。その 

50分後に信じられない報告が対策本部に入ってくる。 

津波が6号バイパスを越えようとしているというの 

だ。私には想像もつかないことだったが、現実は原番、 

礎部の集落が壊滅、尾浜、松川も高台以外は波にのみ 

込まれ、原形をとどめる家屋は無くなっていた。体中 

に心配と不安が走るなか、災害対策本部の次の仕事は 

生存者の保護と救出者の健康管理である。タ方の、沿 

岸部のすべてを飲みつくした海水の中で、孤立してい 

る被災者をひとりでも多く避難所に退避させ、暖を 

与え水と食事を摂ってもらうことに専念した一夜だっ 

た。 

時間がたつにつれて、行方不明になっている親族や 

知人の報告が入ってきたが、対策本部の中では誰ひと 

り感情を表に出す者はいなかった。この非常事態に、 

市をあげて取り組まなくてはならないことを全員が分 

かっていた。被災の10時間後、4回目の対策会議で 

我われは、復興にむかって一歩ずつ進んでゆくことを 

誓い合いながら、今後の行動指針を短期的対応、中長 

期的対応に分けて策定した。明日になれば、災害の全 

容がわかるだろう、犠牲者の情報ももっと詳しくわか 

るだろう、しかしどのような事態であっても臆するこ 

となく、着実に計画を実行していくことを肝に銘じた。 

二日目以降の避難所は、被災者とライフライン不通 

による一般避難民とで過密状態となったが、女性消防 

隊や自衛隊の応援による炊き出しや、早くも届いた支 

援物資で何とか最小限のことは出来たと思う。 

家を無くされた方々の避難所生活から、アパートや 

仮設住宅での自立した生活に移行してもらうこと、災 

害現地をできるだけ整理すること、またそれまでの長 

期にわたる不自由な生活のなかでの健康管理や精神的 

なケアなど、中長期の計画に添ってチーム一丸となっ 

て歩み始めた。 

ところが。 

45キロ離れた遠くの双葉郡から、二度目の悪魔が 

襲ってくる。放射能の恐怖という不安心理である。広 

がる一方の原発事故は一日中の過敏報道とともに、周 

辺地域はもとより日本中を恐怖心に駆り立ててゆく。 

半径20キロの範囲が避難指示地域になったころから、 

相馬市にも遠くに逃げ出そうという気分が広がって 

いった。 

同時に国内の物流業者が敏感に反応し、相馬地方や 

いわき市に入ることを避けるようになった。ガソリン 

のタンクローリ一などは郡山で止まってしまい、運転 

手をこちらから向けないと燃料も手に入らない。震災 

後わずかに開いていたコンビニやスーパーも商品が 

入って来ないため閉店である。ガソリンと物資が入ら 

ない日常生活の不便に加え、原発の放射能拡散の恐怖 

が相馬地方を襲ったのだ。 

市民は終日テレビにかじりつき、解説者は得意げに 

危険性を説明する。たしかチェルノブイリでも30キ 

ロのはずだったが、45キロ離れて避難命令も出てい 

ないはずの相馬市民の顔色がみるみる不安にあふれて 

いく。 

もしも放射能の数値が上がったら、その時避難した 

のでは遅いのではないか？国は、本当は健康被害が出 

るくらいの危機的状態なのに、国民を騒がせないため 

に隠しているのではないか？ひょっとしたら今こそが 

逃げるべきタイミングなのではないか？現に米国は 

80キロまで避難させたではないか？ 

事実、屋内退避とされている南相馬市では大量脱出 

が始まった。ガソリンも食糧も医薬品も届かない陸の 

孤島にいたのでは、ヒロシマのように爆発してからで 

は遅いのだという恐怖が、まず南相馬市民を相馬市に 

向かわせた。相馬市の避難所に押し掛けてきたので、 
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こちらでは新たに廃校となっていた相馬女子高を南相 

馬市民のための避難所とした。容量は1000人分。も 

ちろん食糧の提供もこちらの義務となるが、我われよ 

り困っているのだと思ってひき受けることにした。災 

害対策本部には、一瞬顔をこわばらせるものがいたが 

異論は出なかった。 

しかし、南相馬市民の不安や脱出願望を肌で感じた 

相馬市民にも危機感と焦りが生じてきた。早く逃げな 

いと、放射能による障害をまともに受けるのではない 

かという不安が蔓延するようになってきたのだ。対策 

本部としては、国から避難命令が出る前に、自分たち 

で自主避難を決めることはあり得ない。この当たり前 

の立場を対策会議で確認して、三か所の避難所で演説 

してまわった。 

我われはその後の対策会議で、復興に向けて着実に 

進む方針を、短期対応、中期対応、長期計画と分けて 

市内の実情に合わせて着実に進んでいくことを決めて 

きた。その過程で、もしも国から一時避難を指示され 

るなら、市民の健康や生命を案じて計画的な集団避難 

を実行しなければならないが、漠然とした不安にから 

れて復興計画を遅らせるとしたら、亡くなった人たち 

に済まない。たいいち、局齢者などの災害弱者にとっ 

て、相馬を離れた避難所生活が辛くないはずがない。 

だから、国から避難指示のない現段階で、市民ととも 

にこの相馬市を離れるつもりは毛頭ない。 

ところが、原発の放射能もれに対する国中の不安 

が、相馬への物流を決定的に止めてしまった。影響が 

特に厳しかったのが医薬品である。この点は供給会社 

のトップと話して、相馬がどうしても撤退できない理 

由を理解してもらった。彼らの理解を得て医薬品の供 

給は確保されたので、相馬の医療機関は留まることが 

できる。しかし、問題はスーパーやコンビニで、生活 

用品や食料を調達できないことである。 

市民にはご不自由をかけているが、ここで生活の不 

便さや原発の恐怖心に負けてしまったら、相馬地方は 

将来ともに復興が出来ないに違いない。昨日、行政組 

織の区長さんたちを集めて、相馬市はろう城生活に入 

ることの了解を得た。いつまでも続くはずもない原発 

騒ぎや物流の風評被害に負けたら、津波から被災集落 

住民の命を守って殉職した分団長や団員に申し訳がな 

い。 

最低、米と味噌と梅干しがあれば、生きてはいける。 

天明の飢鍾はもっとひどかったはずだ。よってろう城 

をしながらここで頑張る。さいわい全国の市長たちが 

支援してくれるから、兵糧の心配はない。 

ぜで^̂ ！ 
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3月24日（木) 3月25日（金) 

麻生元総理相馬市民を激励 
千葉県流山市よリ 

ご支援をいただきました 

元総理大臣_麻生太郎衆議院議員は3月24曰、 

本市を訪問し避難所で市民を激励しました。 

麻生氏は災害対策本部会議にも参加し、市内の 

復興作業の状況などの報告を聞いたあと、今回の 

震災の犠牲者への哀悼の意と作業関係者をねぎら 

うあいさつを述べました。 

3月26日（土） 

応急仮設住宅の建設に着工 

被災者用住宅の確保 

與 ^ ^ 腐 逆 

參民間アパート借リ上げ 

•雇用促進住宅 

•アルプス電気独身寮 

.応急仮設住宅 

136戸 

53戸 

40室80人 

1,000戸着工 

一 ら
4

， ら = づ 鋼 

ニ ザ-.：5 

東日本大震災で、住居全壊などの被害に遭われ 

た方々のための応急仮設住宅建設が着工。 

※上記住宅への入居については、3月17日から申込 

み受付を開始。 

※相馬市在住の方で妊婦*4歳以下の子どものいる方• 

身体障がい者•高齢者（75歳以上の方）を優先。 

※応急仮設住宅の建設に関しては、地元業者による雇 

用創出と早期着工•完成のため、県災害対策本部と 

権限移譲の協議を行った。 

民間借り上げアパー卜家賃補助 

•補助金額29,000円/月 
※仮設住宅に入居することを前提として補助を行うもの。 

※29,000円を超える分については自己負担。 

※光熱水費については自己負担。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.249 (2011年3月26曰号） 

市長訓示（平成2 3年
3

月2 2日庁内放送にて） 

震災の発生から今日で12日目の朝を迎えました。 

まず、この間職員の皆さんがしっかりと一糸乱れず災 

害対策本部の指揮命令系統のもとに冷静に対応してく 

れたことに、心から感謝を申し上げます。 

やって守るかというのも短期的な行動であります。避 

難所を開設して、その避難所にとにかく落ち着いて居 

ていただくということも短期的な対応ということにな 

りましょう。 

被災した県内市町村の情報を聞きますが、相馬市は 

統制が執れていて、それぞれの職員が今何をしなけれ 

ばならないのかをしっかり自覚して士気も高いと、そ 

のような評価もいただいております。このような震災 

に遭うまで、皆さんが自分の仕事の立ち位置をしっか 

りと把握しながら毎日働いてきた成果が、このような 

ピンチの時に現れたものと大変誇らしい気持ちでおり 

ます。 

さて、我々は地震発生後直ちに災害対策本部を立ち 

上げ、今後の大きな方向性を決定しました。その決定 

とは、まずは地震による津波から沿岸部の市民を守る 

こと、倒壊した家屋の中に生き残っている人がいる場 

合には速やかに救助することでした。いわゆる地震に 

対する災害時救助活動のマニュアルに基づき決定しま 

した。 

しかしながら、実際の津波は我々の想定をはるかに 

超える巨大なものでした。 

ここが今回の震災の大きなポイントです。 

津波の直後は、この未曾有の自然災害に対して、や 

はり人の命を守るということが一番のテーマでした。 

従いまして、救助を待っている方々を救出すること、 

あるいは危険のあるところから安全なところに避難さ 

せること、これが超短期的な対応でした。 

さらにはその延長になりますが、捜索活動も短期的 

な対応になります。現段階で、生存者の救出という可 

能性はほとんどぜロに近い状況です。しかしながら、 

瓦礫の下に我々と同じ市民が亡くなったままにいると 

いう現実もありますので、これはしっかりと対処して 

いかなければなりません。自衛隊、消防、警察、それ 

から本市の消防団も含め様々な組織の力を集結しなが 

ら本日も行っております。 

また、震災直後の市民の命を、あるいは健康をどう 

その一方で同時に、中期的、あるいは長期的にはど 

ういうことを考えていかなければならないのか。 

中期的には、避難所にいる方々を市内のアパートや 

用途廃止した公営住宅、新たに建設する仮設住宅など 

に移っていただいて、それぞれが自立した生活ができ 

るようにすることです。自立するということは、それ 

ぞれのご家庭がそれぞれのかまどを持つということで 

す。今、避難所での生活は集団生活でプライバシ一と 

いうものはなかなかありませんので、それぞれのご家 

庭が一つのかまどを持って独立して暮らしていただく 

ことです。さらには、その自立される方々をどうやっ 

て支えるか等々の問題について、色々と配慮をしてい 

かなければならないと思います。 

また、長期的には、やはり壊滅的な被災を受けた原 

釜地区、松川地区、岩子地区、あるいは磯部地区など 

の地域が復興を遂げるというのが最終的な目標になり 

ます。短期的な対応から中期的対応、そして長期的対 

応に移っていく中で、我々はとにかくこうやっていく 

のだと、その方向性をしっかりと持ってインフラの再 

整備ということも考えて、やはり最終的にはこれらの 

地域にもまた家を建てて人が住めるような状態まで回 

復させるというのが長期的な我々の目標です。このこ 

とをしっかりと胆に銘じていただきたいと思います。 

ところが、この方向性を震災初日のうちに決めたの 

ですが、原発の問題が起きました。原発の問題につい 

ては、相当市民の間で不安が広がっていますが、これ 

はニつに分けて考えたいと思います。一つは、原発の 

放射能で市民が健康被害を受けることがないようにと 

いうのがー点、それからもう一つは、放射能の不安に 

よって市民生活がおかしくならないようにというのが 

一点、この二つです。相馬市と、相馬市民にとってこ 

の二つをきちんと処理していくことが必要となりま 

す。 

67 



まず、原発の事故そのものによる放射能の人的な被 

害については、10km圏内が最初に避難指示とされ、 

その後20krn圏が避難指示ということになりました。 

南相馬市が含まれている30krn圏については屋内 

退避ということになっております。私の方も独自に 

色々な情報を集めて放射能の量を測っておりますが、 

仮に屋内退避であってもそこに住めないということで 

はありません。そこにいない方がいいということでは 

ないのです。 

性は極めて低いということを頭に入れてください。 

そのことに対して怯えていたのでは、なにも出来ま 

せん。だから、あくまでも相馬を復興させる、中期的 

には避難されている方々に一つ一つかまどを持っても 

らう、あるいはその他の市民の皆さんの生活をしっか 

り支えていく、事故に遭われた方、不幸にも亡くなら 

れた方々に対しては最大の敬意を払って対処してい 

く、これらを他団体の力を借りながらしっかりとやっ 

ていくということです。 

そこにいる限り屋内にいた方が無難である、屋外に 

比べて屋内は放射能の量が10分の1になる、だった 

ら屋内にいた方が無難であるという判断です。必ずし 

も退避しなければならないという判断ではありませ 

/vo 

しかし、そこに住んでいる方々の不安心理、ある 

いはそこの地域に物資の供給をする方々の不安心理 

でもって、20kmも30kmも同じような受け取られ 

方をしているというのが実情です。この20krn圏、 

30km圏について国の対応が今後どうなるのかは、私 

は99%相馬に避難指示がでることはないと思ってお 

りますが、しかし絶対ということはありませんから、 

その時のことも頭の中に想定しておかなければならな 

いと思っておりますし、現にその場合の事も考えてお 

ります。 

我々は最初の計画で、この地震や津波によって相当 

部分が破壊された故郷をどうやって復興するのか、そ 

の過程において市民の皆さんの生活をどうやって維持 

していくか、避難所での生活もそうだし、仮設住宅の 

建設もその一つですが、これをしっかりと一歩一歩 

やっていこうというのが我々の基本中の基本の政策で 

あり、相馬市の方向性であります。原発の問題がある 

にせよ、その方向性に向かってしっかりと地に足を付 

けて行っていくということに何ら変わりはありませ 

もしも、国が我々に対して避難をしなさいと命令を 

した場合には、やむを得ないが国の命令に従おうと 

思っています。国が避難指示を出さない限り、私は最 

初の復興計画に則って一歩一歩進んで行きたいと思っ 

ています。付け加えますが、国が避難指示を出す可能 

これらのプロセスにおいて、指揮命令権は災害対策 

本部にあります。災害対策本部で決定した一つの方向 

性に向かって、意思を統一して頑張ってください。 

12日経って色々な方々が手伝いやボランティアで 

入っていますが、どんな立派な学者でも、どんな立派 

なボランティアでも、あるいはどんな立派な政治家の 

先生でも、災害対策本部の指揮命令のもとに協力をし 

ていただきます。勝手に活動される方は、私は迷惑だ 

と思っております。したがいまして、全て災害対策本 

部の指揮に従ってもらうというのが原則です。皆さん 

も私も災害対策本部のメンバ一ですから、みなさんと 

力を合わせながら、ここのところは歯を食いしばって 

頑張っていきたいと思います。 

また、風評被害によって物流に支障を来しておりま 

す。ガソリン等の燃料については今日まで必死の努力 

の中でなんとか維持をしてまいりました。これからも 

この努力は続けますが、しかしながら物流は間違いな 

く良くなって来ます。 

ただ、現段階ではスーパーも空いてない。今日から 

コンビニが1店再開しますので、市民の気持ちも若 

干明るくなるとは思いますが、大概のお店は物流が再 

開して営業が再開するという段階には相当程遠いので 

はないかと思っております。 

しかしながら、物流が滞るとしたら、私はみんなで 

ろう城すればいいのではないかと思っています。電気 

も通っているし水も通っている、米も援助物資として 

たくさん入ってきていますから、最悪の場合市民と一 

緒にごはんと梅干しくらいで何力月もろう城する必要 

があるかもしれません。こういう非常事態ですから、 

最低これだけあれば我々も市民も生きていけるのだ 

と、その安心からスタートするという発想が必要なの 
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ではないかと思っております。 

今日は区長会を開催することになっております。区 

長会の皆さんを通して物資を配給するシステムを作り 

ながら、ろう城だってできるのだという腹を固めるこ 

とだと思っています。色々な救援物資が入って来ます 

から、これは積極的に市民の皆さまに配給して少しで 

も不自由のない生活、不自由がないことが当たり前だ 

と思わないで、不自由を当たり前だと思って、そこか 

ら便利な部分は得をしたというように発想を変えるこ 

とだと思っております。 

このような状況の中で、一つ一つ市民生活を良くし 

ていくこと、最低これだけのことはみんなでやってい 

こうと、これが大事だと思っております。不安に駆ら 

れて自主的に避難した方がたくさんいらっしゃいま 

す。これからもそういう方がいるとは思います。これ 

は自己判断ですから、私の方から申し上げることはあ 

りません。しかしながら、仮に他県の避難所に入った 

ところで何日もそこで暮らせることはなかろうと思い 

ます。この相馬で落ち着いていることが、多分、市民 

のみなさんにとっても一番いいことなのだろうと思い 

ます。ただ、それを市民全員に説得することはなか 

なか困難なことですし、また説得する必要もないのだ 

ろうと思います。それぞれの市民の皆さんがどのよう 

に行動するかについては、それぞれが判断なされるこ 

とですけれども、少なくても我々は相馬にいる限り飢 

え死にすることもないし、寂しい思いをすることもな 

いし、うんと寒い思いをすることもないし、水が飲め 

ないこともない、そのような最低限の市民生活の保障 

だけはしていかなければならないものと思っておりま 

す
。 

以上の考え方のもとに一歩一歩、今回の津波災害の 

悲惨な状態からみんなで立ち直っていくのだというこ 

とを信念として頑張ってまいりたいと思っておりま 

す。 

市職員のみなさんにお願いいたしますが、私はそう 

いう方向性で突き進んで行きますから、どうぞみんな 

一致団結してこの相馬市の復興のために力を貸してい 

ただきたいと思います。そして市民の皆さんにもその 

ように呼びかけていただきたいと思います。以上です。 
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自民党の谷垣禎ー総裁が3月27日、参議院議 

員の森雅子氏、岩城光英氏、佐藤正久氏らととも 

に相馬市役所を訪れ、立谷市長と面談しました。 
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相馬市と肺妹都市の流山市•井崎義治市長が3 

月30日相馬市役所を訪れ、流山市民や同市職員 

などからの義援金を立谷市長に手渡しました。 

3月26日（土） 3月26日（土) 

避難所でラジオ体操 飯豊小学校 

m m m i ̂  
i — — 1 

L Mk jf I. 

^ 4 、 

巨人の鈴木選手故郷の相馬を訪問 

避難所となっている飯豊小学校では、朝6時30 

分と午後3時にラジオ体操を行い、長引く避難生 

活の中でも健康維持を図っています。 

プロ野球•読売巨人軍の鈴木尚広選手が3月26 

日、相馬市役所を訪れ立谷市長に義援金を手渡し 

ました。 

その後、避難所となっている母校の中村一小を 

訪問し、避難者に声をかけていました。 

3月27日（日） 3月30日（水) 

谷垣自民党総裁相馬市を視察 姉妹都市•流山市長相馬に義援金 



市では生活情報、道路•交通情報などを市民の 

皆さまにお伝えするために、「そうまさいがいエ 

フエム」を開設しました。 

開設初日の3月30日、9時の放送では立谷市 

長が「市役所の動き、相馬市の状況を皆さんと情 

報共有したい。相馬市は一つの共同体。共同体で 

助け合うんだという気持ちを忘れないで、復興に 

向かって努力をしていきたい」とあいさつしまし 

た。 

FM放送局を開設しました 生活関連情報、道路状況、交通情報などを市民の皆さまに、迅速にお伝えします！ 

芒ラまさL1がL1エフエム 周波数：7 6.6メガヘルツ 
ラジオのFM放送です 

【そうまさいがいエフエムの概要】 
•放送時間：常時（定時放送は9時、13時、17時）月1日から10時、13時、17時に変更 

•放送局：相馬市役所 

•出力：30ワット 

※聴取範囲の目安：アンテナ付ラジオ•カーラジオ=半径約10km、携帯ラジオ=半径約4km 

※担当課の電話番号、Eメールアドレスを放送で伝えるほか、市役所1階ロビーに「リクエストボックスJ 

を設置。 

広く市民からの情報提供•応援メッセージを募り、市役所からの一方的な情報提供に留まらず、市民と 

相互に情報を交換できるような体制を整えている。 

3月31日（木) 

堀下さゆりさんそうまさいがいエフエムに登場 

相馬市出身のシンガーソングライター堀下さゆ 

りさんが「そうまさいがいエフエム」のパーソナ 

リティ一として3月31曰から、市内の生活情報 

などをお知らせしています。 

シンガーソングライタ一のかたわらF M愛知な 

どでラジオのノ《一ソナリティ一として活躍してい 

た堀下さん。 

「そうまさいがいエフエム」のパーソナリティー 

として初日のこの日、ほのぼのしたトーンで豊頃 

町の小学生からの応援メッセージなども読み上 

け、相馬市民へエールを送りました。 
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3月30日（水) 

そうまさいがいエフエム開局しました 
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震災発生後、相馬市には県内外からの災害ボラ 

ンティアが駆けつけ、復興作業を手助けしていま 

す。 

相馬市災害ボランティアセンタ一への3月30 

曰の登録者数は159人。同センタ一に登録すると 

作業をする際、黄色い腕章かジャヶッ卜が貸与さ 

れます。 

この日、中村第二小学校前の泥だしをしていた 

吉井ウィリアムさんはブラジル出身。三重県四日 

市市から相馬市に駆けつけ、同センターに登録し 

ました。「テレビで被災地の様子を見て、このま 

まにしておけないと思いました」と相馬に来た動 

機を述べました。 

災害ボランティアの皆さんには救援物資の積み 

下ろし、被災住宅の片づけ、泥だし、避難所運営 

の補助、炊き出しなどに従事していただいていま 

す。 

安否情報提供•被災に関する総合案内 
市では、震災直後から安否確認の情報を提供する専用電話窓口を設置したほか、市役所庁舎 

1階に被災に関する総合案内所を設けるとともに、避難所ごとの避難者リストを掲示しました。 

(3月27日早朝撮影） 

被災に関する総合案内所 避難所ごとの避難者リストの掲示 
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3月30日（水) 

県内外から駆けつける災害ボランティア 
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相馬中央病院を拠点に避難所を巡回（市内避難所各所•旧相馬女子高担当) 

被災翌日（3月12日）より、相馬市医師会チームが避難所当番診療 

相馬を守った医療応援チーム健康管理をホランアイアで 

• D M A T チ ー ム 

活動期間：3月19日〜3月20日 
(敬称略) 

3/19〜：舳松洋、中島麒一朗、中島美彩3/20〜：荒井俊秀 

•東京医科大学チーム 

東京都医療救護斑•東京医科大学合同チーム 

活動期間：3月25日〜4月18日 

(敬称略） 
參東京医科大学チーム 

3/25〜：大滝純司、熊倉淳 

3/29〜：山下敦、近澤悠志 

•東京都医療救護斑•東京医科大学合同チーム 

4/5〜：井村博美 

4/12〜：佐藤和弘、加藤隆 

•全日本病院協会チーム 

活動期間：3月29日〜4月18日 （敬称略) 

3/28〜：内野正人4/4〜：木村祐介4/7〜：大桃丈知、泉裕之4/10〜：道永成、和多田晋、牧之段学、 

芦立よし智、出雲正剛4/14〜：小平祐造、小林慈、高橋恵理イ圭4/17〜：久保田英 

3月25曰より、歯科医師チームが避難所で歯科医療支援 

•物資の援助 
•避難所で口腔ケアなどを実施し、誤嚥性肺炎や歯周病う蝕などの歯科疾患を予防することで、避難者の健 

康維持を支援 

•遺体安置所において、身元確認作業を支援 

【避難所医療支援】 
•相馬歯科医師会チーム 

•長崎大学歯学部チーム 

•東京歯科大学チーム 

•宮崎県歯科医師会チーム 

•石川県保険医協会チーム 

【身元確認作業】 

•相馬歯科医師会チ
_

ム 
•福島県歯科医師会チーム 

•奥羽大学チーム 
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J MAT日本医師会医療チーム（日本医師会本部羽生田俊副会長）避難所巡回 

•石川県医師会 
石川県医師会長小森貴先生チーム 

活 動 期 間 ： 3 月 2 1 日 〜 6 月 1 0 日 

(敬称略) 

3/21〜：佐久間寛3/23〜：吉岡哲也3/27〜： 

池永康規 

4/1〜.4/28〜：小森貴4/6〜：荒木一郎 

4/10〜：斉藤典才4/14〜：小野江為人4/16〜： 

大堀功4/20〜：近藤邦夫、近藤政子4/25〜： 

臼倉幹哉、高橋直樹4/28〜：由雄裕之 

5/2〜：吉岡哲也、西田宏人5/9〜：澤村俊孝 

5/12〜：加藤恵巳5/16〜：武藤一彦5/22〜： 

山本博5/26〜：浮田俊彦、小川純5/28〜： 

木村誠5/31〜：米澤孝信 

6/3〜：菊地勤6/6〜：八木雅夫、濱岡卓人 

•静岡県医師会 
静岡県医師会長鈴木勝彦先生チーム 

活動期間：3月26日〜5月19日 

(敬称略） 
3/26〜：西坂米昭、岡崎裕史3/26〜• 5/3〜： 

圓藤通典 

4/1〜：田中孝、磯部俊一4/9〜：堀•倫博 

4/11〜：横山正一4/20 レシヤード•力 

レツド4/23〜：青島重幸、鈴木東洋、松原環 

4/26〜：佐野克行4/29〜：平出康隆 

5/1〜：三原純、山秋拓史5/4〜：赤堀彰夫 

5/7〜：関泰5/13〜：杉浦正司、坂本益雄 

5/17〜：甲賀新 

©小 5人 

m 2*o.iz 
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心のケアチーム始動（統括：福島県立医科大学精神科丹羽真一教授) 

• 3月29日に、公立柑馬総合病院に臨時の精神科外来を開設。 
•保健センターを拠点に避難所及び仮設住宅を巡回し、継続的な精神的ケアを行う。 

※徳州会病院医師参加。福島県立医科大学の丹羽教授が指揮。 

•心のケアチーム支援者一覧（敬称略）3月29日〜7月31日 

チームによる支援 
• 4/12〜5/10 ：東京都.4/19〜4/27 ：茨城県• 5/9〜6/17 ：栃木県• 5/17〜6/30 ：横浜市 

• 5/23〜7/30 ：心身医学会.5/30〜7/23 ：愛知県精神病院協会• 5/30〜6/3 ：全日本民医連 

.6/7〜7/4 ：のぞえ総合心療病院• 6/28〜7/29 ：新潟県 

3/29〜4/1:西川隆3/29〜4/6:木幡、三瓶、米倉3/30〜4/1：荻野谷真人、西川隆4/2〜4/4 ：藤井久彌子、西川隆4/5〜：藤井久彌子、尾関祐ニ、 

西川隆4/7〜：加藤忠史、尾関祐ニ、矢部4/8〜10 ：加藤忠史、丸太、岡崎、福田4/9〜：小林チーム、加藤忠史4/9〜11：小林4/10〜：小林チー 

ム、伊藤、丸太、加藤隆4/12〜19 ：加藤、河野4/14〜16:齋藤4/17〜19:小林チーム、浅利知輝、青木4/19〜21：小林チーム4/23 ：平松 

4/19〜27:磯崎、山形、高木、紺屋春恵、岡田親4/29〜30:粥川、安藤5/1〜：粥川、中沢、窪田、竹内、上里5/3〜10 ：東京医大チーム5/4〜： 

木村智城、安西信雄、池淵恵美、岡崎祐士、中澤正夫、田ロ純、大葉清隆、佐藤哲、渡部純夫、三村、中沢、窪田、松尾、安藤5/5〜：久保木優紀、田中 

英三郎、遠山正悟5/8〜：土屋洋子、鈴木伸、守屋美紀、下田一輝、村上潔、佐藤健司、橋本秀彦、丸太芳裕5/9〜13 ：栃木県チーム、増茂尚志、田代 

典子、佐藤美智雄5/13〜15 ：青山洋、藤井悠5/14〜：小林勇5/15〜：岩波明5/16〜17 ：近藤伸介、平山洋子、高橋章郎、山田紗梨5/17 ：伊藤 

亜紀子、林直樹、本木あや、岩壁央、遠藤恵美、西尾友子5/17〜19 ：横浜市チーム、古野拓、佐藤直子、西尾5/17〜20 ：栃木県チーム、黒ロ仁一、根 

本徳子、黒澤彩、青木和之5/20:大串悦子、森俊憲、藤沢亜由美、姫野裕子5/21：川上興一、米畑聡、円谷喜孝、佐藤忠、渡辺照子、濱尾早苗、馬場香 

織5/22〜：荒井城太郎、潔澤国之5/23 ：水島仁、塚越崇、羽石幸子、斎藤利也5/23〜26 ：岩城卓男、冨田裕一郎、ボ詰勝敬、丸太伯子、大谷知子 

5/24〜26:横浜医療チーム、山田朋樹、野本宗孝、大橋剛、福嶋好重、伊藤博史5/25〜27:松崎淳人、石井千恵5/26:小原甚郎5/27〜30 ：福田克彦、 

畑千恵子、小野田明5/28〜29 ：小高恵実、小林絵理子5/28〜30 ：中根秀之、熊谷敦史、橋ロ香菜美、岡崎祐士、橋本節子、佐藤ふみえ、長谷川千絵 

5/30〜31：藤村幸子、猿渡はるか、山本外喜子、西尾彰泰、関雅樹、船津貴之、戸塚雅之5/30〜6/1：高橋雪子、浅井久栄、瀬川聖美、宮本珠妃5/30 

〜6/3 ：中島昭、堂本祐三子、星野己佐子5/31〜6/2 ：齋藤君枝、大嶋完ニ、横浜市チーム、大塚達以、内村、藤田英美、鈴木優、木本6/1〜：花田 

進、花田佳奈子6/3〜：中井貴美子、本間戻恵6/6〜：齊藤徳仁、岸田拓直、細川香苗、藤井靖子6/7〜：横浜医療チーム、河西千秋、小田原俊成、山 

田素朋子、蒲池あずさ、塚田尚子、梶晃三、瀬川和久、中西和紀、尾崎貴夫6/10〜：藤井洋一郎、鈴木伊佐子、川口雅司、中西和紀6/13〜20:小原基 

郎、來田泰明、荒川友晴、河村勝浩、榊原智子、國見由佳理、安藤勝久6/14〜16:横浜医療チーム、日野耕介、内山繁樹、佐藤玲子、古ロ尚美、渡辺厚彦、 

近藤友和、瀧本禎之、袖本武男6/17〜19 ：小川真里子、後藤清恵6/17〜20 ：重家里映、青木藍6/20〜22 ：小野江正頼、穴見早友里6/20〜24: 

石田悟、成田美秀、吉田宏美、青木岳也6/20〜25:渡邊碧6/21〜23 ：高橋雄一、加衲亮治、平安、五十嵐哲男、小林陵、渡辺弥美、坂ロ信彦、渡辺函、 

越智貴紀6/21〜27:田村聖、桂井智彦、落合隆、古久根直人、田邊優、堀映、河瀬久彦6/22〜23:新川賢一郎、中島弘徳、山崎公子6/23〜25 ：浅 

野達蔵6/27〜7/1：丸太芳裕、大熊恵子、重冨亮、西田一夫、加藤裕弘、三浦淳一、角谷和則6/27〜30 ；野村恭子、河野正明、福島浩、近藤大三、友 

田安政、秋山貴子、山本憲司、池松昭子、古庄経吉、廣瀬真也、田治米佳世、高田知子、近藤美加、山崎裕子6/27〜7/1：本田潤、櫛谷晶子、小岩正人、 

堀ロ賢ニ 6/30〜7/4 ：和田賢三7/1〜3:谷川恵子、森屋淳子、菅重博7/1〜9:仲野雅洋、鈴木紀浩、甲斐直美、大矢子人、森英樹、久村正樹7/4 

〜7:野坂潮、堀川公平7/5〜：丸山直樹、齋藤雄太、滝浪文子、村上由布子、沼倉堅一、田中英三郎、榊原全雄、中村伸一、片山節子、日本心身医学会 

第12班、西宮常代、丹野優次、滋賀県チーム、熊越祐子、藤井孝賢、西田大介、塚本裕一、楠田和義、清水康男7/11〜13 ：伊藤偉織、今村洋史、堀井茂 

男、日笠完治、内富庸介、松本安治、熊坂忠則7/11〜14:藤田修ニ、大畑洋介、向山大輔、下村洋平、大井健、安藤恵多、上野幸子、山内美恵子7/12 

〜14:飯島克己、冨井悦子7/12〜15:新潟県チーム、保科志貴子、大原薫、杉本篤言、折目直樹、鈴木亮、細田憲ー7/15〜16:鈴木眞理、黒澤和美、 

益子雅笛、宇都原亜莉沙、大場康平、増子宗宏、滝田英俊7/19〜：滋賀県心のケアチーム、横野文、柴田郁子、廣田一哉、土川與治、田丸幸司、橋本里、 

釜野安昭、那須未生、藤田潔、永田晋也、新潟県チーム、菅真司、数藤武彦、渋谷恵子、茂野良一7/20〜：県立医大こころのケアチーム、角田京子、小 

澤和輝、聖隸浜松、瀧浪将重7/21〜：釜野聖子、矢吹幸江、山本哲也7/22〜：浅野勝久、堀雄介、西村力、大野雅博、笠原正文、寺澤光司、森藤豊 

7/25〜：丸田芳裕7/26〜：喜田圭一郎、ニーニヤ、福山友紀子、新潟県チーム、大原圭、田中晋、山田光恵、樋掛尚文7/27〜：相馬フ才ロアーチーム、 

吉田克彦、塩満芳子、高崎蘭7/28〜：西藤直哉、大西絢子、辻裕美子、牧野有可里 
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4月7日（木） 

歌手•小林幸子さん相馬市民激励 

歌手の小林幸子さんが4月7日、相馬市内の避難所9か所を訪問し、被 

災者たちを激励しました。 

小林さんは一人ひとりのサインに応じ、「これからもずっと応援していき 

ます。私たちもがんばります」などと避難している方々を励ましていました。 

避難所では持参したまんじゅうも配布、被災者にとって記憶に残るひと 

ときとなりました。 

小林さんが農水省の「お米大使」を務めていることから無洗米10トンの 

救援物資も届けられました。 
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市内のボランティア「ひまわり会」では、震災 

後も地域の高齢者一人暮らし世帯への声かけ訪問 

活動を続け、安心の輪を広げました。 

4月4曰（月） 4月6日（水) 

ハクゾウメディカル株式会社よリ 

ご支援をいただきました 

各地域のひまわりも 33 

高齢者へ声かけ訪問 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.250 (2011年4月4曰号） 

消防法被 

あの時に、家族を振り切って避難誘導に向かった団 

員たちのご遺体が、次々と消防法被姿で発見されるな 

か、長らく行方不明だった稲山分団長が無言の帰還を 

果たした。とても責任感の強い人だったから、最後ま 

で住民避難に走り回ったのだろう。私に、郷土を想っ 

て殉職した怨霊の一分でものり移ってくれと念じ、ク 

ロ—ぜットにあった消防法被を着けて執務することに 

した。 

残された家族たちは、しかし、現在7か所に整理 

された津波被災者の避難所で健気に整然と暮らしてい 

る。ブロックごとにリーダーを立て、規律正しく、諍 

いもなく、笑顔を絶やさずにである。 

家族を失い、家を失い、生活手段を失った被災者を 

支えているのは、地域のコミュニティであり彼らの礼 

節である。浜で育った私もそうだが、被災地の、自然 

を畏敬する漁労集落の人々の社会感•人生観は、集団 

の一員であることを特に大事にする。 

外国人が驚嘆する日本人の落ち着きが、もっとも著 

明に顕れているのは、この相馬の避難所に違いない。 

三週目に入った頃に対策本部チームと避難所に一日 

二回、ラジオ体操を指示した。我われは学童期から団 

体行動を刷り込まれて育ってきたが、その最たるもの 

が夏休みのラジオ体操だったと思う。外国人から見れ 

ば違和感のある光景かも知れないが、非常時に個人主 

義はなじまない。規律正しレヽ団体行動をラジオ体操が 

思い出させてくれた。音楽に合わせて全員がそろって 

手や足を振る姿は逞しくもある。 

私をはじめ、被災後の相馬市役所に休日は無ぐ朝 

から探夜まで不休の仕事が続くが、疲れとか、ストレ 

スだとか、弱音を吐くものはいない。無くなった方の 

無念や、被災者の落ち着きと悲しみを想えば、我われ 

はまだ楽だ。しかし、想像もつかないほどの長丁場に 

なることを考慮し、私と副市長、それに部長たち以外 

は交代で休みを取ることにした。市役所が身体堅固で 

あることも責任のー瑞だと思うから。 

一緒にラジオ体操をしてくれるボランティアの協力 

があってこそ出来る交代休養だが、兵糧の援助だけで 

なく、市内外からやってくる優しい気持ちが私や被災 

者の心を温めてくれる。 

災害対策は中期計画に入ってきた。 

短期対応は「救命」と「衣食住」だが、中期的な重 

点課題は「医職住育」。今回の相馬の場合「備える」 

を加えて「医職住育備」となる。 

災害発生から今日まで、救命と捜索、ライフライン、 

初期医療体制の確保、また原発騒動もあり困難だった 

食糧•物資獲得や放射能不安対応に専心した。領域が 

広範にわたる捜索はまだまだ続くが、ここに来て中期 

的な課題が急務となってきている。 

まず、避難所となっている教室を開けて、学校を再 

開しなければならない。避難所の再編成のためには入 

所者を減らさなければならないので、賃貸住宅や公営 

住居へのあっせんと移住をすすめてきた。既存住居へ 

の自立支援件数が、学校の教室を確保できる分だけは 

見込めるようになったので、四月下旬までには再開出 

来そうだ。したがって中期的な「育」には何とか到達 

できそうだが、細かい課題は依然として多い。 

次の目標は仮設住宅のへの自立だ。仮設住宅は県が 

建設するとされているが、相馬の場合、市で段取りし 

て一刻も早く作りたい。地域主権論、地方政府論から 

申し上げれば、直接住民と向き合う基礎自治体に事務 

能力があれば、任せてもらいたいのだ。阪神大震災の 

時は神戸市役所に仮設住宅建設の事務委譲がなされた 

が、今回は県から相馬市への事務委譲を強く求めてい 

る。 

「医」はライフラインそのものだということも、ま 

た総合産業だということも今回わかった。災害医療だ 

けでも膨大な経験をしたが、まだ最終的な医療体制を 

構築していないので、地域全体の将来設計も含めて今 

後慎重な議論が必要である。気が遠くなるほど道のり 

は遠いが、いずれまとめて報告したい。 

「職」はもっとも厳しい問題である。これには経済 

的な危機も含まれる。漁船を漁港もろとも失った漁業 

者も、田んぼを海水に没した農業者も、生活の手段を 

失っただけでなく、債務が容赦なく追いかけてくるの 

だ。この件に閨して、我われ市政はあまりにも非力で 

ある。国家的な課題として取り組んでもらわないと、 

災害自殺者が生まれかねない。相馬市では弁護士無料 

法律相談を県弁護士会に要請したが、被災者の心の拠 

り所になってくれないだろうか？しかし根本的には、 
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何でもいいから被災者に仕事をしてもらい、収入の道 

を探ることが一番の解決策である。私が仮設住宅建設 

を市の事務として、地元工務店に発注したいと切望す 

るひとつの理由である。 

重点事項の最後は放射能拡散に対する「備え」であ 

る。私は国から避難指示が出ない限り、市民に避難を 

呼び掛けることはしない。そのことは前回も書いたし、 

市民も衲得していると考えている。しかし万が一、避 

難指示地域に指定されることがあったら、その時はあ 

る程度の時間をかけて、落ち着いて集団避難すること 

を準備しておかなければならないし、市民も頭の隅に 

置いてもらわなくてはならない。その可能性に対し、 

気持ちを緩めないためにもリックサックを一家庭にひ 

とつずつ配ることにした。イザという時のセットを入 

れておいてもらいたい。入院中の患者については、あ 

る広域医療法人に全て受け取ってもらえる了解をいた 

だいているが、取り越し苦労に終わってほしい。老人 

ホームなどの介護系入所者についてはこれからだが、 

在宅の災害弱者も改めて調査中である。 

今や物流はほぼ回復したが、基本的な食糧の備蓄は 

進めている。現在米は市民一人あたり4キロ、水は4 

リットルを備蓄した。味噌と梅干しも相当量集まった 

が、現在も貯蓄中である。 

前回のメルマガで、「米と梅干しと味噌さえあれば 

ろう城できる」と書いたが、十日たった今は多くの店 

がオープンした。呼び水になったのはロ一ソン。新浪 

社長とはこの件ではじめて知り合ったが、お互い意気 

投合して相馬店の再開方法を何度も話し合った。積極 

的で企画力にあふれる彼が、ついに相馬店をオープン 

させてくれた時は暗闇に明かりが灯る思いだった。そ 

の他、東京医大臼井学長、東大の上教授、中村教授、 

女子医大田上教授、徳州会徳田理事長にも温かいサ 

ポートをいただいている。この稿を借りて探謝したい。 

相馬市では現在まで378体のご遺体を収容したが、 

未だ200人余りの捜索対象者がおいでになる。今後 

も懸命の作業を続けなければならないが、一方、中期 

的な課題解決は、同時に相馬市の将来像や相馬地方全 

体の復興ビジョンを視野に入れた長期計画の始まりで 

もある。この戦いがいつまで続くか計り知れないが、 

まだ始まったばかりであることは間違いない。 
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谷沢製作所相馬工場から4月8日、菊地法行エ 

場長らが訪れ、「頑張るぞ相馬」シール3,000枚 

が立谷市長に手渡されました。 

市道のがれき撤去などに県外の建設業者などが 

ボランティアで駆けつけ、市内で作業を続けまし 

た。 

4月9日（土) 4月10日（日） 

参議院議員•三原じゆん子氏 

相馬を視察 
音楽の力で相馬を元気に！ 

A • Tさん、宮良忍さんライブ 

被災者を激励しようと、ミュージシャンの 

m.c. A • Tさん、DA PUMPの元メンバ一宮良忍 

さん、魂の叫びとつつあんさんは4月9日、はま 

なす館でライブを開催しました。 

参議院議員•三原じゅん子氏が4月10日、相 

馬市を訪れ、津波の被害状況などを視察しました。 
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4月8日（金) 4月8日（金) 

県外建設業者など 

ボランティアで市道のがれき撤去 

「頑張るぞ相馬」シール寄贈 

谷沢製作所 
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4月10日（日） 4月10日（日） 

演奏で勇気づけ 

陸上自衛隊音楽クラブ 
クラップスそうま手作り千羽鶴 

陸上自衛隊音楽クラブが4月10日、避難所と 

なつているはまなす館やスポーツアリーナそうま 

の駐車場で演奏を披露しました。 

チアリーダーグループ•クラップスそうまが 

4月10日相馬市役所を訪れ、千羽鶴を佐藤憲男副 

市長に手渡しました。 

4月10日（日） 

神奈川県小田原市より 

ご支援をいただきました 

4月11曰（月） 

震災から一力月犠牲者へ黙とう 

• マ 

(猫れ 

Fご 
i'l 

パ• 
«田 

• " U 

三陸沖を震源とする国内観測史上最大規模の地 

震と津波が発生してから一力月。 

4月11日の14時46分、今回の災害により亡 

くなられた方々の冥福を祈り、一分間の黙とうが 

ささげられました。 
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4月11曰（月） 

東日本大震災無料法律相談会 

層 

•経済的相談•精神的バックアップ 

避難所巡回相談会 

4月4日（月）から実施 

常設無料相談会 

4月11曰（月）から実施 

震災による法律問題でお悩みの方を対象に、 

無料法律相談が市役所分庁舎で開催されていま 

す。 

各分野の専門家が揃うワンストップ窓ロ 

•弁護士：法テラス、日本弁護士連合会 

•司法書士 •税理士 

• 土地家屋調査士 •行政書士 
ノ 

常設無料相談会の概要 

開催日時平日•14時〜19時 

※11月から13時〜17時に変更 

開催場所市役所分庁舎 

1会議室（2階） 

主催福島県弁護士会 

後援相馬市四団体協議会 

司法書士会•行政書士会• 

土地家屋調査士会•税理士会 

※電話による相談も随時受け付け。 

相談件数（巡回•常設•電話相談を全て含む) 

(平成24年1月末現在•単位；件） 

平成23年 
4〜 5月 

平成23年 
6〜 8月 

平成23年 
9〜1 1月 

平成23年12月〜 

平成24年2月 
計 

468 261 217 186 1,132 

寄せられた相談（主なもの） 

•相続•多重債務•原発関連（損害賠償）•会社•保険•建物処理 

相談内容の傾向 

•「相続」に関する相談件数が最も多く、全体の4分の1を占めている。 

•そのほか「税務関連」や「高齢者関係」の相談が多く見受けられる。 

※高齢者関係：遺言の作成、認知症の方の後見人、介護保険料の負担など 
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4月12日（火) 4月12日（火) 

身も心も温まる 

玉ノ井部屋ちやんこ炊き出し 

相馬のみんな、元気を出して！ 

ハヤブサさんから熱い炊き出し 

大相撲玉ノ井部屋の炊き出しは4月12日、13 

日の二日間、市内10力所の避難所で行われました。 

避難者を元気づけようと、シンガーソングレス 

ラー•ハヤブサさんが4月12日、スポーツアリー 

ナそうまで坎き出しを行いました。 

4月14日（木) 4月17日（日） 

北海道豊頃町よリ 

ご支援をいただきました 

‘ 

L . 1 i 

M i 
ご協力ありがとうございました 

おにぎり炊き出しボランティア 

3月13日から開始された「おにぎり炊き出しボ 

ランティア」は4月17日、最後のおにぎリ作リ 

を行いました。 
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4月17日（日） 

避難者へ栄養管理メニュー向陽中で試食会 

震災以降、ボランティアの炊き出しと支援物資 

で供給していた市内避難所の食事が4月18曰か 

らシダックスフードサ一ビス(株)と市が共同で提供 

する学校給食スタイルのものに変わリました。 

避難所での栄養管理と 

仮設住宅での孤独者対策 

•避難所での給食配給 

※管理栄養士による栄養管理 

長期化する避難生活で、野菜不足や塩分の取リすぎ 

が懸念されていたが、栄養面が管理されたメニュ一 

で避難者の健康維持を図るもの。 

※調理師は、避難所へ避難している方から市が雇用 

(35 人） 一 \ 

•朝食：学校の給食室を使用し調理=> 配給 

•昼食：仕出し弁当を配給 

•タ食：学校の給食室を使用し調理力配給 

•食事時間 

_朝食：6時 4 5分 

(学校児童が多数いることを考慮） 

•昼食：1 2時0 0分 

參タ食：18時00分 

※上記開始時刻より1時間を喫食時間とする。 

•給食係の業務内容 

•提供方法 

「ブラ製トレイ」に「使い捨て容器」、「割り箸」、「使 

い捨てスプーン」、「簡易ナプキン」を使用する。 

配膳のためのスペースを設け、給食係（避難所ごと 

に担当を割り当て）がご飯、惣菜、汁物を配布する。 

※「トレイ」は自己管理とし、配膳スペースで最初 

にアルコール消毒する。 

朝 食 昼 食 タ 食 内 容 

6時30分 11時45分 17時45分 
給食室から配送される食缶の受取。米飯食缶の受取。 
または仕出し弁当の受取。 

6時45分 12時00分 18時00分 配膳開始。仕出し弁当は割り箸、ナプキンを添えて配布。 

7時45分 13時00分 19時00分 片付開始。食器および残飯の仕分け分別。指定場所への搬出。 

•仮設住宅での給食配給•生活支援 
※約1,500世帯を対象として、年間約3億円の経費の見込み 

書朝食および昼食：自分で調理 

(入居時の支援として、米30kg/人、調理器具を配給） 

•タ食：給食の配給 

•配給高齢世帯•独居世帯=集会所で会食 

•一部配給その他の世帯=集会所で配給 
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4月17日（日） 4月18日（月） 

相高•相馬東高吹奏楽部 

はまなす館で演奏 

u 
嘴 5PI 

相馬高校、相馬東高校生合わせ37名の吹奏楽 

部員が避難所となっているはまなす館のロビーで 

4月17日、演奏を披露し避難者を激励しました。 

震災に負けず新たな一歩を 

市内小•中学校入学式 

市内の小•中学校の入学式は4月18日、一斉 

に行われ、697名の児童と生徒が入学式に臨みま 

した。 

4月20日（水) 

ローソンから学校給食用お弁当贈呈 

株式会社ローソンから、市内各小中学校•公立 

幼稚園の昼食用のお弁当などが提供されました。 

これは、学校再開の際、給食の準備が間に合わ 

ないことから、立谷市長がロ一ソンの新浪社長に 

提供を依頼したもので、4月20日• 2 1日• 22日 

の3日分のお弁当などが無償で提供されました。 

馬陵公園に咲いた桜 
4月16日撮影 
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野田佳彦財務相、玄葉光一郎国家戦略担当相は4月23日、相馬市を訪 

れ立谷市長と面談しました。 
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4月20日（水) 

PTSD対策相馬フォロアーチーム活動開始 

•相馬フォロアーチームとは 

「相馬フォロアーチーム」とは、 

3月11日に発生した東日本大震 

災により被災した児童、生徒、園 

児の心のケアを行うことを目的に 

結成されたチームです。 

学校（園）に常駐し、親身になつ 

て心のケアを行うとともに、児童 

や生徒の交流を目的とした各種イ 

ベントを開催し、長期的なケアを 

行っていくものです。 

6 月 2 日 N P•化設立総会開催 

生き抜く力 

学力向上 

臨床心理士 2名 
精神保健福祉士1名 

•教育カウンセラー2名 

保 健 師 1 名 

3 校 高 C 

( % •教育委員会) 

•活動内容 

•曰常時 

磯部幼稚園、磯部小学校、機部中学校、中村第二小 

学校、中村第二中学校に常駐し、児童生徒、教職員、 

保護者を対象に相談業務を行う。 

春夏休みなど 

各学校において、希望する児童生徒、教職員、保護 

者を対象にスク一ルカウンセリングを行う。 

併せて、福島医科大学の「心のケアチーム」と一緒 

に仮設住宅の集会所を訪問し、相談活動を行う。 

4月23日（土） 

野田財務相と玄葉国戦相へ支援を要望 

p 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.251(2011年4月24曰号） 

震災孤児等支援金支給条例 

被災から40日たって巨大津波の相馬市の被害の全 

容が明らかになってきた。 

まず、床上浸水以上、つまり津波による流水の前に 

住人が生命の危機に曝された家屋が1512世帯、住民 

基本台帳での人口は、前回から修正して5249人だっ 

た。その中で、今日の段階で死者および行方不明者の 

合計は475人。津波襲来の時にこのうちの何人が被 

災地にいたのかは不明だが、現段階で死亡者の数が一 

割を切っていることには、驚きと感謝の気持ちを禁じ 

えない。原型をとどめた家屋がほとんどない程の大津 

波から、9割の住民を避難させたのは地元の消防団員 

たちだった。しかし、その犠牲者数は前回のメルマガ 

時から3人増えて10人となった。 

磯部地区の方々が集団で避難生活をしている「はま 

なす館」で、殉職された消防団員のお母上とお会いし 

て首を垂れた。息子を亡くした心中を察するに、私は 

何と申し上げたら良いか？お詫びしたい自分の気持ち 

をどのようにお伝えすべきか？迷いながら視線を上げ 

た私の前で、背筋を凛と伸ばした彼女は気丈だった。 

「止めたのに、仕事だからと言って避難誘導に向かっ 

た。やさしくて良い息子だった。残した子どもたちの 

ためにも私はしっかり生きなくてはならない」 

殉職した消防団員10人の子供の数は11名、うち 

18歳未満は9名である。社会人として自立する前の 

子供たちを残して、死んでし、った彼らの気持ちを思う 

と胸が苦しくなる。さぞや無念、心残りだったろう。 

多くの市民を助けた代償としても、余りにも重く、辛 

い。相馬市が続く限り、市民は彼らを忘れてはならな 

い。 

我われ残された者たちが、父親の無念の代わりを果 

たすことなど、とても出来ないことだが、万分の一で 

もの償いと思い、生活支援金条例を作ることとした。 

遺児たちが18歳になるまで月々3万円を支給するも 

のである。全くの孤児となった、あるいは片親だけを 

合わせ、今回の災害で親を亡くした18歳未満孤児ま 

たは遺児は、全部で44人にのぼる。この子らが成長 

するまでの経済的負担の一部を、市の責任で担ってい 

くことを市民の総意で決めようと考えている。今月の 

臨時議会にかけ議決を得しだい支給することとした 

い。 

財源は、遺児たちのための義援金の基金口座を作っ 

たので、出来れば世界中からの善意をいただきたいと 

思っているが、不足する場合は市の一般財源で対応す 

る。総額は約2億円。 

もしも、義捐金がこれを突破することがあれば、次 

には大学進学のための奨学金などに光てていきたい。 

その際は条例を改正することになるが、もうひとつの 

条件は、孤児らに、将来強く生きていくための学力を 

つけさせることである。 

相馬市の小•中学校は4月18日に遅れた新学期を 

迎えたが、心配したとおり被災地の子どもたちは、心 

の傷が学習の障害になっている。我われは、臨床心理 

士と保健師ら常勤6人体制による「相馬フォロアー 

チーム」を結成し、教育委員会の別働隊として被災児 

童生徒のサポート体制を敷いた。現段階で2年は継 

続することとしているが、仮に精神が安定した後もし 

ばらくは、学力向上のためにきめ細かな指導を続けて 

もらいたいと思っている。 

先日、私のメルマガを読んだというフィンランドと 

英国のテレビ局が取材に来たので、「貴国の友情をこ 

の子らに！」と呼びかけた。ゆえに相馬市のホーム 

ページの義援金口座ワッペンは英語ノレジョンも用意 

した。 

拙稿の読者諸兄にもご賛同いただけるよう、平身低 

頭。 
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仙谷由人官戻副長官は4月24日、辻元清美首 

相補佐官らと相馬市を訪れ、津波の被害状況など 

を視察しました。 

東グラウンドに建設中の仮設住宅 
4月20曰撮影 
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4月2 3日（土） 4月2 3日（土） 

被災者を元気づける 
すその水ギヨ一ザ 

茨城県つくば市より 

ご支援をいただきました 

仰. .… Iなま， 
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4月23日、東部公民館で静岡県裾野市特製の「す 

その水ギヨ一ザ」800食の炊き出しが行われまし 

た。 

4月2 4曰（曰） 

相馬市の被害状況を視察 

仙谷官戻副長官、辻元首相補佐官 



4月2 6日（火) 

平成23年第2回相馬市議会臨時会 

第2回臨時会で制定された条例については、以下のとおり。 

相馬市震災孤児等支援金支給条例 

•目的 

東日本大震災によリ被災した震災孤児等に対し、学業や生活の支援を行うことを目的として支援金を月額3万 

円給付するため条例を制定するもの。 

•支給を受ける者の要件 

平成2 3年3月11日に相馬市に住所を有するもので、東日本大震災により、両親又はその一方を亡くした者、 

または市長が認めたもの。ただし、18歳に達する日以後の最初の3月31曰までの間にあるもの。 

•支援金の額 

支援金の額は、月額3万円とする。 

•支援金の財源 

支援金の財源は、相馬市震災孤児等支援金支給基金を究てる。 

相馬市震災孤児等支援金支給基金条例 

•目的 

東日本大震災により被災した震災孤児等に対する支援金の支給に関する事務を円滑に行うことを目的として、 

支援金を給付するための基金を設置するため制定するもの。 

•積み立てる額 

基金として積み立てる額は、毎会計年度の一般会計予算の定めるところによる。 

相馬市仮設住宅入居支度金支給条例 

•目的 

東日本大震災により被災し仮設住宅に入居する世帯に対し、仮設住宅入居世帯の自立への援護を目的として 

世帯10万円を支給するため制定するもの。 

•支給対象者 

市内の仮設住宅に入居することが決定し、入居時に相馬市に住所を置いている世帯の世帯主。 

•支度金 

1世帯につき10万円。 
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4月3 0日（土） 

応急仮設住宅入居者へ鍵引渡し式 

相馬市北飯渕（角田東グラウンド）応急仮設住 

宅の鍵弓丨渡式と入居説明会が市役所分庁舎で4月 

30曰開かれ、先に行われた抽選で決定された入居 

者と市、ライフライン関係者などが出席しました。 

住宅支援の流れ 

•応急仮設住宅（県）入居 

• 4月30日 

第1期完成分鍵引渡し58戸 

• 6月11曰 

全1,000戸完成引渡し完了 

(6月17曰に避難所を全て閉鎖） 

• 入居戸数計 9 7 0 戸 

入居者数2 , 6 9 9人 

•市建設分仮設住宅（県よリ事務委任） 
• 500 戸 

•南相馬市、飯舘村、浪江町の原発避難民を受入 

•入居時の支援内容 
•入居時支度金10万円 

•日本赤十字社よリ家電7点セット 

•引越しセット（寝具、鍋、釜、食器など） 
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仮設住宅のマネジメント•恒久住宅への準備 

•仮設住宅での管理体制•生活支援 

1.集会所ごとにひとつのコロニーと考え、組長を選任 

2.集会所単位で市の担当者を配置 

3.1棟（5戸）ごとに戸長を選任 

4.「組長」と「戸長」の兼任も可 

•恒久住宅への移住の準備 

1.全被災者のデータベース化、意向•実態調査 

2.集合型共助住宅の建設 

3.戸建て住宅建設の準備にて、将来設計への希望を 

組長を通しての行政サービス等 

1.毎日の配食の管理、集会所での共同 

10：艮 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

支援物資等の配給 

仮設住宅の衛生状態•治安の管理 

炊出し•イベント等ボランティア活 

動の公平な配分 

復興対策会議への要望とリまとめ 

住民健診等の行政サービスの周知• 

実施 

孤独者、健康不良者のチェック 

コミュニティ形成のための各種事業 

コロニーイメージ 

復興•対策会議 区長 

組長(区長)会議 
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被災住宅の泥出し 

被災地から集められた写真の洗淨 

中央公民館に設けられたボランティア宿泊所 

大型連休2日目の4月30日、相馬市災害ボランティアセンタ一では154 

人の活動があリました。 

最近の平日は50〜90人程で推移していましたが、連休を利用した県内外 

からのボランティアの申し込みが増加しました。 

同センターから派遣されたボランティアは被災住宅の泥出し、避難所での 

サポート、仮設住宅への引越し手伝い、写真の洗浄などに従事しています。 
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5月 2曰（月） 5月 3日（火 ) 

東日本大震災復興構想会議メンバー 

来相 

堀下さゆりさん 
中一小でミニコンサー 

東曰本大震災復興構想会議の五百旗頭真議長 

や御厨貴議長代理、内舘牧子委員などは5月2 

曰、相馬市を訪れ、被災地を視察したあと、相 

馬市役所で立谷市長と会談しました。 

相馬市出身のシンガーソングライタ一堀下さ 

ゆりさんが5月3曰、避難所となっている中村 

第一小学校の体育館で、ミニコンサートを開催 

し、避難者を激励しました。 

5月 3日（火) 

復興への一歩はらがま朝市開催 

復興の狼煙「はらがま朝市」 

•「はらがま朝市NPO準備委員会」主催 
※津波被害を受けた原釜地区の水産加工業者など、 

約30名が企画運営（NPO申請中） 

•相馬市民に元気と活力を与えたい！ 
•毎週土日開催。 

•毎回2,000人を超える市民で賑わう。 

「はらがま朝市」は5月3日、長友グラウ 

ンドで開催され多くの人出でにぎわいまし 

た。 

主催は高橋永真さん（原釜）を代表とす 

る「はらがま朝市N PO準備委員会」。高橋 

さんらの呼びかけで原釜の水産加工業者な 

ど約30名が集まリ、相馬市民に元気と活力 

を与えたいと活動を開始しました。 

勿不屈のエネルギーを 

相馬市の復興につな 
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5月 4日（水) 5月 6日（金) 

松本防災相相馬市を視察 
はらがま朝市メンバー 

集めた募金を市へ 

松本龍防災担当相•環境相は5月4日相馬市 

を訪れ、津波の被害状況などを視察しました。 

尾浜地区や松川浦などの被害状況を視察した 

あと、市役所で立谷市長と面談。 

その後、松本防災担当相は避難所となってい 

るはまなす館を訪れ、避難者と目線を合わせて 

「大変でしようけど頑張ってください」と親しく 

話し込んでいました。 

5月3日から5日まで、長友グラウンドで開 

催され好評を博した「はらがま朝市」のNPO 

準備委員会の代表•高橋永真さんらが5月6曰、 

市役所を訪れ、朝市開催中に集めた募金を漁業 

の復興に役立ててほしいと立谷市長に手渡しま 

した。 

5月 8曰（曰） 

交流によリ笑顔が心のふれあいサボー卜 

• ニ と 

TEAMS.O.S (チームエスオーエス）による「心のふれあいサポート」は、 

4月29日から5月8日までの10日間、老人憩の家で行われ、多くの避難者 

が楽しく交流しました。 
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5月11曰 

天皇、皇后両陛下ご来相被災者•尽力者激励 

避難者と話をされる天皇陛下（中村第二小学校体育館) 
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5月1 1日（水) 5月14日（土） 

報徳のゆかリ小田原市民が相馬支援鹿野農水相漁業関係者と意見交換 

小田原市の職員と市民が報彳南のゆかりがある相 

馬市の復興を支えようと、5月11日から災害ボラ 

ンティアに従事しています。 

鹿野道彦農林水産相は5月14日相馬市を訪 

れ、相馬原釜漁港を視察したあと、市コミユ 

ニティセンターで漁業関係者と意見交換しまし 

た。 

^ 搬持込車 
？ 9 : 0 0 〜16:00 まで 

分別搬入お願いします 

危険物ー搬ゴS持入禁it 

光陽地区に設置された災害ごみ集積所 5月1"I日撮影 
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5月17日（火） 5月18日（水) 

東京都稲城市よリ 

ご支援をいただきました 

ルイスカバーニャス•メキシコ大使 

相馬市を訪問 

_ 
m m m 

P 
p j 
斷 ^ 

一 H 

^ 9 
支援物資に対し、メキシコ合衆国大統領へ送っ 

た立谷市長の礼状がきっかけで、ミゲル•ルイス 

カバ一ニヤス駐日メキシコ合衆国大使は5月18 

日、相馬市を訪問し、メキシコ政府などからの相 

馬市震災孤児等支援金へ継続的な協力の意向を立 

谷市長に伝えました。 

5月17日（火) 

平成23年第3回相馬市議会臨時会 

条例の一部改正については、以下のとおり。 

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

•改正要旨 

東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律等の施行に伴う災害援護資金貸付の特例 

指置が平成2 3年5月2日に改正されたことに伴い、災害援護資金の貸付に係る償還期間を13年とし、据置期 

間3年を6年、5年を8年とし、利率を3 %から1.5 %等へ改正するもの。 

平成23年度分における固定資産税及び軽自動車税の衲期の特例に関する条例の一部を改正する条例 

•改正要旨 

東曰本大震災によリ正確な課税客体の把握が必要であること、また震災に伴う被災者の混乱を避けることを目 

的とし、個人の市民税の衲期、国民健康保険税の衲期、介護保険料の衲期を変更するため改正するもの。 
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5月1 9日（木) 5月2 0日（金) 

復興支援ありがとう 

婦人会、横断幕作成 

ミネソタ州から 

震災孤児等支援金届く 

相 展 市 _ 人 会 

相馬市婦人会（高玉マサ会長）はこのほど、復 

興作業に従事する自衛隊、警察、消防団などへの 

感謝の気持ちを表す横断幕を作成し、5月19曰、 

市役所へ届けました。 

アメリカ*ミネソタ州在住のラムステツド•洋 

子さんは5月20日、相馬市役所に震災孤児等支 

援金を届けました。 

5月2 1日（土) 

肺妹都市•大樹町こいのぼリで相馬を激励 

相馬市と姉妹都市の大樹町•伏見悦夫町長は5月21日、相馬市役所を 

訪れ、大樹町からの震災復興支援金を立谷市長に手渡しました。 

大樹町では、4月22日から5月5日まで同町国道236号の大樹橋上流で「歴 

舟〗I丨清流鯉のぼリ」が行われました。 

今年は、相馬市の復興を願い「応援してます姉妹都市相馬市」と書か 

れた幅1.2 メー 卜ル、高さ10 メートルの垂れ幕も立てられ、こいのぼりに 

のせて相馬に元気が届けられました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.252 (2011年5月20曰号） 

新しい村 

震災から今日で70日を数える。仮設住宅への移転 

が順調に進んでいるとはいえ、まだ800人余りの方々 

が避難所暮らしをしている。全員の方々の仮設住宅へ 

の移転が完了する6月中旬まで、対策本部としては 

毎日の会議を継続中である。健康のため交代で休むよ 

う指示してきたが、気がつけば、私が東京への出張で 

一回だけ本部会議を欠席した私以外、部長以上の幹部 

は全員が毎日出てきている。避難所閉鎖をもって、曰 

曜日は本部会議を開かない、公休日にしようと思って 

いるが、あと三週間余りだからこのまま無休で頑張っ 

てもらいたい。 

さて、震災直後は合計4400人にも膨らんだ避難所 

を眺めて、仮設住宅を一日も早く完成させることと、 

この避難所から一人でも死者を出さないことに闘志を 

接き立てた。市内の医療機関の頑張りと、日本医師会、 

全日本病院協会、東京医大と東京都チームの方々の医 

療支援活動や、多くの市民、協力団体のボランティア 

活動により、私の当初の大目標は達成できそうに思え 

る。避難所のうち中村ニ小の体育館には両陛下にお運 

びいただいて、一人ひとりお言葉をかけられた。さら 

に被災した現地でご説明を求められた私は、消防団員 

たちの犠牲の上に生き延びた人たちの命があるのです 

と申し上げたところ、zjヽ 雨の中、傘をお取りになって 

英霊たちに黙礼を賜った。両陛下のお陰で私もすこし 

だけ、許してもらえたような気がした。 

ことを奨めてみたが、全員が独りで住みたいという。 

ならば集会所で一緒に食事をとりながら、最低でも一 

曰一回のコミュニケーションをとってもらおうと考え 

て、タ食は配給制にすることにした。よって一年間は 

仮設住宅入居者全員にタ食を提供するが、独居世帯者 

には集会所で食べてもらう。また、健康チェックも含 

めて、顔合わせと会話の機会を積極的に作っていきた 

い。 

独居世帯も含めて、仮設住宅での生活をお互いに支 

え合いながら過ごしてもらうために、出来るだけ元の 

地域ごとのコロニーを、集会所ごとに作っていきたい 

と考えている。およそ80戸でひとつの集会所を囲む 

形になるが、一棟五世帯ごとに戸長を選び、集会所ご 

との戸長会議を組長が束ねる。組長を行政区長が兼務 

するケースも出てくるが、組長協賺会の上に区長会議 

を位置づけ、行政サービスをこの組織図で行う。した 

がって住民健康診断をはじめ、支援物資の配給や、外 

部からの炊き出し部隊のサービスなどは、区長会議と 

組長協議会で整理する。 

相馬市の場合、原発事故のため避難生活を余儀なく 

される双葉地方をはじめ、飯舘村や南相馬市の避難民 

の方々を受け入れることになるが、ふるさと自治体ご 

とのコロニーを作ることと、行政サービスの葉脈を作 

ることが、慣れない地域で過ごしてもらうためのポイ 

ントである。 

彼らが残した子どもたちへの、私の気持ちを前回書 

いた。しかし津波の生存者の今後の生活支援を、しっ 

かり行っていくべきことも彼らの残したメッセージで 

ある。いま被災者全員の生活状況をデータベース化し 

ているが、最初にこの災害で単独世帯になった人、つ 

まり家族でたった一人助かった人たちのリストを作っ 

て対策を講ずることにした。二次災害として医療の次 

に留意すべきは、経済自殺と孤独死だからである。調 

ベてみると93歳男性を筆頭に110人の方が単独世 

帯になっていた。中には、自分だけ助かったことを悔 

やんでいる人もいるという。 

仮設住宅への入居を中期計画の目標にしてきたが、 

これらの方々の仮設住宅での一人暮らしには、特に長 

期的な支援を、と思っている。なによりも寂しさ対策 

と励まし合いが必要だ。一つの方法として複数で住む 

相馬市のエリアでは集会所ごとに市の担当者を張り 

つけるが、他の自治体からのコロニーには役所の職員 

がー世帯以上住んでもらいたいと考えている。71戸 

の住民をお預かりすることを決めた飯館村長とは、村 

職員居住を申し合わせた。現在、市外から多くの申し 

込みをいただいているが、以上の理由により最終的に 

は首長さんと調整して入居受け入れを決めさせていた 

だきたい。あとは、他の自治体からの仮設住宅入居者 

を相馬市民同様、市民全員の力で大切にさせていただ 

くことだ。 
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東京大学医科学研究所•特任 

教授の上昌広氏による放射線と 

健康影響についての講演は5月 

22日、初野集会所、玉野中学 

校体育館で行われ、住民約120 

人が参加しました。 

この講演は、放射線について 

正しく理解し、対処方法を身に 

つけることを目的としたもので 

す。 

市内各地で放射線と健康被害に関する説明会を開催 
-^, ，一-：ン._ 

市では市内各地で、放射線について正しく理解し、 

対処方法を身につけることを目的として、東京大学医 

科学研究所から講師を招いて右表の日程で説明会を開 

催しました。 

【主な質問】 

Q.子どもを外で遊ばせて良いのか？ 

A.放射線は埃と同じである。埃が舞っている所で遊 

ぶのでなければ、問題なく外で遊ぶことができる。 

マスクをすることや長袖を着ることも特段気にす 

ることはない。気になるのであれば、子どもにマ 

スクや長袖を着せても良いが、これから夏になり、 

気温が上がる。マスク、長袖のせいで熱中症にな 

らないように十分気にしなくてはならない。 

Q.子どものミルクを作るのに水道水を使っても良い 

か。 

A.現在は、何も検出されていないので問題はない。 

気になるのであれば、浄水器をつけたり、ミネラ 

ルウオーターで対応したりしてもやりすぎではな 

い。 

ただし、大人がミネラルウオーターしか使わない 

というのは、過剰だと考える。 

•説明会開催日程 

地 区 開催場所 開催日時 参加人数 

黒 木 黒木集会尸斤 5月15曰（曰） 
18 ： 00〜 50人 

初 野 初野集会所 5月22曰（曰） 
13 ： 30〜 60人 

玉 野 玉野中学校 
体育館 

5月22曰（曰） 
16 ： 00〜 90人 

大 坪 大坪集会所 5月23曰（月） 
18 ： 30 〜 50人 

日立木 日立木小学校 
体育館 

6月6曰（月） 
18 ： 30 〜 220人 

山 上 山上小学校 
体育館 

6月20曰（月） 
18 ： 30 〜 150人 

飯 豊 飯豊小学校 
体育館 

6月25日（土） 
13 ： 00 〜 130人 

中村西部 
中村中部 

はまなす館 
多目的ホール 

6月25日（土） 
16 ： 00 〜 550人 

中村東部 東部公民館 6月26曰（曰） 
10 ： 00 〜 150人 

八 幡 八幡小学校 
体育館 

6月26曰（曰） 
13 ： 00 〜 190 A 

磯 部 磯部小学校 
多目的ホ一ル 

6月26曰（曰） 
16 ： 00 〜 60人 

大 野 大野小学校 
体育館 

6月27曰（月） 
18 ： 30〜 150人 
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5月22日（日） 

放射線への正しい理解を放射線と健康影響説明会 



5月2 3日（月） 

レソト王国から早い復興を願い植樹 

• 

-
: r

W:r 

南アフリカのレソ卜王国のリチヤド•ラモエレツイ特命大使と日本レソ 

ト王国友好協会の大概明子会長は、5月23日相馬市を訪れ、磯部小学校で 

レソト王国原産の桐の木の植樹を行いました。 

5月2 4日（火) 5月3 0日（月） 

玉野小中学校 

校庭の表土入れ替え開始 

震災孤児を支援 

コマツレンタル株式会社 

市では、市内でも高めの放射線量が測定されて 

いた玉野地区内の玉野小•中学校の放射線量を低 

減させるため、5月24日から27日までの4日間、 

校庭の表土入れ替え作業を行いました。 

コマツレンタノレ株式会社の四家千佳史社長は5 

月30日相馬市を訪れ、相馬市震災孤児等支援金 

支給基金への寄付金を立谷市長に手渡しました。 

コマツレンタ；レ株式会社からは災害協定に基づ 

き、震災直後から9月までの間、がれき撤去のた 

めの数多くのバックホー、ダンプトラックなどを 

無償で提供いただいています。 
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5月2 8日（土） 

玉野地区で健康相談会始まる 

市内でも高めの放射線量が計 

測されている玉野地区からの要 

望を受け、5月28日、玉野中 

学校体育館では同地区全住民を 

対象とした健康相談会が開かれ 

ました。 

会場では東京大学医科学研究 

所•上昌弘特任教授をはじめと 

した医師団と地元医師らが診察 

にあたりました。 

そのほか採血や尿検査、保健 

センタ一職員による血圧測定 

なども行ない、住民の健康を 

チェックしました。 

健康相談会は翌29日にかけ 

て、玉野地区全住民約480名 

を対象に行われました。 

玉野地区健康診断および放射線相談会 

相談会を行った東京大学医科学研究所の報告の概要は以下のとおリです。 

•受診された方 

•健康相談会では、全体で307人が受診。 

•年齢は1歳から92歳の方まで。うち65歳以上の方は11 3名となっています。 

•性別は男性14 0人、女性16 7人となっています。 

• まとめ 

相馬市の中で比較的空間線量の高い玉野地区在住の307人の健診を行った。 

放射線によると思われる、自覚症状の出現は認めなかった。 

一部に抑うつ傾向の受診者を認めた。 

明らかな血球減少傾向は認めなかった。 

高血圧、高脂血症、糖尿病のコントロール不良群の存在が示唆された。 

震災後、野外活動時間の減少傾向は明らかではなかった。 



6月 1日（水) 6 月 1 日 冰 ) 

市は、東京都稲城市と災害時の相互応援に関す 

る協定を締結しました。 

調印式は6月1日、相馬市役所で行われ、立谷 

市長と稲城市の田野倉秀雄副市長が協定書に押印 

し、握手を交わしました。 

東京都稲城市と 

災害時等相互応援協定締結 

' 各 ^ ^ ^ 

ド'fl 

し M ‘ 
‘ 

壓 

福島駐屯地音楽隊 

避難所で激励演奏会 

陸上自衛隊•福島駐屯地音楽隊による演奏会は 

6月1日、避難所となっているスポ一ツアリ一ナ 

そうまで開かれ、軽快なリズムで避難者を激励し 

ました。 

6月 1日（水) 

中村一小児童避難所で歌のプレセン卜 

中村第一小学校5年2組の児童32人が6月1日、避難所となっている 

スポーツアリーナそうまで避難者への肩たたきや、合唱を披露しました。 
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相馬フオロア一チ一ム•ホ一ムページ 

http://soumaft.grupo.jp/ 

相馬フォロアーチーム事務所（生涯学習会館内) 
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6月2日（木) 

子どもの心のケア 
相馬フォロアーチームNP0化設立総会 

被災した児童•生徒の精神的ケアを行う相馬 

フォロア一チ一ムはNP0法人化のための設立総 

会は6月2日、生涯学習会館で開かれました。 

総会には関係者など12名が出席。議事に先立ち、 

立谷市長から「津波の恐怖という痛手を負ってい 

る子どもたちに相馬市という社会が継続的に支援 

していきたい」とあいさつ。つづいて発起人の山 

田耕一郎さんが「児童•生徒の心の傷、悩みに何 

らかの手立てが必要だと思った」と設立の経緯な 

どをあいさつで述べました。 

相馬フオロアーチームメンバ、 

藤
崎
満 

須
高
塩 

康宏（リーダー：臨床心理士） 

蘭（臨床心理土） 

芳子（保健師） 

吉田克彦 

(精神保健福祉士 •家庭相談土） 
西永堅（カウンセラー） 

安部雅昭 

(教育カウンセラ一、キャリアコンサ 

ルタント） 

相馬フォロアーチーム平成23年度事業計画 

事業名 実施予定日•期間 実施予定場所 対象者 

学校巡回心理ケア事業 毎週3〜4回 市内の学校および幼稚園 市内の生徒など•保護者•教員 

学力向上サボート事業 
平成23年10月〜 

平成24年3月 

磯部小•磯部中• 
中村ニ小•中村ニ中 

磯部小•磯部中• 
中村ニ小•中村ニ中 

交流事業 
平成23年12月20曰〜 

27日 
市内の小中学校 市内の生徒など•保護者•教員 

連携事業 毎月1〜2回 市生涯学習会館 市内の心のケアを行う団体など 

http://soumaft.grupo.jp/


6月 3日（金) 

相馬市復興会議初回開催 

相馬市復興会議の第1回会議 

は6月3日、市役所で開かれ、 

委員26名が出席しました。 

委員は被災地区の区長会理事 

や農水商工団体、市幹部などで 

構成。 

復興会議には、元三重県知事 

で早稲田大学大学院教授の北J11 

正恭氏や•ーソン代表取締役 

社長の新浪剛史氏ら、有識者7 

人で構成する「顧問会議」を設 

置。今後の復興で助言を受けま 

す。 

復興に向けての基本方針•基本理念など 

•基本方針 

復興計画は立てることが目的ではなく、達成す 

るために策定する。 

したがって、進渉率をチェックしながらバージョ 

ンアップしていく必要がある。また、P D C Aサ 

イクルにより達成度とプランの妥当性の検証•改 

訂も必要。丨S〇9001の手法で進めていくことに 

する。 

•基本理念 

•被災者がそれぞれの年齢層において人生設計が出来るようになること。 

•生活環境、産業振興にかかるソフト事業、ハード事業を検討し計画を策定する。 

•期間 

•仮設住宅から恒久住宅等への移住を、平成25年3月。 

•がれき処理の終了を、平成2 6年 3月。 

•産業振興については、漁業は2年、農業は5年を目安とする
c 



東日本大震災で発生した津波 

によるへどろやがれきから飛び 

散った粉じんによる健康被害が 

懸念されていることを受け、6 

月4日、市では「へドロやが 

れきの撤去•除去に携わる作業 

員や住民の健康対策」講演会を 

コミュニティセンターで開催し 

ました。 

津波の影響で大量の瓦礫が発生し、その数倍〜 

10倍とも推測される大量のへドロが、市民生活領 

域に流入•堆積した。 

ヘドロの推定量は160万rr!。 

このことから、市ではヘドロの腐敗や乾燥による 

市民生活領域への飛散、処理工程における作業員の 

健康に対する影響などのへドロ堆積に起因する種々 

の被害に対し、その対策を講ずるため「ヘドロ健康 

障害対策システム」を作成した。 

•へドロ健康障害対策システム 

市が、「生活領域と作業領域の分離」のため、東 

京大学医科学研究所や同大大学院医学系研究科と連 

携し発案。 

がれき撤去作業などが進められている市内浸水領 

域を3つの地域に分け、それぞれにゲー卜を設置。 

ゲー卜にはシャワーを設け、着替えなどとあわせ、 

がれき撤去作業員や住民が粉じんを生活領域に持ち 

込まないようにするもの。 

また、がれき撤去などの作業員を雇用する企業は、 

各社の安全衛生管理者などを作業員の健康管理責任 

者として任命し、当システムの周知や応急処置体制 

の整備を徹底することも併せて呼びかけを行う。 
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6月 4曰（土） 

へドロ•がれきの粉じんから身を守る健康対策講演会 

復興に向けての基本方針•基本理念など 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.253 (2011年6月6曰号） 

被災した子どもたちの将来のために 

お陰さまで、震災孤児•遺児らへの支援金が日本中• 

世界中から寄せられるようになった。中には私が直接 

お話しをさせてもらって意気に感じていただき、お帰 

りになってから広く募金運動をしてくださった方もい 

る。また少額ながらも、気持ちですと伝えて来られた 

方もいる。出来るだけ御礼状をと考えているので、ロ 

座に送金いただいた場合はメールでお名前とご住所の 

ご連絡をいただきたい。もうひとつは、子どもたちが 

成長した時まで私が生きていたら、お世話になった 

方々の名簿を一冊の本にして彼らの旅立ちへの花向け 

にしたいから。 

この震災の復旧•復興作業の指揮を執り続けてきた 

中で、私自身、大きな勉強をさせてもらった。 

瞼に浮かぶ原釜の、生まれ育った家の周りの温かい 

光景が、すでに消えてなくなっていることを、現地が 

変わり果てているぶん衲得できず、3か月も経とうと 

するのに、私は現実を心から受け入れることが出来な 

いのだ。しかし、被災して人生が築き上げてきた全て 

を失った方々を前に、悲しみや感傷に浸っている余裕 

など無いから、気持ちに流されないで公務しなければ 

ならないことや、冷静に先々の展開を読んで早め早め 

の手を打っておくことを学習した。何より仕事をして 

いる時が一番落ち着くことも分かったし、本当に苦し 

い時に支援を受ける有り難さも知った。こんなにお世 

話になるほど、私は他人に頭を下げて来なかったから、 

これからの人生でその分の埋め合わせをしなければと 

思っている。 

私が本心では、今回の震災の甚大な被害を受け止め 

切れていないように、悪魔のような津波に追われた子 

どもたちも、恐怖体験から抜け出せないでいる。加え 

て家族や友達を亡くした虚脱感が、本来あかるく多感 

であるべき子どもたちの感性をむしばんでいるのだ。 

学校が再開した4月18日以降、対策会議のたびに教 

育長から被災小中学校の様子を報告してもらっている 

が、PTSDはやはり探刻である。 

対応策として臨床心理士によるケアを考え「相馬 

フォロアーチーム」を結成し、きめ細やかな心のケア 

を始めたのが4月の末だったが、開始後からその仕事 

量の大さへの対応と継続性をどのように確保するかが 

課題だった。対象は幼稚園から高校生までだから、一 

人ひとりじっくりとケアをして成長の記録をとどめ 

て、さらに最長15年経過を追うとしたら、人材と財 

源を長期的にマネジメントしなければならない。 

6月2曰、この活動を理念と継続性と、透明性をもっ 

て着実に行っていく目的で、NPOとしての設立総会 

を行った。理事長には相馬市教育委員の山田耕一郎先 

生が、副理事長には立教大学教授で「難民を助ける会」 

理事長の長有紀枝先生が就任された。その他、相馬市 

内の有識者の方々と、福島から近藤菜々子弁護士が理 

事になられた。法人格を持つことによって相馬市とし 

ても支援しやすくなるし、寄付も集めやすくなる。何 

より目的と予算執行の間に客観的な検証を加えること 

が出来る。被災した子どもたちへの支援を長期間しっ 

かりと継続するとともに、彼らの成長過程でアドバイ 

ザ一になってもらえればとも考えている。 

ところで、このNPO活動は孤児•遺児への支援制 

度と表裏一体である。 

子どもたちを残して死んでいった親たちの無念に応 

えるためには、金銭的な支援だけでは足りないと思う 

ので、高校卒業後の高等教育の奨学金の分もと思って 

世界中に支援を呼び掛けているが、忘れていけないこ 

とは、豊かな心と学力が究分に身につくようサボー 

トすることである。よって、いずれ体制が整い次第、 

NPO活動のメニューに学力向上部門を加えてもらお 

うと考えている。そして孤児•遺児だけではなく、被 

災した相馬市のすべての子どもたちに、支援していた 

だく方々の善意が着実に行きわたり、最も有効に活か 

されるよう、一同、知恵を絞り努力を傾注していきた 
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平成23年全国医系市長会定例会議は、6月8曰、 

都市センタ一ホテルで開催され、東日本大震災の 

被災地である岩手県宮古市の山本市長、宮城県登 

米市の布施市長、そして会長である立谷市長から、 

これまでの対応や現況について報告しました。 

市が東京大学医科学研究所の医師などを講師に 

迎え、各地区ごとに開催している放射線と健康影 

響についての講演は6月6日、日立木小学校体育 

館で開かれ、約250人が出席しました。 

この日は、坪倉医師の説明と手話による通訳が 

同時に進行しました。 
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市教育委員会は簡易型線量計を6月6日、市内の私立幼稚園と保育園あ 

わせそれぞれ1台づつ配布しました。 

教育長室で各園の代表者へ手渡した安良教育長は「有効に活用して子ど 

もたちの健康を守ってほしい」とあいさつしました。 

6月6曰（月） 6月 8日（水) 

手話でも解説放射能健康影響説明会 全国医系市長会で震災対応を報告 

6月6曰（月） 

私立幼稚園と保育園へ市教委、線量計配布 

：
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6月1 2日（日） 

ガレキ処理中間処理をプロポーザル方式にて公募 

市では、推定量22万tの災害廃棄物の中間処 

理業者の選定にあたり、プロポーザル方式にて公 

募を行いました。 

•委託業務量 

®推定発生廃棄物量22万t 

© 処 理 期 間 約 3 年 

※参考、地区別推定廃棄物量 

原釜、尾浜地区104,833.7t 

和田、岩子地区9,918.0t 

新田、程田地区971.8t 

日下石、柏崎地区l,836.4t 

曰下石、磯部地区93,015.0t 

蒲庭地区6,804.7t 

東曰本大震災相馬市災害廃棄物 

中間処理業務 

•委託業務の目的 

東曰本大震災によリ倒壊した家屋等の災害廃棄物に 

ついて、効率的な選別及び破砕等の処理を行うことに 

より、処分する廃棄物量を軽減すると共に、廃棄物量 

の運搬コスト、処分コスト等の削減を図ることを目的 

とする。 

•業務概要 

•業務委託名東日本大震災相馬市災害廃棄物中間処 

理業務委託 

•業務委託場所相馬市光陽ニ丁目地内 

•種別廃棄物中間処理及び土木工事一式 

會業務内容 

災害廃棄物中間処理業務の内容は、廃棄物の受入、 

選別、保管、積出に必要な作業を行うとともに、廃棄 

物の飛散、悪臭、火災及び不適切な行為の予防及び集 

積場の保全管理を行い、適正な中間処理施設の管理運 

営を図るものとする。 

東日本大震災における相馬市災害廃棄物処理基本計画（抜粋) 

•計画策定の目的 

3月11日の大震災により発生した災害廃棄物の早急に適正な処理を行うことによリ、市民の健康を守り、被 

災地の早期復旧に寄与することを目的とする。 

•相馬市災害廃棄物の特徴 

当市の災害廃棄物の特徴は、津波による集落規模の家屋が全壊し押し流されることから原形を留めず、あら 

ゆるものが混在し、さらに、津波により流された土砂がそれらの廃棄物に付着している。被害にあった集落は、 

木造家屋が多い地域であり、木くず等の発生が多い。 

•災害廃棄物処理の考え方 

•罹災者の雇用及び地元企業への発注 

.今回の大震災により職を失った罹災者の方々を優先的に雇用することにより、安定した生活の実現に寄与 

する。 

•地元で出来る業務は、地元企業へ発注し、地域の経済波及に貢献すること。 
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•中間処理による徹底した選別 

•なるべく多くの可燃物（焼却対象物）を選別することで、最終処分量の減量化を図る。 

•選別作業において廃棄物の付着土砂を出来るだけ取リ除き、一定の選別精度を確保することにより、処理 

先のトラブルの防止を図る。 

•市内の廃棄物発生現場に近い場所で、選別処理を行うことにより、取り扱い廃棄物量=嵩を減らし運搬コ 

ス卜の軽減を図る。 

•罹災者雇用による手選別作業により、被災者の思い出の品や貴重品等の選別を行い一時保管後に、所有者 

へ渡す。 

•環境に配慮した処理方法 

•作業員の健康管理と近隣の環境に配慮した分別処理を行う。 

•選別方法 

•重機による粗選別 

•破砕選別機による選別 

不燃物•可燃物•木くず•コンクリートガラ•金属くずに分別 

•木材粉碎選別機に選別 

流木及び解体家屋材 

決定方針 
大震災によリ職を失った罹災者を優先的に雇用 
地元で出来る業務は地元企業へ発注 
中間処理による徹底した選別 
環境に配慮した処理方法 
市民代表による採点にて決定 

業務内容•処理基本計画を踏まえた業者の選定 

•業者選定方法 

(1)市は選定するにあたり、「災害廃棄物中間処理業者決定会議」（以下、「決定会議」）において総合的に最も 

優れている者を優先交渉権者と決定する。 

(2)技術提案者は決定会議において、プレぜンテ一シヨン及びヒアリングを実施する。 

※時間配分の目安 

•プレぜンテ一シヨン（技術提案書の説明）• • .20分以内 

•ヒアリング（決定会議メンバ一から質問）.•.10分以内 

(3)委託の契約については、優先交渉権者と市により技術提案書の精査及び協議を実施し委託料を決定後に契 

約する。 

•提出期限 

平成23年6月10日（金）から平成23年6月20日（月） 

•技術提案書に網羅すべき項目 

(1)実施方針関係（環境に配慮した処理方法など） 

(2)特定テーマ（地元雇用や地元企業活性化など） 

(3)その他（低コストなど） 



被災者の孤立死を防止するために 

政府有識者会議で市長プレセン 
広島の陸上自衛隊活動終了に花束 

6月30日と7月8日に相馬市災害廃棄物中間処理業者選定会議を開催し、応募のあった11社の提案内容に 

ついてヒアリングを実施。一次審査及び二次審査の結果は以下のとおり。 

•一次春査 

順位 提案者名 
一次選考審査結果 

得点 順位 提案者名 業務実施 
方針 

特定テーマに 
対する対案 

参考見積書 
得点 

1 A社 35.9 30.9 20.0 86.8 

2 B社 34.4 36.6 16.0 86.7 

3 C社 32.6 33.6 16.0 82.2 

4 D社 33.2 32.7 16.0 81.9 

5 E社 25.5 29.3 15.0 69.8 

6 F社 32.8 30.7 4.0 67.5 

7 G社 23.3 27.4 6.0 56.7 

8 H社 16.7 29.9 9.0 55.6 

9 丨社 16.6 30.8 4.0 51.4 

10 J社 15.6 25.9 3.0 44.5 

11 K社 19.2 17.7 4.0 40.9 

※今回応募11社の参考見積書中、最低価格は1,732,500千円、 
最高価格は2,906,400千円。 

※一次選考審査結果の得点上位4社を選出し、二次選考審査（ヒ 

アリング）を実施。 

• 二次審査 

順位 提案者名 

二次選考審査結果 

得点 順位 提案者名 当業務によ 
る地域経済 
活性化 

最終処分に 
対する提案 
や考え方 

その他 
得点 

1 A社 108 97 98 303 

2 D社 97 94 90 281 

3 B社 96 95 84 275 

4 C社 97 81 89 267 

※二次選考ヒアリング得点は、選考委員12名の合計点 

6月1 2日（曰） 6月1 2日（日） 

被災者の孤立死を防止するための有識者会議は 

6月12日、仙台市で開催され、政府、被災自治体、 

社会福祉関係団体から関係者が出席し、復興に向 

けた取り組みについて議論が交わされました。 

災害派遣により相馬市で活動してきた陸上自衛 

隊第46普通科連隊（広島）の大元宏朗連隊長は 

6月12日、市災害対策本部で活動の終了を報告し 

ました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.254 (2011年6月12曰号） 

相馬市復興計画 

6月3曰、今後の相馬市の復興の方向性を協議する 

ために「相馬市復興会議」を立ち上げ、議論すべき課 

題を検討項目として私なりに整理して提示した。ただ 

現段階で、3年後、5年後の被災地の姿や、被災した方々 

の望ましい生活像を描き切れるかといえば、かなりの 

無理がある。国の制度を変えないとどうしても進めな 

い部分もあるし、何より財源の見通しが立たないと夢 

話に終わってしまうから。 

この3力月、被災による健康や精神へのダメージ 

を最小限に抑え、また原発など二次的な被害から地域 

を崩壊させないことを最優先に対策本部を運営してき 

た。次々に発生する難問に、ひとつひとつ丁寧に、迅 

速に対処するため、市役所はじめ市民が一丸となって 

頑張ってきた結果、少なくとも対応の遅れで死者を出 

すことは無かった。特に対策本部員はほとんど休みも 

取らず、よくやってくれたと思う。 

瓦礫の原となった被災地の将来的な扱いについては、 

我われだけの知恵と体力だけでは如何ともしがたい。 

この際、職住分離が基本的政策になるが、被災地を職 

業領域やソーラーなどの生産基盤にしようにも、公用 

地として土地利用を進めなければ、いずれ住民の財産 

権と衝突することになろう。だからといって被災市町 

村にとって、集団移転促進事業法律（S47)で定める 

25%にもなる土地買い取り料負担は困難だ。せめて 

負担を10%以下、できれば5%に抑えられる交付金 

が必要である。 

実現できれば被災者の生活支援にもなる。 

住居については高台移転が無論望ましいが、現段階 

では移転の絵は描けても、その後の人生設計までは企 

画出来ない。高台に作った災害公営住宅を将来（7.5 

年後）安価に売却することが出来ないのだ。この点は 

大震災復興特区で制度の壁を突破できるよう国に要請 

していきたいと思っている。 

被災して間もないころに政府が立ち上げた復興会議 

には、当時、正直言って違和感を覚えた。少なくとも 

震災後一力月までは目先の直面する課題解決に夢中 

で、彼らの議論の中身が、我われには遠い国の話のよ 

うに思えたのである。 

今回の震災は規模が異常に大きく、またそれぞれの 

被災市町村によって状況がすべて異なる。何より、「元 

に戻せば復興」とはいかないことが大きな特徴であ 

り、それぞれの地域特異性ゆえに復興の定義も多様で 

ある。 

多かれ少なかれ、何らかの原発被害を受ける本県の 

各市町村と岩手宮城では、全く違ったプロセスで復興 

が進むだろう。また本県の中でもそれぞれの市町村に 

よって、被害の実態も、復興に対する考え方もすベて 

異なる。相馬市のことは相馬市でなければ決して分か 

らないのだから、自分たちで脳みそに汗をかきながら 

復興計画を練り上げ、育て上げていくべきである。政 

府の復興会議は被災市町村と緊密に連携しながら、現 

実を踏まえて復興策を議論すべきだと思う。 

大津波による大規模被害の最大の特徴は、復旧が決 

して復興にならないことだ。相馬市でも被災地にある 

程度の居住制限をかけたうえで、新たに生活の場と産 

業を再構築していかなければならないのだが、津波で 

もうひとつ重要なことは、復興に至るまでの長い道 

のりをマネジメントすることである。どんな立派な復 

興計画をたてても、途中で孤独死や自殺者を出したの 

では情けない。だから復興計画には最終の姿に至るま 

での管理計画も含まれる。仮設住宅での健康管理、孤 

独死防止、子どもたちのPTSD対策、瓦礫撤去の際の 

作業員の健康管理、地域経済活性化、放射能問題対策 

など予想される多くの課題についての対策も当然復興 

計画の一部である。これらの問題をのり越えてはじめ 

て復興のステージに立てると考えれば、おのずから中 

心テーマは被災した市民の生活再建ということにな 

る。多少おおげさかも知れないが、私が考えるに、何 

をもって「復興」を定義するかと言えば、それぞれの 

世代で被災者の人生設計が可能になることではないだ 

ろうか。 

子どもたちの将来のために究分な教育体制を築き、 

孤児•遺児には生活支援をしながらしっかり育てるこ 

と。特に単独世帯をはじめとするお年寄りには、安心 

な生活と医療介護体制を提供すること。 

青壮年の世代には産業の復活と雇用の確保。 

これらの大きな課題を達成するために、瓦礫を撤去 

して土地利用を図り、安全で安価な住宅を提供し、ま 

た漁港や農地を復旧するのだ。さらに、土地利用の知 

恵を縛り、住宅取得の無理のない方法を考え、漁業や 
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農業の新しい経営方法や事業形態を生み出し、それぞ 

れの年齢層で将来像が描けるようになるために、ハ一 

ド事業を細心の注意を払って展開していこうと考える 

と、復興計画の意味が見えてくるようになる。 

また、復興計画は今後発生するであろう新たな問題 

や、国の対策の規模、範囲、探さ、きめ細かさの如何 

によっては当然変化と進化をすべきものである。 

相馬市はここ数年私のマニフェストを、市が認証を 

受けているIS09001に基づいて、PDCAサイクルを 

廻すことによって実現する手法を用いてきた。今回 

の復興計画も2011バージョン1として作ればよい 

のだ。来年はPDCAサイクルによりバージョン2と 

して進化させればより実効性のあるものが出来るだろ 

う。過去に認証を受けたIS014001の精神や手法も、 

環境影響を最小限に抑えるために役に立つに違いな 

い。 

IS〇を展開するのに必要なことは軸（理念）がしっ 

かりしていることである。復興にあたって軸は、「そ 

れぞれの年齢層での人生設計が描けるようにソフト事 

業を。その為にハ一ド事業を適切に実行」ということ 

になるが、新たな課題の解析と対応とか、達成度の 

チェックとか、手法の見直しとかを相馬市が慣れ親し 

んだやり方で自信を持って目的達成に走ればよい。 

計画立案にあたり、客観的な評価とさらなる知恵を 

求める目的で復興顧問会謹を置き、各界の有識者に顧 

問にご就任いただいた。座長には早稲田大学マニフェ 

スト研究所の北川正恭教授、ほか東京農大学長の大澤 

貫寿氏、元国交省技監で現在国土技術センター理事長 

の大石久和氏、元国税庁長官で現在日本損保協会副会 

長の牧野治郎氏、東大医科研の上昌広特任教授、ロー 

ソン社長の新浪剛史氏、難民を助ける会理事長で立教 

大学教授の長有紀枝氏。相馬市においでいただいたこ 

とのある方のなかで、私が私淑する7人の有識者に 

お願いしたところ先生方には快くお引き受けいただい 

た。我われの立場に立ってご_論いただけるものと期 

待をしている。 

これから各課題の具体策な方法論と、財源根拠の精 

査に入るが、7月中にはバ一ジョン1-1を、顧問会賺 

のご指導を得て、市民と相馬市の支援者の皆さまに提 

示したいと考えている。その際ホームページにアップ 

するので、特に今回の震災で相馬に支援においでいた 

だいた方や、遠くから寄附を寄せられて間接的にも今 

曰までの復旧•復興作業に参加された善意の皆さまか 

らも、広くアドバイスをいただければ有り難い。 



参議院東日本大震災復興特別委員会は6月16 

日開会され、復興基本法案等に関する件について 

立谷市長らが参考人として招致されました。 

6月1 8日（土) 

6月1 6日（木) 

参議院復興特別委員会 

参考人として意見陳述 

6月1 7日（金) 

仮設住宅で新たな一歩 

市内の全避難所閉鎖 
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6月17日をもって、市内の避難所が全て閉鎖と 

なりました。被災者は今後、仮設住宅で新たな生 

活が始まリます。 

「ちよつとここで一休みの会」開催 
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福島県立医科大学、心のケアチームが開催する「ちょっとここで一休み 

の会」丨汰6月18日、保健センタ一で開かれました。 

リラックスする方法の練習や、個別のお話、子ども連れのお母さんなど 

が子どもを預けられるなど、ほっと一息つける空間づくりが工夫されてい 

ました。 
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6月18日（土） 

市内各地の放射線量を測定メッシュ調査を実施 

隨 遍 圓 

市では6月18日、市内全域 

の放射線量を把握するための 

メッシュ調査を実施しました。 

声
3

* 

メッシュ調査実施内容 

畚測定曰 

6月18曰（土） 

參区分•測定箇所 

市内を1キロメー 卜ル四方で区分し、それぞれの区 

分の中で代表的な173箇所で測定。 

•測定地点•方法 

地上から1メー トルの高さで、10秒おきに5回計 

測し、その平均を算出。 

地表面は、アスファルトと土の2箇所を計測。 

※測定ポイント決定に係る注意事項 

(1)区画の中に公会堂•公共施設があれば、そこをポ 

イン卜とする。 

(2)基本は、民家周辺を測定することとし、民家など 

が無い場合は道路や農地で測定。 

(3)山上•玉野地区等山間部においては、無理して山 

に入らなくてもよい。 

•測定機器 

ポ リ マ ス タ 一 社 製 P M 1 7 0 3 M Q — 1 

•市街地•沿岸部の放射線量 

0.09〜0.96マイクロシーべノレ卜 

•山間部の放射線量 

0.29〜2.50マイクロシ一ベルト 

この測定結果に対する東京大学医科学研究所の坪倉 

正治先生のコメントは次のとおり。 

「ホットスポッ卜と思われるような局所的線量の高い 

地域は認められませんでした。ただし、玉野地区の居 

住地域では、全体的に1.13〜2.50マイクロシーベル 

トの値を示しているので、生活において注意が必要で 

す」 

生活上の注意点 

6月に市内で開催した「放射線と健康影響に関 

する説明会」で東京大学医科学研究所から紹介の 

あった主な生活上の注意点は次のとおり。 

•砂ぼこリなど、チリが舞うようなことはできれ 

ばしない。 

•土をいじるなら、マスクをしたほうが無難： 

•うがいや手洗い、洗濯をしっかり行う。 

•人が入っていかないようなところには行かない。 
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メッシュ調査結果図（地表面：アスファルト） 
t到地点 

アスファルト*̂  
1 900-2 500 

_ 1.000-1 900 

_ 0 500-1.000 

丨 0.200 - 0.500 

• 0.100 - 0.200 

• 0.090-0.100 

1•到均点 

±iM 
1 900 - 2.500 

1 000 -1 900 

0.130 - 0.200 

メッシュ調査結果図（地表面：土) 

•； 
均 、-養へ、；-
ベ.ぢ.ベ+> メー- \ 
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6月19日（日） 

復興目指して第1回相馬市復興会議顧問会議開催 

相馬港を視察する委員 

相馬市復興会議顧問会議委員 

北川正恭 

(早稲田大学大学院教授、元三重県知事） 

大澤貫春 

(東京農業大学学長） 

大石久和 

(財団法人国土技術研究センター理事長、元国土交通省技監） 

牧野治郎 

(社団法人日本損害保険協会副会長、元国税庁長官） 

上 昌 広 

(東京大学医科学研究所特任教授） 

新浪剛史 

(株式会社ロ一ソン代表取締役社長） 

長有紀枝 

(立教大学大学院教授、NPO法人難民を助ける会理事長） 

東曰本大震災からの復興計画 

策定に向け、有識者から助言を 

受けるための相馬市復興会議顧 

問会議は6月19日、市役所で 

開催され、地域の復興に向けた 

課題などについて意見が交わさ 

れました。 

会議に先立ち、委員は市内の 

被災地や仮設住宅などを視察。 

会議では立谷市長が復興計画 

の基本方針による復興のイメー 

ジについて説明。 

委員からは「地域が動かなけ 

れば何も変わらない」、「相馬市 

の取り組みをモデルとして発信 

していきたい」といった復興計 

画策定に対する意欲が示され、 

公営住宅の建設や農業や漁業の 

再興に向けた今後の取リ組みな 

どについて意見が交わされまし 

た
。 

顧問会議は2力月に1度、 

相馬市または東京都で開催され 

ます。 
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6月20日（月） 

仮設住宅と市街地を結ぶお出かけバス運行中 

6月20日から、西工業団地と柚木工業団地に建 

設された仮設住宅と市街地を結ぶお出かけバスを 

市が運行しています。 

お出かけバス運行ルー卜 

•磯部小学校〜公立相馬総合病院 

磯部小 _ 木 ベガ 宇多川町 大町 栄町 福島交通 公立病院 

8:15 8:30 8:43 8:46 8:47 8:48 8:50 8:53 
9:45 10:00 10:13 10:16 10:17 10:18 10:20 10:23 

公立病院 福島交通 栄町 大町 宇多川町 ベガ 木 磯部小 

14:30 14:33 14:35 14:36 14:37 14:40 14:53 15:08 
15:30 15:33 15:35 15:36 15:37 15:40 15:53 16:08 

•西工業団地〜桜ケ丘 

大野台第3 大野台第2 大野台第1 公立病院 福島交通 栄町 大町 桜ヶ丘 

8:00 8:01 8:02 8:12 8:15 8:17 8:18 8:22 
9:30 9:31 9:32 9:42 9:45 9:47 9:50 9:52 

桜ケ丘 大町 栄町 福島交通 公立病院 大野台第1 大野台第2 大野台第3 

13:30 13:34 13:35 13:37 13:40 13:50 13:51 13:52 
15:30 15:34 15:35 15:37 15:40 15:50 15:51 15:52 

6月21日（火） 

手助けありがとう災害ボランティア 
センター登録者数が延べ1万人を突破 

6月27日（月） 

仮設住宅におかずを提供 

3月21日から活動を開始した相馬市災害ボラン 

ティアセンターの登録者数が、6月21日に延べ1 

万人を突破しました。 

1万人目の登録者となったのは、相馬市の鈴木 

千恵さん。 

鈴木さんは、3月末から同ボランティアセンタ一 

に登録し、支援物資の積み下ろしなどの活動のの 

ち、5月上旬から旧女子高校で被災地から集めら 

れた写真の洗浄作業をしています。 

市は6月27日、仮設住宅入居者にタ食のおか 

ずを無償提供する支援策をスタ一トしました。 
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6月28日（火) 

平成23年第4回相馬市議会定例会（6月13日〜6月28日) 

第4回定例会で制定された条例については、以下のとおり。 

東日本大震災による被災者に対する市税等の減免に関する条例 

•目的 

東日本大震災の被災者の負担を軽減し、震災後の市民生活の安定に寄与するため、個人の市民税、固定資産税、 

国民健康保険税、介護保険料の減免について制定するもの。 

条例の一部改正については、以下のとおり。 

課税を減免する条例2本 

®地方税法の一部を改正する法律の施行に伴い、東日本大震災により生じた住宅や家財等の損失について、 

雑損控除の適用が可能となるよう定める等の改正をするもの。 

(2)相馬市国民健康保険税の衲税義務者の負担を軽減し、震災後の市民生活の安定に寄与するため、国民健康 

保険税の所得割額、資産割額、均等割額及び平等割額の算定割合及び額を改正するもの。 

災害公営住宅（集合住宅）建設を予算化 

•相馬井戸瑞長屋（立谷•北川s12型被災高齢者共助生活住宅） 

•相馬井戸瑞曲リ屋（立谷•北川S12型被災高齢者共助生活住宅) 

【設計主旨】 

1. 共助の精神が反映されるように、タ食は一堂に 6. 全館/《リアフリーとし、将来の経度要介状態 

会して摂る。 に対応する。 

2. 井戸^に住人が集ったイメージを、ランドリ一 7. 入浴介助および来館者のため、手摺付きの大 

スぺ一スで実現する。 型浴槽を配備する。 

3. ランドリ一スペースの外側に濡れ縁を設け、開 8. ボランティア活動に対応するためのスペース 

放的なエリアにする。 を設ける。 

4. 16.5rriの畳コーナーを設けて団欒の場をつくる。 9. 入居者の来客に対応するために、客間を設け 

5. 全館ユニバーサルデザインにする。 

(通路などに手摺を設ける。身障者トイレを併 1 0. 共助スペースは災害時の支援拠点とする。 

設する。） 1 1 . N P 0 (ライフネット相馬）によるタ食配食 

の体制を作り、継続的に支援する。 
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相馬井戸瑞曲リ屋（立谷• 41：川S12型被災高齢者共助生活住宅) 

相馬井戸瑞長屋（立谷•北川S12型被災高齢者共助生活住宅) 
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7月2日（土) 7月2日（土） 

殉職消防団員の郷土愛永遠に 

市消防団慰霊祭 
震災孤児などへ支援金支給式 

東曰本大震災で地域住民の避難誘導などにあた 

リ殉職した団員10人を悼む相馬市消防団慰霊祭 

は7月2日、ほこだて仏光堂で行われ、遺族や団 

員など約700人が参列しました。 

消防団員の殉職を機に創設された「相馬市震災 

孤児等支援金」が、東日本大震災で親を亡くした 

子どもやその保護者などに7月2日、手渡されま 

した。 
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7月7日（木） 7月10日（日） 

船橋市からスクールバス寄贈 
仮設住宅集会所で 

マスコッ卜づくリ体験 

船橋市でスクールバスとして活躍していた77 

人乗りのバス1台が7月7日、相馬市に寄贈され 

ました。 

東日本大震災被災者のためのアートプロジェク 

卜、アーツ•フォー•ホープ（東京•代表高橋雅子） 

は7月10日、東グラウンドや大野台の仮設住宅 

集会所を会場に、入居者を対象としたマスコット 

づくリ体験を開催しました。 

7月15日（金) 7月16日（土) 

缶バッジで震災孤児を支援 

社団法人相馬青年会議所OB会の「くろ松クラ 

ブ」（代表•西村年晴）は7月15日市役所を訪れ、 

立谷市長に震災孤児等支援金への寄付金を手渡し 

ました。 

この寄附金は、震災孤児を経済的に支援するた 

めに缶バッジを作成し、災害ボランティアセン 

ターをはじめ、市内の商店などに「缶バッジ募金 

箱」を設置して市内外の方々に支援を呼び掛けた 

ものです。 

オーストリア特認全権大使 

相馬市を訪問 

蒙 

n 

き ® 
寧 ィ ゆ 

I ^ 
liM 
j M 

オーストリア地区と福島県地区の国際ロータ 

リーによる被災学生支援としてオーストリアへ相 

馬高校生などを短期派遣するプロジェク卜の一環 

として7月16曰、在オーストリア連邦日本大使 

館特命全権大使ユッタ•シュテファン=バス 

トル氏が学生へのオリエンテーションのため、相 

馬市を訪れました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.255 ( 2 0 1 1年7月1 1曰号） 

御報告 

前略御免下さいませ。 

震災から早くも4力月を経過し、被災された市民の 

皆様も、仮住まいながら仮設住宅をはじめとするそれ 

ぞれの独立住居に落ち着き、新たな生活を開始いたし 

ております。今後は安全な地区での恒久的な住まいの 

建設、とりわけ独居老人世帯となった被災者の方々の 

ための共助住宅（井1)をはじめとして、仮住まいか 

ら次のステージを提供できるよう努力してまいりま 

す。 

一方、ガレキ処理や農地復旧•漁業復興などは緒に 

ついたばかりですが、一歩一歩着実に、相馬市の復興 

と新生に向って進んで参りたいと、決意を新たにして 

おります。 

孤児遺児達をはじめとする被災児達も、各幼小中学 

校に派遣している「相馬フォロワ一チーム（NP〇申 

請中)」の臨床心理士たちと市教育委員会の見守りの 

なかで、PTSDから立ち直ろうと彼らなりに懸命に頑 

張っておりますが、我われとしては息の長いケアが必 

要と考えております。 

まっておりまして、相馬市議会六月定例会の議決を得 

て、三月から六月までの4力月分を一括して子供達に 

手渡しすることが出来ましたので、当日の集合写真を 

添えて御報告申し上げます。 

七月分以降は、それぞれの口座に毎月振り込むこと 

と致しております。 

子供達は、写真撮影の際には笑顔も見られるように 

なり、此度の不運から立ち直りつつあるようにも思わ 

れましたが、死んでいった親達の無念を思えば、今後、 

より踏み込んだ支援が必要と考えております。 

以上、御礼と途中報告とさせていただきます。 

猛暑の折、各位の益々の御健勝を祈念申し上げます。 

草々 

平成2 3年 7月 1 1曰 

各 位 

また、大変温かい御厚情を寄せて頂いた災害孤児遺 

児生活支援金は、奨学金を含めた目標額の半分程集 

相馬市長立谷秀清 
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7月17日（日） 

復興へキックオフ！光陽サッカー場オープン記念大会 

傷ん 
“ 

”場-
光陽サッカー場のオープンを記念し、7月17日に「取り戻せ！元気な相馬 

サッカー大会」が同サッカー場で開催されました。 

当初4月オープンの予定でしたが、震災の影響もあり約3力月遅れての開 

場。この大会は、被災地を元気づけようと、サッカーの名門•清水商業高校サッ 

カー部0B有志による被災地支援事業として行われたものです。 

7月19日（火） 

仮設住宅で リヤカー販売 

' ダ ； 漏
r
 : 4 」 

7月19日から、被災者が暮らす仮設住宅をリ 

ヤカーで行商する生活支援が始まリました。 

この事業は、身障者をはじめとする災害弱者 

の生活をチェックし支援を行うとともに、買物 

弱者に対して生活品などの購入機会を提供する 

ことを目的としたものです。 

身障者訪問並びにリヤカー引き個別販売 身障者•買物弱者支援事業概要 

•事業の目的 
(1)身障者をはじめとする災害弱者の生活チエツ 

ク及び支援 

(2)身障者•買物弱者に対して、食材並びに生活 

品の購入機会を提供すること 

(3)以上の活動を通して、仮設住宅集落内での「純」 

社会の構築を図ること 

• A組：訪問チェック員（10名） 

被災地区の保健協力員及び民生児童委員が中心と 

なって、被災した身体障害者188名を対象に週に1 

回訪問し、生活状況や健康状態のチェックをする。 

一人あたり1日10件程度の訪問が目安。 

• B組：買物兼生活支援員（16名） 

被災地区の漁業従事者、仲買人等が中心となって、 

仮設住宅に入居する身体障害者をはじめとする買物弱 

者に対して食材並びに生活品の購入機会を提供すると 

ともに、身体障害者の希望に応じて生活支援（掃除、 

洗濯、話し相手等）を実施する。 
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7月21日（木) 

平成23年第5回相馬市議会臨時会 

第5回臨時会で制定された条例については、以下のとおり。 

相馬市災害危険区域に関する条例 

• 平成 2 3 年 7月 2 2 日条例施行 

• 平成 2 3 年 9月 3 0 日一部改正 

• 平 成 2 3 年 1 0 月 3 1 日 告 示 

•趣旨 
東日本大震災の津波により多くの住居等が全壊、流出した原釜、尾浜及び礎部地区などについて、津波による 

被災の危険性が著しいため、建築基準法の規定に基づき災害危険区域を指定し、住居の用に供する建築物の建築 

を制限するため制定するもの。 

•建築の制限 
指定された災害危険区域内においては、住居の用に供する建物は建築してならない。 

災害危険区域指定箇所 (平成23年10月31日相馬市告示第52号） 

•指定する区域 

大字名 字名など 

原釜 
大津の一部、北谷地の一部、仲田の一部、 
沼尻の一部、浜田の一部、蔵平の一部 

尾浜 
北ノ入の一部、須賀畑の一部、寺前の一部、 
ニ合田の一部、船越の一部、南ノ入の一部 

新沼 広須賀の一部 

柏崎 北家野の一部、南家野の一部 

磯部 

上ノ台の一部、大洲の一部、大浜の一部、 
大迎の一部、狐穴の一部、古磯部の一部、 
芹谷地の一部、台畑の一部、土橋の一部、 
信成の一部、四方柴の一部 

蒲庭 
狩野の一部、立切北の一部、前迫の一部、 
孫目の一部 

班昇 笛可 災害危険区域（右図参照） 

® 原雀字大津ほか 

@ 尾浜字北ノ入ほか 

(D 磯部字芹谷地ほか 

© 磯部字古磯部ほか 

蒲庭字狩野ほか 

® 蒲庭字孫目ほか 
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7月22日（金）• 23日（土) 

騎馬武者らが出陣相馬野馬追開幕 

一千有余年の歴史を誇る相馬 

野馬追の開幕を翌日に控えた7 

月22日、中村城跡内の相馬中 

村神社で安全祈願祭と総大将出 

陣の宴が行われました。 

安全祈願祭には、総大将と宇 

多郷勢の武者が陣羽織姿で集 

合。神社拝殿で神事を執リ行い、 

祭リの安全と武運を祈願しまし 

た。 

また、相馬外天会の「相馬中 

村藩古式炮術」、相馬民謡同好 

会の「相馬流れ山踊り」、相馬 

高校生徒の「相馬太鼓」が披露 

され、宴に華を添えました。 

7月23日、相馬野馬追が開 

幕。今年の相馬野馬追は「東曰 

本大震災復興相馬三社野馬 

追」と銘打ち、震災の犠牲者の 

鎮魂、相双地方の復興を願い行 

われました。 

出陣式では、相馬家33代当 

主•相馬和胤公の長男で総大将 

を務める行胤氏が「諸氏一人ひ 

とリが相馬野馬追に秘められた 

一千七十有余年の伝統の力を信 

じ、相馬武士の闘魂を持って、 

妨げとなっている諸々の障リを 

断ち切り、一日も早い東日本の 

復興が実現することを念じなが 

ら、行軍してほしい」と訓示。 

陣螺（じんがい=ほら貝）の 

音を合図に、中村城跡の大手門 

から行列が出発。 

甲胄（かっちゅう）に身を包 

み、色とりどりの指旗を背にし 

た騎馬武者は、威風堂々と市内 

を行進しました。 
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平成23年度相馬野馬追（東日本大震災復興三社野馬追) 

7月22日（金） 

〇安全祈願祭13時30分（相馬市•相馬中村神 

社） 

〇総大将出陣祝いの宴14時（相馬市•相馬中 

村神社境内） 

•相馬中村藩古式砲術 

•相馬流れ山踊リ 

•相馬太鼓 

7月23日（土） 

〇御発輦祭8時（相馬市•相馬中村神社境内） 

御鳳輦の道中安全を祈願する神事 

〇出陣式8時30分(相馬市•相馬中村神社境内） 

境内で出陣の盃をあげた後、長友グラウンドに 

勢揃いした宇多郷騎馬は総大将の閲兵を受ける 

〇総大将お迎え12時40分（南相馬市鹿島区） 

〇お上がリ行列16時〜17時（相馬市•イオン 

(旧ジヤスコ）相馬店から相馬中村神社へ） 

帰路についた騎馬武者らは、市街地を凱旋後、 

相馬中村神社に御鳳輦を衲める 

7月24日（日） 

〇例大祭斎行11時（南相馬市原町区•太田神社） 

7月25日（月） 

〇神事10時（南相馬市原町区•多河神社） 

•出陣式 

•上げ野馬神事 

〇宇多郷行列9時30分（相馬市内） 

御鳳輦と総大将を擁して市街地を行列 
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7月29日（金） 7月29日（金) 

今年も夏の風物詩玉ノ井部屋夏合宿太陽光発電システム寄贈マスク財団 
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大相撲玉ノ井部屋の相馬夏合宿土俵開きは7月 

29曰、松川浦スポーツセンタ一相撲道場で行われ 

ました。 

東日本大震災の津波で相撲道場が浸水し、一時 

合宿開催が危ぶまれましたが、土俵の土を張リ替 

えるなどの復旧作業を進め、相馬の夏の風物詩が 

今年も始まりました。 

再生可能エネルギーなどを支援している米国の 

マスク財団（イーロン•マスク会長）が太陽光発 

電システムを光陽地区に建設し、市に寄贈するこ 

ととなり、7月29日、現地で着工式が行われまし 

た。 

7月31日（日） 

恩返し支援 

只見、金山両町、三条市へ 

； ' • 一 -

• —%ずへwn.な.•て.茂勤 

相馬市と相馬地方広域水道企業団は7月31曰、 

豪雨災害に見舞われた県内の只見町、金山町、新 

潟県の三条市に支援物資などを送りました。 

主な物資は、ストックしたぺットボトル水（240 

t)のうち、只見町に20 t、金山町に10 t、新 

潟県三条市に12 tを支援。 

只見町には職員4人を運送担当として派遣。支 

援物資のほか、2トン給水車を運送しました。 

新潟県三条市にもさらに職員2名を派遣しまし 

た。 

光陽地区に設置された太陽光発電システム 

平成24年3月13日撮影 
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8月4日（木) 8月4曰（木) 

ダウ•ケミカル社 

市に災害公営住宅を寄付 
市立幼小中学校校庭の表土削リ 

減:-.--お 

相馬市内にイオン交換樹脂工場を持つ、米化学 

最大手ダウ•ケミカルのアンドリュー•リバリス 

会長兼CEOは、被災高齢者向け災害公営住宅1棟 

を建設し相馬市へ寄贈するとして、8月4日相馬 

市役所で記者会見を行いました。 

市立幼小中学校校庭の放射線量を低減させるた 

めの表土を削る作業が8月4日から始まリました。 

8月24日ごろには作業を終える予定。5月に作業 

を済ませた玉野幼小中学校以外の市立幼小中学校 

が作業の対象です。 

8月5日（金) 

復興を祈願して市民七タまつリ 

編 
;r|| 

If ^ " ^ 1 8 

市ふるさと行事のひとつ「市民七タまつり」が8月5日から7日にかけて、 

クロスロ一ドたまちを会場に開催されました。 

今年は震災の犠牲者の鎮魂や相馬市の復興への祈リを込めての開催。 

歩行者天国になった通りには、各商店や団体が作った七タ飾リや、幼稚園 

児たちが願いを込めた短冊が立ち並び、多くの家族連れなどで賑わいました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.256 (2011年8月8日号） 

リャカー 

私の母は相馬市街地近郊の農家の娘。お八重ばあ 

ちゃんはよく働く人だった。 

近郊農家だから、リヤカーを引いて裏の畑で採れた 

野菜売りに出かけた。その荷台にちよこんと乗って、 

私が育った漁村の原釜とは違った町の風景を、恥ずか 

しいような気持ちで見ていた。ばあちゃんは話好きで、 

待っていてくれる商店街のお客さんとの世間話が止ま 

らなかった。中村田町と宇多川町の間にあったホーラ 

イ食堂もお客さんで、よく売れた曰はリヤカーを停め 

て肉うどんを食べさせてくれた。ばあちゃんは私がう 

どんの汁をすすり終わっても話に夢中だった。 

そういえば、原釜にも三角なっとうを自転車で売り 

に来る人がいたし、豆腐はリヤカーだったように思う。 

母に言われて、ボールを持って豆腐を買いに走った私 

のお手伝いを、おばちゃんが褒めてくれた。50年前 

の相馬は、町も浜も時間がゆっくり流れていて、会話 

と笑顔にあふれていた。私の醤油屋も工場や店の出入 

り口にいちいち鍵など掛けなかったし、他の家々でも 

開けっ放しだった。 

津波直後はガレキの原だった原釜が、ガレキ撤去が 

済んで無機質な平地になってしまうと、思い出すのは 

子どもの頃の記憶ばかりだ。でも被災直前まで、人び 

との会話や笑顔は昔のままだったし、鍵をかけない習 

憤は今でも当たり前のことだった。浜に住んでいる人 

びとは家々の家族構成はもちろんのこと、それぞれが 

何をしているかも大抵知っていた。 

今、都会では無縁社会と言われ、経済成長時代以来 

に出来た、個人生活重視の文化的住居ゆえの孤独死が 

社会問題となっている。それに対し、今回被災してガ 

レキの原となった原釜も尾浜も磯部も、人びとの絆と 

いう点では、集落のコミュニケーションが豊かな地域 

社会だった。今回の災害対策で私が最も感心し、そし 

て合点したことは避難所の整然とした気配り社会であ 

る。およそプライバシ一とは程遠い空間での生活を、 

長い人で3力月も辛抱出来たのは、諍いを生じさせ 

なかった彼らの賢さゆえである。避難所を集落単位で 

指定したことを、思いやりと励まし合いにおいて活か 

してくれた。仮設住宅にも集落の形態を保ったまま移 

住してもらったが、行政支援員として集会所単位で選 

任した組長さんや副組長さんのもとで、思いやりを交 

わしてくれるに違いない。 

ただ、問題は相馬市以外から仮設住宅に入居する 

方々を、どのようにコミュニケーションの輪に組み入 

れるかということである。例えば飯館村長さんから依 

頼された164世帯については一つのブロックに入っ 

てもらい、組長さんと副組長さんに私の考えを話して 

理解してもらった。もちろん生活物資の配給や、避難 

所支援のサービスなどは組長会議を通して相馬市民と 

同様にさせてもらう。 

しかし飯舘村からの入居者のように地域コミュニ 

ティが最初から組めるところは心配がないのだが、さ 

まざまな市町村からの入居者で仮設所集落を形成せざ 

るを得ないブロックがどうしても出来てしまう。知ら 

ない人たちどうしのコミュニティをどのように作る 

か？ 

最低やらなければならないことは、災害弱者支援、 

つまり身体•精神障害者の方々への支援、要介護老人 

世帯への気配り、それと災害によって独居世帯となっ 

た方々への支援と気配りである。少なくとも平成23 

年度は、これらの方々をはじめ希望する入居者全員へ 

のタ食の配給を続けるつもりだが、その他の災害弱者 

への生活支援なども相馬市民同様に行いたいと思って 

いる。ただし、ふるさと自治体との調整も必要だ。 

相馬市としては、出身自治体を問わず、仮設住宅 

からの立ち上がりを迎える曰が来るまで、1,500戸の 

方々全体を一体として、均等にサービスを展開したい 

と考えている。例えば健康維持については負担金なし 

で一般健診を全員に受けてもらいたい。また買い物支 

援や孤独死防止なども、全体に網をかけての配慮が必 

要だ。 

この点について、冒頭書いた私の子どもの頃の記憶 

で恐縮だが、リヤカー引きの戸別販売を考えてみた。 

16か所出来る集会所にそれぞれ一人の割合で、リヤ 

カー引き販売員を行政支援員として臨時雇用して、仮 

設住宅の一棟一棟の間を通って訪問販売をする。雇 

用対策も兼ねるので一日8時間週5曰勤務とするが、 

販売以外の時間は障害者の方々へ、たとえば洗濯など 

の生活支援をしてもらう。 

募集したところ、お八重ばあちゃんのような話し好 

きな浜の女性たちが集まってくれた。小さかった私が 
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乗った鉄と板で出来たリヤカーを相馬市いっぱい探しるが、最初の計画とは違い二人ひと組で廻っている。 

たが、もう何処の農家にもなく、スタイリッシュなスその方が会話が弾んでいいのかも知れない。 

テンレス製折りたたみ式となった。始めて一力月にな 
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8月8曰（月） 

潘基文国連事務総長相馬を視察 

潘基文（パン•ギムン）国際連合事務総長が8月8日、相馬市を訪れ、津 

波で甚大な被害を受けた原釜•尾浜地区を視察しました。 

潘事務総長は会見で、「言葉に言い表せないほどの悲劇。しかし日本の皆さ 

んは、断固立ちあがろうという素晴らしい決意を示した。こちらで得たメッ 

セージを国連に持ち帰って、どういう支援ができるのがじっくり考えたい」 

と述べました。 

8月8曰（月） 

新たな設備で食事支援シダックスがキッチンカー寄贈 

「「基 

シダックス株式会社から8月8日、車内に厨肩施設を完備したキッチン力一 

が相馬市に寄贈されました。このキッチンカーを使い、8月14日から柚木工 

業団地の仮設住宅で、タ食約500食が提供されます。 
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「東日本大震災後の福島•伊 

達•相馬地方の幹線道路整備を 

考える緊急フォーラム」は8月 

9曰、相馬フローラにおいて開 

催されました。 

基調講演では、立谷市長が「命 

を守った道路」と題し、相馬市 

の震災直後の被災状況や避難所 

の状況、災害対策本部の対応を 

説明しながら道路整備の必要性 

を説明しました。 

社団法人日本損害保険協会副 

会長の牧野治郎氏をコーディ 

ネーターとして「東北中央自動 

車道の整備」をテ一マにしたパ 

ネルディスカツシヨンが行われ 

ました。 

ノ \°ネラーの渡辺孝男参議院議 

員、ニ原じゆん子参議院議員、 

仁志田昇司伊達市長、加藤憲郎 

新地町長、立谷市長がそれぞれ 

の立場から道路整備について意 

見を交わしました。 

8月10曰、立谷市長は国土 

交通省を訪れ、大畠章宏大臣に 

東北中央道福島-相馬間の未事 

業化区間の早期着工を要望しま 

した。 

相馬市や伊達市などが9日に 

市内で開催した「東日本大震災 

後の福島•伊達•相馬地方の幹 

線道路整備を考える緊急フォー 

ラム」での決議を受け、地元自 

治体を代表しての要望。 
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幹線道路整備を考える緊急フォーラムを開催 
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玉野地区で除染に関する説明会 
400年の歴史がある伝統行事 

大瓜市開催 
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8月10日（水） 8月12日（金) 

市内でも比較的空間放射線量の高い玉野•東玉 

野地区の約150世帯に高圧洗浄機を配布したこと 

に伴う「除染に関する説明会」は8月10日、玉 

野中学校体育館で行われ、地区住民など約40人 

が参加しました。 

8月12日、400年の歴史がある伝統行事、宇多 

11丨町の瓜市が開催されました。 

この行事は、お盆の行事に用いる品物や供物な 

どを買いそろえる盆市として、恒例となっていま 

す。 

震災復興を祈願した今回は、子どもたちの願い 

が書かれた祈願笹流しや、花火大会が催されるな 

ど多彩な内容での開催。 

8月12日（金) 8月13日（土) 

相馬双葉漁協同組合の灯籠流し「流灯会」は8 

月12日、松川浦漁港で行われました。 

この灯籠流しは、水難事故で死亡した人を供養 

するため毎年行われています。今年は津波の犠牲 

者の供養も併せ、例年の倍以上となる約1,000個 

の灯籠が集まリました。 

東日本大震災そうま慰霊花火大会は8月13曰、 

相馬光陽サッカー場で開かれ、夜空に咲く大輪の 

花に約一万人の来場者が鎮魂の祈リを捧げまし 

た。 
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海上遭難者を供養流灯会 
鎮魂と復興への祈リ 

そうま慰霊花火大会 
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第38回盆踊リ大会は8月14日にスポーツアリーナそうま駐車場で行 

われ、約1,000人がそろいの浴衣や法被姿で参加、鎮魂と復興への祈り 

を乗せて踊り流しました。 
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8月14日（日） 

ゆく夏を惜しむ盆踊り大会 



相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.257 (2011年8月18日号） 

NPOはらがま朝市 

私の生まれ育った原釜は古来より漁村である。私の 

子供のころは砂浜に並んだ手漕ぎ船で漁に出ていた 

が、昭和30年代中頃から機械船が普及し、沿岸漁業 

の規模も港も周辺産業も、徐々に拡大していった。平 

成22年度の松川浦漁港の漁獲高は50億円弱。さら 

に仲買業者、品種によっては加工業者とビジネスが広 

がっていた。 

約300隻あった沿岸漁業の漁船の半数以上が失わ 

れるという大津波だったが、4割の漁師たちは地震と 

同時に自分の船まで一目散に走り、津波が襲ってくる 

外洋に向かってエンジンを駆った。巨大な津波でも、 

波が砕ける前に乗り越えさえすれば、沖で無事に待機 

できる。しかし、砕けた波に巻かれたら漁船も粉々に 

されてしまう。事実、ちょっとした時間差で大津波に 

のまれた漁船もあった。 

沖で一夜を明かした漁船たちは、帰るにも港の岸壁 

が損傷し容易に着岸できなかったが、沖で水も食料も 

尽きれば危険な帰港をせざるを得なかった。やっとの 

思いで陸地に立った彼らが、変わり果てた原釜の光景 

を見て何を想ったかは想像するに余りがある。しかし、 

自分の家ばかりでなく、家族や親せきを失った彼らに、 

容赦なく襲いかかったのが漁船や漁具の返済ローン 

である。「1日も早く漁に出たい。そうしないと借金 

で首をく くることになる」、実直なある漁師から1曰 

も早い漁港仮復旧を訴えられた。また、ある漁師は孫 

たちを避難させるために、自分の船を沖に出すことを 

あきらめて車で逃げた。のちに追いかけてくるだろう 

ロ一ン地獄より孫たちの安全を選んだのだ。 

船を守った漁師たちが、漁に出るためには津波で流 

された網やその他の漁労具を新たに買わなければなら 

ない。船を失った場合は、生活のために中古なり新造 

船なり、数千万円の投資が必要である。ほとんどの場 

合借金が払い終わっていないので、新たな出費は二重 

ロ一ンとなる。我われ相馬市災害対策本部は急ぎに急 

いで、やっとの思いで漁港を仮復旧させたが、原発の 

風評被害のせいで断腸の思いで漁を見合わせている。 

しかし、この忌まわしい問題が解決しても、漁業再開 

には二重ロ 一ンの問題が立ちはだかる。 

周辺産業に対する被害も探刻だ。特に仲買業者は扱 

う魚がないのだから、せつかく我われが冷凍倉庫を整 

備しても、漁の再開と風評被害の終息を待たないと仕 

事にならない。仲買業者のうち、資金力と広域的な取 

引のネットワークを持つ業者のなかには、既に日本海 

側で事業を始めたケースもある。私個人としてはその 

生命力に心からエールを送りたいと思っているが、た 

いていの事業者は地元での事業再興を待ち望んでい 

る。そして彼らにも、今までの設備投資の返済が追っ 

てくるのだ。 

相馬市災害対策本部としては、復興をガレキの撤去 

や恒久住宅の提供のみとは考えず、被災者の新たな人 

生設計と定義してきたので、これは対策本部の課題そ 

のものなのだ。国会で審議中の二重ローン救済法案が 

待たれる所以である。何とか急いでもらいたい。 

5月のある日、それでも魚介類を市民ぺ届けて相馬 

市を元気づけたいと相談に来た、地元に残っている仲 

買業者たちに、輪島市のような朝市を企画したらど 

うかと勧めてみた。もともと勘の良い人たちだから、 

NPOとして継続的に食材を提供することや、いずれ 

は原釜に市民の台所となるマーケットを作っていこう 

とか、新しいアイディアがどんどん出てきた。そして 

彼らは直ぐに行動に移した。 

あれから3力月。中村神社の前の長友グランドで 

始まった朝市は、一日に2000人の市民が訪れるよう 

になった。実は仮設住宅でのリヤカー販売も、彼らと 

の協議の中で、「自分たちが責任をもって食材を揃え 

るから、市長は頑張って制度化してくれ」という強い 

思い入れがあったから出来た。明日の資金にも事欠 

く彼らだが、足のない被災者のために、食材のみなら 

ず曰用品まで買いに走る姿に復興の原動力を感じてい 

る。 

いずれ漁業の再生が適った原釜に産地直接販売の 

マーケットが出来て、輪島市のような相馬朝市になる 

としたら、冷凍倉庫ももっと集めて野菜も保存販売で 

きるようにしたい。いっそのこと福島県の一次産品を 

ここに集めて、相馬を訪れた人たちの一大シヨッピン 

グセンタ一になってくれないだろうか？ 

彼らと夢を語るのはとても楽しい。いろいろ計画し 

ていると、彼らといっしよに少年時代に還ったような 

気持ちになる。しかし、こんな時代だからこそ少年の 
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ようなのびのびとした発想が必要なのかもしれない 

し、ぜロからのスタートは夢を追わなければ何も始ま 

らない。いや、もう始まっているのだ。 

NP〇は県の認可が下りて登記手続き中だし、現在 

スポーツアリーナそうまのホワイエで土曰開催の朝市 

は大繁盛で、市民の楽しみにもなった。私自身「夢が 

適いますように」と思いつつお願いしたコンテナ式冷 

凍倉庫は、もうすぐあと10台が設置される予定だし、 

冷凍庫の電源として晴れた日中は使えるメガソーラー 

計画も、第三セクタ一方式で企画中である。 

地域再生に立ちあがったNPOはらがま朝市には被 

災地と我われの夢が詰まっている。放射能汚染問題な 

ど、立ちはだかる壁は大きいが、上を向いて歩こう。 

少年の大志よ挫けることなかれ。 

海决$8* I 
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8月25日（木) 8月25日（木) 

より具体的な復興計画策定に向けて 

第2回復興会議顧問会議 

精神科医療の現状を訴える 

精神科病院理事長等研修会で市長講演 

復興計画策定に向け、有識者から助言を受ける 

ための第2回復興会議顧問会議は8月25日、東 

京で開催されました。 

委員からは「震災を風化させず、本能的に各自 

の判断で避難できるよう繰り返し訓練することが 

必要」、「計画を見直す際には、女性からの視点を 

取り入れたほうがよい」などの意見が出されまし 

た。 

8月26日（金） 

相馬の夏を盛り上げる 

株式会社丨H Iの大夏祭 

第16回精神科病院理事長等研修会は8月25曰、 

東京都内のホテルで開かれ全国の精神科病院の理 

事長など約200人が出席しました。 

この中で立谷市長は「震災と原発事故による医 

療崩壊」と題して講演。 

震災発生直後から医療資源の確保に苦慮したこ 

とや、原発事故の影響により精神科疾患を受診で 

きる医療機関が地域からなくなったことなど、相 

馬地方の精神科医療の厳しい現状を伝え、精神科 

病院の誘致を訴えました。 

8月27日（土） 

仮設住宅集会所で 
健康セミナーや絵本読み聞かせ 

相馬の夏の風物詩となった株式会社丨H丨の大 

夏祭は8月26日、同社工場敷地内で行われ、大 

勢の関係者や市民が相馬の夏の夜を堪能しまし 

た。 

被災した住民や子どもたちに心の安らぎを提供 

しようと、健康セミナーや絵本の読み聞かせなど、 

メンタルケアを目的とした「ヒューマン•ケア〜 

心の絆〜プロジェク卜」が8月27日、北飯渕仮 

設住宅の集会所で行われました。 
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8月29曰（月） 

第1回相馬市災害対策復興会議 

第1回災害対策復興会議は8 

月29日、市役所で開かれまし 

た。 

震災から5力月が過ぎ、復興 

に向けた取り組みが中期的•長 

期的な対応となることから、こ 

れまでの災害対策本部会議と復 

興会議を合同で開催するもので 

す。 

【相馬市復興計画(ver.1.1)について】 

©相馬市復興計画の目的 

「高齢者、子供、青壮年層がそれぞれの人生のステージで、 
生活再建をどのよoに果たしていくか」 

高 齢 者 青 壮 年 

今後の人生を不安な< 
安定して生活できるよろ、 
住居整備、生活支援を 

すること。 

PTSD対策をはじめ、 
健やかに成長できるよo 

支援するととちに 
良好な教育環境を提供すること 

(2)相馬市復興計画の体系 

相馬市復興計画 

章基本構想 

第 2章基本計画 

第“1節ソフ卜事業 

第2節ハード事業 

第 3 章 資 料 

被災から立ち直り、 
新たな人生設計できるよろに、 

職業、住居等において 
環境整備をすること 

ソフ卜事業 

仮設住宅での生活支援 
医療、介護、健康管理 

放射能対策 
教育、子どもたちの成長 

経済対策 
孤独死対策 
市役所体制の再整備等 

— L ハ ー ド 事 業 I — ^ 

ガレキ処理 

被災地整理 
住宅の整備 

漁業基盤整備 
農業基盤整備 
一般製造業及び第三次産業の支援 

相馬港の整備 
道路、鉄道の整備 
防災体制整備 
被災鎮魂記念館の整備 
再生可能エネルギー生産の整備 
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8月29日（月） 

市内•市外から応急仮設住宅へ入居 

応急仮設住宅入居状況（8月29日現在) 

市内14箇所に建設された応急仮設住宅へ、市内• 

市外から入居が進んでいます。 

応急仮設住宅名 入居者地区名 設置戸数 入居戸数 入居人数 

大野台第8 浪江町など 93 61 152 

大野台第9 南相馬市 81 7 29 

柚木 
磯部•蒲庭地区 

209 
163 452 

柚木 

南相馬市 
209 

16 45 

応急仮設住宅名 入居者地区名 設置戸数 入居戸数 入居人数 

北飯渕東グラウンド（東) 原釜•尾浜地区 

飯豊•碌部地区 

114 114 386 

北飯渕東グラウンド（西) 

原釜•尾浜地区 

飯豊•碌部地区 92 92 339 

刈敷田第1 原釜地区 48 48 164 

刈敷田第2 尾浜地区 24 24 86 

大野台第1 尾浜地区 156 156 397 

大野台第2 原釜地区 135 128 336 

大野台第3 飯豊地区など 76 69 180 

大野台第4 原釜•尾浜地区など 69 55 151 

大野台第5 

原釜•尾浜地区など 

77 

6 16 

大野台第5 玉野地区 77 6 19 大野台第5 

双葉郡 

77 

7 15 

大野台第6 飯舘村 164 164 360 

大野台第7 南相馬市 162 66 201 

8月29日（月） 

フジモールド工業株式会社と 

工場立地に関する基本協定書を締結 

8月30日（火) 

行政と市民のパイプ役市区長会総会 

プラスチック製品成形用金型設計•製作のフジ 

モールドエ業株式会社（富岡町•岡田利一代表取 

締役社長）と市との工場立地に関する基本協定書 

の調印式は8月29日、市役所で行われました。 

相馬市区長会総会は8月30日はまなす館で開 

かれ、本年度の事業計画の決定などを行いました。 

毎年4月に開催していたものが、震災の影響で 

4力月後の開催となりました。 



東北中央自動車道（相馬〜福島）
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8月30日（火) 

東北中央自動車道の整備促進を求める 

伊達市総決起大会で市長が基調講演 

餅所状抓广峡編 「東北中央自動車道（福島一相馬間）の整備促 

進を求める伊達市総決起大会」は8月30日、伊 

達市ふるさと会館において開催されました。 

その後、立谷市長が「命を守った道路」と題し 

基調講演を行いました。 

相馬市の震災直後の孤立者救出や救援物資•生 

活物資の確保など災害対策本部の対応を説明しな 

がら「今後の道路整備にあたっては災害に強い道 

路でなければならない」と訴えました。 

東北中央自動車道（相馬〜福島) 
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6月〜 8月 

全国の自治体と交流東日本大震災による交流事業 

-，ザ.一-

6月から8月にかけ、相馬の 

子どもたちは全国の自治体と交 

流を澡めました。 

姉妹都市の大樹町•豊頃町を 

訪問する市少年親善使節団のほ 

か、今年は沖繙県南城市をはじ 

めとする交流事業に参加。 

交流事業は、東日本大震災や 

福島第一原子力発電所の事故に 

伴い、外で元気よく遊ぶことが 

できなくなった子どもたちの心 

身のリフレッシュを目的として 

提供されたものです。 

市少年親善使節団（北海道豊頃町） 

No. 事業期間 主催自治体•団体 行先 対象者 
参加 
人数 

内容 

1 7月 3 0日〜8月 1日 
相馬市、 
相馬市教育委員会 

北海道大樹町•豊頃町 /J\学5年生、6年生 40 姉妹都市交流 

No. 事業期間 主催自治体•団体 行先 対象者 
参加 
人数 

内容 

1 6月1 9日〜21日 沖繙県南城市 沖縲県南城市 
幼稚園児•保護者 
(磯部•原釜幼稚園） 

18 「世界一大きな絵」に参加 

2 7月2 3日〜24日 栃木県真岡市 栃木県真岡市 小学生•保護者 14 「真岡市の夏祭り」に参加 

3 7月 2 3日〜8月3 1日 
文部科学省、 
国立青少年教育振興機構 

国立磐梯青少年 
父流の家 

小学1年生〜 

中学3年生 
8 

リフレッシュ•キャンプ 
7回実施 

4 7月 2 3日〜8月3 1日 
文部科学省、国立青少年 
教育振興機構 

国立那須甲子青少年 
自然の家 

小学1年生〜 

中学3年生 
11 

リフレッシュ•キャンプ 
11回実施 

5 7月 3 1日〜 8月 5日 京都府教育委員会 京都府 中学生 7 
ふくしまつ子応援 
京体験プロジェク卜 

6 8月 1日〜4日 NP〇法人子どもの心と身 
体の成長支援ネッ卜ワーク 

栃木県那須塩原市 
那須野営場 

小学生 72 キャンプ体験 

7 8月 2日〜4日 新潟県新潟市 新潟県新潟市 小学生 20 自然体験 

8 8月 2日〜 5日 J T Bなど 沖縲県 小学4年生〜中学生 — サマーキャンプ 

9 8月 2日〜8日 鹿児島県徳之島町 鹿児島県徳之島町 
小学生 
(中二小、飯豊小） 

6 
徳之島 
「われんきゃ交流事業」 

10 8月 4日〜 5日 相馬青年会議所 ラビスパ裏磐梯 小学4年生〜6年生 80 
集まれ元気！ 
ふくしまの宝 

11 8月 5日〜 7日 新潟県新潟市 新潟県新潟市 小学生 11 自然体験 

12 8 月 7日 
栃木県芳賀郡茂木町ツイ 
ンリンクもてぎ 

栃木県芳賀郡茂木町ツイ 
ンリンクもてぎ 

小学生•保護者 59 
「MOTEGI 2 & 4RACE」 
観戦 

13 8月 7日〜 9日 
公益財団法人 
日本レクリェーション協会 

国立磐梯青少年交流の家 小学3年生〜6年生 17 
ネイチャー&レクリエ一 

シヨン楽宿 

14 8月 8日〜1 1日 新潟県岩船郡粟島浦村 新潟県岩船郡粟島浦村 小学生 5 粟島牧場「島暮らし学校」 

15 8月 8日〜1 1日 京都府教育委員会 京都府 小学5年生、6年生 7 
ふくしまつ子応援 
京体験プロジェク卜 

16 8月 9日〜1 1日 都市緑化機構など 
国営みちのく社の湖畔公 
園 

小学生 59 
みちのく夏の冒険 
エコキャンプ 

17 8月1 6日〜19日 
NPO法人子どもの心と身 
体の成長支援ネッ卜ワーク 

栃木県那須塩原市 
那須野営場 

小学生 46 キャンプ体験 

18 8月1 7日〜19日 都市緑化機構など 
国営みちのく社の湖畔公 
園 

小学生 68 
みちのく夏の冒険 
エコキャンプ 

19 8月2 0日〜21日 栃木県真岡市 栃木県真岡市 小学生•保護者 40 「尊徳夏祭り」に参加 
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放射能説明会> 

除染講習会 " ) 

除染効果の検証〉 

地域除染チーム 
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学校_PTA 

通学路•側溝 

公共施設 

単身高齢者世帯 

9月1日（木) 

除染対策プロジェク卜チーム第1回会議開催 

東京電力福島第一原子力発電 

所の事故に伴い、市内に拡散し 

た放射性物質に対し、除染によ 

り市民を健康被害から守るた 

め、除染対策プロジェク卜チー 

ムが庁内に設立され、9月1曰 

第1回会議が市役所で開かれま 

した。 

放射性物質除染方針 

•目的 

•市民の不安を解消し、原発事故発生前の環境を取り戻す 

•地域ぐるみで放射性物質を少なくしていく活動を行う 

•除染目標 

放射線量の半減を目指す。将来的に事故発生以前の放射線量の水準へ 

市役所 
災害対策本部 

連携•協力 
< ^ 1 ァドバィザ -

地域住民 
(行政区) 

〈 

情
報
共
有 

除 
染 
活 
動 



9月1日、大野台の応急仮設住宅の第1集会所 

で「陶芸講座」が開講され、受講生は手びねりに 

よる作品作りを楽しみました。 

9月1日、荒井宏美相馬商工会議所会頭、新妻 

良一副会頭は市役所を訪れ、立谷市長に国土交通 

省からの感謝状の受賞を報告しました。 

この感謝状は、東日本大震災の後、道の駅「そ 

うま」が被災者の支援活動に貢献したことを称え 

るものです。 

9月2日（金) 9月3日（土) 

原子力損害賠償の完全実施を 

求める福島県総決起大会 
ハクゾウメデイカル 

仮設住宅でお好み焼き 

1
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原子力損害賠償の完全実施を求める福島県総決 

起大会は9月2日、東京の憲政記念館で開催され、 

県内市町村や各種団体など約400名が参加しまし 

た。 

相馬市に生産拠点を持つ医療用衛生材料製造販 

売のハクゾウメディカル（本社：大阪市）は9月 

3曰、大野台第2仮設住宅で入居者などに関西風 

のお好み焼きを振る舞いました。 

「大阪の粉もん文化を届けたい」をキャッチフ 

レーズに被災地支援の_環としての取り組み。 

関西風お好み焼き調理セッ卜を販売している 

「おはなはん」が協賛しています。 
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9月1日（木) 

大野台の応急仮設住宅で 

生涯学習講座が開講 

9月1日（木) 

道の駅「そうま」 

国土交通省より感謝状 



9月7日（水) 

タウ•ケミカル相馬井戸ぱ長屋起工式 

3 ^ * 

被災高齢者向け災害公営住宅「相馬井戸瑞長屋」の新築工事起工式は9月 

7曰、相馬市馬場野の現地で開催されました。 

市内にイオン交換樹脂工場を持つ米化学最大手ダウ•ケミカルが建設し、 

市に寄贈します。 

9月9日（金) 9月9日（金) 

大震災の現場対応を情報共有 

自治体災害対策全国会議 

r 

i 

株式会社鈴廣蒲鉢本店よリ 

ご支援をいただきました 

自治体災害対策全国会議（主催：同実行委員会、 

委員長：井戸敏三関西広域連合長•兵庫県知事） 

は9月8日〜9日、神戸市内のホテルで開催され、 

自治体関係者約900人が出席しました。 

立谷市長は2日目の「福島県の取り組み」で、 

相馬市の大震災での対応を発表しました。 
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9月10日（土） 

_牲者の魂を鎮める市東日本大震災慰霊祭 

目 
ネ 

震 き 

東日本大震災の発生から半年 

の日を翌日に控えた9月10日、 

スポーツアリーナそうまで犠牲 

者の冥福を祈る相馬市東日本大 

震災慰霊祭が開催されました。 

磯部地区の避!!誘導にあたつ 

た消防団副分団長の父•阿部健 

一さん（39)を亡くした遺族 

代表の阿部彩音さん04)が「勉 

強して大学へ進学し、保育士に 

なる夢を叶えたい」と述べたあ 

と、参列者らがつぎつぎと壇に 

向かって献花し、犠牲者の冥福 

を祈りました。 
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9月10日（土) 

犠牲者の魂を天高く鎮魂行事「天灯」 

山本寛斎氏プロデュース•日 

本元気プロジェク卜、東日本大 

震災鎮魂行事「天灯」は震災発 

生から半年の節目を翌日に控え 

た9月10日、相馬原釜新漁港 

で開催されました。 

当曰は市内の被災者など約 

900人が参加し、灯ろうを夜空 

に高く上げて震災の犠牲者の魂 

を年いました。 

日本を代表するフリ一ジャズ 

トランぺッ卜奏者、近藤等則さ 

んの演奏とともに、夜空に放た 

れた無数の灯ろうは、犠牲者の 

魂を夜空に送り届けながら、幻 

想的な世界を作り出し、会場の 

人々の心を静かに癒しました。 
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9月13日（火) 9月16日（金) 

放射線対策国際会議委員と意見交換 
音楽を楽しみながら 

子どもたちに寄り添う 

国際機関の放射線医学•放射線防護学の専門家 

による国際会議委員は、9月13日相馬市を訪れ、 

立谷市長と震災後の対応や放射線対策について意 

見交換を行いました。 

ピアニスト•コンポ一ザ一の中村天平さんと音 

楽療法士の狩野多美子さんは9月16日、相馬市 

を訪れ、そうまさいがいエフエムに出演しました。 

お二人は、磯部小学校で子どもたちとピアノで 

触れ合ったエピソードなどを紹介。被災した子ど 

もたちにエールをおくりました。 

9月16日（金) 

IHIから市へ建設機械寄贈式 

， 翼 ] ^ m 
二
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株式会社旧丨は9月16日、バックホーなど建設機械3台を市に寄贈しました。 

市民会館前で寄贈式が行われ、須貝俊ニ同社航空宇宙事業本部相馬第二エ 

場長から「一日も早い復旧•復興を願っています」と立谷市長へ鍵が手渡さ 

れました。 
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9月19曰（月） 

ノバルティスホールデインクジャパン被災者の健康診断支援 

卜:,:̂  -： 

市が応急仮設住宅や県の借上げ住 

宅の入居者を対象に行う健康診断の 

費用を支援する医療品製造•販売の 

ノバルティスホールディングジャパ 

ン株式会社（東京都•三谷宏幸社長） 

から市への寄付金贈呈式は9月19曰、 

市役所で行われました。 

健康診断は9月19日から25日ま 

で、市内の応急仮設住宅および借り 

上げ住宅などに居住している市内外 

の被災者を対象に行われました。 

9月22日（木） 9月23日（金） 

震災支援感謝の遠泳台湾に到着 
地域の絆で犯罪防止 

安全で安心なまちづくリ市民総決起大会 

棚 大 会 

東曰本大震災で多額の義援金で日本を支援した 

台湾の人たちに感謝の気持ちを伝えたいと、「曰 

台黒潮泳断チヤレンジ2011」として沖縲の与那国 

島から台湾まで泳いだ6人のライフセ一バーなど 

のアスリートのうち、相馬市出身の山田浩平さん 

(中央大学3年•フ乂泳部)が9月22日市役所を訪れ、 

立谷市長に結果を報告しました。 

相馬市犯罪のない安全で安心なまちづくリ市民 

総決起大会は9月23日、市総合福祉センターで 

開催され、各団体関係者や市民ら約350人が参加 

し、復興の妨げとなる犯罪の未然防止に市民一体 

となって取り組むことを誓いました。 
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9月26日（月） 9月26日（月） 

小田原市と協定災害時に相互支援 
巨大水災害に関する国際フォーラム 

皇太子殿下に拝謁 

相 馬 市 • 小 田 摩 市 ODAWARA 

哭 害 時 等 に お け る 相 至 応 援 : ^ 各 定 # 式 

OOAWARA 

市は9月26日、神奈川県小田原市と「災害時 

等における相互応援に関する協定書」を締結しま 

した。 

締結式は小田原市で行われ、加藤憲一市長と立 

谷市長が協定書に署名し、かたい握手を交わしま 

した。 

9月26日（月） 

ブータン王国首相相馬市を訪問 

巨大水災害に関する国際フォーラムは、9月 

26曰、東京の国連大学本部で開催され、国土交 

通省、第5回洪水管理国際会議（ICMF5)組織委員 

会、世界気象機関(WMO)、国連教育科学文化機関 

(UNESCO)などが主催、世界各国の関係機関など 

から約350人が出席し、皇太子殿下がご臨席され 

ました。 

終了後、立谷市長は皇太子殿下と拝謁し、相馬 

の震災対応と市民の頑張りについてご説明する機 

会に恵まれました。その際、殿下から相馬市民に 

対し、労いと励ましの言葉を賜りました。 

9月29日（木） 

事業再開の拠点に 

仮設事業所引渡し 

ブータン王国のジグミ•ティンレイ首相が9月 

26日、相馬市役所を訪れました。 

ティンレイ首相は「新聞やラジオで見聞きして、 

どれだけ今回の震災が困難だったか知リ、われわ 

れは大変悲しんだと同時に、日本の方々がきわめ 

て整然として頑張っていたことに心から敬意を払 

う」と述べました。 

東曰本大震災による被災で操業ができなくなつ 

た企業などに、事業再開の拠点として中小企業基 

盤整備機構が整備を進めてきた仮設事業所が9月 

29曰竣工、市への引渡式が行われました。 

塚田地区の仮設事業所は軽量鉄骨造2階建て、 

延べ床面積約507m
2

。西地区仮設事業所は、大野 

台1丁目の相馬中核工業団地西地区に設置。軽量 

鉄骨造平屋建て、延べ床面積約530m
2

。 
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早稲田大学アジア研究機構第9回国際シンポジ 

ウムは10月8日、同大学で開催され、巨大災害 

時における国際的な被災地支援の在り方を考える 

セツシヨンに、立谷市長は被支援者側の立場を代 

表して出席しました。 
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株式会社キクチは10月5日、市教育復興子育 

て基金に寄付をしました。 

同基金は東日本大震災後の児童、生徒の学力向 

上などを目指して9月30日市が創設したばかり。 

株式会社キクチからの寄付が第1号となりました。 

政府初の医学賞「野ロ英世アフリカ賞」の初代 

受賞者の一人で、ケニア国家エイズ管理委員会委 

員長のミリアム•ウエレ博士は10月5日相馬市 

を訪れ、立谷市長と面談しました。 

10月6日（木) 

被災地視察ヒシャム•エルセメイテイ一 

駐日エジプト大使来相 

10月8日（土) 

大震災からアジアとの連携を考える 

国際シンポジウム 

10月5日（水) 10月5日（水) 

教育復興子育て基金へ初の寄付 

株式会社キクチ 
ミリアム•ウェレ博士相馬を訪問 

C 



10月8日（土) 

元気溢れる笑顔と歓声飯豊小学校で運動会 

10月8日、飯豊小学校で平成23年度大運動会が行われました。 

今年の運動会は、事前の除染活動、長ズボンの着用や屋外活動時間を減ら 

すなど、放射線対策を行いながらの開催でした。 

当日は202名の児童が参加。100 m走や玉入れなど17の種目が行われ、 

秋晴れの青空の下、全力で競技に参加する子どもたちの歓声が校庭に響きま 

した。 

10月14日（金） 10月14日（金) 

野田総理大臣へ 

復興に向けた国の支援を要望 
全国の自治体職員に震災対応を講演 

東日本大震災で被災した東北地方の市町村長の 

代表は10月14日、総理官邸において野田総理大 

臣と面談し、復興に向けた国の支援を要望しまし 

た。 

面談の中で立谷市長は「復興関連の交付金を被 

災現場を預かる市町村に交付すべきであること、 

原発補償請求のため住民への支援体制を強化する 

必要があること」を訴えました。 

早稲田大学マニフェス卜研究所人材マネジメン 

ト部会の研究会は10月14日、同大学日本橋キャ 

ンパスで開催され、立谷市長は「東日本大震災の 

中間報告」と題して特別講演を行いました。 

同研究会は、地域主権時代の行政組織•職員と 

してどうあるべきかについて実践を踏まえ学ぶも 

ので、全国21自治体から職員約60名が参加して 

おり、昨年まで相馬市職員も参加しています。 
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10月14日（金) 10 月15 日（土） 

豊頃町から秋の味覚 

じやがいも•秋あじ届く 

平野復興担当相と 

復興計画について意見交換 

今年、北海道豊頃町で収穫されたじやがいもと 

秋あじが10月14日、相馬市に届けられました。 

このじやがいもと秋あじは、豊頃町の方々から 

直接、各仮設住宅に配達されました。 

平野復興担当相は10月15日、相馬市を訪れ、 

市の災害復興計画について立谷市長と意見交換を 

行いました。 

10月17日（月） 10月17日（月） 

仮設住宅に新たな交流の場 
高齢者等サボー卜センターオープン 

10月17日、高齢者などが気軽に集うことので 

きる高齢者等サポートセンターが工業団地西地区 

仮設住宅地域にオープンし、開所式が行われまし 

た。 

中小企業庁長官 

市内の事業者と意見交換 

、
1

、 
\ y ^ 

鈴木正徳中小企業庁長官は10月17日、相馬市 

を訪れ、市内の事業者と復興対応について意見交 

換しました。 
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10月18日（火） 10月18日（火） 

復興計画を調査 
中村一小•中村ニ小放課後児童クラブ 

J丨CA緒方貞子理事長 

相馬市を訪問 

5?" 2S" 2* 9*. - rv« 

中村第一小学校•中村第二小学校の放課後児童国際協力機構（J丨CA)の緒方貞子理事長は 

クラブの児童10人は10月18日、市役所を訪れ、10月18日、相馬市を訪れ、立谷市長と懇談しま 

市の復興計画についてインタビューしました。 した。 

10月19日（水) 10月24日（月） 

今後に向けて放射性物質除染対策 
プロジェク卜チーム勉強会 

— 

m 

自然災害に強い 

安全•安心な住生活の実現に向けて 

10月19日、相馬市役所放射性物質除染対策プ 10月24日、住宅金融支援機構すまい.るホー 

ロジェクトチームでは、ウクライナ国立科学アカル（東京都）で住生活月間フォーラムが開催され、 

デミ一原子力発電所安全問題研究所のアレクサン立谷市長がパネリストとして意見を述べました。 

ダー•クリューチニコフ所長を講師として「ウク 

ライナ放射能対策の社会システムの構築にあたつ 

た経験について」と題し、除染に関する勉強会を 

開催しました。 
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10月27日、「港湾を考える全国集会」が東足 

都平河町•砂防会館大ホールで、全国各地の港湾 

関係者が出席し開催されました。 

席上、東北地区を代表して立谷市長が、東日本 

大震災の際に相馬港を利用して救援物資が運搬さ 

れた事例を紹介し、震災からの復旧、被災地の復 

興へむけての港湾の重要性と相馬港の早急な復旧 

を全国に強く訴えました。 

10月25日、ロンドン在住でヨーロッパを中 

心にライブ活動を行つているSka Cubano the 

Trojansのメンバ一の目迫東さんは市役所を訪れ、 

募金で集まった寄付金を立谷市長に届けました。 

10月27日（木) 10月28日（金) 

たいせつな絵展はまなす館で開催 
相馬市災害廃棄物中間処理業務 

作業の安全を祈願 

バく 
% U h . 

X \ 
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「ふくしまそうまの子どものえがくたい 

せつな絵展」は10月27日から10月30日までは 

まなす館で開催されました。 

「お絵かきサーカス団」などの活動を行ってい 

るLA • TATAN舍の画家•蟹江杏さんが国内外か 

ら画材を募り、避難所となっていた当時の中村ニ 

小やはまなす館で、絵画教室を開くなどの活動で 

生まれた作品をこの展覧会で公開します。 

相馬市災害廃棄物中間処理業務の安全祈願祭は 

10月28日、市内光陽地区の現地作業所で行われ 

ました。 

東日本大震災の津波などで生じたがれきの仮置 

き場を含む周辺約12 h aの敷地にふるい機など 

を設置する選別エリア、木くず粉砕エリアなどを 

設け、がれきを燃えるごみや金属類などに分別し 

ていきます。 
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10月25日（火) 1 0月 2 7日 (木) 

ロンドンから善意届く Kimono Girls 
東北地区を代表し 

港湾整備の重要性を訴える 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.258 (2011年10月25日号） 

彩音さんの決意 

9月10曰のこと。津波の犠牲者を悼むために市が 

主催した慰霊祭で、遺族代表として祭壇に語りかけた 

磯部中学校二年生、阿部彩音さんの言葉に会場全体が 

胸を打たれた。彩音さんは副分団長だった健一さんの 

長女。被災して間もないころに避難所でお会いした、 

健一さんのお母さんの凛とした気丈な決意を以前にこ 

のメルマガで紹介したが、娘さんからも私は大切なこ 

とを教えてもらった。 

「集落の人々を救おうとして殉職した父を私は誇り 

に思います。父のように人の役に立てる大人になりた 

いので、勉強をして大学に進み、将来は保育士になり 

たい」 

いままで何千と聞いた追悼の言葉のなかで、これほ 

どに死者を労わる気持ちに接したことは無かったよう 

に思う。天国の健一さんが最も望むこと、つまり我々 

大人たちが何を目標に復興に取り組まなければならな 

いかを、14歳の少女に教えてもらったのだ。 

いま、福島県は厳しい状況にある。津波被害を乗り 

越えても、原発による県全体への風評被害や健康不安 

など、いつ果てるとも知れない戦いが続くことになる。 

震災復興と放射能問題のふたつの課題に直面する相馬 

市も、福島県の一員としての長期戦を覚悟しているが、 

彩音さんの言葉に、長い峠の坂道の向こうにぼっかり 

浮かんだ白い雲を見るような思いがした。健一さんら 

消防団員たちの子どもだけではない、相馬の将来を担 

う子どもたち全員の成長こそが希望なのだ。 

震災孤児等支援金条例をつくり世界中に支援を呼び 

かけたのは、被災して間もない4月のことだったが、 

あのころの私は親を失った子どもたちを、先ずは経済 

的に支援することを考えていた。支援とは、生活の支 

援金と進学のための学資の全額支給だった。お蔭さま 

で、支援の基金は3億1千万円を超えた。4億円あれば、 

震災孤児遺児に月々3万円ずつ支給し、さらに大学 

進学の際には入学金と毎年の授業料全額を返還無用 

の奨学金としてあげられる。寄付者のなかには継続的 

にとのお考えで、定期的に送ってくださる方もいらっ 

しやるのでありがたい。亡くなった親たちに代わって 

心から御礼を申し上げたい。 

国内をはじめ世界中からご支援をいただくなかで、 

しかしながら今回、私は御礼を言っているだけでは済 

まないということを彩音さんから教わった。彼女に大 

学進学の学力をつけさせるように、教育しなくてはな 

らないということである。子どもたちが相馬の将来の 

希望なら、その子どもたちを目いっぱい教育すること 

こそが我々のできる最大の地域振興策なのだ。 

9月議会の最終日、急な提案で議会の皆さんにはご 

迷惑をお掛けしたが、新たに教育目的基金、「相馬市 

教育復興子育て基金条例」を満場一致で可決していた 

だいた。もちろん基金のすべてを学力向上のために使 

わせていただく。たとえば、相馬に行って子どもたち 

の勉強を見てやりたいという優秀な大学生がいたら、 

旅費宿泊費などに究てたい。子どもの能力は無限大だ。 

だから使い道は山ほどある。 

彩音さんの大学入試まであと4年。どのような成 

果を出せるかで我々の地域振興策が問われる。 
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日本赤十字社広報特使を務める女優の藤原紀香さんか10月29日、市 

内北飯測の仮設住宅を訪れ、入居者たちを励ましました。 

市役所で立谷市長と面会し、被災地の原釜地区などを視察したあと、 

北飯渕仮設住宅を訪れ、大勢の入居者らから握手を求められるなど、熱 

烈な歓迎を受けました。 

11月1日（火） 11月2曰（水) 

市街地を彩るイルミネーシヨ 

きらめきそうま2011 

全国経済同友会震災復興部会 

相馬市を視察 

相馬青年会議所が実施しているイルミネ一シヨ 

ン事業「きらめきそうま2011」の点灯式は11月 

1日、新町緑地公園で開催されました。 

9 

全国経済同友会震災復興部会と経済同友会（東 

京）震災復興プロジェクトチームは11月2日、 

相馬市を訪れ、被災地を視察しました。 

視察に先立ち、立谷市長が震災時の様子と市の 

対応について講演を行いました。 
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11月3日（木) 11月3日（木) 

復興願い開催そうま市民まつり 
北海道大樹町から 

秋の味覚の炊き出し 

第11回そうま市民まつりは11月3日スポーツ 北海道大樹町は11月3日、工業団地西地区仮 

アリーナそうまをメーン会場に開かれ、大勢の市設住宅地域にある高齢者等サポートセンターで、 

民でにぎわいました。 北海道の秋の味覚のいくら丼とあきあじ鍋の炊き 

出しを行いました。 

11月3曰（木) 11月5曰（土) 

各分野の功労者を表彰市表彰式 
新しい出発を飾る 

家族の肖像写真撮影 

市表彰式は11月3日、総合福祉センターで行 

われ、3月11日に発生した東日本大震災で多くの 

尊い命を救った防災等功労者をはじめとする各分 

野で活躍した38人を表彰しました。 

市内の仮設住宅で暮らす被災者を対象とした 

「頑張る家族の肖像」撮影は11月5日、柚木仮設 

住宅の集会所でスター卜しました。 

全日本写真連盟が主催。 

仮設住宅の集会所に設けられた特設スタジオ 

で、希望する家族の写真をプロの写真家や全日写 

連の会員が撮影し、プリントしたアルバムとDV 

Dが贈られます。 
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11月5曰（土) 11月6日（日） 

医療関係者らが相双被災地報告 

東大医科研シンポジウム 

ilifr6(DSISIiiSin斯Iシンポジウム 

現場からの医療改革推進協議会第6回シンポジ 
ウムは、11月5 *6曰の2日間、東京大学医科学 
研究所で開催され、医療、教育、行政関係者など 
のべ500名が参加しました。 
6曰の「東日本大震災•福島原発事故3」では、 

立谷市長が災害対応から復旧、復興の現状につい 
て報告。 

立谷市長は、仮設住宅の組長•戸長制度やリヤ 
カー戸別対面販売などの事例を紹介し、コミュニ 

ティ（地域のつながり）を維持してお互いに支え 
う共助の精神を大事にしながら、復興を進める 

議場で発表 小中学生震災体験 
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「相馬の子どもが考える東日本大震災」発表会 
は11月6日、相馬市議会議事堂で開かれました。 
市教育委員会が日本ユニセフ協会の支援を受け 

開催。 
震災で生活の大きな変化を体験した児童生徒自 

身が何を思い、課題としているのかを考えること 
などが発表会の目的。 

市内小中学校の全15校から各校代表2〜3人 

が参加。地震や津波、原発事故による学校や家庭 
での影響、学校内アンケート結果、子どもたちの 
描く相馬市の将来像などを報告しました。 

とが大切だと述べました。 

11月7曰（月） 11月7日（月） 

第3回復興会議顧問会議 流山市民に感謝防災研修講演 

_ 
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第3回復興会議顧問会議は11月7日、東京都 

で開催されました。 

委員からは「地域づくりの見本となってほし 

い」、「国の第三次補正を有効に活用してほしい」 

などの意見が出されました。 

流山市の防災講演会は11月7日、立谷市長を 
講師として同市役所で開催され、市議会議員•市 
職員•自治会長など約200名が出席しました。 

冒頭、立谷市長は救援物資などの迅速な支援や 
職員派遣、義援金などの支援をいただいているこ 
とにお礼を述べ、講演では、災害弱者への優先対 
応などの災害対策本部での対応を説明。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.259 (2011年11月10日号） 

彩音さんたちへのメッセ一ジ 

ベルギーに住む山内佐和子さんから、温かなお便り 

と子供らへの支援金を市役所あてに送金していただい 

た。御礼の返信で私は、そのお手紙をメルマガで紹介 

させていただくことをお願いし、ご了解をいただいた 

ので私の礼状とともに掲載させていただく。なお支援 

金は彼女のご理解のもと「教育復興子育て基金」に究 

て、心のケアをはじめとする教育全般への支援金とし 

ていただいた。 

2 0 1 1年1 0月3 1日 

相馬市長立谷秀清さま 

はじめまして。 

在べルギ一•アントワ一プの山内佐和子と申します。 

このたび、東日本大震災で被害を受けられた皆様に、 

心よりお見舞い申し上げます。 

震災から7ケ月を過ぎました。これまでに曰の丸型 

のクッキーを焼いて売り、3039ユーロを集めました。 

日本円にして32万2千円、これを相馬市震災孤児等 

支援金にお送り申し上げます。 

震災直後、アントワープのふたつのインタ一ナシヨナ 

ルスクールで、日本人父兄によるチャリティ一バザー 

が開かれました。私は友人の協力を得て、日の丸模様 

のクッキーを焼いて参加、売り上げ金はチャリティー 

バザーに加算され日本大使館経由で日赤に送られまし 

た。 

たくさん焼いた残りを、ベルギー人の主人が自分の勤 

める会社に持って行って売りました。 

また、クッキーの包装材料の取り扱いをあたった友人 

から、「そうした商品の取り扱いはないが、会社でクッ 

キーを配るから買わせて欲しい」と、オーダ一をいた 

だきました。 

こうして、個人的にクッキ一を焼いて売る募金活動が 

始まりました。 

ある日、「赤十字などの大きな組織に募金するより、 

自分の知っている人に託したい」と言って募金して 

くださった方がいらっしゃいました。私たちは、私の 

クッキーを買ってくださった一人一人の方々に、励ま 

され支えられてきました。ウェブサイトもたちあげ、 

地元の言語オランダ語で「voor gewone mensen 

door gewone mensen」をスローガンとしました。 

直訳しますと「普通の人から普通の人へ」ですが、「私 

からあなたへ」と訳したいと思います。 

http://www.cookiesforjapan.be 

知名度があり大きな金額を集めることのできる大きな 

組織には、大きな組織だからできることがあるでしょ 

う、その存在活動意義を十二分に認識しております。 

一方私たちは、ただただ、個人の伝のみ、友人、友人 

の友人、友人の家族、会社の同僚たち、近所の方々と 

いった、私が直接、あるいは友人の向こうに顔が見え 

る、ごくごく普通の人々から、「あなたの日本を応援 

したい」と募金を預かってきました。ささやかではあ 

りますが、その意義もまたある、と思っております。 

募金は純粋に売り上げのみで、コス卜は一切引かれて 

おりません。材料そのものを提供いただいたり、募金 

とは別途寄付をいただき材料費、包装費を捻出しまし 

た。このたびの送金も、手数料のかかる銀行を通さず、 

個人的な方法で日本円を用意しました。私たちは寄付 

金の税控除も必要ありません。もし控除されたらその 

還付金もそのまま、寄付させていただきたいくらいで 

す。 

クッキ一は一袋、3ユーロ、300円ちょっとのもので 

す。焼いた以上のクッキー代を渡されることも多々あ 

りました。また、銀行の支店長を務める友人の厚意で 

口座も開設したので、オーダーなしで、そこに直接お 

金だけを振り込んでいただくこともありました。 

彼らの善意を直々に受け、その重みを知る者として、 

1ユーロ、1セントたりとも無駄にすることなく、純 

粋に被災地のために使いたい、そしてそれは、日本の 

未来を担う子供たちのために使ってほしい、それが 

クッキー作りと販売に協力してくれてきたメンバ一み 

んなの意向でした。明確明瞭に、集まったお金が純粋 

にこどもたちに使われるために設立された「相馬市震 

災孤児等支援金」は、まさしく、私たちが求めていた 

募金先でした。 

立谷さまのメールマガジン7月11日号でご報告あり 

ました、「相馬市議会六月定例会の議決を得て、三月 
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から六月までの4力月分を一括して子供達に手渡しす 

ることが出来ました」「七月分以降は、それぞれのロ 

座に毎月振り込むことと致しております」という早急 

な対応にも、探く尊敬の意を表します。 

私からあなたへ、わたしたちからあなたたちへ。ベル 

ギ一から、相馬市の44人のあなたたちのために使わ 

れるということを、このたび募金をしてくれた一人一 

人に伝えます。 

また同10月25曰号に「相馬の将来を担う子どもた 

ち全員の成長こそが希望」と書かれていらっしゃいま 

したとおり、子どもたちは日本の未来そのものです。 

このたびの震災により、かけがえのない多くのもの 

を失った子どもたちの、一生負うであろう心の傷を思 

いますと胸が痛みます。そんな彼らが、未来に向かっ 

て新たに立ちあがって進んでいく様子に、どれだけ私 

自身が生きることと生かされていることの大切さを学 

び、励まされていることか、、、 

メールマガジンに書かれました彩音さんはじめ、すべ 

てのお子様たちには、世界の裏側で、あなたたちを見 

守り応援している人々がいるということを伝えてくだ 

さい、そして、どうもありがとう、と伝えてください。 

どうかよろしくお願いいたします。 

そして、彼らを支える立谷さまはじめ、相馬市のみな 

さまにも感謝と応援を申し上げます。 

これからも、微力ながら、自分がここでできることを 

考え、実践していきます。 

拝復 

子ども達に対する支援金と心温まるお手紙を拝受致 

しました。遠いベルギー国の台所で相馬の子ども達の 

為にひとつひとつクッキーを焼いておられたと思うと 

感激に耐えません。山内様とベルギー国の皆様の御厚 

情に心から感謝申し上げます。 

被災以来、私達は日本中、世界中の方々の御支援を 

受けて今日まで生き抜いて参りました。はじめは、地 

域住民をひとりでも多く助けようとして亡くなった消 

防団員たちの為に、相馬と子どもたちを守ってゆかな 

ければと決意しましたが、今では支援して下さった皆 

様のお気持ちに応える為にも相馬市を復興させ、子ど 

も達をしっかりと成長させねばと念じております。 

どうかこれからも相馬の子ども達をお見守り下さい 

ますよう。 

最後にお願いですが、山内様のお手紙をHPにアッ 

プすることをお許し願えないでしようか。できれば私 

のメルマガでも取り上げさせて頂ければ幸甚です。ひ 

とつは相馬の子供達に山内様のお気持ちをお伝えした 

いこと。もうひとつはベルギー国の皆さまの温いお心 

を広く日本中にお伝えしたいと思いますので。 

草々 

平成23年11月1日 

立谷さまのご尽力も、そのまま日本の希望の光です。 

メールマガジン、ありがたく今後とも拝読させていた 

だきます。 

どうぞ、くれぐれもお身体ご自愛くださるよう、お祈 

り申し上げます。 

山 内 佐 和 子 様 

相馬市長立谷秀清 

山内佐和子 

(Sawako Yamauchi; 



相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.260 (2011年11月11日号） 

頑張る家族の肖像写真 

全曰本写真連盟（全日写連）の事務局長の朝日氏ら 

が市役所に支援の相談に見えられたのが7月のこと。 

たまたま私が20年来の会員だったので、被災地と 

してはどのような支援が必要か？また全日写連として 

は是非被災地支援をしたいので知恵を貸してほしいと 

のお話だった。 

最初、朝日氏が考えておられたことは、買い物支援 

のバスを数回出して、お年寄りの足を提供したらどう 

だろう？というような話だった。相馬市では既にリヤ 

カー部隊での戸別販売を始めていたし、継続的にして 

いただかないと意味がないと申し上げてご提案を丁重 

にお断りしたが、そこは写真好きの仲間どうし、写真 

談議をしているうちにすぐに打ち解けた。 

話せばいろいろなアイディアが生まれてくるもの 

だ。「会員はねえ、どちらかというとシニア世代が多 

いので、ガレキの運搬や泥運びのような力仕事が出来 

なくてねえ。でもねえ、みんな何かの役に立ちたいと 

思っているのですよ」「じぁ、皆さんの得意な写真を 

撮ってくれればいいじゃないですか？」「まさか報道 

写真じゃあるまいし、避難されている方にレンズを向 

けて失礼になってもいけないし」「記念写真ならどう 

でしょう？それも素人では撮れない写真館のような写 

真をプレセントするというのは如何ですか？できたら 

被災地に希望を与えるような。力を合わせて頑張る家 

族の写真というのはどうですか？」「写真で被災地支 

援が出来るのなら願ったりですが、でもスタジオセッ 

トが組めるような場所はありますか？」「集会所を使っ 

て巡回しながらという手はあると思います」 

このあたりから朝日氏の表情がだんだんと明るく 

なってきた。「それだったら、カメラメーカーの協力 

を取り付けて、そうだ照明器具やプリンターのメー 

力一にも話して• • •」 

こんな具合で全日写連主催による仮設住宅集会所ス 

タジオ撮影会計画、「頑張る家族の肖像」撮影プロジェ 

クトがスタートした。朝日氏らの声掛けにより協賛を 

申し出てくれたのが、ニコン、エプソン、山田商会な 

どの写真機材メーカーや、プロフォト、銀一、高橋力 

メラなどのスタジオ関係の有名企業。またハクバ写真 

産業やセキセイからのアルバム提供も決まった。ほか 

に資生堂のお化粧のプロの方が毎回相馬まで出張して 

きて、被写体になる女性たちをキレイに仕立て上げて 

くれるという。撮影は基本的には全日写連の会員カメ 

ラマンが担当するが、最初の2日はプロ写真家の田 

沼武能、擾並悦子両先生にボランティアで撮影してい 

ただけることも決まった。 

11月5日の初日、柚木仮設住宅の集会所は東京か 

ら駆け付けた協賛企業の担当者や福島県の全日写連の 

役員、それに相馬写友会のアシスタントメンバ一に 

囲まれた7組のモデルさんたちで大賑わいとなった。 

撮られる方々ははじめ緊張気味だったが、そこは田沼 

先生も槓並先生もさすがにプロ、資生堂に見違えるよ 

うな美人にされたお母さんたちから上手に笑顔を引き 

出していく。モデルさんたちの笑顔につられて会場が 

どんどん明るくなっていく。 

渡部近さん夫婦は80歳と76歳。今回被害にあっ 

た磯部に生まれて、人生のほとんどを農業で生活して 

きた。3人の子供に恵まれ曾孫もいる。10年前に引 

退し、気さくな奥さんとの老後の平穏な暮らしのなか 

で、今回の津波に遭って家を流された。お宅の跡地も 

田んぼも、見る影もない。 

手際よく メークされる奥さんを横目で見ながら、う 

つむき加減に待っている近さんの横顔は、津波の理不 

尽さを雄弁に語っているように思えた。若いころから 

コッコッと働いてきた人生の足跡を、一瞬にして奪わ 

れた悲しさ寂しさは察するに余りがある。 

メークを終えて少し若くなった奥さんを横目で見な 

がら、もじもじしていた近さんは、撮影用の椅子に座っ 

ても表情が硬かった。こういうときは大抵奥さんのほ 

うがどっしりしているというが、多聞にもれず、照れ 

ながらも笑顔を作る奥さんに比べて近さんは気の毒な 

ぐらいぎこちない。 

被災して8か月の段階でのこの企画には、やはり 

無理があったのかと私が思ったとき、撮影者の田沼先 

生からポーズの注文が飛んだ。「旦那さぁ〜ん。ちょっ 

と奥さんの肩もってくれませんかぁ〜」「あっ、ハイ 

ハイ」 

恥ずかしがって離れていたふたりだったが、近さん 

の右手が自然に奥さんを抱き寄せるようになる。する 

と「父ちゃんに肩に手えかけられたなんて、今までに 
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写真撮影：全日本写真連盟会長•田沼武能 

ねぇなぁ」会場全体の笑いがふたりの笑顔を作ってい 

く。さすがにプロの技。撮影中も微笑ましかったが、 

出来上がった作品も、こちら側が幸せな気分にさせら 

れる素晴らしいものだった。ホームページにアップし 

ているのでご覧いただきたい。（#1) 

それぞれの家庭が震災被害に立ち向かった記憶が語り 

継がれるように、会員一同願って已まない。 

(# 1)http://www.city.soma.ruKushima.jp/ 

031l_jishin/ganbaru_kazoku/index.html 

この撮影会は150組の家族写真を撮る予定で、年 

明けまで続く。やがて被災者の生活再建が成つたとき、 
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ルワンダ共和国のチャールズ•ムリガンテ大使 

らは11月11日、相馬市役所を訪れ、震災孤児等 

支援金への寄付を立谷市長に手渡しました。 

居住に関する土地利用計画についての懇談会は 

11月11曰、スポーツアリーナそうま柔•剣道場 

で開かれ、対象地区の住民約200人が集まり、東 

日本大震災で被災した今後の土地の利用や居住に 

ついて意見が交わされました。 

1 1月12 日（土） 11月24日（木) 

震災から地方自治を考える 

日本地方自治学会 

入居者の生活支援体制をつくる 
相馬井戸瑞長屋プロジェク卜チーム 

日本地方自治学会研究大会は11月12日〜13 

日、会津若松市の會津稽古堂で開催され、大学や 

行政などから関係者約150人が出席しました。 

「震災と地方自治」の共通演題で開かれた12曰 

のシンポジウムに出席した立谷市長は、相馬市の 

大震災での対応について講演しました。 

11月24日、現在建設が進められている「相馬 

井戸瑞長屋」の運営方法を検討するためのプロ 

ジェクトチームの会議が行われました。 

このプロジェクトチームは職員で構成され、震 

災によリ被害を受けた老人世帯の長期的ケアを目 

的とした「相馬井戸S長屋」での共助生活の支援 

体制について検討するものです。 
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11月11日（金) 11月11日（金) 

ルワンダ共和国 

ムリガンテ大使来相 
今後の居住を考える 

居住に関する土地利用計画についての懇談会 



11月18日（金) 

ブータン国王夫妻桜丘小、原釜•尾浜訪問 

ブータンのジグミ•ケサル• 

ナムギャル•ワンチュク国王が 

11月18日、ジツエン•ぺマ王 

妃とともに相馬市を訪れまし 

た。 

桜丘小学校の多目的ホールで 

国王夫妻は5、6年生の児童を 

激励しました。 

桜丘小を後にした国王夫妻は 

津波によリ甚大な被害を受けた 

原釜•尾浜地区に向かいました。 

原釜•尾浜海水浴場で国王夫 

妻は、プータンの僧りよらとと 

もに犠牲者を悼み、被災地区に 

向かい合掌し、黙とうを捧げま 

した。 

\V 
/ 

r
/
 ̂

/ 



相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.261(2011年11月21曰号） 

ブータン国王陛下 

11月18日。ジグミ•ケサル•ナムギャル•ワン 

チュク第5代ブータン国王陛下ご夫妻が、ご結婚後 

初の日本訪問の公式行事の合間をぬって、被災地激励 

のために相馬市をご訪問されました。前日からメディ 

アでも大きく取り上げてられていたため、相馬市民の 

みならず各地から、ひと目でいいからお会いしたいと 

の電話を数多くいただきました。相馬市滞在のご予定 

の90分のうち前半の40分が桜丘小学校での子ども 

たちとの交流、後半の40分が私の担当で被災地を視 

察されたいとのご希望でした。お若くておきれいな王 

妃を伴ってのご旅行は、日本にも、相馬市にも大きな 

希望を与えましたが、特に、桜丘小学校の生徒たちに 

は貴重な経験になったと、有難く存じております。こ 

ころを込めて練習した小学生たちの歌声を聴いていた 

だいた上に、国王が信条とされている「あなたの心の 

中にいる竜を鍛え育てよ」という力強い教えを受けた 

子どもたちの今後が楽しみです。 

ブータン国の歴史は決して平穏なものではありませ 

んでした。19世紀までは国内の宗教対立を伴う部族 

間の抗争が続き、また隣の大国チべットからの圧力に 

さらされ、小国ゆえの苦労が絶えなかったようです。 

1907年、それまで地方の有力豪族だったワンチュク 

家が支配権を確立し、世襲王朝制をとってからの一世 

紀は統一王国としての統治がなされてきましたが、人 

ロ 70万人の小国が激変の20世紀のアジアを生き抜 

くには、先代までの国王のご苦労は大変ものだったろ 

うと推察されます。現に、かつてブータン国に幾度と 

攻撃を仕掛けてきたチべッ卜は、国家としては既に存 

在していません。 

5年前、国王に即位されたジグミ•ケサル•ナムギャ 

ル•ワンチュク陛下はまだ31歳。しかしこの間、立 

憲君主制への移行という大仕事をすでに成し遂げられ 

ています。いたずらに西洋化を進めず、民族衣装を纏 

いながら、伝統と信仰に生きようとする国家理念は、 

現代文明に振りまわされてきた我われ日本人にとって 

は新鮮でもあります。 

さて小学校から被災地に向かった国王陛下ご夫妻 

を、私は松川浦漁港の被災現場でお迎えしました。栢 

馬市長と紹介していただくと、陛下は手を差し伸べら 

れ、私は市民を代表して訪問の御礼を申し上げながら 

握手に応じましたが、失礼を畏れずに申し上げれば、 

陛下は実にさわやかな好青年でした。お妃とは仲の良 

I、ご兄妹といった感じでした。 

はじめ、松川浦漁港の高台から撮影した震災記録動 

画をiPADで見てし、ただきました。組合の市場がコン 

クリ一トの柱だけを残して破壊される映像が、いま 

立っているこの場所で現実に起きたこと、そしてガレ 

キを撤去して一部仮復旧しながらも、獲れる魚に少量 

ながら放射能が検出されることから、残念ながら漁に 

出られないこと、あちらで陛下に向かって手を振って 

いる漁師の奥さんたちは、それでも希望を捨てないで 

仮設住宅で頑張っていることを説明申し上げ、「陛下、 

畏れ多いお願いですが、彼女らに勇気を与えていただ 

けないでしようか？」 

すると道路の向こうにお進みになり、およそ1メー 

トルの距離まで近づいて陛下がスピーチされました。 

「私たちは今まで日本から大きな援助と勇気をいただ 

いてきました。この度の震災で被災された皆さんの礼 

儀正しく統率された姿に感銘し、尊敬の気持ちを持っ 

ております。ブータン国と日本は強い友情で結ばれて 

います。私は助け合い励まし合うつもりでここにきま 

した。皆さん希望を持ってください」 

1964年に海外青年協力隊としてブータンにわた 

り、農業の改善に尽くして彼の地に没した西岡京治 

さんのことをお話になっておられると思いました。 

Google earthで見るブータンの国土は、山の斜面に幾 

層にも重なる棚田が美しい。きっと人々の気持ちも美 

しい国なのでしよう。市民に対して、陛下にこのよう 

に言っていただけるご功績を残された西岡先生にも敬 

意を表したいと思います。 

次に尾浜海水浴場の駐車場に移動しました。今では 

ガレキもすっかり片付いてコンクリートの基礎だけが 

無機質に続く尾浜地区の被災状況を、A4判のパネル 

7枚を使って説明させていただきました。印象的だっ 

たのはパネルを靦き込むお妃の悲しげな表情です。国 

王陛下から常に一歩下がって、ともすれば私より後ろ 

に位置取りをされる控えめな方でしたが、あの方は豊 

かな方だと思います。この平地になっている住居跡に 

は2000人を超える人々が平穏に暮らしていたこと、 

そのうちこの地で146人が命を失ったこと、相馬市 
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全体で言えば6000人を超す人々が家を流されました 

が、9割の方々は避難をして尊い命を失わずに済んだ 

こと、避難誘導に当たった消防団員の勇気によって多 

くの命が助かったものの、10人の団員が職務に殉じ 

たことをご説明したとき、陛下は大きくため息をつか 

れました。「ですから我われ相馬市民は、相馬市が続 

く限り彼らのことを忘れてはならないのです。5月に 

は、私たちが立っているこの場所で、日本国天皇皇后 

陛下に被災者のための祈りを奉げていただきました。 

まことに恐縮ですがブータン国両陛下にも黙とうを賜 

れないでしょうか？」 

陛下がお着きになる前に3人の僧侶の方が、すで 

にお祈りを済ませた小さな祭壇と力一ぺットが敷いて 

ありましたが、頷いた陛下はカーぺットにお進みにな 

り、私に隣に来るように手招きをされました。そうす 

ると私はお二人の間に割って入るようになるので、さ 

すがに遠慮申し上げたいと思いましたが、お妃も当然 

のように離れて私の場所を空けるので、已む無く私が 

中央の位置取りになる形での黙とうが始まりました。 

僧侶の方がお経を唱えながらの数分間でした。私は 

いつものように、亡くなった親戚や知人の顔を思い出 

しながら合掌しましたが、もう一つはお若い国王ご夫 

妻のこれからの人生に、幸多からんことを祈らずには 

いられませんでした。 

やがてお別れの時間となったので、私は絶版となっ 

た「そうま駒焼」の一対の湯飲みと、相馬市災害対策 

本部発行の「中間報告書」を記念に差し上げ、「お幸 

せな人生を」とお二人に申し上げてお送りしました。 

私はお二人のひた向きさに、大きな勇気をいただい 

たような気持ちでした。子どもたちも市民も同じよう 

な感慨をもってくれたのではないかと思っています。 

将来にむけての相馬市の復興は私たちの仕事ですが、 

ブータン国の今後において、陛下にはどうか勇気を 

もって立憲君主国家のリ一ダーとして困難を乗り越え 

ていただきたいと願って己みません。 

j ： - r ：： 
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相馬中村開府400年を記念したシンポジウム『一 

歴史を探り、そして今を考える一中村城と中村 

城下町』は11月27日総合福祉センタ一で開かれ、 

参加者は400年の歴史に思いを馳せました。 

市長が副会長を務める道路整備促進期成同盟会 

全国協議会（道全協）などが主催する「安全•安 

心の道づくりを求める全国大会」は11月29曰、 

東京で開催され、全国から首長、国会議員が多数 

参加しました。 
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11月 26 日（土） 

復興スタートのシンボル復興道路着工式 

東北中央自動車道（相馬〜福島間）の復興道路着工式は11月26日、関係 

者約100人が出席し山上地区の現地で行われました。 

この事業は、東日本大震災の発生から各地域で復興への取リ組みが始まろ 

うとするなか、早期復興のリーディングプロジェク卜となるものです。 

山上小学校の代表児童から「つなげよう！命の道」と書かれたバッチが出 

席者に贈呈されたあと、相馬野馬追宇多郷騎馬会の陣螺術の吹奏に続き、鍬 

入れ式が行われました。 

11月27日（日） 11月29日（火） 

400年の歴史に触れる 

相馬中村開府四百年記念シンポジウム 
安全•安心の道づくリを求める全国大会 
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コ村第二中学校 

岩子字小迫地内（横山商店北側高台) 

柏崎字西台地内（消防屯所脇) 

飯豊小 

公立相5 

総合病I 

馬… 

%み 

上小学校 

J 
r相馬市振#公 if (駅ビルn^：) 

八幡小:^校 、 
日立木駅 

【モーターサイレン設置箇所図】 
®部中学校 

12月1日（木) 

火災や津波情報を伝えるモーターサイレン初吹鳴 

市では、市民の安心安全を確 

保するため、市内5箇所にモー 

タ一サイレンを設置し、12月 

1曰正午に初吹鳴が行われまし 

た。 

55，丨 

至仙台 
東部公民館 

サイレン吹鳴の種類 
會火災が発生したとき •津波警報が発表されたとき 

火災サイレン種類 吹鳴時間 休止時間 繰り返し数 

林野•その他の火災 10秒 2秒 3回 

建物火災 5秒 6秒 5回 

警報サイレン種類 吹鳴時間 休止時間 繰り返し数 

大津波警報 3秒 2秒 
1分程由 

サイレンは連続して続きます 
必要に応じて反復します 

津波警報 5秒 6秒 
1分程度 

サイレンは連ゆっくりと続きます 
必要に応じて反復します 
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食品の放射性物質測定開始しました 
被災者に見舞金を贈呈 

台湾佛教慈濟基金会 

一 一 … 一 一 - - … ー 〜 

隨 
！ 

12月1日（木) 12月3曰（土） 

市では、ご家庭でつくられた野菜をはじめ、農 

水産物などの食品に含まれる放射性物質の測定を 

12月1日から開始しました。 

(財）台湾佛教慈濟基金会は12月3日と4曰の 

2日間、総合福祉センターで東日本大震災で居住 

していた住居が全壊•大規模半壊•半壊の被災を 

した1,590世帯に、家族人数に応じて住宅被害見 

舞金を贈呈しました。 

12月5日（月） 12月6日（火） 

復興に向けて 

被災者を対象に意向調査 
駐日アイルランド大使相馬市を訪問 

- w m Y K 

東日本大震災で被災され、市内の仮設住宅や県 

借上げ住宅の入居者を対象とした意向調査は、12 

月5日から始まりました。 

この調査は、現在どのような就労状況にあるの 

か、どのような移転をお考えなのか、職員が各戸 

を訪問して意向を伺うことで、今後の復興計画に 

生かしていくものです。 

ジョン• ニアリー駐日アイルランド大使らは12 

月6日、アイルランド•ダプリンで寄せられた応 

援メッセージを届けに市役所を訪れました。 
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12月6日（火) 

震災後の相馬を題材に舞台趣里さん、鈴木亮平さんか相馬を訪問 

i 

東日本大震災後の相馬市を題材にした舞台製作に伴い、舞台に出演す 

る女優の趣里さん、俳優の鈴木完平さん、プロアユ一サ一のニ浦修さん、 

舞台演出の梶原良治さんは12月6日、市役所を訪れ、立谷市長と懇談し 

ました。 

舞台は、震災1年後の来年3月11日にニューヨークで公演され、その後、 

相馬市や東京などでも公演が予定されています。 

12月7日（水) 12月11日（日） 

工事の安全を祈る 

山上小の新しい体育館 

復興願い桜を植樹 
光陽ソフ卜ホール場•光陽サッカー場 

山上小学校屋内運動場改築建築工事の安全祈願 

祭は12月7日、同所で行われ、関係者約50人が 

出席加しました。 

静岡放送株式会社ラジオ局が中心となって行っ 

ている桜の苗木植樹活動「静岡発！桜を咲かそう 

東日本」は、12月11日、光陽ソフトポール場と 

光陽サッカー場で開催され、ラジオを聴いた静岡 

県各地のリスナ一など関係者約70名が参加しま 

した。 
光陽ソフ卜ボール場と光陽サッカー場に約140 

本の河津桜が植樹されました。 
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12月15日（木) 12月16日（金) 

相馬の美しい自然を守る 

市民の会総会を開催 
素敵な歌声を響かせて 

女優の和央ようかさんがピアノを寄贈 

反村す5相•!市民の淡会 

廃某物処分^建設に反対する相馬市民の会総会 兀宝塚宙組トップスタ一で女優の和央ようかさ 

は12月15日、総合福祉センターで開かれ、本年んが、市内の小学校5校に合わせてピアノ 5台を 

度の事業計画などを決めました。 寄贈し、12月16日、贈呈式が中村第一小学校体 

育館で行われました。 

12月16日（金） 

仮設住宅集会所 

イタリア菓子でお茶会 

12 月17 日（土) 

相馬港で再開 
内航フィーダ一コンテナ航路 

仮設住宅の入居者に楽しい時間を過ごしてほし 

いと、相馬市生活復興ボランティアセンターが各 

仮設住宅の集会所で開いているお茶会。12月16 

曰には北飯渕仮設住宅の集会所で開かれ、入居者 

らが会話に花を咲かせました。 

この日は、イタリアのロイゾン社からプレぜン 

卜された、同国クリスマス伝統の焼き菓子•パネッ 

I—ネを味わいました。 

震災後、相馬港への寄港を休止していた内航 

フィーダ一コンテナ航路が12月17日、再開され 

ました。入港船は総トン数749 t、井本商運株式 

会社の「神若」。 
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そうま音楽夢エ戻の「震災復興支援コンサート」 

は12月1 7曰、N H K交響楽団メンバ一による金 

管五重奏七-び3什5を迎え、はまなす館で開催され、 

360人の聴衆が金管の響きを楽しみました。 

12月19日、大野台西地区仮設店舗に相馬大野 

台郵便局が開局し、関係者や開局を待ちわびてい 

た住民らが駆け付け、オープニングセレモニーが 

行われました。 

12月19日（月） 

相馬共同火力新地発電所2号機再開 

12月20日（火) 

香港の保安局副局長 

相馬の復興状況視察 

相馬共同火力発電は12月19日、東日本大震災 

で休止していた新地発電所の2号機で発電を再開 

しました。 

香港政府保安局の黎楝國（れいれんこく）副局 

長らをはじめとする日本視察団は12月20日、相 

馬市を訪問し、復興状況を視察しました。 
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12 月17 日（土） 

軽快な金管の響き 
震災復興支援コンサート 

1 2月 1 9曰 (月) 

西地区の仮設店舗に 

相馬大野台郵便局が開局 



災害公営住宅相馬井戸瑞長屋上棟式 ヘンケル社から相馬市に 公用車寄贈 
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1 2月20日（火） 12月21日（水) 

12月20日に、化学メーカ一のヘンケル（ドイ被災高齢者向け災害公営住宅「相馬井戸瑞長屋」 

ツ）の日本法人ヘンケルジャパン株式会社（東京の上棟式は12月21日、相馬市馬場野の現地で開 

都•玉置眞社長）から市へ、公用車7台が寄贈さ催されました。 

れました。 

12月21日（水） 12月24日（土) 

1 2月21日、震災以降以来約9力月ぶりに」R報徳仕法でゆかりのある神奈川県小田原市から 

常磐線（原ノ町ー相馬間）の運行が再開しました。寄贈されたクリスマスツリ_「つながれ日本！ 

報徳の樹」の点灯式は12月24日、スポーツアリー 

ナそうま前で開催されました。 
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J R常磐線原ノ町ー相馬間 

運行再開 

小田原市との絆 

「つながれ日本！報徳の樹」点灯式 

嘴:: 
jETt 

1 
_ y 



サッカー元日本代表の中田英寿さんは12月24 

日、磯部中学校を訪れ、津波の被害に遭った相馬 

市と新地町の小中学生14チーム310人に練習用 

のジャージをプレぜントしました。 

12月28日（水） 

子どもたちの心のケアの拠点 
VM H子どもアート•メゾン建設 

フランスを本拠地とする世界的高級ブランドグ 

ループであるL V M H モエヘネシー •ルイヴィ 

トン•グループと相馬市は12月28日、被災した 

子どもたちの心のケア活動の拠点となる施設「L 

VMH子どもアート•メゾン」（仮称）建設支援 

のための確認書を取リ交わしました。 

L V M Hモエヘネシー•ルイヴィトン•グル一 

プが整備資金を提供。建築設計には、世界的建築 

家の坂茂さんが携わリます。 

休漁中のため、がれき撤去に従事する漁船 
12月7日撮影 
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12 月 24 日（土） 12 月 24 日（土） 

サッカー元日本代表•中田英寿さんから 

小中学生に贈り物 
被災地視察カンボジア大使来相 

し 



月5日（木) 月5日（木) 

新春のせリ声 

相馬総合地方卸売市場で初せリ 
復興への誓い新たに新春のつどい 

_ 顆 
i 象 
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桁 馬 市 新 春 の つ ど い • 

t w m 
相馬総合地方卸売市場の初せりは1月5日行わ 

れ、市場に威勢のよいせリ声が響きました。 

相馬市新春のつどいは1月5日、相馬フローラ 

で開かれ、市内各団体や企業の代表など約370名 

が復興への誓いを新たにしました。 

立谷市長は「今年は目に見える形で成果を出す 

年」、荒井宏美相馬商工会議所会頭は「逆境をプ 

ラスにとらえ、前を向いて進んでいく年」とあい 

さつしました。 

月8日（日） 月8日（日） 

地域の安全守る決意新たに 

市消防団出初め式 
ふるさとの復興を胸に成人式 

k HI 族 ^ ^ — 

市消防出初め式は1月8日、スポーツアリーナ 

そうまで開かれ、消防団員と市女性消防隊員など 

関係者約550名が参加しました。 

式では殉職消防団員への黙とうを行った後、荒 

忠夫団長と立谷市長が訓示しました。 

暴 •»- r i m 

市成人式は1月8日、市総合福祉センターで行 

われ、晴れ着やスーツ姿の新成人がふるさとの復 

興への決意と大人の自覚を胸に式に臨みました。 

今年成人を迎えたのは、平成3年4月2日から 

同4年4月1日生まれの40 0名で、うち33 2名 

か式に出席しました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.262 (2012年1月7日号） 

震災対応から復興へ（2012年頭にあたり） 

震災直後の大命題は「次の死者を出さない」ことだっ 

た。つまり地震および津波により生死の境をさまよっ 

ている人をできるだけ早く救出し安全を確保するこ 

と。次に救助した人たちの死亡のリスクを短期的、中 

長期的に回避していくこと。具体的には十分な医療体 

制による病的状態の回避、経済的精神的な困難からの 

自殺防止、次に孤独死防止である。これらのことは災 

害対策として文法とも言うべきことだが、実際はそれ 

ぞれの状況がお互いに絡み合っていて震災直後から同 

時並行で進めなければならなかった。 

我われにとっても、日本にとっても未曾有の災害で 

あり、実際には理屈や予想通りにいかないことばかり 

だったが、勇敢だった市役所職員をはじめ、自衛隊、 

消防、警察、議会、区長会、東北地方整備局、経産局、 

農水局はじめとする国の諸機関、支援自治体やNPO 

やボランティアなど支援者の皆様、被災翌朝から避難 

所の健康管理に当たった相馬市医師会の有志の先生や 

日本医師会を始めとする医療関係団体、市役所の体制 

下に入ってくれた在相の企業の職員の方々など、やる 

気と統制力にあふれるメンバーが災害対策に頑張って 

くれたお蔭で、私のような経験の浅い災害対策本部長 

が、何とか災害関連死を出さないで来れた。改めて心 

から感謝申し上げたい。 

発災3か月後の6月、市内の被災者がすべて仮設住 

宅に移ったのを機に、次の大きな課題への取り組みを 

開始した。復興計画を作り、それに基づいて被災者の 

方々の生活と地域の再建を成し遂げることである。復 

興のプロセスとして地域再建が成るまでは仮設住宅で 

の不自由な暮らしをお願いすることになるが、もしも 

ここで栄養失調による病死や孤独死を出してしまった 

ら最初の苦労が報われないばかりか、夜昼なく労を惜 

しまず対応にあたった前述の勇者たちに申し訳がな 

い。したがって当然のことながら「災害関連死となる、 

次の死者を出さない」ことを中長期的な大命題にしな 

がら復興計画を進めることとした。 

7月には復興計画の素案がまとまり、復興会議や、 

有識者からなる復興顧問会議での吟味を経て、8月に 

ホームページで発表した。復興の理念としては「それ 

ぞれの人生のステージにおいて次の人生設計ができる 

こと。そのためにソフト•ハ一ド事業を行う。すなわ 

ち、子供には健全な成長を。高齢者には安心な老後を。 

青壮年層には雇用.住居など人生巻き返しのための条 

件整備を。これらの目標のための政策を、我われが得 

意とするIS09001の手法で実施してゆくこと」 

このうち、被災高齢者対策の最大の課題となる、震 

災によって孤独者となった老人の単独世帯の長期的ケ 

アのために、「相馬井戸^長屋」を開発し現在建設中 

である。計画中の5棟のうち、ダウ•ケミカル社か 

らご寄贈いただいた第1棟が3月に完成し、4月か 

ら第一陣が入居する。今回の震災での災害公営住宅入 

居のおそらく最初のケースとなるだろうから、家賃な 

どの経費をどのように負担していただくかなど、諸課 

題について復興大臣にも相談を申し上げて最適な方策 

を検討していきたいと考えている。また入居者の組み 

合わせによって共助生活がスムーズにできるかどうか 

が決まってくるが、10年後には一部の人が要介護状 

態となることを予想して介護保険サービス対応型住宅 

としたので、それなら最初から老々介護世帯などのリ 

スクの高い世帯を入れて、共助生活にある程度負荷を 

かけながらバックアップ体制を組んでいくことも考え 

ることにした。ゆえに市役所のきめ細かな支援の下に 

入居者の自立が図られるよう、役所内に3 0代、4 0 

代の職員を中心にプロジェクトチームを結成した。図 

上での試行錯誤と研究を重ねながらマニュアル作成に 

入っているので、いずれ詳細を報告したい。 

青壮年の世代への人生設計の支援には、我々の出来 

る限りの知恵と労力を投じたい。つまり復興住宅建設 

と生産体制の再生という課題を中心に、可能な限りの 

サポートをしてゆくことである。農業、漁業、さらに 

関連する第二次産業の復興は人生設計に不可欠な職 

業•雇用と直結するが、インフラの復旧までは計画で 

きても、個人生活の復興にはそれぞれの被災者の自己 

責任に帰する要素も多いので、自立心とモチベーショ 

ンをいかに保つかも課題である。私としては住宅の整 

備を急ぐことにより、個人的な復興へのモチべ一ショ 

ンにつなげなくてはならないと考えている。ゆえに、 

住宅整備の具体的計画と、入居へ向けての意向調整は 

急務である。コンサル会社によるアンケートでは、被 

災世帯ごとの生活設計までは把握できないので、12 

月には市役所職員による全戸への訪問調査を行った。 

177 



これは、大体の傾向を捉えることが目的ではなく、誰 

がどのような希望を持っていて、またそれが可能な状 

況なのかというところまで踏み込んで、復興住宅建設 

や住宅用地の追加取得のための基礎的資料とするた 

めである。今後は、これらの一戸一戸のデータをも 

とに公営住宅を具体的に企画していかなければならな 

いし、また土地の造成も、追加取得と並行して速やか 

に実施していかなければならない。被災者の中にはグ 

ループで協力しようとする方々もいるので、連携して 

作業を進めたいと考えている。 

子どもたちへの成長支援は、災害急性期ともいえる 

昨年に引き続きPTSD対策を主眼に、孤児•遺児に対 

する経済的支援、学力向上と情操教育などによる精神 

的豊かさを育てること、また健康管理などについても 

出来るだけ細やかに実施していきたいと考えている。 

昨年来、世界中からの支援をいただいた「孤児•遺児 

に対する生活給付金、および奨学資金」はお蔭さまで 

月々3万円の生活給付金の全額と、対象孤児•遺児の 

約半数の大学進学を可能にするだけの寄付金を寄せて 

いただいた。被災児童生徒を主に、相馬市の子どもた 

ち全員の教育向上のために新たに設けた「相馬市教育 

復興子育て基金」にも多くの善意を寄せていただいて 

いる。寄付をしてくださったおひとりお一人の善意に、 

相馬市民を代表して心から感謝の誠をささげたIヽ。ま 

た、今後有意義に使わせていただくとともに、その内 

容について本メルマガや市のHPで積極的にご報告申 

し上げていきたい。 

PTSD対策のほうは、「NPO法人•相馬フォロア一 

チーム」よる活動のお蔭で、大きな精神的障害の発生 

を防ぐことができたと考えている。スクールカウンセ 

ラ一を多数派遣していただいた星槎クループ、保健師 

を派遣していただいた東京都健康長寿医療センター、 

事務員を派遣していただいた難民を助ける会は、それ 

ぞれボランティア派遣だった。改めて心より御礼申し 

上げ、今後も可能な範囲でのご支援をお願いしたい。 

健康管理については、これまでも多くのボランティア 

ドクターのご支援をいただいたが、近じか新たに数 

名のドクタ一を顧問にお迎えすることになっているの 

で、こちらも積極的に取り組んでいきたいと考えてい 

る。 

ご報告になるが、昨年末の12月2 8日、世界的企 

業であるLVMH (モェヘネシールイヴイトン）社と、 

相馬市の子どもたちの情操教育とPTSD対策を中心と 

した実践•研修施設「LVMH子どもア一ト• メゾン」 

をご寄付Iヽただける確認書を交わさせていただいた。 

詳細は別稿でご紹介させていただくが、心の中に花が 

咲いたようだった。 

それぞれの世代の復興と、地域の今後に大きく負の 

影響を及ぼす放射線障害対策についても、可能な限り 

取り組んでいきたい。除染を積極的に進めるために、 

昨年末に「相馬市除染計画書」を策定したが、昨年は 

地域住民の方々や教育関係者と役所の三者で進めてき 

た段階をさらにレベルアップするために、今年は研修 

を受けた事業者に積極的に発注し、雇用対策の一部に 

も取り込んでいきたいと考えている。 

昨年の放射線量の経過の中で明らかになったこと 

は、子どもたちへの健康への懸念に対し、出来るだ 

けきめ細かな対策を講じていくべきことである。とり 

わけ、内部被ばくへの将来的な警戒が必要ということ 

が分かってきたので、シンチレーシヨンカウンタ一を 

すべての小中学校と公民館に配備すべく発注済みであ 

る。しかし、品薄で届くまで日数を要することから、 

市役所の一階に設置した2台の機器で、業務時間後に 

それぞれの学校で出した、実際の給食のベクレル値を 

測定することにした。本来なら調理の事前に計測した 

いのだが、配備が完了するまでの次善の揩置である。 

またホールボディカウンターも継続的検査の必要性か 

ら、整備してゆく計画である。現在まで明らかになっ 

てきている相馬市での被ばく線量では、高度被ばくに 

起因する白血病などのがんの発生の可能性は低いと考 

えられるものの、チヱルノブイリで多数発生した甲状 

腺がんには細心の注意を要すると考えている。甲状腺 

がんの検査は超音波診断に頼るしかないので、発見可 

能とされる3〜4年先までには検査体制をしっかり 

準備することも考えておきたい。 

放射線対策のもう一つのポイントは、子どもを持つ 

親ごさんたちをはじめ、市民に放射線障害に対する正 

確な知識をもっていただくことである。「適切な心配 

と対策」が必要であり、これからも市民講座や講習会 

を積極的に開催していきたい。 

また、子どもたちの健康不安に応え、さらに子育て 

支援になるように、相馬市独自の政策として中学生ま 

で実施している「平常時間内の医療費無料」を来年度 

より18歳まで引き上げたいと考えている。3月議会 
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に提案したいので、各方面のご理解をいただきたい。 

放射線対策については、東京大学医科学研究所の上 

(かみ）研究室に原発事故直後から、アドバイザーと 

して大きなご支援をいただいてきた。特に研究員の坪 

倉医師には多くの労力を割いていただいた。この稿を 

借りてスタッフの皆様に感謝申し上げたい。 

以上、年の初めなので、災害対策に明け暮れた去年 

と、その経験を踏まえた今年の方針を書いたが、大筋 

は復興計画に基づくものである。ただ、去年と違うの 

は、成果を可視的な形で示していかなければならない 

ということである。したがって今年は力仕事だと思っ 

ている。相馬市チーム一丸となって全力でかからなけ 

ればならない。 
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月9曰（月） 月11日（水) 

相馬市を視察 
ハーバード•ビジネス•スクール 

I 

1月9日、アメリカ合衆国マサチューセッツ州 

にあるハーバ一ド大学の経営大学院、ハ一バード、 

ビジネス•スクールの学生ら26名は、震災後の 

相馬市の取り組みを学ぶため、市役所を訪れまし 

た。 

順調な進渉と安全を祈願国道115号 

相馬福島道路（相馬〜相馬西）中心杭設置式 

国道115号相馬福島道路（相馬〜相馬西）の中 

心杭設置式は1月"日、関係者約20人が出席し 

山上地区で行われました。 

この事業は、東日本大震災からの早期復興の 

リーデイングプロジェク卜として全線事業化が決 

定され、一日も早い完成に向けて動き出していま 

す。 

月13日（金) 月14曰（土) 

欧州各国の駐在大使相馬市を訪問 

イギリス、イタリア、ノルウェー、•シアなど 

欧州10力国に駐在する日本人大使ら11名は1月 

13日相馬市を訪れ、津波による被災現場を視察し 

ました。 

相馬地方広域消防職員意見発表会 

— ！ レ ？ ： 

1 

編 
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ノ 

第35回相馬地方広域消防職員意見発表会は1 

月14日、はまなす館で開催されました。 

相馬•南相馬両消防署、飯館、新地、小高、鹿 

島各分署からあわせて8名の消防職員が出場。東 

日本大震災での救助活動などを踏まえ、今後の防 

災や訓練のあり方などについて述べました。 
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1月15日（日） 

平野復興大臣相馬市を視察 

平野達男復興担当大臣は1月15日相馬市を訪れ、和田観光いちご園、応 

急仮設住宅などを視察しました。 

いちご園では平野復興大臣や立谷市長は相馬保育園の園児や保護者らと 

ともに、赤く色づいたイチゴをほおばりました。 

その後、平野復興大臣は立谷市長らとともに北飯渕の仮設住宅に足を運 

び、入居者の意見に耳を傾けました。 

1月21日（土) 

きらめき•ラだがわ• 
イルミネーション点灯式 

ぶ--ふ;^ 

.'-我， 
^ 〜 へ ^ : 念 ^ F - へ 
たば杳 

宇多川町商店街振興組合（西村年晴代表理事） 

の地域商業活性化事業「きらめき•うだがわ•イ 

ルミネ一ション」点灯式は1月21日、同商店街 

で行われました。 

この事業は、東北経済産業局の支援を受け、商 

店街の街灯に35基のイルミネーションを飾リ付 

け「癒しの空間」を作りだすものです。 

被災した農業者により組織された復興組合による 
農地のがれき撤去作業 

12月22日撮影 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.263 (2012年1月20曰号） 

福島医大災害医療支援講座（寄付講座） 

巨大津波の直後内陸部に運ばれてきた重軽傷の患者 

たちを、相馬市でも、南相馬市でも、双葉郡でも、医 

師たちは必死になって治療した。福島県沿岸部での津 

波被害は街の中心部には及ばなかったため、地震の被 

害はあったものの、病院機能は概ね保たれていたので 

ある。しかしその後、原発の電源損傷による放射能漏 

れが明らかになり、3キロ圏、次に10キロ圏に避難 

命令、水素爆発の音が聞こえた後には20キロ圏が避 

難地域に指定された。この段階では住民には選択の 

余地がなかったから、医師も患者と共にともかく現場 

をすぐに離れざるを得なかった。20キロ圏内などは、 

はたして数時間のうちに、医療行為を中断してまでも 

強制避難を急ぐ必要があったかどうか？重症患者や寝 

たきり老人などの災害弱者については、数日かけて体 

制を作ってからでも良かったのではないか？急な避難 

による病状悪化への影響については、今後調査が必要 

だと思う。 

我々の社会が初めて遭遇する原発の大規模放射能も 

れは、30キロ圏内にも大きな傷跡を残した。屋内退 

避を指示された南相馬市の住民の間にも、当然のこと 

ながら大きな不安が走った。それは45キロ離れた相 

馬市でも同様だった。 

それでも医師たちは冷静さを保った。屋内、特に病 

院などはコンクリートの中にあるので、線量は数分の 

1である。重症患者や寝たきり患者を抱えた大抵の医 

師たちは、彼ら自身恐怖心と戦いながらも職務に専念 

していた。医師であれば、動けない患者を捨てて自分 

が避難するなど出来るはずもない。 

ところが、原発への恐怖心は、まず流通業者たちに 

栢馬地方に医薬品を届けることを拒否させた。次に給 

食業者が病院から弓丨き揚げ、入院患者に病院食を出せ 

なくなった。さらに決定的だったことはコ•メディ力 

ルとして医療を支えるスタッフの一部が自主避難を始 

めたことだった。つまり医師がいくら頑張ろうとして 

も、大量の入院患者に対して、治療の仕様が無かった 

のである。ここに至っては、病棟閉鎖や入院患者の全 

避難は当然の現象だった。私のところにもSOSが来て、 

南相馬市の入院患者の避難のサポートに追われた。私 

に避難先の確保まではとてもできなかったが、避難ま 

での医薬品の供給や手伝いのスタツフの送り込みに注 

力した。 

ところが。何とか自衛隊の協力を得て患者を遠隔地 

に送り出した医師たちには、今度は現地での仕事がな 

くなっていた。 

つまり、相馬地方の医師不足が何故起きたかといえ 

ば、彼らの意思に反して、原発事故に反応して引き起 

こされた状況により、南相馬市の医師たちを病院にと 

どめ置かない方向に事態が進んでいったことによる。 

それでも気概にあふれた医師たちはせめて外来診療だ 

けでも、あるいは何とか数べッドだけでも医療体制を 

確保して、社会のインフラを守ろうとした。近隣の病 

院で患者を受け入れて頑張った医師たちもいる。私に 

は医師たちの叫びのように思えた。 

30キロ圏内の屋内退避指置が解除されて人々が戻 

ろうとしたとき、もともと1000床もあった南相馬市 

の病床のうち稼働できたのは数十床だった。特に精神 

病院の病床数はぜロ。その実態は現在でも変わらず、 

早急に対策を要する地域的課題である。言うまでもな 

く最大の原因は医師不足だが、病院の再開が許されな 

い双葉郡は別としても、医師の絶対数不足による救急 

医療対応の困難さなどは、相馬市にもいわき市にも、 

そして福島県全体にとっても社会問題である。あくま 

で推定の域を出ないが、もともと医師数が少なかった 

福島県から数十人単位で医師が流出したと言われてい 

る。 

もっとも顕著なのは南相馬市だった。たとえば一般 

病床として800床を保有していた同市で、現在稼働 

できる病床数は100べッドを多少超える程度。精神 

病院は依然として病棟閉鎖中。これが医療崩壊といわ 

れる所以である。医療体制は住民生活のためのインフ 

ラだから、今の状態では住民生活の安全•安心が保て 

ないばかりか、このままでは地域の将来に不安の影を 

落とす。 

この状況で支援の為に同市に留まって診療を続け 

る、ヒューマニズムと勇気にあふれる医師たちがいる。 

鴨川市の亀田総合病院や慈恵医大病院などからの派遣 

医師、精神科のクリニックもなかった相馬市では、沖 

綿の精神科医が熱意をもって市内にクリニックを開設 

してくれた。まだまだ絶対数不足には及ばないが、こ 

れらの先生方に対しては、相馬地方市町村会長として 
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心から感謝を申し上げたい。 

南相馬市ばかりでなく、相馬市や福島県全体として 

も、原発問題にぼを発する医師不足問題に対しては積 

極的な医師招聘策を展開すべきと考えている。被災地 

医療を通して、このような特殊な環境で医療人として 

の成果を挙げ、さらに災害医療の研究をしたいという、 

意欲あふれる医師をオープンな形でこの地方に集める 

ことは出来ないだろうか？ 

現在、福島医大の菊地臣ー理事長と相談の上、寄付 

講座として「災害医療支援講座」を本年4月1曰よ 

り関設する動きを進めている。災害医療の研究が主な 

テーマだが、現地で診療を行うことによって実証的な 

臨床データを収集しながら、医療崩壊ともいえる現実 

に対し、相馬地方、双葉地方、ひいては福島県として 

の打開策を提言していくこと。またこの成果を世界中 

に発信し、人類の幸福と平和に多少なりとも貢献する 

ことが目的である。 

いま、喫緊のニーズとして脳外科、整形外科、麻酔 

科、外科、循環器内科、精神科、神経内科などが欲し 

い。できれば救急に従事したことがある医師であれば 

ありがたいが、意欲があってヒューマニズムにあふれ 

た人であれば、診療科は問わない。 

すでにこの趣旨に賛同する二人の医師と具体的な派 

遣先の詰めなどの協議に入っており、受け入れ側とも 

調整をしている。地域の実情からできれば10人は欲 

しいと考えている。寄付講座であるから運営には社 

会の善意も必要だが、当初の資金として諸経費など2 

年分の寄付申し出をされた方もいる。 

菊地理事長や私と災害医療に取り組み、ある程度の 

医学的、社会的な研究成果を残したいと考えられる方 

は、下記へ連絡をお願いしたい。そのような方であれ 

ば、是非ゆっくり話をさせていただきたい。 

連絡先 

相馬市役所秘書課0244-37-2115 

相馬市長立谷秀清 

福島医大024-547-1002事務局長 
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月25日（水) 月25日（水) 

出先機関の廃止には慎重な議論を 

各地の市長が主張 

全国高校新聞コンクールで最高賞 

相馬局新間 

み入な笑_て*り越えて»こう察 
• 一 乂 m 
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 1 i ? i 
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全国市長会の第18回地方分権改革検討会議（座 

長：新見市石垣正夫市長）は1月25日、東京都 

の全国都市会館で開催され、委員の立谷市長も出 

席しました。 

国の出先機関の原則廃止に向けての議論では、 

その受け皿とされる広域連合体制や非常事態にお 

ける対応などの論点となりました。 

高校新聞の甲子園と呼ばれる全国高校新聞コン 

ク一ルでこのほど、相馬高校の相馬高新聞が最高 

賞の文部科学大臣奨励賞を受賞しました。 

月28日（土） 

定期航路の再開祝う相馬港機能復旧式 

相馬港機能復旧記念式 

相馬港機能復旧記念式は1月28日、相馬フローラで行われ関係者ら約 

50名が出席しました。 

港湾施設が被災した相馬港は復旧工事が進められています。使用可能な 

岸壁で昨年12月に国内主要港を通じて世界各国を結ぶ内航フィーダ一コン 

テナ航路が再開しました。ヤマト福祉財団の助成を受け、「代替クレーン」 

やコンテナを吊り上げる「リーチスタツカ一」などの荷役機械を復旧し実 

現しました。 
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2月6曰（月） 2月7日（火) 

市民の健康を守る 

相馬市健康対策専門部会を開催 

軽消防自動車を寄贈 

日本損害保険協会 

東京電力福島第一原子力発電所事故に伴い放出 

された放射性物質から、子どもを中心とした市民 

の健康を守るための対策を協議する相馬市健康対 

策専門部会の会議が2月6日、市役所で開催され 

ました。 

社団法人日本損害保険協会は、全国の消防力の 

強化•拡究への協力の一環として相馬市消防団に 

小型動力ポンプ付軽消防自動車1台を寄贈しまし 

た。 

2月7日には、市役所で寄贈式が行われ、同協 

会福島損保会の石)11正孝会長が佐藤副市長に目録 

を手渡しました。 

2月9日（木) 

相馬共同火力震災後初の石炭荷揚げ 

2月9日（木) 

響き渡る弦楽器の調べ 
そうま復興応援コンサート 

相馬共同火力発電•新地発電所は2月9日、相 

馬港5号ふ頭専用バースに入港した大型石炭船か 

らの燃料荷揚げを開始しました。 

今回が東日本大震災後初の石炭荷揚げ。 

同発電所は12月に発電を再開。このたび石炭 

受入設備の修理が完了し、石炭船の入港となりま 

した。 

そうま音楽夢エ戻仙台フィルハーモニー管弦 

楽団メンバーによる弦楽四重奏、「そうま復興応 

援コンサート」は2月9日はまなす館で開かれま 

した。 

今回は公益財団法人ロームミュージックファ 

ンデ一シヨンの支援を得てコンサ一卜が実現。 

約250名の聴衆が弦楽器のハーモニーを楽しみ 

ました。 
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2月10日（金) 2月11曰（土) 

仮設住宅集会所で 

相 高 0 B • 0Gが映画上映 

mi 
論J 

J 
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m
 k

M 

2月7日〜11日の5日間、市内の仮設住宅集 

会所で、日本映画•テレビ録音協会の協力のもと、 

現在、相馬を離れて学生生活を送っている相馬高 

校OB'OGによる無料映画上映会が行われました。 

【写真左から】 

•武田真之さん（東北文化学園大学4年）•菅原 

佳紀さん（明治大学4年）•田辺信道さん（協映） 

•加藤理恵さん(立教大学4年)•中島好美さん(早 

稲田大学4年） 

ブータン国から留学生が視察 

2月11日、東日本大震災の被災地視察のため、 

ブータン国の留学生11名が相馬市を訪れまし 

た。 

2月14日（火） 2月15日（水) 

共助の精神で安心生活 

災害公営住宅建設安全祈願祭 

顯 

m 
ラグビーの栗原選手 磯部小で交流 

1 

.丨 警 ’ ： ; 

_ 翁
5

^ 

？」」 

被災高齢者向け災害公営住宅「相馬井戸瑞長屋」 

の建設工事安全祈願祭は2月14日、市内馬場野 

の現地で行われました。 

今回の井戸瑞長屋は、市が建設する災害公営住 

宅としては1棟目となります。 

ラグビー選手の栗原徹選手（ N T Tコミユニ 

ケ一シヨンズシャイニングアークス所属）は2月 

15曰、磯部小学校を訪れ、授業を通して児童を励 

ましました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.264 (2012年2月23日号） 

相馬市の子どもたちを放射能から守るために 

震災、原発事故からもうすぐ一年になろうとしてい 

るが、ハードの上での復興は果たせても、長期に亘っ 

て徹底した対策が必要な課題は子どもたちへの放射能 

問題である。 

まず、放射性物質拡散直後の放射性ヨードの問題。 

これは半減期8曰ときわめて足が速いので、今の段 

階ではどのくらい被ばくしていたかを調査することは 

不可能である。チェルノブイリとはちがって、海洋国 

家の日本では栄養的にヨード不足は考えにくいという 

学者もいるが、こればかりは甲状腺がんの検査体制を 

整えて、発症していないということを毎年実証して行 

かなければ解決しない。常識的には3〜4年後あた 

りから毎年、子どもたち全員に超音波検査を実行する 

必要がある。気の遠くなるような話だが、検査体制づ 

くりには今年から着手したいと考えている。 

次に内部被ばく問題。南相馬市のホールボディ力ウ 

ンターの多くの検査結果および相馬市のサンプル検査 

から、震災直後の内部被ばくは量的には小さかったと 

いうことが分かった。セシウム137の生物学的な半 

減期により算出される預託実効線量からは、少なくて 

も不安神経症に駆られるような数値ではないと考えら 

れる。この点は放射性物質を浴びた牛乳や野菜果物に、 

いち早く出荷制限（スーパーなど流通過程）をかけた 

県の対応が効奏した。 

しかし、学校での給食調達食材が、どのようなチェッ 

クを受けてきたのか不安だというご父兄もいるので、 

先月より給食の食材をまとめて市役所のシンチレ— 

シヨンカウンターで調べ始めた。さいわい全ての給 

食が検出限界値以下だったが、今月からは市内の全小 

中学校に導入し、給食を作る前に食材の全例を検査し 

ている。また、公民館にも配備して地区住民が摂食す 

る食材を、それぞれのご希望により計測している。こ 

の問題については、震災直後からしばらくたって、気 

持ちが緩んだ時にこそチェックが必要なので（現在は 

住民の方々の不安対策の意味もあるが）市としては5 

年とか10年とかの長いスパンで調査と注意喚起をし 

ていきたいと思っている。 

外部被ばくについては何処をどのように除染するか 

を決め、また効果をその都度検証して方法論を改善し 

ながら進めなければならない。一般生活領域の空間線 

量検査は1キロ、場所によっては10 メートルのメッ 

シュ検査を行った上で、我々は子どもたちの通う小中 

学校については一校当たり50か所の詳細調査を月2 

回ずつ行ってきた。その都度対策を講じてきたが、問 

題はセシウム汚染土の仮置き場だった。一般ごみの焼 

却灰の処理も含めて、仮置き場確保は重大問題だった 

が、相馬共同火力発電所の協力を頂いて、石炭灰の産 

業廃棄物処分場の一部を仮置き場に使わせてもらうこ 

とが出来るので、除染計画を躊躇することなく進めら 

れる。現在、搬入に向けて工事中である。 

外部被ばく回避のためには、高線量地区の空間線量 

の低減が基本方針だが、肝心なことは、その結果子ど 

もたちがどの程度被ばくしているかを検出し、適切な 

対応を速やかにとっていくことである。当該家庭には 

丁寧に説明しながら、除染も実測値に基づいて優先順 

位をつけて、実効性のある作業をして行かなければな 

らない。またここで言う適切には、過剰に心配して副 

次的な健康障害をもたらさないことも含まれる。 

相馬市の中学生以下の子どもたち4000人を対象 

に、10月から12月まで測定したガラスバッチの結 

果（年間換算）が出たので、個人個人に通知し、相対 

的に高い子どもたちの家庭や生活環境に対しては優先 

的に除染を行うことにした。さいわい5ミリシーべ 

ルト（以下シーベルトを略）を超えるケースはなかっ 

たので、今すぐに健康に被害をもたらすレベルの子ど 

もはいない。しかし、子どもの場合政府が決めた一般 

的な数値、すなわち年間20ミリ以下なら安全とはと 

ても思えないので、さらに安全値を下げて対策を講じ 

なくてはならない。文部科学省では学校での外部被ば 

く総量を年間1ミリ以下にするという目安を発表し 

たが、これはあくまで学校の滞在時間での被ばくの議 

論であり、ガラスバッジのような子どもたちの全生活 

についての基準ではない。また地域全体の除染は年間 

線量1ミリ以下を目指すとしているが、子どもたち 

が実際にどのくらい被ばくしているのかが問題なのだ 

から、除染と対策を進める上では、実際の子どもたち 

の被ばく線量を示すガラスバッジの数値は非常に説得 

力がある。相馬市では被験者数4010人のうち、年間 

2ミリ以上が33人いた。学校生活での被ばくの限界 
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• 

線量が1ミリであるということを踏まえると、全生 

活では2ミリを一つの目安にすれば安全に近づくと 

考えたが、ぎりぎり危険値を大きくとって1.6ミリ以 

上は経過観察対象としたいと考えている。このグルー 

プに属するご家族の生活領域全般が、除染の最優先実 

行先である。線量の高い場所を遊び場にしているとし 

たら、行動範囲も含めた生活指導も必要となるが、線 

量値の説明も含めて、これらは個別面談説明形式で行 

いたい。除染などの対策を行った上で、再調査をしな 

がらメンタルなケアを含めて徹底的なフォロ一体制を 

とりたいと思っている。 

当然ホールボディカウンターでの調査も併せて施 

行していく必要がある。ホールボディカウンタ一は5 

月に一台入荷してくるが、公立相馬病院が外来棟建て 

替えを前にして手が回らないというので、相馬中央病 

院の医師たちに依頼した。35平米のスペースを提供 

してくれるので、東大物理学教室、医科学研究所の両 

教授を含めた放射線対策専門部会と連携のうえ進めた 

い。 
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2月22日（水) 2月25日（土) 

米国議員補佐官など相馬市を視察 

厂 # 

% w 

玉野地区でガラスバッジ測定結果 

による個別説明会を開催 

米国の上院•下院議員補佐官などが2月22曰、 

相馬市役所を訪れました。 

来相したのはルビオ上院議員の外交担当補佐 

官、ビクター•セルビーノ氏をはじめ、米国の有 

力連邦議員のブレーンとして政策立案にかかわる 

補佐官などの8名。 

市役所では立谷市長から震災状況やその後の市 

の対応など映像資料を交えた説明を受けました。 

2月27日（月） 

市では2月25日、昨年10月から12月までガ 

ラスバッジで計測した放射線量の測定結果をもと 

に、玉野地区で個別説明会を開催しました。 

2月29日（水） 

工事の安全を祈る 

黒木バイパス起工式 
有森裕子さん玉野小で交流 

^ が - U ザ 叙 . . 

• へ へ 

一般県道相馬大内線•黒木バイパス起工式は2 

月27日開かれ、関係者約20人が出席しました。 

相馬大内線は相馬中核工業団地西地区への企業 

進出などにより、朝タの交通量が近年増大。黒木 

バイパスは、相馬大内線の幅員が狭く自動車のす 

れ違いが困難な箇所の付け替え工事です。 

バルセロナやアトランタ五輪に出場した元マラ 

ソン選手の有森裕子さんが2月29日、玉野小学 

校を訪れ、授業を通して児童を励ましました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.265 (2012年2月28日号） 

相馬井戸瑞長屋 

震災直後の避難所の暮らしは、プライバシーが保て 

ないという大変な苦労はあったものの、反面、例えば 

同室の他人の息遣いまでが聞こえてくる、言わば究極 

の見守り社会だった。また、それぞれの避難所で自発 

的にリーダーを立て、ほとんど諍いを起こさせないで 

3か月も耐え忍んだことも驚きだった。市の職員を避 

難所ごとに張り付けてトラブルを未然に防ぐ工夫はし 

たものの、共同生活を大過なく過ごすことが出来たの 

は、コミュニティを自然発生的に作った賢明さだった 

と思う。6月17日、全仮設住宅の完成を機に避難所 

を一斉閉鎖したが、我われ対策本部としては、一世帯 

ごとにバラバラになってせっかくの見守り機能がなく 

なることを怖れた。震災によって単独者世帯となった 

高齢者の方などは、孤独死予備軍と考えられるからで 

ある。 

避難所が小社会となって、リーダーを中心にまと 

まっていった被災者の方々の知恵と社会性は素晴らし 

かった。この秩序を仮設住宅での暮らしにも活かして 

いくために、全部で1500戸にもおよぶ所帯を集会所 

ごとのブロックに編成することにした。集会所は15 

か所あるから、1ブロックを平均100世帯の小集落 

に見立て、まずブロックごとにリーダ一を決め組長と 

呼ぶことにした。次に組長のアシスタントを選び組長 

補佐とした。組長と補佐は、行政からの連絡係を始め、 

支援物資の配分や小集落内の清潔管理、果ては対策本 

部への要望の取次など、必要な仕事を山ほど処理して 

いった。しかし高齢者の単身世帯への気配りや生鮮食 

品の配給などは、人口 200〜300人に及ぶ集落の隅々 

までは手が回らないので、一つひとつの棟（5世帯） 

ごとに代表者を立て、戸長と呼ぶことにした。組長も 

補佐も戸長も、対策本部の作業の一部を担ってもらう 

ことになるので、行政支援員として、僅かな時間ぶん 

で恐縮だが臨時雇用とさせてもらった。 

相馬市流のマネジメント体制が出来たので、まず津 

波によって単身世帯となった高齢者を、一日に一度は 

集会所に集まって食事をしてもらうことを考えた。見 

守るのは組長さん。一日一回の食事（タ食）は避難所 

の給食システムをそのまま流用した。また一般の仮設 

住宅入居者にもタ食のおかずを2品配給することに 

した。こちらは主に戸長さんの仕事である。一緒に食 

事をとるか、また配食を受けることでコミュニケ一 

シヨンと安否確認をしている。 

タ食の配食は、実は費用がかかるので苦労している。 

年間約2億円もかかるのだ。相馬を訪れた国会議員 

の先生方のほぼ全員が、この方式を「いいことをやっ 

ているねえ」と褒めてくれたが、残念ながら未だ補助 

対象となっていない。24年度からは自立を促す意味 

でも、孤独者と子どもや高齢者などの災害弱者のみに 

限って継続してゆく。その際やはり組長戸長体制がも 

のを言う。その人件費は、「袢」事業を活用してきた 

が、24年度からもこの事業が続くことがやっと決まっ 

たので、勿論、組長戸長体制を継続させることにする。 

去年の9月の暑い曰、小田原市の老舗の蒲鉢屋さ 

んから4000人分の蒲鉢が届いた。送ってくれたのは 

「鈴廣」のばっちゃん。私に、「うちのは新鮮だから腐 

りやすいけど、大丈夫かねえ？」「ばっちゃん、大丈夫。 

2時間もあれば配れっから」。事実、当日中に全世帯 

配布となったが、組長、組長補佐、戸長さんたちの連 

係プレーの成果である。また、支援物資が世帯数ぶ 

ん足りない時は、組長会議で分配方法を決めることに 

している。最近は私も出来るだけ組長副組長会議に出 

させてもらって、今後の地域再生についてのこちらの 

考えを理解してもらい、また現場の様子も伺うように 

努めている。仮設住宅の中の住民同士のコミュニケ一 

シヨンは勿論だが、対策本部と現場の意思の疎通も大 

切だ。 

24年度は、震災後一年間の経験と反省を踏まえ、 

被災者の方々への健康管理や将来計画に対する支援を 

強化していきたいと考えているが、同時に仮住まいか 

らの離脱を少しずつでも実現していかなければならな 

い。集合住宅や、小さいながらも一戸建て復興住宅の 

早期建設に取り組んできたが、こちらも新しい集落を 

作っていくことになるので、組長戸長制度に準ずるコ 

ミュニティ社会を企画することが必要である。 

このうち集合住宅の第一棟となる、相馬井戸瑞長屋 

(#1)が3月に完成し4月から入居するので、仮設 

住宅からの旅立ちの第一陣となる。とは言っても社会 

に向かって大きく羽ばたくというよりは、今回の震災 

で孤独者になった99人のうち、特に高齢者の人たち 
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がお互い見守り合って、共助の精神で老後を過ごすシ 

ステムとして考えたものだから、ある意味では一般的 

な高齢社会対策になるかも知れない。 

この長屋は12世帯で、一世帯当たりの面積が12坪。 

それぞれにトイレと風呂と台所を備えるが、洗濯機を 

置くスペースは設けなかった。昔の長屋生活が井戸を 

共用していたように、洗濯機は共有スペースに3台 

置いて、共同で使うことにする。近くに、畳の小上が 

りスペースも作ったので、ここで会話が弾んでくれれ 

ばいいと思う。また共同食堂を大きめに作り、一日に 

一回は入居者が全員集まって同じ食事をとってもらう 

ことにする。昼食代を一食150円程度と考えている 

が、調理および配達は「NPO法人ライフネットそうま」 

で担当してもらえる。このあたりは、相馬市復興顧問 

会議座長の早稲田大学の北丨11正恭教授のご指導をいた 

だいた。給食を一緒に食べる際や、共有スペースの掃 

除などの共同作業も出てくるので、仮設住宅で学習し 

た組長制度に倣い「寮長」を置くことにした。 

また、入居される高齢者の方々が要介護状態になっ 

た時のことを考えて、介助を受けることを前提に身障 

者用のトイレ、浴室を別途つくり、全館ユニバーサル 

デザインとした。こちらは来客も使うし、またイザと 

いうときは共有スペースをボランティアの活動拠点と 

する（震災ではボランティアの方々の宿所確保に実に 

苦労した）ので、最初から使い込んでいく必要があ 

る。入居者が70代から80代の方々で占められるこ 

とを考えれば、10年先には軽度の要介護状態になる 

可能性が十分あるし、その時に「この住宅では要介護 

状態に対応できないから老人ホームに入らざるを得な 

い」という事態に対し、ギリギリまで踏ん張れるよう 

にと考えた。ゆえにヘルパーさんの事務室も玄関わき 

に作っておいた。 

ら要介護老人を入居させたらどうだろうということで 

ある。調べてみたら、今回の震災で単独世帯となって 

いる老人二人世帯が18世帯、また身障者の方は188 

人もいることが分かった。 

よって最初の入居世帯の内訳は、要支援の方がいる 

老々介護世帯を2世帯、身障者の方を2世帯入れて 

始めることにした。従って最初からヘルパーさんに 

来てもらうし、身障者用の共用トイレも浴室も使うこ 

とにした。私はかねがね、老々介護の片方が亡くなっ 

て老人単独世帯になったとき、一人暮らしの不安や不 

自由さゆえ老人ホームの需要が増えるとしたら、見守 

り体制だけでも整えておけば住み慣れた自宅での生活 

を維持できると考え、集落のヤングオールドの方々に 

よる声掛け訪問部隊「NPO法人ライフネットそうま」 

の支援に努めてきた。相馬井戸S長屋は、寮長さん 

を中心に長屋の中でこの考えを毎日実行するものであ 

る。 

毎日の生活自体を共同作業にして、寮長さん中心に 

一日一日の日課をこなし、さらに週間予定、月間予 

定、年間行事を入居者どうしが協力して実行できるよ 

うに、市役所がお手伝いしようと考えている。 

三月末に完成予定の長屋第一棟は、世界的な石油化 

学メ一カーであるダウ•ケミカル社から寄贈いただい 

た。相馬市の公共建築物のルールであるソーラーシス 

テムを備えた、しかし外観は相馬藩の城下町を連想さ 

せるようクラシックな風情である。同社のご厚意に拙 

稿から改めて感謝を申し上げるとともに、しっかりと 

した復興をもってお応えしたい。 

この考え方で入居者を選定し、10年後の入居者の 

身体的衰えに対応する運営方法を今から企画するため 

に、若い30代40代職員からなるプロジェクトチ一 

ムを編成してシミュレーションを始めてみた。震災対 

応は実は息の長い話で、10年後のみならず、20年先、 

30年先という予測も必要だから。 

シミュレーションの途中でチームに新しい考えが浮 

かんだ。10年先に要介護状態の人が出た時の、見守 

り助け合いの仕方をいちいち想像するよりも、最初か 
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3月1日（木) 

みんなで仲良く交流を柚木高齢者等サボ一卜センターオープン 

3月1日、高齢者などが気軽に交流することのできる高齢者等サポート 

センターが柚木仮設住宅北側にオープンし、仮設住宅の入居者ら約40名が 

集まリ開所式が行われました。 

3月2日（金) 3月2日（金) 

相馬井戸瑞長屋建設を支援 

台湾赤十字 
笑顔で交流ふれあい会食会 

中華民国紅十字会（台湾赤十字）が高齢者向け 

災害公営住宅の「相馬井戸#長屋」に財政支援を 

したいと3月2曰、相馬市役所を訪れました。 

陳長文会長は「長屋の建設を支援したい。被災 

した方が早く入居できるよう祈っている」とあい 

さつしました。 

市社会福祉協議会主催の「ふれあい会食会」は 

3月2日、総合福祉センターで開かれ、65歳以上 

のひとり暮らしのお年寄り約100名が出席しまし 

た。 
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3月11日（日） 

震災から一年報徳庵オープンやフォーラム開催はらがま朝市クラブ 

iwiilipii 

讓 ^ 
た灰 — 

NP〇法人はらがま朝市クラブ（高橋永真理事 

長）は、魚介類など原材料を県外から仕入れ、 

相馬での加工•販売をスター卜。復興へ向けた 

一歩を踏み出しました。 

3月11日、販売の拠点となる「相馬報徳庵」 

の開設セレモニーを開きました。 

中村塚田の仮設店舗内のレストラン•直売所 

「相馬報徳庵」と尾浜の水産加工施設とあわせ、 

セレモニーを行い、「相馬報徳庵」では、高橋理 

事長や立谷市長がテープカツ卜で新たな門出を 

祝いました。 

94 

同じくこの日、相馬はらがま朝市クラブは、 

相馬水産加工復光フォーラムをはまなす館で開 

催しました。 

はらがま朝市を支援してきた7市町の首長 

や代表者などが一堂に会し、ノ \°ネルデイスカツ 

シヨンを展開。作家の石川好さんをコーデイ 

ネーターに、相馬の水産加工の復興をいかに手 

助けするかが話し合われました。 



3月11日（日） 

復興への誓い新たに市東日本大震災追悼式 

東日本大震災の発生から1年 

を迎えた3月11日、スポーツ 

アリ一ナそうまで犠牲者を悼む 

相馬市東日本大震災追悼式が開 

催されました。 

市が主催し、遺族ら約720 

人が参列しました。 

政府主催の追悼式がスクリ一 

ンで中継されるなか、震災の犠 

牲者を悼み黙とうがささげられ 

ました。 

遺族を代表して、父親の目黒賢弘さん（40)を津波で亡くした目黒紹さん 

(11)が「突然の震災で父を亡くしましたが、ぼくは将来、最期までみんな 

のために働いた父のように、強くて優しい大人になリたいと思っています」 

とお別れの言葉を述べました。 

続いて、松川浦観光振興グループ代表の小野芳征さんが地域を代表して復 

興への誓いを述べたあと、参列者らがつぎつぎと壇に向かって献花し、犠牲 

者の冥福を祈りました。 
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3月12日（月） 

国連本部でこの一年に世界中から寄せられた支援に感謝 

3月12日、ニューヨークの国連本部で立谷市長 

は、震災以降に世界中から寄せられた支援に対し 

感謝を述べました。 

東日本大震災後の相馬市を題材にした舞台 

rHIKOBAEjの上演に先立ち登壇。 

立谷市長は、各国の外交官や国連職員ら約150 

人を前に英語であいさつ。 

相馬市へこれまで寄せられた世界中からの支援 

への感謝を述べ、今後一丸となって復興に取り組 

む決意を表明し、弓Iき続き支援をお願いしました。 

I wish to express mv sincerest gratitude 

to the people all over the world 

who have shown compassion to Soma City 

and extended their heartfelt support 

since the events of March 11th last year. 

It would be futile to curse heaven or blame 

others; 

just believing in the future has helped us to 

endure and survive. 

When our peaceful way of life was suddenly 

shattered, 

we came to know the true meaning of 

happiness for the first time. 

Now 

the simple kindness of our neighbors and 

the significance of people's care for us can 

really be felt. 

If we can achieve reconstruction, 

the heart of the new Soma City will be filled 

with affection. 

This story is the prologue. 

We would like to thank Mr.Shioya,executive 

producer, 

his beautiful actors and crew,and every one 

of you in the audience today who came to 

see and feel the heart of the people of Soma. 

Mayor Hidekiyo TACHIYA 

住民に避難を呼びかける消防団員•栄治（t 

公演後、観客と握手を交わす出演者（右) 
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相馬市への 

平成 2 3年 3月 1 1 日〜平成 2 4年 3月 1 1 日 

〇相馬市災害義援金 

•ふるさと寄附金（フォロアーチームへの寄附金を含む） 

〇相馬市震災孤児等支援金 

〇相馬市教育復興子育て基金 

〇支援物資等 

お寄せいただいた災害義援金は、被災した方への生活支援金、自立 

支援金や仮設住宅入居支度金などとして配分するほか、緊急避難時の 

備えのために活用しています。 

各支援金•基金につきましては、お寄せいただいた皆様のお気持ち 

を尊重したうえで、目的のために活用しています。 

お寄せいただいた支援物資は、避難所などで配布するほか、「緊急性」、 

「必要性」、「公平性」、「公益性」の原則のもとに災害対策本部で検討し、 

被災した方に配布しています。 

今後とも相馬市の復興に向け、皆様の温かいご支援をよろしくお願 

いいたします。 

(敬称は省略させていただきます） 
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相馬市災害義援金 

受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 

3/14 菅 美 紀 子 3/23 ワタナベシゲヒロ 3/28 ウラノサトシ 

3/15 ダウケミカル株式会社 3/23 ノジリノリコ 3/28 モ リ ヨ ウ コ 

3/15 
(株）池野産業 3/23 中 島 厚 子 3/28 才オコシアツシ 

3/15 
代表取締役池野広志 3/23 トキヤマジュンコ 3/28 クボサワルミコ 

3/15 
アマコウ海運株式会社 3/23 ツキアナヨシヒロ 3/28 タテオ力リョウコ 

3/15 
代表取締役桝田幸雄 3/24 スズキエイコ 3/28 オガタシジュウロウ 

3/17 武 野 温 恭 3/24 ヤマダヨシコ 3 28 ヤマザキマサヨシ 

3/17 
山形県小国町 3/24 ヤマカワクニオ 3/28 シガケン才才ツシナンゴ 

3/17 
(小国町長小野精一） 3/24 マエダケンサク 3/28 米沢市議会 

3/17 山形県小国町議会 3/24 コダマヒロユキ 3/28 ヤマグチオサム 

3/18 裾野市 3/24 アライ 3/28 鹿 嶋 常 博 

3/18 本 田 修 平 3/24 ララ 3/28 オオアミシラサトマチクチヨウ力 
3/18 綿 田 久 子 3/24 スギノヒデシ 3/28 タガヤジュンコ 

3/21 涌 井 邦 浩 3/24 タニダハジメ 3/28 ソウマシギエンキンアベタ 
3/21 足立区課長会•係長会 3/24 ストウヨウコ 3/28 株式会社三星化学工業 

3/14 
新沼•北小泉部落一同 3/24 フカイユウコ 3/28 イズミヤタケヒコ 

3/14 
(中村中部一区） 3/24 菅 原 幸 三 3/28 コイケ卜モヤ 

3/20 范夫妻 3/24 田中みち子 3/28 相 楽 勇 

3/22 
株式会社大場設備 3/24 遠 藤 政 弘 3/28 イズミヤタケシロウ 

3/22 
(代表取締役大場康彦） 3/24 高 松 克 江 3 28 畑 智 恵 子 

3/22 足•!/•区部課長会 3/24 力マグチカホリ 3/28 サカモトサチコ 

3/22 ハクゾウメディカル 3/24 ユウキサダハル 3/28 ハセガワケイコ 

3/22 デンロコ一ポレ一ション 3/24 中 村 哲 男 3/28 豊岡市 

3/23 匿名 3/25 流山市議会議員団 
3/28 

青梅市民のみなさま 

3/23 飯 田 由 美 子 3/25 流山市議会 
3/28 

(代表安部里恵） 

3/23 
株式会社ワールドサマール 3/25 本 田 修 平 3/28 篠（青梅市民） 

3/23 
(佐藤勝三） 3/24 コウモトユキコ 3/28 吉 田 め ぐ み 

3/23 真岡市役所職員一同 3/24 青 木 達 之 3/28 吉 田 さ や か 

3/1フ タケナカヒサコ 3/24 イトウアキコキョウコ 3 28 AGスクェア豊川店従業員一同 
3/17 アィワコウギョウ 3/24 オガワシゲコ 3/28 恒 松 昭 次 

3/22 ヨコサワユウキチショウゴ 3/24 モチツ"キヒロアキケイコ 3/28 福島県区画整理協会藁谷伸一 
3/22 サトウチカコ 3/24 ヨシダトシアキ 3/28 ササキユウスケ 

3/22 タカギアキコ 3/24 力ワグチカズマサ 3/28 イシイイズミ 

3/22 力タヤマアキヒト 3/24 匿名 3/28 モ リ ヨ シ オ 

3/22 ホンママサヨ 3/25 ワダツネカズ 3/28 才ヌキススム 
3/22 ナ カ ノ ミ サ 3/25 エスリジャパン株式会社 3 28 ハタヨシコ 
3/22 シンメイマサヤ 3/25 サイタマケンカワゴエシイマ 3/28 カワシマチハル 

3/22 才才タツヨシ 3/25 才オサワキヨミ 3/28 コシロケイコ 
3/22 タカハシリュウタロウ 3/25 鹿 野 文 雄 3/28 才 ノ ユ キ コ 

3/22 タカヤナギチヒロ 3/25 フツコウヲネガツテ 3/28 ナカジマカズノリタケコ 
3/22 アベリュウヤ 3/25 シンジヨウシコウツウシドウ 3 28 阿 部 正 一 

3/22 ミズノユミコ 3/25 メイジモリモトセ、ミ 3/28 才才ヒサミツヒロ 

3/22 トミトリケイジュ 3/25 ナカミナトクミコ 3/28 トウキョウムサシノライオンズ 
3/22 力トウマサュキ 3/25 イトウナツエ 3/28 ササキツカサ 

3/22 ディエゴ•ドノソ 3/25 イイムラリエ 3/29 ミゾグチケンタロウ 

3/22 酒 井 巖 3/25 ワタナベヒロエ 3/29 ゴイノヒカリ 

3/22 ソウキカクセツケイ 3/25 ナカヤマケイゴ 3/29 サカグチショウタ 

3/22 ヤナギサワショウネンケンドウ 3/25 株式会社エスタ 3 29 株式会社ヤマナカシャツ 

3/22 ヤマザキセツコ 3/25 マツナミノリコ 3/29 ホウトクドウケンシユイマイ 
3/22 久 保 田 謙 三 3/25 吉岡町役場総務課有志一同 3/29 オオグロカオリ 

3/22 エンドウヒロシテイコ 3/25 カナザワマサノリ 3/29 イワタミツヨ 

3/22 ナリタミチコ 3/25 有限会社クサノデンキケイソウ 3/29 ミチミトモエイ 
3/22 タカスユウコ 3/25 コウヤナギタカシシガケ 3/29 カトリタツオ 

3/22 
医療法人産婦人科茅原クリニツ 3 25 ミヤザキタケシ 3/29 ソウマギエンキン 

3/22 ク理事長茅原保 3/25 ホリイマコト 3/29 ムナカタマサアキ 

3/22 コンドウヒロアキ 3/25 財団法人福島県市町村振興協会 3/29 山 中 絹 子 

3/22 マツウラアキヒコ 
3/26 

聖陵会職員及び職員 3/29 山 中 奈 々 

3/22 オリエンタルモーター株式会社 3/26 及び関係者一同 3/29 袖ヶ浦市農業委員会 

3/23 ソウマケンイチ 3/26 巨人軍鈴木尚広 3/29 マツミヤトモコ 
3/23 カネコシノブ 3/26 筑西市下館小学校 3/29 ハンダヤスヒロ 

3/23 匿名 3/26 及 川 節 子 3/29 株式会社コスモネツト 

3/23 ワタナベジュンイチ 3/26 金田一美和子 3/29 ウイルソンナオコ 

3/23 ミウラヨウコ 3/28 サイトウサチコ 3/29 ユ）シキコーポレーション 

3/23 ミヤモトシュンスケ 3/28 S O U M A S H I G 1 E N K I N 
3/29 

自民党東京都足立区第27 

3/23 ソフトボイス 3/28 ヤマグチユカ 
3/29 

支部支部長古性重則 

3/23 株式会社三陽 3/28 ルケツテイカオリ 3/29 足立区部課長会 

3/23 ドイヒロシ 3/28 キムラカズシ 3/29 足立区議会 

3/23 カワセアキノリ 3/28 カワムラマナブ 3/29 鈴 木 営 子 

3/23 オ才ムラュウヤ 3/28 カメノ ノボル 3/29 浅草革エ戻（玉田眞ニ郎） 

3/23 シラ卜ジュン 3/28 イシカワヒロエ 3/29 桜川市職員互助会 

3/23 大 森 秀 雄 3/28 ドウミツカツヒコ 3/29 鹿島印刷所 

3/23 アマノヤスヒサ 3/28 カンノミチオ 3/29 渡 部 龍 範 幸 子 

3/23 ワダキヨミ 3/28 アラキマナブ 3/29 カマダダイスケ 

3/23 オオヤノリユキ 3/28 タケバヤシヒロオ 3/29 フシミヨシノリ 

3/23 シバノユキエ 3/28 河 内 明 夫 3/29 力ワカミヒデヒト 

3/23 今 野 洋 美 3/28 トヤ才ヒロシ 3/29 スズキチホコ 

3/23 今市報徳社社長平野博 3/28 オクマナナミ 3/29 アサヌマシュウ 

3/23 クリバヤシケンイチ 3/28 シミズ 3/29 オガワカツェ 

3/23 ワタナベマサトシ 3/28 ハヤシリョウ 3/29 ワタナベカツェ 

3/23 ハガヒロコ 3/28 タカノ ノリコ 3/29 ハ タ ミ ホ コ 

受付曰 寄附者 

3/30 力ワクボコウヘイ 

3/30 菊池みゆき 

3/30 エンドウシゲヒコ 
3/30 タカヤナギトモヒロ 

3/30 ナカソネヤスタカ 

3/30 タカオ力マコト 
3/30 フジタサチコ 

3/30 モリヤヨシタカ 

3/30 オオバアヤ 

3/30 ホソヤセイキ株式会社 

3/30 キタバヤシシンイチ 

3/30 ナカヤトシコ 

3/30 力ワクボマサミチ 

3/30 ヶラミツコ 

3/30 トミヤマカナ 

3/30 ウエマツレイコ 
3/30 ミズオチキヨシ 

3/30 斉 藤 英 樹 

3/29 八 巻 光 子 

3/30 カワバタノボル 

3/30 小諸市 

3/30 森 田 照 明 泰 子 

3/30 千葉県流山市 

3/30 流山市特別職一同 

3/30 流山市役所課長会 

3/30 流山rfi役所部長会 

3/18 ニシゴオリトキコ 
3/24 小田原市議会 

3/31 山 本 島 子 

3/31 カ卜ウヨシコ 
3/31 サカモトマサトシ 

3/31 斉 藤 隆 夫 

3/31 シユ卜コウデンキメンテナンス 
3/31 流山市 

3/31 モリヨウイチ 

3/31 株式会社ア_フアクトリー 

3/31 生 出 早 苗 

3/31 岸 本 紀 昭 

3/31 マエダタカコ 

3/31 ヤマダキヨコ 

3/31 タカハシマサノリ 

3/31 トウキヨウフクシマケンジン 

3/31 神奈川県藤沢市 

3/31 横手市 

3/31 吉 田 千 枝 

3/31 力スガヨシアキ 

3/31 エノモトアツコ 
3/31 カワサキエリ 

3/31 ツカダアツコ 

3/31 力）タテノセイサクシヨ 

3/31 株式会社A D E K A 

3/31 ゴトウュウコ 

3/31 日本共産党中央委員会 

3/31 タダミナエ 

3/31 株式会社ニホンメディカルプロ 
3/31 江 幡 千 恵 子 

3/31 タナカミチコ 
3/31 木 田 賞 

3/31 チヨウフシリツジンダイチユ 
3/31 コイワヨウヘイ 
3/31 オオニシカズヨ 
3/31 ガイコクソウキン 

3/31 アユセヒロコ 
3/31 畠 山 悦 郎 

3/31 スズキヒロツグ 

3/31 志 賀 幸 子 

3/31 山 都 町 長 甲 斐 利 幸 

3/31 鐘 江 く に 江 

3/31 匿名 
札幌ラーメンどさんこ大 

将 持 舘 弘 道 

3/31 福島綜合警備保障 

3/31 門馬ハルミ 
3/31 バジョウカイケンシブ 

3/31 ソウマシギエンキンヨシダマサヒロ 
3/31 大坪克也 

3/31 ニノミヤホウトクカイ 

3/31 モトブジュンコ 

3/31 相 良 知 章 

3/31 アツ"マトシオ 
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相馬市災害義援金 

受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 

3/31 ア ラ イ ワ オ 4/4 サ ナ ダ ト オ ル 4/8 コスモ精機株式会社 4/13 サナダャスハル 

3/31 タ ジ マ タ ミ コ 4/4 ナ ガ タ マ ド 力 4/8 匿名希望者 4/13 アソコウイチ 

4/1 オ オ タ ナ ホ コ 4/4 ミ ウ ラ ヨ シ エ 4/8 夫 戸 昇 照 子 4/13 キノシタタカコ 

4/1 ウエノトモヒロ 4/4 タ ナ カ タ ツ ヨ 4/8 中川源美 4/13 大樹町役場三役 

4/1 ソウマシギエンキンサノマサ 4/4 タ ナ カ タ ッ ヨ 4/8 秋 山 健 一 4/13 大樹町民からの義援金 

4/1 オ ダ マ サ コ 4/4 ウ チ ダ フ ミ コ 4/8 Sandora Donoso 4/13 大樹町農業委員会委員懇話会 

4/1 林 郷 子 4/4 ニノミヤチクウシシユべツホウ 4/8 ん馬会 4/13 大樹町議会議貝会 

4/1 オ グ ラ テ ル ヨ シ 4/5 ハママツケンイチ 4/8 真如苑 4/13 大樹町役場管理職会 

4/1 オ ガ タ ヒ デ オ 4/5 マ ツ ム ラ オ サ ム 4/8 荒 川 淳 綾 乃 裕 4/13 大樹町立病院医局会 

4/1 ソウマシギェンキンヨコヤマ 4/5 イシイシゲノリ 4/9 紺 野 広 一 4/13 大樹町職員一同 

4/1 イコマダイスケ 4/5 イ シ ヤ マ エ イ コ 4/9 津 藤 潔 4/13 オクャアマミツル 

4/1 渡 辺 剛 4/5 モ ト キ レ イ コ 4/9 殿 畑 典 弘 4/13 ナカニシヨウスケ 

4/1 斉 藤 純 子 4/5 ワタナベユキヒデ 4/9 二宮ありの会 4/13 片 原 永 貢 子 

4/1 斉 藤 一 喜 4/5 ク ラ タ マ サ ル 4/9 永 久 保 延 ニ 4/13 山 田 宏 亨 

4/1 斉 藤 ミ ド リ 4/5 タ カ イ マ モ ル 4/10 佐 藤 慶 ー 4/13 小田原おでん有志の会 

4/1 ウエノサイキチ 4/5 コウライキヨウタ 4/10 鈴 木 勝 也 4/13 輪島市（全国市長会経由） 

4/1 イ ケ ダ キ イ チ 4/5 ギエンキンヨサコイトウカイ卜 4/10 井 口 満 宏 4/13 北斗市（全国市長会経由） 

4/1 ミヤサカシンジ 4/5 ミナミダテヨシノリレイコ 4/10 アトリエさんく 4/13 タカハシヨシヒロ 

4/1 モトヤマリヨウスケ 4/5 サケマルイレブンダイヒヨ 4/10 釘貫、毛利 4/13 根 本 俊 明 

4/1 モ リ タ ヨ ウ イ チ 4/5 ア ン ド ウ チ ハ ル 4/10 木 下 ひ と み 4/13 スイサントシキヨウギカイ 

4/1 サ ト ウ カ ネ 4/5 力.アルフサ一ビス 4/10 高 橋 博 4/13 タカツカノリオ 

4/1 カ ン ノ ヤ ス コ 
4/5 

井本商運（株） 
代表取締役社長井本隆之 

4/10 小田原市 4/13 サ カ イ ウ メ コ 

4/1 マ ツ ダ ウ ニ 
4/5 

井本商運（株） 
代表取締役社長井本隆之 4/10 日光清風塾 4/14 タテ才力ミカコ 

4/1 アキニアワマサュキ 4/5 酒 井 悦 子 4/8 イ マ ダ ト シ ア キ 4/14 紺 野 浩 ー 

4/1 ヨコヤマカズモリ 4/5 西 郷 和 夫 4/8 イシヤマアキコ 4/14 高 橋 甲 

4/1 イ ア マ フ ク ユ キ 4/5 寺 田 文 夫 4/8 ハセガワシゲミホ力3メイ 4/14 ム ラ タ タ カ コ 

4/1 ヤマカワヒデカズ 4/5 ア 才 キ ナ オ 卜 4/8 クリヤマジュン 4/14 スミダコーポレーション株式会社 

4/1 ヤ ス カ ワ シ マ 
4/5 

財団法人 
福島民報厚生文化事業団 

4/8 国土交通省道路局総務課 4/14 カマタシヨウレイ 

4/1 ワラガイタダシ 
4/5 

財団法人 
福島民報厚生文化事業団 4/8 ヨ シ イ サ チ コ 4/14 SHA0REN G0U 

4/1 匿名 4/6 ハ タ ケ イ コ 4/11 サ ト ウ マ サ コ 4/14 オオサクユタカ 

4/2 立 谷 泰 久 4/6 壮瞥町 4/11 全国友の会中央部 4/14 サ ワ ム ラ キ ヨ ミ 

4/2 野ロ =枝子 4/6 ホウトクダイコノカイダイ 4/11 卜べワタル 4/14 才力ムラヒロユキ 

4/2 高 橋 ユ リ 子 
4/6 

はあと•デザイン建築事 

務 所 綿 谷 裕 明 

4/11 シンカイマサアキ 
4/14 

吉野石膏株式会社 
代表取締役須藤永一郎 

4/2 (株）リゾン 
4/6 

はあと•デザイン建築事 

務 所 綿 谷 裕 明 4/11 マ ツ シ タ ヨ ウ ジ 
4/14 

吉野石膏株式会社 
代表取締役須藤永一郎 

4/2 奥多摩町選挙管理委員会 
4/6 

レインボータウンエフエム放 
送（株）リスナ 同 

4/11 ホ リ ナ 力 ク ミ 4/14 相馬商事株式会社 

4/2 加 藤 直 樹 
4/6 

レインボータウンエフエム放 
送（株）リスナ 同 4/11 テ ル ヤ ヨ ウ コ 4/14 イナガキシオリ 

4/2 山 久 保 美 佐 子 陽 希 4/6 株 式 会 社 タ ク マ 4/11 ス ギ モ リ ト シ オ 4/14 ャギヌマヒデ才 

4/2 
足立区東渕江小学校 

P T A 会 長 中 村 範 男 

4/6 米子プリント社難波収 4/11 石 山 祐 一 朗 4/14 瀧 澤 功 光 子 
4/2 

足立区東渕江小学校 

P T A 会 長 中 村 範 男 4/6 福 村 建 設 福 村 徹 4/11 ソウマシゲュキ 4/14 藤 田 明 

4/2 大 井 博 之 
4/6 

ホスピタウウン 
医療法人真誠会小田貢 

4/11 ホンダムネハル 4/14 沖 見 智 子 

4/3 山本裕紀、直美、千陽 
4/6 

ホスピタウウン 
医療法人真誠会小田貢 4/11 昭和電工株式会社 

4/14 
中 塚 智 子 
(故山ロ道然御会葬の皆様） 

4/3 信濃BT認定農業者協議会 4/6 門 馬 ハ ル ミ 4/11 ヒ キ チ ュ ウ コ 
4/14 

中 塚 智 子 
(故山ロ道然御会葬の皆様） 

4/3 門 馬 宏 和 4/6 ミサワセンキョカンリイインカ 4/11 タカハシタツヤ 4/15 十津川村 

4/1 テラシマアキラ 4/6 ROBERT A GREENBERG MD 4/11 テラ才力フアシリテイーズ 4/15 裾野市 

4/1 ナガオヤキタホウリツジムシヨ 4/6 MOREL BRUNO 4/11 シブサワチアキ 4/15 イ ド 卜 シ ノ リ 

4/1 コ オ リ シ ン ジ 4/6 カ ネ ダ ヨ シ ノ 4/11 福島民友愛の事業団 4/15 クサノヨシヒサ 

4/1 マ ス ナ ガ ミ ツ コ 4/6 イシツカメグミ 4/11 持 舘 孝 幸 4/15 力）メイセイシャインイチド 

4/1 ア ラ ア キ ヒ ロ 4/6 カナザワクミツウラミナミ 4/11 齊 藤 正 次 4/15 力 ア イ セ イ ジ 

4/1 タカハシミミコ 4/6 タ カ ハ シ チ ア キ 4/11 粕 谷 利 子 4/15 茂木町議会一同 

4/1 チェンライ日本人会 4/6 ナカムライツチユウ41ネンド 4/11 宍 戸 重 雄 4/15 茂木町職員一同 

4/4 佐 藤 寿 一 4/6 ナ カ タ サ ナ エ 4/11 佐 藤 純 4/15 岡山の桃太郎 

4/4 イシワタヒロユキ 4/6 タカハシヒロシ 4/11 佐 藤 藤 清 4/15 佐 々 木 正 良 

4/4 キシシタキヨウコ 4/7 相馬あしがら尊徳の会 4/11 トールペイントアグノリア田中 4/15 志 賀 隆 雄 

4/4 サ サ キ ナ ツ ミ 4/7 ソウマシサイガイギエンキン 4/11 斉 藤 史 子 4/16 東京都健康長寿医療センター 

4/4 ソウマシギェンキン才才ワタ 4/7 メグロジュンイチ 4/11 山 川 正 博 4/16 大 木 美 保 子 

4/4 ソウマシギエンキンサトウ 4/7 ミズモトヒデカツ 4/11 鈴 木 亜 聖 4/16 中 島 哲 史 

4/4 タ ジ リ ア ュ ミ 4/7 ア マ ノ シ ノ ブ 4/11 中島ス卜ア 4/17 匿名 

4/4 ア オ キ ト シ ア キ 4/7 ミナミノタカシ 4/11 (株）フォーラムエイト有志一同 4/17 ビーズバザール 

4/4 ギフノイケダシュウイチ 4/7 シマダマサヒロ 4/11 伊 藤 裕 ニ 4/17 高 橋 洋 ー 

4/4 サ ト ウ ヒ サ コ 4/7 カ ン ノ シ ズ コ 4/11 流山市原新田青年会 4/17 木 下 ひ と み 

4/4 サ ト ウ ュ ウ コ 4/7 ヨネモトユミコ 4/11 流山市役所建設技術協会 4/17 オフィスさんく後藤謙次 

4/4 ハギハラジェイソン 4/7 ユ）ケイアンドエム.トレイテ 4/11 三六法G会 4/15 シオザキナミエ 

4/4 タ ダ マ チ コ 4/7 金 原 成 圭 • 戻 子 4/11 イ ガ ラ シ キ ミ コ ク ミ 4/15 シラオタニマキコ 

4/4 サ キ ケ ン 4/7 奥 村 秀 哉 4/11 ア ベ ノ ブ ュ キ 4/15 才オヌマアサコ 

4/4 力シワミドリライオンズクラブ 4/7 A D E K A 労 働 組 合 4/12 フルオヤミツヒロ 4/18 力）コウシンセイコウジヨロ 

4/4 タカサキカズヨシ 4/7 テスコ株式会社 4/12 モ リ テ ツ ヤ 4/18 カワシマテツペイ 

4/4 ス ギ フ ミ ヒ コ 4/7 瀬戸屋敷ひなまつり実行委員会 4/12 スギモトマサヒロ 4/18 ゲロシシヨウボウダンチヨ 

4/4 サ ト ウ カ ズ ヒ コ 4/7 スガワラセンタ 4/12 エンドウミツノリ 4/18 カネコジュンイチ 

4/4 ローモンドカントリークラブ 4/7 シノハラセイジ 4/12 イツチユウ41ネンソツサ卜ウ 4/18 オ オ ニ シ ュ ウ ャ 

4/4 モ リ サ ツ キ 4/7 テ ラ ダ シ ゲ 卜 4/12 力）カナイサンギヨウ 4/18 ワ タ ナ ベ ケ イ 

4/4 半 沢 隆 4/8 萩 原 知 章 4/12 ミ ウ ラ ヨ ウ コ 4/18 モリヨシハルナカムラダイイ 

4/4 静岡県裾野市今里共有会 4/8 エビハラノブカズ 4/12 初 代 栃 東 志 賀 駿 男 4/18 モリタエコチバケンフナハ 

4/4 静岡県裾野市久根区 4/8 ナカイエダイシン 4/12 松 本 文 和 4/18 アキモトナオトシ 

4/4 
静岡県裾野市 
平成15年度西地区区長会 

4/8 ぽ 澤 美 由 紀 4/12 富双電気（株）オーナー佐藤博 4/18 曰光市 
4/4 

静岡県裾野市 
平成15年度西地区区長会 4/8 力ワグチユキオ 4/12 Z0RAN RAJK0VIC 4/18 (有）アラン 

4/4 静岡県裾野市民芸衆団奏鳴曲 4/8 ユ）ア才キシヨウテン 4/12 ヨコス力ヨシエ 4/18 飯 野 由 美 子 

4/4 
静岡県裾野市漂良財産区管理 
者 裾 野 市 長 大 橋 俊 ニ 

4/8 イトウュキコ 4/13 ヨシムラシンゴ 4/18 株式会社シー•エス•シー 
4/4 

静岡県裾野市漂良財産区管理 
者 裾 野 市 長 大 橋 俊 ニ 4/7 MARCEしO PIG し IAPOCO 4/13 ク ド ウ セ イ イ チ 4/18 (株）シー•エス.シー社員一同 

4/4 静岡県裾野市潔良地区区長会 4/8 有限会社嵯哦コーポレーション 4/13 カネミネミノル 4/18 荒 井 ニ 郎 

4/4 裾野市議会親睦会 4/8 橋 本 茂 代 4/13 フ ク ダ ヨ ウ コ 4/18 下郷町 
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受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 
4/18 ケンビヤ（力 4/22 涌 井 邦 浩 
4/18 シブヤキミヨシ 4/22 鈴 木 営 子 
4/18 ワタナベヒデコ 4/22 ほっともっと沖ノ内店 
4/18 カワダスミエ 4/22 匿名 
4/19 フジワラユウイチ 4/23 裾野市富岡地区区長会 
4/19 龍ヶ崎市 4/23 裾野市富岡地区富岡連合商店会 
4/19 キクィリヨシコ 4/23 N P O法人地球再生計画 
4/19 第一法規株式会社 4/24 西 井 英 恵 
4/19 サトウトシヒロ 4/24 伊 藤 洋 史 
4/19 コタニ ノリユキ 4/25 ワダツネカズ 
4/19 ヒライ 4/25 タチヤアズサ 
4/19 ソウマユウスケ 4/25 カクノブユキ 
4/19 ミヤムラヒデヒラ 4/25 タケザワカツヒコ 
4/18 サイトウサチコ 4/25 バ バ ミ チ エ 
4/18 エイバヤシサチコ 4/25 石 山 祐 一 朗 

4/19 特別養護老人ホーム北上の郷 4/25 タグチケイコ 
4/19 江 頭 れ い 4/25 沖繙ダイビング協同組合 
4/19 キャンベルジヨン 4/25 浅 野 大 輔 
4/19 フルカワクニコ 

4/25 
キンセイマテック株式会 

4/19 ハルタセイロウ 
4/25 

社 社 員
_

同 

4/19 タカオ力トシカズ 4/25 山和建設株式会社 
4/19 ヨコタマサコ 4/22 株式会社ナガホリ 
4/20 ヨシダケイスケ 4/25 オ オ バ ア ヤ 
4/20 共英製鋼株式会社 4/25 モリタダイスケ 
4/20 匠サポートサービス株式会社 4/25 寺 島 弘 樹 
4/20 匿名 4/25 オーレンヴイル市（フランス） 
4/20 長谷川稔事務所 4/25 モリタレイスケ 
4/20 成松 4/25 フシミカ才リ 
4/20 ィィヴカサェコ 4/25 チリタェコ 
4/21 株式会社ジェィェスピー 4/26 ババレイコ 
4/21 シブヤキミヨシ 4/26 イトウアキコ 
4/21 株式会社プロメディア 4/26 スズキマナェ 
4/21 市川運送市川次彦 4/26 ワカマツリェ 
4/21 原 田 ヒ ロ シ 4/26 ハシモトキミコ 
4/21 菊 地 光 男 4/26 ニ シ マ サ オ 
4/21 柳下商事 4/26 オダ力ジユク 
4/21 加 賀 重 三 4/26 アイサワカオリ 
4/21 斉 藤 稔 4/26 シークラブシェア 

4/21 松 岡 敬 之 
4/26 

有限会社オオタ設備 
4/21 ア才キクニヒロ 

4/26 
代表取締役太田弘ー 

4/21 スズキアズサ 4/26 小国町民謡研究会 
4/21 本 山 三 知 代 4/26 テヅカ卜モコ 
4/21 アルヤマアイ 4/26 シシドマサテル 
4/21 星 野 雅 夫 4/27 株式会社シンコウ 
4/21 東京都教職員組合足立支部 4/27 本 間 美 奈 子 
4/21 野 辺 陽 子 4/27 大 森 優 
4/21 清 水 戻 雄 4/27 小 林 義 治 
4/21 野 澤 キ ヨ 子 4/27 森 田 ェ リ 子 

4/21 
家庭倫理の会足立区 
会長櫻井春子 

4/27 
有限会社明星 
相馬グランドホール 

4/21 
社団法人日本善行会 4/27 新日本婦人の会中央本部 4/21 
東足都足立支部 4/27 足立区西荒井西町会 

4/21 
足立区子育てアドバィザ一連 
絡会会長掛川秀子 4/27 

美保姿きもの学院 
代 表 取 締 役 三 浦 淳 ー 

4/21 坂 田 道 夫 4/27 足立区議会議員白石正輝 
4/21 鈴 木 恒 年 4/27 石 原 朋 弘 
4/21 複 本 清 太 郎 

4/27 
富岡市商店街連合会、富岡市商 

4/21 佐 久 間 俊 一 4/27 店街サービス事業協同組合 

4/21 
株式会社建匠 4/27 中村フミ 

4/21 
代表取締役塚越伸博 (株）I H Iエアロスペース 

4/21 
芝園開発株式会社 
代表取締役海老沼孝ニ 

4/27 「はやぶさ回収カプセル帰還 
成功」功労表彰被表彰者一同 

4/21 田中榮ー 4/27 パアトナアチバデグチ 
4/21 梅田上町睦会長渋谷哲彦 4/27 ハンダツトム 

4/21 
足立区硬式野球連盟 4/27 モリヤヨシタカ 

4/21 
代表飯塚克己 4/27 長野県小諸市 

4/21 
東和四丁目自治会 4/27 株式会社I H I 

4/21 
会長村越鍾ニ 4/28 半 田 勝 利 

4/21 
株式会社似鳥工務店 4/28 松 本 暁 洋 

4/21 
協力会グループN T S 4/28 岡 田 三 枝 子 

4/21 
ミハタ電設株式会社 4/28 周 田 早 織 

4/21 
代表取締役畠山久夫 4/28 流山市農業委員会 

4/21 下 田 尚 保 4/6 SIPILA J0RMA 
4/21 杉 本 義 昭 3/31 L0MBARD0 ANT0NELL0 
4/21 満 車 会 会 長 小 林 満 4/29 横 山 理 恵 
4/21 ニツコウシヒラガサキチヨウシ 4/29 伊那市 
4/22 米 本 和 弘 4/30 内 野 邦 康 

4/22 田 代 清 
4/30 

財団法人道路開発振興 
4/22 鈴 木 聡 

4/30 セ ン タ 一 有 志
_

同 

4/22 酸 河 友 香 4/30 古 川 洋 

相馬市災害義援金 

受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 
4/30 西 尾 佳 久 5/11 全国地域人権運動総連合 
5/1 team-G surf代表有山勇大 5/11 ムネムフヨウイチ 
5/1 渡 辺 英 夫 5/12 サトウヒロユキ 
5/2 斉 藤 利 恵 5/12 川 口 幸 恵 
5/2 木下 5/12 佐 藤 貞 雄 
5/2 岸 田 雅 子 5/12 多米裕太郎、西田周平 
5/2 井 上 君 江 5/12 雁 畑 康 男 
5/2 池 田 久 夫 • 裕 子 5/12 桜川市区長会連合会 
5/2 島 田 靖 孝 5/12 ヒライソカツミ 
5/2 杉 山 竹 生 5/12 タカアラトシカツ 
5/2 長 谷 川 久 美 5/13 マツモトミドリ 
5/2 J EW巳し 5/13 ヒキチユウコ 
5/2 播 磨 敬 和 5/13 ホシノマサオ 
5/2 狩 野 千 枝 子 5/13 一 條 知 康 

5/2 テラダキハチロウ 5/13 全国議会議長会 
5/2 イワイマサュキ 5/13 斎 藤 俊 美 
5/2 シイキヒロシ 5/13 社会福祉法人富岳会職員一同 
5/2 ウエノトモヒロ 5/13 株式会社フジヤマリゾート 
5/2 ホンマノブュキ 5/13 医療法人聖陵会 
5/2 流山市 5/16 ヘアーデザインビームス 

5/2 七尾市（全国市長会経由） 5/16 鳴 尾 美 佐 子 
5/2 カワモトジュンコ 5/16 古 川 順 子 
5/2 ムラヤマサトミ 5/16 山 雄 健 次 
5/2 ナカジマヒロマサ 5/16 荒 義 明 
5/2 ミヤヤマヒロシ 5/16 タダノキョウコ 
5/3 株式会社モード 5/16 フルヤママサアキ 
5/3 中 村 光 一 

5/16 
7ツモトキヨシホールディングス株式会 

5/3 松 村 一 夫 5/16 社ェムケイ東日本販売 

5/4 匿名 5/16 シバヤマリョウコ 
5/4 四 本 松 健 5/16 ミツイヒロスケ 
5/4 山 形 洋 子 

5/17 
かずさスタイル推進協議会 

5/4 株式会社嶋田建設 
5/17 

会長石川のりひさ 

5/4 有 賀 し の ぶ 5/17 長 島 静 枝 • 増 田 光 世 
5/4 小 関 正 志 5/17 市 川 弘 _ 市 川 孝 子 
5/4 閻魔堂 5/17 稲城市理事者部長会•課長協議会 
5/4 渡 辺 ひ ろ み 

5/17 
テスコ株式会社 

5/6 東 海 林 和 夫 
5/17 代表取締役会長高橋久治 

5/6 森 谷 京 子 5/17 フルカワクニコ 
5/6 大阪あすなろ会 5/17 ワタナベヒロノリ 
5/6 上 中 克 範 5/17 足立ケアコミュニティそよ風 
5/6 三不一之 5/17 千住中央懇話会会長鈴木秀夫 
5/6 谷 元 新 治 5/17 鈴 木 秀 夫 
5/6 渡 部 貴 洋 5/17 株式会社サンべルクス 
5/6 吉 田 雅 子 

5/17 
株式会社サンべルクス 

5/6 門 馬 仁 
5/17 

従業員•来客者のみなさま 

5/6 ヨシダマュミ 5/17 株式会社花徳 
5/6 株式会社大沢事務所 5/17 株式会社花徳従業員一同 
5/6 カマイシケイコ 5/17 伊 藤 敢 
5/6 株式会社シコクフオーム 5/17 S Cクラブ 
5/6 タダルミコ 5/17 J >葦の会代表田ロ芳子 
5/7 曰高とよ子 5/17 高 場 芳 枝 
5/7 福 井 剛 5/17 広 井 久 子 
5/7 沼 田 美 紀 5/17 トラマツユウシ 
5/7 キクチマサノリ 5/18 D O S A I N 〇 
5/7 スギムラタカオ 5/18 田 中 徳 郎 
5/8 四 本 松 秀 5/18 平 野 茂 
5/9 アイタヒカル 5/18 サイトウサチコ 
5/9 ウスイミサト 5/18 オ ノ タ ケ シ 
5/9 アビコぜンイチロウ 5/19 ミズ才チサトシ 
5/9 封 馬 晃 5/19 越河駅前盆踊り実行委員会 
5/9 福 原 進 5/20 石 山 祐 一 朗 

5/9 広 部 尚 武 5/20 サツポロテイネBAGDADS 

5/9 島 義 重 
5/20 

有限会社マインドホープ 

5/9 加 藤 祐 輔 
5/20 

佐 々 木 幹 夫 

5/9 加 藤 弘 5/20 酒匂区自治会会長川瀬正揚 
5/9 日本橋の人形町有志一同 5/20 村 田 秀 美 
5/10 本 郷 光 一 5/20 多摩美装興業株式会社 
5/10 サンギヨウブンカフエステイ 5/20 キツタキミヒト 
5/10 力トウイクエ 5/23 タチヤシンタロウ 
5/10 ARTHUR AND Y0RIK0 MARSHALL 5/23 三 浦 海 士 
5/11 ノハタヒロ 5/23 s t u d i o i D e y多聞記江 

5/11 タカハシマコト 
5/23 

草津市草津学区民生委員児 
5/11 マスダアヤコナカムライツチ 5/23 

童委員協議会中村陽子 

5/11 オ チ ミ エ 5/23 吉 浜 昭 夫 
5/11 力スガヨシュキ 5/24 安 野 東 生 
5/11 チバイチカワシヨウボ23 5/24 旬 菜 ェ 戻 大 喜 安 原 純 
5/11 スズキエイコ 5/24 児 玉 迅 
5/11 林 玲 子 5/25 マツヤスシ 
5/11 門馬ハルミ 5/25 ェイチェ一ピ一 

5/11 ANTONIO GAL INDEZ MAR MINGO 5/25 セキネユウゴ 



相馬市災害義援金 

受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 

5/25 ホンマノブユキ 6/10 島 崎 貴 光 

5/25 ワダッネカズ 6/10 力スガヨシユキ 

5/25 フクシマナオコ 6/10 日本共産党中央委員会 

5/25 トリイケンイチ 6/13 サトウヒロユキ 

5/26 千木良よし子 6/13 ヒタチアプライアンス 

5/26 柴 譲 一 郎 6/14 ヒキチユウコ 

5/26 さくやま小児科クリニック 6/14 ソウマユウスケ 
5/26 株式会社ミズノマシナリー 6/14 ヨネダアキコ 

5/26 フぜキアキノブ 6/14 サトウヒデアキ 

5/26 サ卜ウヨシエ 6/14 畑 由 子 

5/26 タカハシマサノブ 6/15 ニシガキマユミ 

5/26 イトウァキコ 6/15 クニシゲ 

5/27 株式会社ぎょうせい 6/15 山 本 小 枝 子 

5/27 ワタナベマサトシ 6/16 扇 田 智 成 

5/27 キムラテルコ 6/16 濱 田 輝 夫 

5/27 ハ ヤ シ ケ イ コ 6/16 ホシノマサオ 

5/27 株式会社ァズノウァズ 6/16 ヨコヤマクニオ 

5/27 サカモトヒロコ 
6/16 

バヌアツ共和国の人々、バヌアツ日本人 

5/27 花 沢 悦 子 
6/16 会、日本バヌアツ親善協会 

5/27 ダイナミックゴルフ成田山ロスクール生一同 
6/16 

NPO法人日本バヌアツ親善 
5/28 教法寺佛教婦人会 

6/16 協会代表大数加蕃信 

5/28 西本願寺上川南組 6/17 裕 遊 会 代 表 山 内 裕 ニ 

5/28 教 法 寺 千 葉 考 史 6/17 斉 藤 元 宏 

5/28 山 本 直 美 6/17 笛 木 正 明 

5/28 福島県市議会議長会会長 6/18 大 和 孝 子 

5/30 モリヤヨシタカ 6/18 積和建設東東京株式会社 

5/30 イナガキヨシカズ 6/18 真 殿 珠 理 

5/30 ムラヤマサトミ 6/20 イシヤマユウイチロウ 
5/30 ァルバス写真ラボ 6/20 ワダツネカズ 

5/30 J T L祐 6/20 有限会社嵯蠖コーポレーション 

5/30 村田隆 6/21 白 石 健 ニ 

5/30 ス ガ ミ キ コ 
6/21 

マイルスÎ一ン総合法律事務 
5/30 トウキヨウカタバサミサンシカイ 

6/21 所弁護士児玉晃ー 

5/31 中 西 武 夫 6/21 落 合 源 三 

5/31 ミウラヨウコ 6/21 ミウラカズエ 

5/31 
プログレ震災チャリティ 6/21 イケべシンジ 

5/31 シルバーエレファント増田 6/21 ミヤギクマサン.力 

5/31 増 戸 美 幸 6/22 マ ツ イ ナ ミ 

6/1 村 田 秀 美 6/22 イケダタカアキ 

6/1 吾 妻 健 治 • 富 美 子 6/22 ハヤカワアケミ 

6/1 相馬電器商工組合 6/22 フルカワクニコ 
6/1 ロ一モンドカントリークラブ 6/22 関 場 愛 子 

6/1 シロタニマキコ 6/23 コバヤシシンイチ 

6/1 ゴ卜ウ卜オル 6/23 ワカヤマジヤンジヤンヨコ 
6/1 イコマダイスケ 6/23 株式会社中村印刷 

6/2 川 口 義 男 6/23 匿名 

6/2 鈴 木 英 之 6/24 麻生飯塚ゴルフ倶楽部 

6/2 ナカジマヒロマサ 6/24 脇 坂 秀 ニ 

6/2 イシカワァキラ 
6/27 

戸田市水道協同組合 

6/2 小料理屋彌次喜多 
6/27 

代 表 理 事 市 村 勉 

6/3 日本郵政募金会代表片野健一 
6/27 

渕江町会自治会連合会 

6/3 裾野市観光協会 
6/27 

会 長 澤 田 栄 介 

6/5 田 ロ 哲 郎 聡 子 
6/27 

有限会社かみや 

6/6 加 藤 克 彦 
6/27 代 表 取 締 役 佐 藤 慎 一 

6/6 藤田正高 
6/28 

居 酒 屋 志 布 志 

6/6 株式会社メイブルイングリッシュスクール 
6/28 オ ー ナ ー 別 迫 和 子 

6/6 小 柳 敏 弘 6/28 サ ト ウ ヨ シ エ 

6/6 佐 藤 あ い 子 6/28 ミヤモトアキコ 

6/6 栗 原 晃 広 6/28 イトウアキコ 

6/6 ワタナベタクヤ 6/28 ムラヤマサトミ 

6/6 フクロ ノブコ 6/28 スズキエイコ 
6/6 イヴチハルキ 6/28 ナカシマテルミ 

6/6 イナバクニヒコ 6/28 サイトウサチコ 

6/7 H E Y K O H 6/28 アラセキヨシアキ 

6/7 斉 藤 寛 6/28 社会福祉法人産経厚生文化事業団 

6/7 スズカワシヨウコ 
6/29 

ACT FOR JAPAN共催i)リヨン:]パ-卜 
6/7 トミトリケイジュ 

6/29 則定まリ•松江万里子 

6/8 本 郷 光 一 6/29 齋 藤 慎 太 郎 

6/8 五市パークゴルフ会会長檣木五市 6/29 桑 田 俊 一 

6/8 永 井 華 子 6/29 モリヤヨシタカ 

6/8 タナカヒロタロウ 
6/29 

株式会社ニック 
6/9 日本大学オンボロ歩兵隊隊員一同 

6/29 代表取締役社長松浦豊喜 

6/9 セイシンジヨガクイン 6/29 ナカミナトリエ 

6/10 高崎隆ニかごしま5 0人会 6/29 ソウマシサイガイギエンキン 
6/10 但 野 光 良 6/30 さくやま小児科クリニック 

6/10 
相馬民謡保存会支部連合 6/30 ケンビヤ株式会社 

6/10 
会 代 表 米 倉 昌 

6/30 
旭電設工業株式会社 

6/10 鈴 木 秀 志 
6/30 

代 表 取 締 役 八 卷 正 隆 

6/13 エ 藤 紀 子 7/1 カネ才力メグミ 

6/13 中村誠 7/1 草木染伝習所山崎樹彦 

受付曰 寄附者 

7/1 富岡甘楽危険物安全協会 

7/1 富岡市からの義援金 

7/1 コウノササ卜シ 

7/1 柴 田 昌 代 

7/2 荒 安 明 

7/2 吉 井 伸 ニ 

7/4 日光清風塾 

7/4 長岡巾土木部*^芯 

7/4 植 村 俊 広 

7/4 佐 藤 あ い 子 

7/4 ACT FOR JAPAN BE 松江 

7/5 ギエンキン 
7/5 ウノジュン 

7/6 ナカニシカオル 

7/7 井 上 尚 

7/7 本 郷 光 一 

7/8 内 山 直 哉 

7/8 田 仲 雅 彦 

7/7 タナカサオリ 

7/8 イザワノリコ 
7/8 学校法人鳥海学園弘道幼稚園 

7/8 梅田親睦会会長梅沢賢 

7/8 有限会社オートサービス足立 

7/8 高 島 義 雄 

7/8 金 子 嘉 雄 

7/8 足立区更生保護女性会会長瀬田貞子 
7/8 家庭倫理の会足立区会長櫻并春子 
7/8 K I T ク ラ ブ 2 1 

7/8 東京都教職員組合足立支部 

7/8 株式会社建匠ゴルフ会代表塚越伸博 

7/11 
有限会社アクト 
代 表 取 締 役 山 田 典 央 

7/11 奈良かよ子、高原初江 

7/11 相 馬 富 士 子 

7/11 カルピア美保 

7/11 _やまとダイニング 

7/11 待 井 正 司 

7/11 田ロ建設_ 

7/11 有限会社荒造園工業 

7/11 たちや動物病院 

7/11 ヒキチュウコ 
7/11 力スガヨシュキ 

7/12 荒 川 仁 

7/12 小 貫 隼 男 

7/13 
マイルストーン総合法律事務 
所 弁 護 士 児 玉 晃 一 

7/13 荒 ヨ リ 子 

7/14 中 村 民 子 

7/14 福島県社会保険労務士会 

7/14 エンドウトシオ 

7/14 カタハラエクコ 

7/14 ホシノマサオ 

7/14 目 黒 武 史 

7/14 オガタジュンイチ 

7/14 キタ才力ュウコ 

7/15 菊 地 昇 

7/15 トへ'ン化粧品入間サロン中根 
7/15 ニホンデンシケイサンキ株式会社 
7/16 加 藤 弘 

7/16 櫻田産業株式会社従業員 

7/18 大 橋 幸 雄 

7/18 水 本 真 弘 

7/19 高 木 敏 子 

7/19 植 西 美 紀 代 

7/19 河 辺 浩 幸 

7/19 鈴 木 幸 子 

7/20 郭 凌 主 席 

7/20 ナカツカツシゲ 

7/20 サカモトヤクヒンコウギヨウ 
7/20 アラキナオミ 

7/20 イシグロタケシ 

7/20 ワダツネカズ 

7/20 サ ト ウ カ ズ オ 

7/21 島 田 靖 孝 

7/21 局棍照S 
7/22 フルトマサト 

7/22 シロタニマキコ 
7/22 ォ オ バ ア ヤ 

7/22 大洲ゴルフ協会理事正木洋一 
7/22 スズキエイコ 

受付曰 寄附者 

7/22 菅 原 節 子 

7/22 
静岡県立湖西高等学校 
trラ:/fィア部顧問杉本尚子 

7/22 田 中 千 鶴 子 

7/22 流山市 

7/22 ソウマユウスケ 
7/25 飯 田 洋 

7/25 スズウラコウサク 
7/25 アオキヒロユキ 

7/25 タブチセツコ 
7/26 木つころの会 
7/26 江 村 康 成 

7/27 サ卜ウヨシエ 

7/27 イトウアキコ 
7/27 フルカワクニコ 
7/27 仏生山デイトレネクス卜 

7/28 山 下 輝 美 朗 

7/28 ケアサボートふれんず 

7/29 
相馬市立大野小学校 
児童会• J RC委員会 

7/29 アサノトモヤ 

7/29 サトウヒロユキ 

7/29 ナカニシカオル 

7/29 ニシガキマユミ 

7/29 タカツキタカシ 

7/29 さくやま小児科クリニック 

7/29 小児科加藤医院加藤直樹 

7/29 ツカダサトル 

7/29 株式会社福島工作所 

7/29 富岡市 

7/29 
富岡市商店街連合会会長春田究挂、 
富岡市商店街サービス事業協同組合理事 
長 丸 瀑 昭 

8/1 藤 木 俊 一 

8/2 ナカジマヒロマサ 

8/2 澤 田 章 

8/2 吉 武 顕 ニ 

8/3 大 川 融 子 

8/4 真 壁 珠 理 

8/4 田 淵 生 子 

8/4 堀中モンティ倫子 

8/4 フクシマケンシギカイギ 

8/4 モリヤヨシタカ 

8/5 齊 藤 真 弓 

8/5 早 田 洋 平 

8/8 野 本 裕 ニ 

8/8 田ロ建設（株） 

8/8 揖斐川町立おじま幼稚 

8/8 全国報徳研究市町村協議 

8/8 オ オ バ ア ヤ 

8/9 ヘアデザインビームス 

8/10 弁 護 士 児 玉 晃 ー 

8/16 大 西 徹 也 

8/19 本 郷 光 一 

8/19 荒 孝 道 

8/19 橋 本 正 直 

8/22 モンマミエコ 
8/22 サトウヒロユキ 

8/22 力スガヨシユキ 

8/22 ヒキチユウコ 
8/22 モ リ ジ ロ ウ 

8/22 ナカイノブヒロ 

8/22 ソウマユウスケ 
8/22 イシグロタケシ 

8/22 フクロ ノブコ 

8/22 フルカワクニコ 

8/22 ナカコウジアツミ 

8/22 アラキメグミ 

8/22 ホシノマサオ 

8/22 タブチセツコ 
8/22 ワダツネカズ 

8/23 サトウトオル 

8/23 ワタナベアキコ 

8/25 テルヤヨウコ 
8/25 ワタナベタカヒサ 

8/25 サトウヨシエ 

8/26 イトウアキコ 

8/26 イオハラエツコ 
8/29 力ワイマサノリ 

8/30 モリヤヨシタカ 

8/30 川 口 幸 恵 
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相 馬 市 災 害 義 援 金 

受付曰 寄 附 者 受付曰 寄 附 者 受付曰 寄 附 者 寄 附 者 
8/30 麻 生 飯 塚 ゴ ル フ 倶 楽 部 

10/13 
足 立 区 合 唱 連 盟 

理 事 長 田 ロ 芳 子 

12/9 ス ガ ミ キ コ 2/2 フ ル カ ワ ヒ ロ シ 
8/30 ア 才 ヌ マ ヤ ス ヒ ロ 

10/13 
足 立 区 合 唱 連 盟 

理 事 長 田 ロ 芳 子 12/9 イ 卜 ウ ヨ シ ミ 2/3 澤 田 章 
8/31 さくやま小児科クリニック 10/14 足 立 区 立 古 千 谷 小 学 校 P 

12/10 
社 団 法 人 高 根 愛 郷 会 

理 事 長 勝 又 孝 志 

2/6 齋 藤 元 宏 
8/31 イ ト ウ カ オ ル 10/14 ア ム ト ラ ッ ク 

12/10 
社 団 法 人 高 根 愛 郷 会 

理 事 長 勝 又 孝 志 2/6 エ 藤 紀 子 
9/1 キ ム フ カ ズ シ 10/14 ス ズ キ ェ イ コ 12/12 財団法人福島民友愛の事業団 2/7 マ ド ノ ジ ュ リ 
9/1 甘 美 玲 

10/14 
M E G M I P R〇 J E C T 
K I M O N O G I R しS 

12/12 社 団 法 人 谷 田 川 報 徳 社 2/8 ヨ コ タ ナ オ キ 
9/5 ト ク 匕 ） ア ジ ア ア リ ガ ト 

10/14 
M E G M I P R〇 J E C T 
K I M O N O G I R しS 12/13 田 ロ 建 設 株 式 会 社 2/9 足 立 風 ま つ り 実 行 委 員 会 

9/6 タ イ キ チ ヨ ウ ミ ン 10/17 フクロ ノブコ 12/13 ウ メ ダ ユ キ オ 
2/9 

足 立 区 青 少 年 委 員 会 会 

長 北 島 一 弘 9/9 サ ト ウ ヒ ロ ユ キ 10/17 ヨシ才力チヨウチヨウイシセ 12/13 ヤ マ グ チ イ チ コ 
2/9 

足 立 区 青 少 年 委 員 会 会 

長 北 島 一 弘 

9/9 力 ス ガ ヨ シ ユ キ 10/18 フ ル カ ワ ク ニ コ 12/14 マ ド ノ ジ ュ リ 
2/9 

あだちサークルフェア201丨実行委員会 
委員長林太一 9/12 県 央 ス イ ミ ン グ ス ク ー ル 10/19 飯 塚 重 良 12/14 ス ズ キ エ イ コ 

2/9 
あだちサークルフェア201丨実行委員会 
委員長林太一 

9/12 ヤ マ モ ト タ ツ ヤ 10/20 カ ワ タ シ ゲ ル 12/15 カワムラガクエンジヨシダイガク 
2/9 

社団法人全日本不動産協会 

東京都本部城東第1支部 9/12 サ イ ト ウ サ チ コ 10/24 堀 田 敏 之 12/19 ニッケイケンザイコウギヨウ 
2/9 

社団法人全日本不動産協会 

東京都本部城東第1支部 

9/12 ヨ コ ヤ マ カ ズ モ リ 10/25 タ イ キ チ ヨ ウ ミ ン 12/19 ソ ウ マ ユ ウ ス ケ 
2/9 

足 立 区 東 和 住 区 セ ン タ ー 

青 荘 年 部 ダ ン ス 部 9/12 ユ ） マ イ ン ズ ブ ル ー 10/25 サ ト ウ ヨ シ ェ 12/20 ナガレヤマシシル/《一ジンザイ 
2/9 

足 立 区 東 和 住 区 セ ン タ ー 

青 荘 年 部 ダ ン ス 部 
9/13 ヒ キ チ ユ ウ コ 10/26 弁 護 士 児 玉 晃 一 12/20 コウノスダイジチカイカイ 2/10 シュウ）ホッケシュウシュウム 
9/14 田 ロ 建 設 （ 株 ） 10/26 ィ ト ウ ア キ コ 12/21 齋 藤 元 宏 2/10 弁 護 士 児 玉 晃 一 
9/14 (株）太田屋グルメ宅配 10/26 ケイェイシーコオリヤマソロバ 12/21 中 山 宏 子 2/13 サ ト ウ ヒ • ュ キ 
9/16 池 芳 章 10/27 八 巻 政 幸 12/21 ( 株 )霧立山地 •ごかせ農園 2/15 オ オ バ ア ヤ 
9/16 ホ シ ノ マ サ オ 10/27 群 馬 県 富 岡 市 民 

12/21 
有 限 會 社 源 興 業 

代 表 取 締 役 佐 藤 毅 

2/15 フ ル カ ワ ク ニ コ 
9/16 ス ズ キ ェ イ コ 10/27 群 馬 県 富 岡 市 民 

12/21 
有 限 會 社 源 興 業 

代 表 取 締 役 佐 藤 毅 2/15 才 才 ヒ サ ュ タ カ 
9/16 フ ル カ ワ ク ニ コ 10/27 田 内 伸 ニ 12/21 弁 護 士 児 玉 晃 一 2/15 ホ シ ノ マ サ オ 
9/20 ナ リ タ シ ミ チ ノ ク カ イ 10/27 龍 光 寺 12/22 ミ ウ ラ ヨ ウ コ 2/15 ミ ウ ラ ヨ ウ コ 
9/21 澤 田 章 10/27 モ リ ャ ヨ シ タ カ 12/22 サ ト ウ ヨ シ エ 2/15 中 山 治 子 
9/21 下 浦 成 芳 10/31 真 殿 珠 理 12/22 力 ） ニ ッ ク 

2/15 
社団法人日本フォークダンス連盟 
静岡県支部レクダンス部 9/21 山 田 晶 子 10/31 齋 藤 慎 太 郎 12/22 イ シ グ ロ タ ケ シ 

2/15 
社団法人日本フォークダンス連盟 
静岡県支部レクダンス部 

9/21 モ リ ヤ ヨ シ タ カ 10/31 シ ブ サ ワ ヒ ロ ミ ツ 12/24 コ ス モ 精 機 株 式 会 社 2/20 イ シ グ ロ タ ケ シ 
9/22 タ ブ チ セ ツ コ 10/31 イ シ グ ロ タ ケ シ 12/26 足 立 区 N P 〇 団 体 有 志 一 同 2/20 菊 川 市 消 防 署 
9/22 ミ ウ フ ヨ ウ コ 10/31 飯 塚 商 工 会 議 所 女 性 会 12/26 熊 坂 牧 子 2/21 ナ カ ジ マ サ ト ミ 
9/22 バ シ ヨ ウ カ イ ケ イ ヒ ン シ 11/1 さくら市氏家パークゴルフ五市会一同 12/26 イ ト ウ ア キ コ 2/21 早 川 朱 美 
9/22 オ オ タ ユ キ ェ 

11/1 
流山市コミニュティスポーツリーダー会 

中部地区代表戸田威男 
12/26 エ バ ラ カ ヨ コ 2/21 ナ カ ニ シ ケ イ コ 

9/22 ソ ウ マ ユ ウ ス ケ 
11/1 

流山市コミニュティスポーツリーダー会 

中部地区代表戸田威男 
12/26 ウメダドオリチヨウカイ 2/21 ソ ウ マ ユ ウ ス ケ 

9/22 サ ト ウ ヨ シ ェ 11/1 イツパンシャダンホウジン 12/26 フ ル カ ワ ク ニ コ 2/22 フ 才 一 フ ユ 一 ジ ヨ ン （ 力 
9/26 イ ト ウ ア キ コ 11/1 モ リ ジ ロ ウ 12/26 モ リ ヤ ヨ シ タ カ 2/22 オ ク ダ ュ カ 
9/26 イ シ グ ロ タ ケ シ 11/2 天 理 教 佐 野 原 大 教 会 12/26 モ リ ジ ロ ウ 2/22 影 山 洋 子 
9/26 ヨ シ ザ ワ ア キ コ ジ ム シ ヨ 11/2 ス ズ キ ュ ウ コ 12/26 ス ズ キ ハ ル ュ キ 2/24 イ ト ウ ア キ コ 
9/27 佐 藤 あ い 子 11/2 裾 野 市 商 工 会 12/26 匿名 2/24 サ ト ウ ヨ シ エ 
9/27 匿名 11/2 Lions Club Amorbach-MiItenberg 12/27 財団法人福島民報厚生文化事業団 2/27 持 舘 孝 幸 
9/28 キ モ ト カ ツ ヒ サ 11/4 中 島 憲 治 12/27 ハ タ ヨ シ ト モ 2/27 山 ロ 浩 官 
9/28 小 上 馬 和 宏 11/4 イ ワ オ ア キ ラ 12/28 澤 田 章 2/27 モ リ ヤ ヨ シ タ カ 
9/28 弁 護 士 児 玉 晃 一 11/7 コ ウ ノ ジ ュ ン 12/28 森 下 尚 吾 3/1 モ リ ジ ロ ウ 
9/29 さくやま小児科クリニック 

11/9 
八ヶ岳•清里フォークダンス 

フェスティバル実行委員会 
12/29 マ ッ 才 力 ュ タ カ 3/1 コ ウ ノ ジ ュ ン 

9/29 早 川 朱 美 
11/9 

八ヶ岳•清里フォークダンス 

フェスティバル実行委員会 1/4 畑 由 子 3/2 ヘ ア 力 ッ ト ュ ウ 
9/29 モ リ ジ ロ ウ 11/11 サ ト ウ ヒ ロ ュ キ 1/4 林 明 彦 3/2 市 川 運 送 市 川 次 彦 
9/29 タ カ ハ シ チ ア キ 11/11 力 ス ガ ヨ シ ュ キ 1/4 佐 藤 信 男 3/2 サ ン エ イ 株 式 会 社 
9/29 有 限 会 社 源 11/11 風 船 か ] ら の 会 晶 杉 良 1/4 市 川 運 送 市 川 次 彦 

3/5 
医療法人社団産科婦人科茅原クリニッ 
ク理事長茅原保 9/30 ジ ェ イ ェ イ ヤ ス ギ ソ ウ ム 11/14 ヒ ロ 理 容 室 小 俣 廣 子 1/4 イ ワ オ ア キ ラ 

3/5 
医療法人社団産科婦人科茅原クリニッ 
ク理事長茅原保 

9/30 少 女 合 唱 団 「 イ ト ロ 」 11/14 ホ シ ノ マ サ オ 1/4 ス マ ヒ ロ フ ミ 
3/6 

東 塩 田 商 工 振 興 会 会 長 

林 正 道 10/3 片 原 永 貢 子 11/14 ミ ウ ラ ヨ ウ コ 1/5 コ ウ ノ ジ ュ ン 
3/6 

東 塩 田 商 工 振 興 会 会 長 

林 正 道 
10/3 荒 井 ニ 郎 11/14 フルサトカイキシェンセンタ 1/5 タ カ シ マ ジ ュ ン コ 3/6 東 塩 田 商 工 振 興 会 女 性 部 
10/3 林 昭 子 11/14 コ バ ヤ シ ス ミ コ 1/10 力 ） イ ケ ノ サ ン ギ ヨ ウ 

3/6 
信 州 上 田 • 奈 良 尾 山 見 

晴 台 小 林 新 治 10/3 前 田 猛 11/15 フ ル カ ワ ク ニ コ 1/10 大 樹 町 民 
3/6 

信 州 上 田 • 奈 良 尾 山 見 

晴 台 小 林 新 治 
10/4 ス シ ハ ル 11/16 ナガレャマシミンゲイジュ 1/10 流 山 市 立 博 物 館 3/6 安 管 望 会 会 長 堀 内 光 信 
10/4 サ イ ト ウ ミ キ 

11/16 
ヤ マ モ 卜 ユ リ シ ェ ン コ ン 

サ ー ト （ 立 谷 正 男 ） 

1/11 サ 卜 ウ ヒ ロ ュ キ 3/6 弁 護 士 上 原 邦 彦 
10/5 • — モ ン ド カ ン ト リ ー ク 

11/16 
ヤ マ モ 卜 ユ リ シ ェ ン コ ン 

サ ー ト （ 立 谷 正 男 ） 1/11 力 ス ガ ヨ シ ュ キ 3/7 コ ヤ マ ノ リ オ 
10/6 才 オ ノ ヒ ロ ヒ サ カ ズ 11/17 ソ ウ マ ユ ウ ス ケ 1/11 ホ シ ノ マ サ オ 3/7 田 ロ 建 設 株 式 会 社 
10/6 岩 崎 明 子 11/17 ナ カ ジ マ フ ミ コ 1/11 タ ナ カ ヒ ロ タ ロ ウ 3/8 タ キ モ ト テ ル コ 
10/6 丹 野 賢 11/24 イ シ イ レ イ コ 1/12 ジ イ ー • エ ヌ エ ス （ 力 3/8 シ ズ メ ナ ミ コ 
10/6 保 坂 友 則 11/24 サ ト ウ カ ナ ェ 1/12 ニ シ ヤ マ タ ケ シ 3/9 シ ブ サ ワ ヒ ロ ミ ッ 
10/6 齋 藤 渉 11/24 メ ン ヤ ム サ シ 1/13 ユ ） ニ ン ジ ン 3/9 力 ス ガ ヨ シ ュ キ 
10/11 サ ト ウ ヒ ロ ユ キ 

11/25 
相 馬 市 童 謡 唱 歌 を 愛 す る 

会 代 表 荒 仁 

1/13 ミ ウ ラ ヨ ウ コ 3/9 ヨ コ ヤ マ ク ミ コ 
10/11 力 ス ガ ヨ シ ユ キ 

11/25 
相 馬 市 童 謡 唱 歌 を 愛 す る 

会 代 表 荒 仁 1/16 松 久 春 雄 3/9 サ サ ハ ラ ケ ン ジ 
10/11 イ シ ハ ラ タ ケ シ 11/25 今 野 大 樹 1/17 ナガレヤマシガッシヨウレン 3/9 カ ネ 才 力 メ グ ミ 
10/12 ヒ キ チ ユ ウ コ 11/28 濱 田 輝 夫 

1/17 
東北労働金庫相馬支店推進委 

員 会 推 進 委 員 長 立 花 康 稔 
10/12 

公 益 社 団 法 人 日 本 グ ラ 

ウ ン ド • ゴ ル フ 協 会 

11/25 サ 卜 ウ ヨ シ ェ 
1/17 

東北労働金庫相馬支店推進委 

員 会 推 進 委 員 長 立 花 康 稔 
10/12 

公 益 社 団 法 人 日 本 グ ラ 

ウ ン ド • ゴ ル フ 協 会 11/28 ニ イ ヴ マ マ サ オ 1/18 才 グ ラ ト モ ミ 

10/12 土 佐 経 済 同 友 会 11/28 イ ト ウ ア キ コ 1/18 ジヨウドシユウフクシマキヨ 

10/12 ミ ウ ラ ヨ ウ コ 11/28 ユ ） サ ン シ ー ル サ ノ 1/19 弁 護 士 児 玉 晃 一 

10/13 私 鉄 福 島 交 通 労 働 組 合 11/28 モ リ ャ ヨ シ タ カ 1/19 フ ル カ ワ ク ニ コ 

10/13 ホ シ ノ マ サ オ 11/28 フク）トヨコ•チヨウシャキヨウ 1/20 大 樹 町 民 

10/13 抹 式 会 社 ト ー テ ッ ク 11/30 モ リ ジ ロ ウ 1/23 イ シ グ ロ タ ケ シ 

10/13 
足 立 区 消 費 者 友 の 会 会 

長 瀧 野 静 江 

11/30 フ ジ イ ヨ シ マ サ 1/25 ム ラ ナ ガ タ カ コ 10/13 
足 立 区 消 費 者 友 の 会 会 

長 瀧 野 静 江 12/1 コ ウ ノ ジ ュ ン 1/26 イ ト ウ ア キ コ 

10/13 千 住 河 原 町 住 区 セ ン タ ー 12/2 ホ シ ノ マ サ オ 1/26 サ ト ウ ヨ シ エ 

10/13 おしやべLJサロン「さくら」 12/2 ' 睾 田 章 1/27 佐 野 茂 生 

10/13 東 京 足 立 少 年 少 女 合 唱 団 12/7 サ イ グ サ カ ズ ヒ ロ 1/27 モ リ ヤ ヨ シ タ カ 

10/13 海 田 通 町 会 12/7 弁 護 士 児 玉 晃 一 1/30 J ヽ 林 美 徳 

10/13 海 島 ニ 丁 目 東 町 会 12/8 ュ ） リ ュ ウ コ ウ シ ュ カ 1/31 ラスべ一トコウキヨウガク 

10/13 三 宅 足 立 会 会 長 池 田 金 好 12/9 サ ト ウ ヒ ロ ユ キ 1/31 モ リ ジ ロ ウ 

10/13 伊 興 若 宮 八 幡 宮 12/9 力 ス ガ ヨ シ ユ キ 2/1 コ ウ ノ ジ ュ ン 



ふるさと寄附金(フォロアーチームへの寄附金を含む） 

受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 受付曰 寄附者 

3/22 石 井 信 人 5/27 平 野 進 7/21 頃 英 世 11/1 寺 内 祥 人 

4/2 匿名希望 
5/27 

アルプス電気株式会社 

代 表 取 締 役 片 岡 政 隆 

7/22 豊頃町 11/4 門 馬 茂 

4/7 野 ロ 和 彦 
5/27 

アルプス電気株式会社 

代 表 取 締 役 片 岡 政 隆 7/22 団法人大日本水産会会長白須敏朗 10/31 天 野 忍 

4/7 高 橋 博 子 
5/23 

社 団 法 人 相 双 法 人 会 

会 長 熊 川 喜 八 郎 

7/23 匿名希望 10/31 ノノ くルティスホ一ルディングジャパン株式会社 

4/2 畑 田 実 
5/23 

社 団 法 人 相 双 法 人 会 

会 長 熊 川 喜 八 郎 7/25 後 藤 謙 次 11/12 置名希望 

4/7 菊 田 豊 5/24 小 峰 知 子 7/26 久 保 千 矢 
11/10 

ニ交会会長古土井光昭東北 
港湾空港会会長荘司喜博 

4/12 
三 協 商 事 株 式 会 社 代 表 取 

締 役 藤 平 繁 

5/24 小 峰 慎 太 郎 7/26 匿名希望 
11/10 

ニ交会会長古土井光昭東北 
港湾空港会会長荘司喜博 

4/12 
三 協 商 事 株 式 会 社 代 表 取 

締 役 藤 平 繁 5/17 藤 田 隆 男 7/27 匿名希望 11/17 匿名希望 

4/12 豊頃町 5/26 松 山 耕 三 7/27 田 中 康 彦 11/14 相 馬 智 

4/14 古 池 宏 他 計 4 6 名 6/2 匿名希望 7/27 蓋名希望 11/21 鈴木 一二 

4/12 大 津 漁 業 協 同 組 合 6/2 Honolulu Sunrise R C 7/2 匿名希望 11/17 豊頃町商工会まちづくり委頁会 

4/14 パスコ株式会社社員有志一同 6/8 前 田 和 平 7/31 匿名希望 11/18 塚 崎 俊 博 

4/14 福島県市長会会長瀬戸孝則 
6/9 

オリエンタルモーター株式会社 

代 表 取 締 役 社 長 倉 石 芳 雄 

8/3 匿名希望 11/17 竹 生 兼 男 

4/16 = 橋 耕 士 
6/9 

オリエンタルモーター株式会社 

代 表 取 締 役 社 長 倉 石 芳 雄 8/3 星 旦 ニ 11/28 匿名希望 

4/17 千 葉 県 山 武 市 6/9 河 内 政 美 
8/4 

株式会社日本理境認証機構(JACO)代 
表取締役取締役社長下井泰典 

11/27 佐 藤 秀 敏 

4/18 匿名希望 6/9 坂 巻 忠 志 
8/4 

株式会社日本理境認証機構(JACO)代 
表取締役取締役社長下井泰典 11/29 池 田 武 史 

4/18 
株 式 会 社 フ ロ ー ラ 代 表 取 

締 役 社 長 三 浦 進 
6/10 

株 式 会 社 光 電 製 作 所 代 表 

取 締 役 会 長 伊 藤 良 昌 
8/4 

相馬東高等学校同窓会東京支 

部 支 部 長 羽 根 田 種 子 

12/5 阿 部 明 子 

4/18 
株 式 会 社 フ ロ ー ラ 代 表 取 

締 役 社 長 三 浦 進 
6/10 

株 式 会 社 光 電 製 作 所 代 表 

取 締 役 会 長 伊 藤 良 昌 
8/4 

相馬東高等学校同窓会東京支 

部 支 部 長 羽 根 田 種 子 12/5 風 間 良 光 

4/18 匿名希望 6/10 アクティオグループ 8/8 福島県市長会会長瀬戸孝則 11/22 全国社会保険労務士会連合会 

4/18 匿名希望 6/10 匿名希望 

8/8 
福島県立相馬東高等学校同窓会東京支 
部東日本大震災義援金募金委員会 
事務局長大久保まさ子 

12/1 伊 藤 岳 伊 藤 由 紀 子 

4/14 下 山 田 裕 彦 6/10 株 式 会 社 光 電 製 作 所 8/8 
福島県立相馬東高等学校同窓会東京支 
部東日本大震災義援金募金委員会 
事務局長大久保まさ子 

12/7 下 嘉 孝 

4/14 長 谷 川 高 子 6/13 奥 墨 元 治 

8/8 
福島県立相馬東高等学校同窓会東京支 
部東日本大震災義援金募金委員会 
事務局長大久保まさ子 

12/9 福 田 勝 利 

4/1 福 島 県 市 町 村 振 興 協 会 
6/13 

ニッケン建設株式会社 

代 表 取 締 役 溝 上 西 ニ 

8/12 大 谷 寛 12/13 加 瀬 斌 朗 

4/20 菊 地 徹 夫 
6/13 

ニッケン建設株式会社 

代 表 取 締 役 溝 上 西 ニ 8/17 株式会社福島リビング新聞社 12/7 由 雄 裕 之 

4/20 
オリエンタルモータ株式会社 

従 業 員 代 表 高 橋 良 昌 

6/14 稲 久 8/17 広島リビング新聞社 11/30 齋 田 究 穂 

4/20 
オリエンタルモータ株式会社 

従 業 員 代 表 高 橋 良 昌 6/8 石 川 県 能 登 町 長 持 木 一 茂 8/17 静岡県裾野市 11/30 齋 田 量 穂 

4/20 村 上 紀 通 6/14 石川県珠洲市長泉谷満寿裕 8/18 全 日 本 磯 釣 連 盟 東 北 支 部 12/12 山 腰 憲 ー 

4/20 瀧 岡 雅 博 6/15 曹 洞 宗 宗 務 庁 8/18 高知県祷原町 12/15 松 崎 夏 女 

4/20 竹 内 洋 子 6/1 松 浦 岳 8/19 愛知県尾張旭市長谷ロ幸治 12/20 匿名希望 

4/20 知 念 ゆ き み 6/9 匿名希望 8/7 匿名希望 12/20 相 馬 隆 人 

4/21 旭 エ 商 新 谷 治 6/17 匿名希望 8/22 匿名希望 12/20 鈴 木 隆 夫 

4/21 渡 辺 政 巳 
6/17 

株 式 会 社 サ ン ノ ハ シ 

代 表 取 締 役 長 島 武 

8/19 社団法人曰本精神科病院協会 12/20 本 馬 貞 夫 

4/22 堺 英 世 
6/17 

株 式 会 社 サ ン ノ ハ シ 

代 表 取 締 役 長 島 武 9/1 相馬商工会議所会頭荒井宏美 
12/20 

社 団 法 人 日 本 心 身 医 学 会 

理 事 長 久 保 千 春 
4/17 堀 江 福 男 

6/17 
社 団 法 人 全 国 信 用 金 庫 協 

会 会 長 大 前 孝 治 

8/24 下 井 芳 之 
12/20 

社 団 法 人 日 本 心 身 医 学 会 

理 事 長 久 保 千 春 

4/17 = 浦 康 雄 
6/17 

社 団 法 人 全 国 信 用 金 庫 協 

会 会 長 大 前 孝 治 9/2 舞鶴市長 9/21 匿名希望 

4/25 林 幹 
6/20 

宗 教 法 人 念 法 眞 教 総 本 山 

小倉山金剛寺 

9/2 匿名希望 
12/29 

昭 栄 自 動 車 株 式 会 社 共 栄 

会 会 長 土 屋 輝 一 

4/26 
社 団 法 人 大 日 本 水 産 会 

会 長 白 須 敏 朗 

6/20 
宗 教 法 人 念 法 眞 教 総 本 山 

小倉山金剛寺 9/6 会津若松商工会議所女性会 
12/29 

昭 栄 自 動 車 株 式 会 社 共 栄 

会 会 長 土 屋 輝 一 

4/26 
社 団 法 人 大 日 本 水 産 会 

会 長 白 須 敏 朗 
6/21 

静 岡 バ ル 一 ン バ レ 一 ボ
_

ル 

有志一同 

9/6 相馬商工会議所女性会 1/16 匿名希望 

4/26 余 西 吉 巳 
6/21 

静 岡 バ ル 一 ン バ レ 一 ボ
_

ル 

有志一同 9/6 Astral Japan 1/25 池 田 武 史 

4/26 宮 崎 裕 市 
6/21 

静 岡 バ ル
_

ン バ レ 一 ボ 一 ル 

協 会 会 長 山 本 堅 ニ 
9/6 

東 京 福 島 県 人 浜 通 り 会 会 

長 馬 場 信 戻 

2/16 匿名希望 

4/26 匿名希望 
6/21 

静 岡 バ ル
_

ン バ レ 一 ボ 一 ル 

協 会 会 長 山 本 堅 ニ 
9/6 

東 京 福 島 県 人 浜 通 り 会 会 

長 馬 場 信 戻 2/23 門 馬 茂 

4/27 匿名希望 
6/21 

株式会社ガスセンター山本 

代 表 取 締 役 山 本 堅 ニ 

9/6 薬師寺 2/22 和 泉 陽 平 

4/27 匿名希望 
6/21 

株式会社ガスセンター山本 

代 表 取 締 役 山 本 堅 ニ 9/6 J E W E し 中 道 公 二 3/12 匿名希望 

4/26 匿名希望 6/22 堺 英 世 9/8 匿名希望 3/13 山 田 和 子 

4/28 匿名希望 6/2 匿名希望 9/9 加 藤 操 3/13 福島県市長会会長瀚戸孝則 

4/19 6/17 江 井 誠 9/9 旧1生活協同組合 3/22 佐 藤 信 ニ 

4/15 
株 式 会 社 I H I 代 表 取 締 役 

社 長 釜 和 明 

6/20 吉 野 光 子 9/10 社団法人湘南建設業組合 
3/27 

相馬ふれあい市民農園利用者 

協 議 会 会 長 田 代 俊 樹 4/15 
株 式 会 社 I H I 代 表 取 締 役 

社 長 釜 和 明 6/22 喜多方市 8/29 久 恒 仰 平 
3/27 

相馬ふれあい市民農園利用者 

協 議 会 会 長 田 代 俊 樹 

4/28 匿名希望 6/22 匿名希望 9/16 大 野 博 伸 12/13 加 瀬 照 代 

5/1 匿名希望 6/22 I H I生活協同組合 9/20 芝 大 神 宮 宮 司 勝 田 博 之 
3/28 

有 限 会 社 七 福 開 発 代 表 取 

締 役 小 林 究 則 
5/2 匿名希望 

6/23 
京 都 電 子 工 業 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 勝 木 謙 三 

9/15 伊 藤 忠 
3/28 

有 限 会 社 七 福 開 発 代 表 取 

締 役 小 林 究 則 

4/29 平 野 輝 重 
6/23 

京 都 電 子 工 業 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 勝 木 謙 三 9/20 茅 原 保 

4/29 佐 藤 政 男 6/21 株 式 会 社 日 本 香 堂 9/21 匿名希望 

5/6 横 川 祐 之 6/24 新 明 和 工 業 株 式 会 社 9/21 蓮 見 玲 子 

5/6 福島県市長会会長瀬戸孝則 6/25 匿名希望 
9/26 

下館夏まつリー〇〇円募金 

元気プロジェクト委員会 5/6 相 馬 原 釜 朝 市 元 気 市 場 6/22 福島県市長会会長瀬戸孝則 
9/26 

下館夏まつリー〇〇円募金 

元気プロジェクト委員会 

5/7 匿名希望 6/27 及 川 真 樹 
9/27 

北海道豊頃町建設業組合 

会 長 中 島 光 男 5/7 匿名希望 6/9 株式会社 K A T E K Y O グループ 
9/27 

北海道豊頃町建設業組合 

会 長 中 島 光 男 

5/5 大 迫 真 6/28 匿名希望 9/26 東 尾 修 

5/10 匿名希望 7/4 • 岡 町 議 会 9/29 I H I生活協同組合 

5/10 匿名希望 

7/1 
みなと新聞東日本大震災義援金ロ代 
表株式会社みなと山ロ合同新聞社代 
表取締役社長井上正明 

10/3 港親会 

5/13 匿名希望 7/1 
みなと新聞東日本大震災義援金ロ代 
表株式会社みなと山ロ合同新聞社代 
表取締役社長井上正明 

10/4 福島県市長会会長瀬戸孝則 

5/6 株 式 会 社 西 原 環 境 

7/1 
みなと新聞東日本大震災義援金ロ代 
表株式会社みなと山ロ合同新聞社代 
表取締役社長井上正明 

10/7 匿名希望 

5/10 山 田 和 子 7/3 中 村 敏 章 10/7 世界こども財団 

5/12 国 分 正 一 7/1 村 瀬 芳 昭 10/8 匿名希望 

5/14 匿名希望 7/7 I H I生活協同組合 10/20 株式会社島井組プラント 

5/17 
株 式 会 社 N S D 代 表 取 締 

役 社 長 今 城 義 和 

7/7 サウンドユニットあ{ん 10/24 匿名希望 
5/17 

株 式 会 社 N S D 代 表 取 締 

役 社 長 今 城 義 和 6/29 高 橋 宣 男 10/25 匿名希望 

5/17 匿名希望 7/1 山 田 由 紀 恵 11/1 匿名希望 

5/17 匿名希望 7/9 曰 野 康 昭 11/1 匿名希望 

5/18 北海道大樹町町長伏見悦夫 6/27 小 嶋 勲 11/1 匿名希望 

5/5 松 平 順 子 7/11 相双信用組合理事長庄子勇雄 11/1 落 合 武 志 

5/16 本 馬 貞 夫 
7/12 

シダックス株式会社代表 

取 締 役 社 長 志 太 勤 一 

11/1 匿名希望 

5/23 
株式会社レキオエナジー 

代 表 取 締 役 照 喜 名 悟 

7/12 
シダックス株式会社代表 

取 締 役 社 長 志 太 勤 一 11/1 匿名希望 
5/23 

株式会社レキオエナジー 

代 表 取 締 役 照 喜 名 悟 7/10 赤毛のアン募金 11/1 匿名希望 

5/22 堺 英 世 7/15 匿名希望 11/1 門 馬 マ サ 子 

5/19 
生活協同組合全国都市職員災害共済会 
会長(鹿児島市長)森博幸 

7/16 匿名希望 11/1 匿名希望 
5/19 

生活協同組合全国都市職員災害共済会 
会長(鹿児島市長)森博幸 7/19 匿名希望 11/1 匿名希望 

5/24 
愛 知 淑 徳 大 学 人 間 情 報 学 

部 講 師 石 丸 緑 

7/21 相 馬 文 宣 11/1 志 賀 聡 子 
5/24 

愛 知 淑 徳 大 学 人 間 情 報 学 

部 講 師 石 丸 緑 7/20 匿名希望 11/1 匿名希望 
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相馬市震災孤児等支援金（寄附額 1 0万円以上） 

e s p a c e 

『 陽 は 、 ま た 昇 る 』 プ ロ ジ ェ ク ト 萩 原 信 芳 

一 延 _ 林 — 裕 美 十 

A K T I Q N M I S S I O N U N D • E P R A H I し F E S I E F B A H N E. V . 

A L_A N _ S A し Z M A N 海 田 昭 彦 

B A B Y F A C E P 

巳 a r b a a H e n e m a n n 

COMPAGNIA TEATRALE ” INSTABILE" 

edding A k i e n g e s e 1 1 s c h a f t 

FUMIKO I SHI I 

H A P P Y S C I 巳 C 巳 H 〇 N G K O N G I M I T E D 

Honolulu Sunrise RC 

I N S E N S 巳 S . A q u a e r i a G a m b a r e 香港柔術 

I P S G 包 括 歯 科 医 療 研 究 会 稲 葉 繁 

J J - K A S A I 

JORDAN JAPAN ACADEMIC SOCIETY 

K* U n i t e d s J a z z N a 代 表 齋 藤 和 彦 

M F u D e M a r c o 

N E W Y O R K P H A R M A F O R U M 

N P O バ ラ エ テ ィ ク ラ ブ ジ ャ パ ン • 代 表 理 事 千 葉 祗 暉 

〜 卩 〇 法 人 _ 1 冊 の 会 会 長 大 槻 明 子 

N P O 法 人 長 寿 会 

N P O 法 人 ル ワ ン ダ の 教 育 を 考 え る 会 理 事 長 

K A M 巳 E M G A M A R I E し 〇 U I S E 

N P O 法 人 _ 湘 南 版 お た す け 隊 

〇 し S 〇 N し 〇 A N N E C A 

SANDRA D0N0S0 

S A Y A K A N E し S 〇 N 

Sumitomo (SHI)_Demag Plastics Machinery GmbH 

T h e N < t h w e s J a p a n e s e A s s o c i a t 

. h e R o t a C l u b 〇 A s c o 

T O P - U P建築事業團隊社員一同 

U I ぜ ン セ ン 同 盟 ニ ラ ク ユ ニ オ ン 組 合 員 一 同 

V E B R 〇 C K V O し.3 

V S L 協 会 代 表 取 締 役 藤 原 基 文 

W a 11 uku H ongwanj i M i ss i on 

ア ー テ ィ ス テ イ ツ ク ス マ イ ル - ク リ ニ ッ ク 院 長 小 川 康 子 

ア イ • テ イ • エ ル 株 式 会 社 代 表 取 締 役 林 昂 昂 

あ い お い ニ ッ セ イ 同 和 損 害 保 険 株 式 会 社 M S & A D 

ゆ に そ ん ス マ イ ル ク ラ ブ 代 表 取 締 役 鈴 木 久 仁 

ア才キミツヒロ 

アスノマツシマヲカンガル力 

ア ズ マ リ ツ コ 

アツコアカデミーフジノクニ 

ア ド フ ロ ン テ 代 表 取 締 役 木 村 _ 謙 吉 

あ ら き 産 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク — 院 長 荒 木 壮 

アリカンテ日本人会 

ア ン の お 針 箱 主 宰 大 辻 泰 子 

ア ン べ サ ト コ コ ド モ ガ 

イ ） シ ヤ ダ ン ユ ウ ワ カ イ ナ 

イ シ イ コ ウ イ チ 

ウ メ ツ シ ズ コ 

エアラインズクラブ 

ェ ム セ テ ッ ク 株 式 会 社 代 表 取 締 役 謝 勝 傑 

エ レ ガ ン ス ヨ シ ダ 

才一ェムツウシヨウ（力 

才 才 キ リ ヨ ウ ス ケ 

才 ガ サ ワ ラ ア キ コ 

オ ガ タ ミ キ ト 

オ キ シ 才 ケ イ コ 

オ ダ ワ ラ シ ヤ ク シ ヨ オ ダ ワ 

才 バ ナ ナ ツ コ 

オメルバニ一 • ア ン ド マ イ ヤ ー ズ 法 律 事 務 所 前 田 陽 司 

力 ） ア シ ユ ラ ン ソ ウ マ シ シ ン サ 

力 ） ス カ ラ べ ジ ャ パ ン 

力 ） フ ラ ワ ー ス マ イ ル プ ロ シ 

力）マチジクリハチノへ 

ガイコクソウキン 

ガイコクソウキン 

カ ケ ガ ワ 卜 モ フ ミ 

カ サ ハ ラ ツ ネ コ 

カ シ ム ラ タ ク 

カ タ 才 力 エ ミ 

カトリック大宮教会 

カ ル イ ザ ワ ゴ ル フ ク ラ ブ 

力 ワ イ キ ヨ シ 

キ ー ラ イ ム 通 信 ハ イ ン ズ の り , 

ギ エ ン キ ン ナ カ ジ マ ダ イ 

キ シ ダ サ キ コ 

キネツ卜キユジユウナナ 

キ ム ラ シ ゲ ル 

グ ル ー プ オ ブ ラ テ ン ア メ リ カ 

寄附者 

グループハナゴヨミイケ 

ク ル ム プ ア ン タ イ ジ ャ パ ン 椿 事 務 局 藤 田 等 

〈 ろ 松 ク ラ ブ 会 長 西 村 年 晴 

コ イ ン ラ ン ド リ ー デ ポ _ 神 立 東 店 代 表 宮 本 治 

コ ウ べ ヨ シ ロ ウ 

コクサイロータリーダイ2 7 5 

ゴ ラ ク カ ン マ ド グ チ ニ ン 

サ ガ ラ カ ヨ 

サ ト ウ テ ツ ヒ ロ 

サ ニ ー • サ イ ド _ ス カ ラ シ ッ プ 

サマシヤンテイ 

サ ン _ ク リ ニ ッ ク / ア イ ナ リ ー ホ ー ル 

サ ン キ ュ ー ク ラ ブ 第 1 0 期 会 長 ネ ト 裕 司 

サ ン サ ー ビ ス 株 式 会 社 — 代 表 取 締 役 矢 田 進 

シ ゲ タ ト ヨ コ 

シ チ ヤ ノ ハ ラ チ ェ コ 

シ ミ ズ キ ヨ コ 

ジム5 ミ チ 3 

ジャンボ .ノアグループ 

ジヨウノクリニック 

シ ル ビ ア フ ラ ワ ー デ ザ イ ン 群 馬 支 部 杉 山 _ 谷 津 • 多 賀 谷 

ス ガ ワ ラ ケ イ コ 

ス ガ ワ ラ テ イ コ 

ス ズ キ ミ エ コ 

ぜ オ ン グ ル ー プ 従 業 員 一 同 

セシリア募金 

そ つ ま カ ン ガ ル ー お ば さ ん 代 表 石 橋 正 子 

タイラリヨウコ 

ダ ウ ’ ケ ミ カ ル 日 本 株 式 会 社 取 締 役 事 業 開 発 部 本 部 長 矢 野 秀 樹 

ダウニホンソウマサイセイキキ 

タ カ ハ シ タ カ シ 

タカラヅカゴルフクラブ 

タ ケ ノ キ ヨ コ 

タ ケ ハ ラ ヒ デ キ 

タチバナフアミリーフエステイ 

タ ニ カ ワ エ ミ コ 

ダ ン デ ィ ー フ ォ ー イ シ マ ル 

ツ ノ カ ケ ジ ュ ン コ 

テ イ ン ク 株 式 会 社 代 表 取 締 役 久 保 井 清 

デ ビ ッ ト ゾ ぺ テ イ 

デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク K 他 

トクメイキボウ 

とどけ相馬へ〜チーム西新井大師 

卜 ミ シ マ リ エ 

ナ ガ タ ヒ ロ シ 

ナ カ ニ シ テ ル ユ キ 

ナカネセイチヤ（力 

ニツケイケンザイコウギヨウ 

ニツコウシミンカツドウシェン 

ネ パ ー ル 教 育 支 援 の 会 _ 小 田 原 事 務 所 代 表 松 本 章 

ノ 一 ス フ イ 一 ル ド ハ イ ス ク _ ル 

ハ ー ト フ ル オ ー ヤ オ オ マ ガ リ 

' 《 ス ク リ エ イ ト 株 式 会 社 _ 代 表 取 締 役 飯 原 崇 暁 

セ ガ ワ マ サ エ 

へ ネ ダ タ カ シ ノ ブ コ 

ハ バ キ ミ エ 

バ ラ の 会 — 代 表 村 上 悦 子 

ハ ル タ セ イ イ チ 

ヒ キ チ マ サ ノ リ 

ヒ ラ タ マ リ 

フオ一ザチルドレン 

ふ く 陶 戻 _ 福 田 実 代 子 

ふ じ き み お 

フ ジ イ ヨ シ マ サ 

フ ジ 才 力 ユ カ リ 

フ ヨ ウ サ キ ナ ビ ュ ー テ ィ ー ス ペ ー ス 相 馬 鈴 木 奈 美 

ブ ラ ギ ン ス キ 一 セ ） 

フ レ ン ズ 才 ブ ソ ウ マ キ ヤ サ 

ベ ラ リ _ 夏 実 ソ フ ィ ア 

ホウエイサンギヨウ（力 

ボーイスカウトトウキヨウネリ 

ボ ー イ ス カ ウ ト 川 崎 第 2 2 団 ボ ー イ 隊 一 同 _ 副 長 岩 本 紀 世 子 

マイバラシフクシマケンソウマ 

マ エ ダ キ ミ ヨ 

マ ツ ト ハ ウ ス モ ー タ 一 _ ス ポ ー ツ ク ラ ブ 代 表 杉 山 哲 

マ ル ヤ マ . カ ツ マ ル . マ ル ヤ 

み く り や 青 果 株 式 会 社 代 表 取 締 役 細 田 喜 代 司 

メキシコ政府外務省 

メキシコ大使館 
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寄附者 
メ グ レ _ ジ ャ パ ン 株 式 会 社 _ コ ン シ ュ ー マ ー グ ル ー プ 

も て ぎ 九 条 の 会 代 表 澤 村 康 男 

モ リ ハ マ ダ マ ツ モ ト ホ ウ リ ツ 

や え や ま 東 北 人 会 代 表 — 水 上 綾 子 

ヤ ノ カ ズ ヒ コ 

ヤ マ ジ ト モ ヒ サ 

ヤマトコウツウ（力 

ヤ マ モ 卜 ケ イ イ チ 

ラ イ リ ッ シ ュ オ カ リ ナ 連 盟 福 島 相 馬 支 部 支 部 長 只 野 _ 和 子 

ラ ハ 一 ル ヨ シ ダ ジ ュ ン コ 

リシュモン F & A ジ ャ パ ン 株 式 会 社 
ク ロ エ マ ー ケ テ ィ ン グ 本 部 長 國 料 一 成 

ル • ア ン ジ ュ 

- ル ス • ロ イ ス 社 社 長 リ チ ャ ー ド • ソ ー ン リ -

ワ セダダイ ガクグ リーク 

ワ タ ナ ベ エ ツ コ 

阿 部 ち ゆ り 

阿 部 泰 隆 

安 藤 園 枝 

安 倍 宏 行 

安 部 均 
安 良 一 美 

伊 崎 信 子 

伊 達 幸 司 

伊 東 哲 

伊 藤 時 子 

伊 藤 達 哉 

伊 藤 裕 幸 

医 療 法 人 レ ス ホ ア 一 ル 理 事 長 齋 勝 憲 康 

医 療 法 人 社 団 若 鮎 北 島 病 院 

医 療 法 人 社 団 — 若 鮎 理 事 長 北 島 清 彰 _ 

医 療 法 人 誠 育 会 理 事 長 杉 山 誠 治 

医 療 法 人 大 那 ’ 理 事 長 近 藤 _ 健 

医 療 法 人 愛 語 会 室 谷 醫 院 理 事 長 室 谷 民 雄 _ 

医 療 法 人 府 洲 会 介 護 老 人 保 健 施 設 ロ マ ン 理 事 長 別 府 亮 ー 

井 上 玄 之 

- 般 財 団 法 人 国 づ く り 人 づ く り 財 団 

一 般 社 団 法 人 G ジ ャ パ ン フ ロ ン テ ィ ア 協 会 理 事 長 廣 瀬 _ 一 美 

稲 城 市 コ ル フ 協 会 会 長 _ 神 田 _ 恵 介 

稲 城 市 災 害 防 止 協 会 会 長 奈 良 部 _ 義 彦 

稲城市職員有志一同 

茨 城 県 理 容 連 絡 協 議 会 会 長 高 橋 信 之 

宇多郷騎馬会 

永 戸 茂 久 

岡 崎 真 理 子 

岡 本 芳 樹 

音 楽 館 水 木 ノ ア 

加 藤 雅 人 

河 合 孝 子 

学 校 法 人 報 徳 学 園 中 学 高 等 学 校 ’ 理 事 長 大 谷 — 勇 

学 校 法 人 敬 心 学 園 日 本 児 童 教 育 専 門 学 校 副 校 長 菊 池 一 英 

滑 川 市 自 治 会 連 合 会 会 長 高 田 衛 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

株式会 

H I 航 空 宇 宙 事 業 本 部 武 蔵 総 務 部 

I H I キ ャ ス テ ィ ン グ ス 代 表 取 締 役 社 長 齋 藤 道 夫 

J A し グ ラ ン ド サ ー ビ ス 東 京 代 表 取 締 役 複 本 _ 新 也 

W D J A P A N 代 表 取 締 役 清 水 謙 

ア ー ル ビ ー サ ボ ー ト 代 表 取 締 役 別 府 亮 -

ア イ エ ー ジ 一 内 元 町 な で し こ 会 代 表 曰 吉 _ 英 行 

イ ン ヴ ェ ル • ジ ャ パ ン 平 田 マ リ オ 

ウ ィ ル ド ウ 代 表 取 締 役 塩 屋 俊 

ウ ル ズ 代 表 取 締 役 角 川 — 美 恵 子 

エコプライム 

オ ン ド レ コ ー ド 中 川 竜 雄 

カ ス タ マ ワ イ ズ 代 表 取 締 役 村 中 _ 明 彦 

カ ン ガ ル ー 堂 代 表 取 締 役 社 長 田 島 邦 夫 

キーワ一ドマーケティング研究所 

コ パ イ ロ ッ ト 代 表 取 締 役 定 金 基 

サ ブ リ ナ フ ェ ア 代 表 取 締 役 川 田 喜 弘 

サ ン ギ ヨ ウ サ プ ラ イ 代 表 取 締 役 日 下 善 彦 

ス エ ヒ ロ レ ス ト ラ ン シ ス テ ム 代 表 取 締 役 佐 藤 發 介 

た ま や 代 表 取 締 役 安 保 尚 雅 

テポカル 

ノア - ジ ッ ク 代 表 取 締 役 畠 山 典 子 

ば む 代 表 取 締 役 吉 岡 博 之 

パ ワ ー 代 表 取 締 役 松 本 安 弘 

ピ ー ス 代 表 取 締 役 黒 田 亮 

フ ァ ー ス ト ス キ ル 代 表 取 締 役 庄 司 一 

フ ロ ー ラ 代 表 取 締 役 社 長 三 浦 進 

ベ ガ 会 員 有 志 

ベ ビ ー フ ェ イ ス 代 表 取 締 役 田 中 守 

株 式 会 社 ベ ン リ ー コ ー ポ レ ー シ ョ ン _ 代 表 取 締 役 前 田 _ 満 定 

株 式 会 社 _ メ デ ィ サ イ エ ン ス プ ラ ニ _ ン グ 代 表 取 締 役 酒 井 杏 郎 

株 式 会 社 よ み う り ラ ン ド 代 表 取 締 役 関 根 _ 達 雄 

株 式 会 社 ラ イ ブ ナ ビ 代 表 取 締 役 野 ロ _裕_ 

株 式 会 社 — ロ 一 ド ア ン ド ス カ イ 

株 式 会 社 安 電 ’ 代 表 取 締 役 安 衲 _ 勉 

株 式 会 社 _ 宮 本 ビ ル 代 表 取 締 役 宮 本 正 樹 

株 式 会 社 宮 本 工 業 所 

株 式 会 社 _ 好 試 力 研 究 所 _ 代 表 取 締 役 社 長 大 野 伸 介 

株 式 会 社 高 田 道 場 代 表 取 締 役 高 田 _ 延 彦 

株 式 会 社 小 松 製 作 所 代 表 取 締 役 社 長 （ 兼 ） C E O 野 路 國 夫 

株 式 会 社 一 湘 南 精 機 代 表 取 締 役 大 森 _ 究 昭 

株 式 会 社 新 宿 経 営 セ ン タ -

株 式 会 社 _ 聖 文 館 _ 若 松 塾 _ 理 事 長 井 沢 _ 督 ニ 

株 式 会 社 大 場 設 備 — 代 表 取 締 役 大 場 _ 康 彦 

株 式 会 社 大 伸 社 代 表 取 締 役 社 長 上 平 諭 

株 式 会 社 大 創 産 業 代 表 取 締 役 矢 野 _ 博 丈 . 

株 式 会 社 東 京 三 和 _ 代 表 取 締 役 _ 福 木 昌 康 

寄附者 

株 式 会 社 藍 

株 式 会 社 横 浜 瀬 里 奈 小 池 規 夫 

鴨 宮 ひ か り ス タ ン プ シ ー ル 会 代 表 杉 山 操 

管 野 升 

観 音 寺 白 川 梅 仁 

関 西 学 院 大 学 総 合 政 策 学 部 教 職 員 有 志 代 表 木 曽 _ 秀 子 

関東砥石組合 

関 野 佳 子 _ 

丸 栄 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 棚 橋 肇 

丸 山 利 恵 子 

丸 子 中 央 総 合 病 院 平 野 賢 

丸 尾 晃 源 

石 井 雄 一 

岩 田 ぎ 史 

岩 本 修 ー 

吉原産業株式会社 

！•川由紀 
r m 堅：ム ]tn 頁/ロ 

j • 田 弘 志 吉 田 恵 子 

i 田 篤 雄 

『 田 文 代 

吉 野 和 夫 

久 保 井 佳 子 

久 保 井 清 

宮 下 博 壮 

宮 沢 佐 知 子 

宮 地 国 秀 

宮 野 入 達 久 

京 す だ れ 川 崎 川 崎 音 次 

境 小 学 校 J R C 委 員 会 一 同 

玉 ノ 井 太 祐 

玉ノ井部屋 

芹 澤 慎 

桑 原 理 貴 哉 

桑 田 俊 -

桑 本 剛 

経 友 ク ラ ブ 会 長 太 刀 掛 _ 隆 輔 

原 田 英 雄 

湖 山 あ お ぞ ら 市 実 行 委 員 長 中 村 哲 也 

五 島 洋 

後 藤 亨 

溝 ロ 治 夫 

紅 谷 俊 介 

荒 比 呂 志 

荒 井 静 

荒 井 美 貴 子 

香 川 政 人 

高 橋 千 秋 

高 塚 広 行 

高 田 崇 史 

高田馬場わたなベ 

国 際 コ ン テ ナ 輸 送 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 宮 田 哲 

国 際 ソ ロ プ チ ミ ス ト 郡 山 会 長 寺 井 昌 美 

国 際 ソ ロ プ チ ミ ス ト 三 重 一 ア イ リ ス 会 長 倉 田 孝 美 

国 際 ロ ー タ リ 一 第 2 5 3 0 地 区 ガ バ ナ ー 大 橋 廣 治 

今泉記念ビルマ将学会学友一同 

佐 貫 眞 木 子 

佐 藤 正 幸 

佐 野 く に 子 

在日米国商工会議所 

坂 本 浩 

桜 華 祭 実 行 委 員 会 徳 蔵 



相馬市震災孤児等支援金（寄附額10万円以上） 

寄附者 

笹 村 出 

三 谷 宏 治 

山 形 リ サ • 烏 野 慶 大 デ ィ オ リ サ イ タ ル 

山 ロ 祐 徳 

LU _h IL. t?： zs 

山 本 修 次 

市 原 健 一 

市 村 朋 子 

死 ぬ ま で つ き あ う 会 天 灯 参 加 者 代 表 宮 内 淑 子 

児 島 陽 

滋 賀 県 米 原 市 

耳川広域森林組合役職員一同 

自 民 党 東 京 都 足 立 区 第 二 十 七 支 部 支 部 長 古 性 重 則 

実 戦 空 手 道 叢 林 塾 

擦 田 一 晴 P a u D a v i s 

柴 崎 正 三 

社 会 福 祉 法 人 い ろ ど り 福 祉 会 ケ ア ハ ウ ス • 在 宅 複 合 型 施 設 花 紬 理 
事 長 別 府 亮 ー 

社 会 福 祉 法 人 _ 読 売 光 と 愛 の 事 業 団 理 事 長 長 尾 立 子 

社 団 法 人 _ 日 本 ラ テ ン ア メ リ カ 婦 人 協 会 会 長 橋 本 久 美 子 

社 団 法 人 日 本 補 償 コ ン サ ル タ ン ト 協 会 東 北 支 部 長 賢 木 新 悦 

社 団 法 人 _ 立 川 青 年 会 議 所 理 事 長 松 浦 孝 治 

若 杉 福 岡 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 会 長 久 芳 國 昭 

若 林 佛 具 製 作 所 代 表 — 若 林 英 博 

手 塚 勝 利 

手 塚 千 恵 子 

酒 井 盛 光 

酒勾幼稚園（その他小田原市民一同） P T A 会 長 古 尾 谷 佳 子 

宗 教 法 人 正 敬 寺 

出 崎 哲 

緒 方 我 郎 

小 宮 ひ ろ み 

小 児 科 加 藤 医 院 加 藤 直 樹 

小泉ゴルフクラブ 

小 田 原 懐 メ ロ 音 楽 会 実 行 委 員 会 代 表 福 井 智 子 

小 田 原 市 観 光 協 会 会 長 鈴 木 智 惠 子 

小田原市民一同 

小田原市民有志一同 

小 畑 強 子 小 畑 祐 里 

小 野 恒 夫 

小 野 内 工 務 店 小 野 内 重 喜 小 野 内 重 雄 

小 林 香 代 子 

小 林 七 重 

小 林 忠 好 

庄 司 圭 子 

庄 司 功 

松 戸 北 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長 鈴 木 悦 朗 

松 江 葵 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 会 長 平 野 裕 

松 崎 忠 正 

松 田 明 子 

松 本 泰 子 

沼 生 隆 

沼 谷 勝 之 

笑 顔 再 生 プ ロ ジ ェ ク 卜 庵 は ず き 代 表 吉 川 恵 美 子 

常 盤 平 幼 稚 園 P T A 雪 あ か り の 会 

信 濃 町 柏 原 ナ ウ マ ン ズ 小 林 大 剛 

森 貴 美 子 

森 節 子 

真 弓 実 果 

真 宗 大 谷 派 仙 台 教 務 所 長 森 田 茂 美 

神 戸 大 学 文 学 部 心 理 学 研 究 室 桃 源 会 

須崎市行政関係職員一同 

須 崎 消 防 団 団 長 藤 田 昌 秀 外 団 員 一 同 

図 師 慶 祐 • 幸 子 _ 慶 ー 

水 上 昌 文 

菅 家 敬 子 

裡野ロ _ タ リ _ ク ラ ブ 

裾 野 市 缶 バ ッ チ で 御 支 援 の 皆 様 

清林寺 

生 体 シ ス テ ム 実 践 研 究 会 北 海 道 支 部 

聖ミカエル国際学校職員一同 

西 村 英 子 

西 村 利 彦 

青 沼 捲 文 

青 木 嘉 子 

静 岡 県 医 師 会 静 岡 県 医 師 信 用 組 合 

静 岡 県 裾 野 市 地 域 活 動 （ 母 親 ク ラ ブ ） 代 表 賀 茂 博 美 

石 黒 徹 

t i 山
_

朗 

石 川 義 治 

寄附者 

石 川 剛 志 

石 川 太 郎 

石 田 雅 美 

赤 石 澤 珍 夫 

川 崎 宮 前 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 代 表 藤 田 茂 樹 

川崎宮前ロータリークラブ有志一同 

川 津 正 俊 

川 田 規 夫 野 ロ 俊 夫 

川 田 俊 絵 

川 島 泰 子 

泉 谷 武 四 郎 

泉 谷 武 彦 

洗 顔 洗 心 塾 代 表 今 野 華 都 子 

善 行 雑 学 大 学 代 表 理 事 宮 田 英 夫 

全 曰 本 教 職 員 組 合 中 央 執 行 委 員 長 北 村 佳 久 

倉 吉 ア サ ヒ ほ ろ に が 会 会 長 松 本 裕 次 

相 馬 あ し が ら 尊 徳 基 金 会 代 表 松 本 — 茂 

相 馬 高 校 O B と そ の 仲 間 

相 馬 市 震 災 孤 児 等 支 援 金 チ ヤ リ テ ィ ー • コ ン サ ー ト 

世 話 人 三 須 慶 子 、 増 田 靖 代 

相 馬 市 民 ゴ ル フ 大 会 実 行 委 員 会 実 行 委 員 長 酒 井 利 治 

相 洋 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 内 田 治 光 

増 子 倫 樹 

足 立 区 少 年 団 体 連 合 協 議 会 会 長 野 辺 陽 子 

多 賀 谷 吏 花 

多 田 百 合 子 

大 河 原 光 子 

大 槻 恭 子 

大 嶋 義 博 河 村 淳 子 

大 日 本 報 徳 社 社 長 榛 村 純 

大 迫 芳 郎 

大和市長 

大 鷲 清 人 

滝 学 園 同 窓 会 会 長 堀 尾 浩 ニ 

谷 川 律 子 

丹 野 貴 浩 

着 方 く ら ぶ 和 着 相 愛 

中 見 利 男 

中 島 克 敏 

中 島 大 志 郎 

中 野 明 子 

駐日パナマ大使館 

猪 野 宏 子 

朝 田 和 宏 

長 谷 川 基 子 

長 谷 川 滋 郎 

長 尾 和 宏 

鳥 取 を 元 気 に す る 会 柏 木 健 作 

陳 佳 埼 

津 村 朋 樹 

通 訳 の 会 代 表 北 平 — 幸 世 岡田そのよ 

坪 谷 透 

天 川 よ し み 

天 理 教 佐 野 原 大 教 会 代 表 鈴 木 理 -

田 村 京 子 

田 島 紀 子 

田 辺 家 _ 福 島 家 一 い と こ 会 代 表 田 辺 晃 久 

渡 辺 内 科 ク リ ニ ッ ク 院 長 渡 辺 伸 明 

渡 邊 光 税 理 士 事 務 所 渡 邊 光 

土 肥 圭 ー 

島 晃 -

東 海 鋼 管 株 式 会 社 代 表 取 締 役 乾 公 昭 

東 海 林 小 百 合 

東 京 ウ ィ ル ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 会 長 窪 村 幸 子 

東 京 ワ セ ダ ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長 柳 下 久 米 夫 

東 京 西 新 井 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 会 長 高 橋 答 生 

東 京 都 行 政 書 士 会 足 立 支 部 支 部 長 清 水 良 満 

東北地方太平洋沖地震チャリティトライアル参加者 

藤 公 雄 

藤 花 ち ゃ ん 東 日 本 応 援 p r o j e c t 実 行 委 員 会 委 員 長 村 瀬 正 臣 

藤 田 崇 夫 

藤 本 文 義 

徳 野 薫 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 H a n d s O n o k v 一。一 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 岡 山 県 極 真 空 手 西 田 道 場 西 田 憲 治 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 気 象 キ ャ ス タ ー ネ ッ ト ワ ー ク 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 日 本 古 民 家 保 存 協 会 代 表 瀧 下 嘉 弘 

特 定 非 営 利 法 人 ピ ー ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究 所 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 金 沢 美 浜 ホ ー ム セ ン タ ー 長 高 野 幸 枝 

内 尾 洋 美 



相馬市震災孤児等支援金（寄附額 1 0万円以上） 

難 波 澄 子 

ニ 瓶 日 出 司 

埜 庵 石 附 _ 浩 太 郎 

寄附者_ 

日 光 市 長 斎 藤 一 文 夫 

日 本 共 産 党 中 央 委 員 会 幹 部 会 委 員 長 志 位 和 夫 

日 本 自 治 体 労 働 組 合 総 連 合 中 央 執 行 委 員 長 野 村 幸 裕 

入 江 律 子 

白 金 カ ン タ ー ビ レ 代 表 _ 谷 ロ _久美 

白 鳥 政 孝 

畑 智 恵 子 

板 垣 徹 也 

飯塚商工会議所 

飯 塚 商 工 会 議 所 女 性 会 会 長 平 田 総 子 

美 作 真 言 青 年 会 代 表 守 安 弘 典 

苗 苗 の 会 代 表 李 陽 

浜 野 文 枝 

冨 士 縛 _ 愛 

武 蔵 野 美 術 大 学 セ ー リ ン グ ク ラ ブ 代 表 大 島 純 二 L 

福田産業株式会社 

福 島 コ ミ ュ ニ テ ィ 放 送 株 式 会 社 _ 代 表 取 締 役 社 長 菅 原 節 子 

福 島 県 相 馬 市 被 災 者 協 力 基 金 

株 式 会 社 L H A S A デ ザ イ ナ ー 畠 中 _ 恵 子 

平 井 滋 

平 井 裕 之 

平 岡 憲 子 

平 田 麻 知 子 

平 野 是 行 

米 原 市 ゴ ル フ 協 会 会 長 滝 本 善 之 

米 原 市 長 泉 _ 峰 _ _ 

北海道豊頃町 

北 区 明 る い 社 会 づ く り の 会 会 長 峰 田 _ 将 

北 山 雅 彦 

北 川 孝 彦 

北 村 み ゆ き 

北 田 宏 美 

堀中モンティ倫子 _ 

本 田 幸 代 

本 田 美 津 子 

本 田 美 和 子 

未 来 の エ ネ ル ギ ー を 考 え る 会 代 表 新 井 と よ 子 

有 限 会 社 S U N B E A M サ ン ビ ー ム 

有 限 会 社 ア イ ナ リ ー ホ ー ル 

名 古 屋 城 東 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 会 長 山 田 秀 夫 

命 の バ ト ン プ リ テ ィ 長 嶋 

木村一幸治 

木 村 八 重 子 

唯 野 恭 子 

有 限 会 社 ア フ レ ッ シ ュ _ 代 表 沼 ロ _ 昭 彦 

有 限 会 社 _ オ ー ト ス テ ッ プ _ 代 表 取 締 役 文 岩 祥 ニ 

有 限 会 社 つ る や 薬 局 _ 灘 波 道 弘 

有 限 会 社 — フ ァ ー ス ト _ 代 表 取 締 役 高 玉 紀 雄 

有 限 会 社 ミ タ カ ス タ ジ オ 代 表 水 口 透 

有 限 会 社 鹿 島 コ ン タ ク ト レ ン ズ 代 表 井 上 伸 子 

有 馬 瑞 

立 岩 厚 隆 

立正佼成会 

流 山 ロ 一 タ リ 一 ク ラ ブ 、 流 山 中 央 口 一 タ リ ー ク ラ ブ 

会 長 木 村 幸 治 、 新 倉 正 明 

流 山 市 ミ ュ ー ズ 熊 坂 音 楽 ス タ ジ オ 老 • ゆ う 大 音 楽 専 科 0 B 連 合 会 

流山市ボーイスカウト 

会 長 樫 村 あ い 子 

ガールススカウト連絡協議会 

流 泉 寺 伊 藤 正 明 

鈴 木 宏 典 

鈴 木 正 徳 

鈴 木 能 夫 子 

練 馬 区 立 光 和 小 学 校 P T A — 同 

和光石材株式会社 

和 泉 本 町 一 丁 目 町 会 _ 会 長 野 田 孝 幸 

和 田 ト ミ 子 一 

脇 正 春 

澤 田 美 代 子 

齋 藤 陽 子 

絆プロジェクト 

颯 佐 医 院 院 長 颯 佐 正 t 

高 桑 キ ヌ エ 

受付曰 寄附者 

10/3 
味 式 会 社 キ ク チ 代 表 取 

蹄 役 菊 地 逸 夫 

10/18 
南 流 山 東 町 会 会 長 菊 池 

招元 

10/21 S A Nクラブー同 

10/21 茨木県立真壁高校 P T A — 同 

10/26 
小田原市商店街連合会 

会 長 尾 崎 紀 昭 

10/28 静岡青葉ライオンズクラブ 

10/28 匿名 

11/1 
御四丸エンターテインメ 

ン ト 代 表 池 本 博 文 

11/1 佐 藤 貞 雄 

11/1 
一般財団法人O. C . A .事業 

財 団 代 表 理 事 相 馬 豊 胤 

11/1 野 本 な か 

11/2 
流山市民まつり実行委員 

会 委 員 長 大 橋 照 司 

11/2 清 林 寺 難 波 光 定 

11/2 中 塚 網 紀 

11/2 鈴 木 孝 守 

11/2 佐 藤 吉 典 

11/2 小 泉 香 菜 子 

11/2 飯 島 正 之 

11/2 只 野 聡 一 

11/2 牛 安 澤 美 智 

11/2 野 坂 京 子 

11/2 飯 島 道 子 

11/2 三 瓶 雅 之 

11/2 三 瓶 望 

11/2 菅 野 直 哉 

11/2 橋 本 庸 介 

11/2 保 坂 友 則 

11/2 佐 藤 芳 男 

11/2 青 田 規 秀 

11/2 田 原 秀 雄 

11/2 谷 津 田 吉 弘 

11/2 谷 津 田 香 織 

11/2 横 山 英 彦 

11/2 佐 藤 広 教 

11/2 西 映 美 

11/2 但 野 陽 子 

11/2 大 谷 和 正 

11/2 伊 東 博 之 

11/2 坂 本 勝 美 

11/2 竹 岡 博 之 

11/2 荒 川 誠 

11/4 外 山 恭 子 

11/4 
木更津ライオンズクラブ 

会 長 石 川 哲 久 

11/4 
台湾国台北市仁愛獅子会 

会 長 蔡 耀 億 

11/4 
かずさスタイル推進協議会会長石 
川の

1

Jひさ、（株）尾張屋社長 
平野大輔 

11/7 
信濃町有志 

代 表 松 木 重 博 

11/8 
流山市役所職員建設技術 

会 「 流 建 」 会 長 志 村 

11/9 小 諸 市 長 芹 澤 勤 

11/10 

県 政 に 光 と 風 会 長 窪 

田剛久、新谷紘一と歩む 

会 会 長 菊 間 薫 

11/10 
県政に光と風：rルフクラグ 

会 長 大 西 正 弘 

11/10 旨 味 処 旬 ” 石 井 順 

11/14 山 内 佐 和 子 

11/15 
郵便局（株）東北支社 

企 画 部 総 務 担 当 部 長 畠 

11/16 
相 馬 市 裏 千 家 茶 道 

愛 好 会 山 岸 英 子 

11/16 ヘンケルジャパン株式会社 

11/18 
第35回流山市花火大会実行 

委 員 会 委 員 長 大 橋 照 司 

11/18 流山市 

11/21 佐 藤 與 志 雄 

11/22 流山市食品衛生協会 

11/24 山 本 愛 芽 

11/25 
株 式 会 社 大 香 

代 表 取 締 役 小 仲 正 浩 

相馬市教育復興子育て基金 

受付曰 寄附者 

11/28 据野市老人クラブ連合会 

11/30 長 澤 芙 美 子 

12/1 故 眉 山 俊 光 遺 族 

12/1 田 中 進 

12/1 
NST新潟総合テレビ 
代表取締役社長大橋武紀 

12/1 福島日産自動車株式会社 

12/14 
流山市食品衛生協会 

会 長 伊 藤 末 子 

12/2 

学校法人古武学園内 

(社）民主報告会 

理 事 長 古 武 一 成 

12/2 
中 村 一 中 昭 和 4 2 年 卒 業 

関東地区同級会 

12/5 石 川 県 能 都 町 

12/5 能登町海洋ま層水協議会 

12/13 チーム西新井大師 

12/13 
(株）コンピューターシステムハウス 

代表取締役社長薮内利明 

12/15 古 武 一 成 

12/16 粟 屋 裕 ニ 

12/21 第46普通科連隊一同（有志） 

12/22 後 藤 謙 次 

12/22 安 藤 聡 一 郎 

12/26 
相馬市商工会議所 

相馬ブランド酒を造る会 

12/26 下 関 東 郵 便 局 窪 田 稔 

12/26 静岡県御殿場市 

12/26 荒 祐 

1/6 小田原北ロータリークラブ 

1/6 
ロータリークラブ第1回3ク 

ラブ合同ゴルフ同好会 

1/12 NSュナイテッ卜海運株式会社 

1/16 高 橋 亜 依 

1/18 
流山市観光協会 
会 長 坂 巻 儀 一 

1/18 飯野海運株式会社 

1/19 第一中央汽船株式会社 

1/25 
足立区立東渕江小学校 

P T A 会 長 中 村 範 男 

1/26 大阪大手前ロータリークラブ 

1/30 綾 部 市 職 員 一 同 

1/31 
パナソニック松友会 

会 長 秋 重 隆 則 

1/31 
(株）増田工務店 

代 表 取 締 役 増 田 雄 大 

1/31 増 田 實 

1/31 
(株）増田工務店 

親和会一同 

1/31 
吉岡町立吉岡中学校 

生徒職員一同 

2/3 
蔵王リ一ス株式会社 

代 表 取 締 役 平 間 征 太 

2/7 マ リ ヤ 洋 品 店 細 田 好 

2/7 く る み の 樹 弘 中 菜 穂 子 

2/8 長尾クリニック 

2/8 長 尾 和 宏 

2/9 尊 徳 会 代 表 川 上 湛 永 

2/9 
NP0ハ'ラエテイクラフ'シ‘ャハ。ン 

代 表 理 事 千 葉 祗 暉 

3/5 エ ガ ワ ク ニ コ 

2/20 シ モ ダ 卜 ミ エ 

2/16 小 杉 依 子 

3/19 フ ジ ヌ マ 卜 モ コ 

3/19 シ ミ ズ ヤ ス ヒ ロ 

2/24 義援金募集委員長本橋保蔵 

3/5 
中 央 大 学 五 星 会 

代 表 今 井 覚 

3/6 石 原 清 己 

3/8 後 藤 謙 次 
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月曰 団 体 • 個 人 名 

3/12 米沢市 

3/12 コカコーラ 

3/12 足立区 

3/12 流山市 

3/12 流山市 

3/12 東京都 

3/12 上越市 

3/12 ヨークべニマル 

3/12 ケーズデンキ 

3/12 (個人） 

3/13 松沢新聞店 

3/13 au 

3/13 カワチ 

3/13 ろうきん 

3/13 サントリー 

3/13 南会津町 

3/13 朝日電設 

3/13 ジヤスコ相馬店 

3/13 ヨークベニマル相馬店 

3/13 新潟県災害対策本部 

3/13 小諸市 

3/14 墨田区 

3/14 A B C 福 島 

3/14 ジヤスコ相馬店 

3/14 コメリ 

3/14 曰光市 

3/14 小諸市 

3/15 (個人） 

3/15 米本商店 

3/15 ジヤスコ相馬店 

3/15 ホテル飛天 

3/15 セブンイレブン 

3/15 牌伸東運輸 

3/15 n'品村 

3/15 ベル少額短期保健(株 

3/15 裾野市 

3/15 稲城市消防本部 

3/15 流山市 

3/15 滑川市 

3/15 ダウケミカル日本 

3/16 (個人） 

3/16 識訪市 

3/16 嘛 I H I 

3/16 流山市 

3/16 吉 岡 町 • 大 樹 町 

3/16 須崎市 

3/16 アサヒビルメンテナンス 

3/16 中村神社 

3/16 (有今野畜産 

3/16 茨城県薬剤師会 

3/17 小諸市 

3/17 流山市 

3/17 (個人） 

3/17 ジヤスコ相馬店 

3/17 横浜市 

3/17 賺 I H I 

3/17 アデ力 

3/17 河淳胸 

3/17 賊フジタ東北支店 

3/17 相双建設事務所 

3/17 あらき産婦人科 

3/17 ひまわりの家 

3/17 国際石油開発帝石ぼ 

3/17 白河市 

3/17 崔島県 

3/18 笛吹市 _同社協 •旅館組合 

3/18 小 諸 市 _ 観 光 協 会 

3/18 11土交通省 

3/18 大阪府泉州7市3町 

3/18 流山市 

3/18 かっぱ寿司 

3/18 相馬市ガス 

3/18 静岡ホ'ランティアセンタ-

3/18 自民党群馬支部 

3/18 ジ ヤ ス コ 相 馬 店 

3/18 ヤクルト 

3/18 窖島市 

3/18 可淳（株）日光 

3/18 能登町 

3/18 政府（日本プライス） 

月曰 団 体 _ 個 人 名 

3/19 ビ ッ ク バ ン _ 

3/19 大野市 

3/19 大阪府河南町 

3/19 茂木町 

3/19 伊東ハム 

3/19 国際石油開発 

3/19 東北三之橋 

3/19 大 樹 町 他 

3/19 牌ニトリ 

3/19 福島県災害対策本部 

3/19 裾野市 

3/19 能登町 

3/19 小国町 

3/19 帝北口ジスティックス 

3/19 識訪市 

3/19 農林水産省 

3/19 京丹後市 

3/19 豊頃町 

3/19 農林水産省 

3/19 清水町 

3/19 (個人） 

3/19 掬フジタ 

3/19 龍ヶ崎市 

3/19 滑川市 

3/19 曰光市 

3/19 福島市生協 

3/19 男鹿市 

3/19 NP0 

3/20 晶山市 

3/20 たちあがれ日本 

3/20 福島県災害対策本部 

3/20 N P O 難 民 を 助 け る 会 

3/20 国土交通省 

3/20 酒田市 

3/20 つくば市 

3/20 民主党議員連盟 

3/20 N P O み ん な の 居 場 所 

3/20 匿名 

3/20 石川県薬剤師会 

3/20 我孫子市 

3/20 敦賀市 

3/21 伊達市 

3/21 足立区 

3/21 匿名 

3/21 自衛隊 

3/22 茂木町 

3/22 西条市 

3/22 檮原町 

3/22 加古川市 

3/23 流山市 

3/23 アルプス電気 

3/23 大阪 

3/23 N P O 法 人 星 

3/23 福島県災害対策本部 

3/23 帝北口デスティック 

3/23 伊達市 

3/23 紀ノ川市 

3/23 株式会社フードマン 

3/23 真岡市 

3/23 菓匠三全 

3/23 米沢市農業委員会 

3/23 米沢市 

3/23 大宮 

3/23 御殿場市 

3/24 牌 I H I 相馬事業所 

3/24 流山市 

3/24 メー シ福島 

3/24 (社）日本道路建設業協会 

3/24 中津川市 

3/24 十津川村 

3/24 つくば市みらい市商工会青年部 

3/24 味クオ一レ 

3/24 鹿児島市役所 

3/24 医 師 川 添 隆 司 

3/24 曰本土木工業協会東北支部 

3/24 取手市商工会青年部 

3/24 県庁 

3/24 福島県災害対策本部 

3/24 N H K 福 島 放 送 局 

3/24 泪馬家 

支援物資等 

月曰 団 体 • 個 人 名 

3/24 相馬救援隊 

3/24 福島県 

3/25 茂木町 

3/25 日本土木工業協会東北支部 

3/25 豊岡市 

3/25 大 樹 町 他 

3/25 福島県 

3/25 八幡平市 

3/25 福島県災害対策本部 

3/25 福島県土地家屋調査士会 

3/25 福島県災害対策本部 

3/25 九州地方整備局 

3/25 東日本コベルコ 

3/25 ワコール 

3/25 曰光市 

3/25 アルプス電気角田工場 

3/25 シブヤレックス 

3/25 朝日ビ-ル 

3/25 N P O 法 人 星 

3/25 志士経営者倶楽部 

3/26 開成0 1 

3/26 青 木 寛 文 

3/26 味アイティアール 

3/26 緑 川 大 樹 

3/26 キンセイマティック 

3/26 
掬日立物流アディダス営業所 

アウトハ*ウンK G r 

3/26 福島県災害対策本部 

3/26 鳥取市 

3/26 弁 護 士 武 井 康 年 

3/26 京丹後市 

3/26 野州市 

3/26 福島県災害対策本部 

3/26 横手市 

3/26 恵那市 

3/26 瑞浪市 

3/26 豊頃町 

3/26 会津若松市 

3/26 自治労福島県本部 

3/27 塚 本 侃 （ 熊 本 市 ） 

3/27 矢内（川崎市） 

3/27 シキボウ株式会社 

3/27 流山市 

3/27 大和市 

3/27 南城市 

3/27 福島県災害対策本部 

3/27 西条市 

3/27 我孫子市 

3/27 福島県災害対策本部 

3/27 石垣島お母さんグル-：r 

3/27 関根iンタ-フ°ライス’ 

3/27 ホクレン 

3/27 J R東日本水戸支社 

3/28 福島県災害対策本部 

3/28 「夢• I-ル」上野剛 

3/28 セコム掬 

3/28 日本土木工業協会東北支部 

3/28 豊岡市 

3/28 福島県災害対策本部 

3/28 福島県災害対策本部 

3/28 伊達市 

3/28 松井奈緒 

3/29 J R東日本水戸支社 

3/29 掛川市 

3/29 秋田市 

3/29 米軍 

3/29 棟 ニ 丸 屋 山 ロ 商 店 

3/29 桜川市職員互助会 

3/29 ホクレン 

3/29 釧路市 

3/29 室蘭建設業協会 

3/29 北海道港湾空港建設協会 

3/29 室蘭市 

3/29 訓路からの船からの支援 

3/30 曰本郵便東北支社 

3/30 真木進学&英会話スク-ル 

3/30 福島県災害対策本部 

3/30 程野市 

3/30 這島ヤクルト販売 

3/30 福島中央テレビ 

月曰 団 体 _ 個 人 名 

3/30 神川町 

3/30 静岡総合法律事務所葦名アキ 

3/30 きつかわ共同法律事務所 

3/30 あ す な ろ 法 律 事 務 所 岩 本 

3/30 賊
ニ

ツキ及び社員一同 

3/30 小国町 

3/30 小 西 浩 ー 

3/30 相馬救援隊NP0小さなありの手 

3/30 牌シ-ホ'-ン_シ'ャハ•ン 

3/30 総務省東北総合通信局 

3/30 «之島三町（徳之島町、伊仙町、天城町） 

3/30 福島県災害対策本部 

3/30 福島県災害対策本部 

3/30 第一三共へルスケア糊 

3/30 高知県宿毛市 

3/30 安芸市 

3/30 南国市 

3/31 原沢製薬工業鞠 

3/31 三重県大台町 

3/31 東秩父村 

3/31 山梨県笛吹市 

3/31 檀原市 

3/31 福島県災害対策本部 

3/31 彩長旭（八王子市） 

3/31 平 学 （ ニ 本 松 市 ） 

3/31 流山市 

3/31 福島綜合警備保障牌 

4/1 流山市 

4/1 J C青年会議所 

4/1 マルコメ脚 

4/1 豊頃町 

4/1 福島県災害対策本部 

4/1 相馬救援隊 

4/1 i\-ルライン福島 

4/1 福岡県大牟田市 

4/1 福島県災害対策本部 

4/1 曰光市 

4/1 偕和会 

4/1 矢吹町 

4/1 喜多方市 

4/1 福島県災害対策本部 

4/2 
NG0法人サイド-ハ*イ_サイト.イ 

ンタ-ナシ3ナル 

4/2 埼玉県危機管理防災部 

4/2 グリ-ンコ-デ連合 

4/2 遍照寺•傍恩寺（横浜市） 

4/2 竜ヶ崎青年会議所 

4/2 メカ’ネの半谷 

4/2 偕和會東北事務所 

4/2 サ'イデスフ7-マ牌 

4/2 NPO ZEPHYR. Com 

4/2 _ 浅 沼 組 北 陸 営 業 所 

4/2 齋藤尚彦（裾野市） 

4/2 賺ワ-ルト’ 

4/2 埼玉県朝霞市商工会 

4/2 長野県茅野商工会議所青年部 

4/2 会津若松商工会議所青年部 

4/2 山和建設牌 

4/2 牌興伸 

4/3 愛媛県西条市 

4/3 I C A文化事業協会（ N P 0 ) 

4/3 京都南の風同志会 

4/3 福島県災害対策本部 

4/3 棟Aソナゴソナ福島 

4/3 山 崎 旬 （ 八 王 子 市 ） 

4/3 島病院 

4/3 伊 藤 整 一 ( 郡 山 市 ） 

4/3 
有限会社タカクニ（協力 

メ-力-福島3ブト服) 

4/3 株ミシロ境港支店 

4/3 長野県信濃町 

4/3 曰本先瑞科学研究所 

4/3 株アントワ-クス 

4/3 f才ン(東北RDC) 

4/4 狗島市 

4/4 沛崎商運（株） 

4/4 (株）たらみ 

4/4 (株）プレマスペース 

4/4 東 北 支 援 _ 中 野 

4/4 襄 矢 久 成 



支援物資等 

月曰 団 体 • 個 人 名 

4/4 今 山 住 建 （ 株 ） 

4/4 平 澤 隆 

4/4 第 一 物 流 

4/4 みちのくボランティアプロジェクト 

4/4 ハ ク ゾ ウ メ デ ィ カ ル 

4/4 コ _ プ ふ く し ま 

4/4 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/4 資生堂販売（株）福島支店 

4/4 多 治 見 市 

4/4 匿名 

4/5 三 菱 暈 機 福 島 支 店 

4/5 国 土 交 通 省 

4/5 ベネズエラ（外務省経由） 

4/5 山 ロ エ 戻 

4/5 力 ワ チ 相 馬 店 

4/5 県 物 資 班 

4/5 シダックス 

4/5 コ 一 プ ふ く し ま 

4/5 レインボータウンエフエム放送（株） 

4/6 男 鹿 市 _ 秋 田 み な み 農 協 

4/6 米 原 市 

4/6 須崎市ほか（個人70、法人8、団体7) 

4/6 ナ チ ュ ラ ル コ 一 プ ヨ コ ハ マ 

4/6 エ イ 卜 マ ン 

4/6 流 山 市 

4/6 曰東タオル 

4/6 東部産業株式会社自動車部 

4/6 ヤマトインターナショナル（株） 

4/6 NP0法人小さなアリの手相馬救援隊 

4/6 ( 株）きんでん 

4/6 仙 台 管 区 気 象 台 

4/6 外務省南部アジア部南東アジア第1課 

4/6 福 島 ミ ド リ 安 全 （ 株 ） 

4/6 
台 湾 観 光 局 （ 福 島 民 報 社 

花 田 取 締 役 相 談 役 ） 

4/6 入 谷 法 律 事 務 所 

4/6 尾 張 旭 市 

4/6 相 馬 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 

4/7 きんとび 

4/7 那 須 鳥 山 市 

4/7 出 雲 市 、 斐 川 町 

4/7 ホープインターナショナル 

4/7 愛 知 県 津 島 市 

4/7 
セ ブ ン & ホ ー ル デ ィ ン グ 

ス • イ ト ー ヨ ー 力 堂 

4/7 岐 阜 県 恵 那 市 

4/7 米 子 市 

4/7 三 本 デ キ ス タ ル 

4/7 相 双 地 方 対 策 本 部 

4/7 小 林 幸 子 

4/7 磐 梯 酒 造 （ 株 ） 

4/7 
八 王 子 市 内 タ ク シ ー 会 社 

(八王子市協賛） 

4/7 (株）五輪 

4/7 大 牟 田 市 安 心 安 全 課 

4/7 
上 田 商 工 会 議 所 （ 東 塩 田 

商 工 振 興 会 ） 

4/7 資 生 堂 販 売 （ 株 ） 

4/7 追 川 タ カ 子 

4/7 山 ロ エ 戻 

4/7 福島県災害対策本部対策本部 

4/8 四 家 裕 （ 能 登 町 ） 

4/8 蓬 田 和 俊 

4/8 植農_里山再生ネットワーク 

4/8 生 活 ク ラ ブ 連 合 会 

4/8 小 池 孝 明 （ 名 取 市 ） 

4/8 福島県災害対策本部物資班 

4/8 相 馬 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 

4/8 福島県災害対策本部物資班 

4/8 石 田 法 子 （ 大 阪 市 北 区 ） 

4/8 熊 本 県 玉 名 市 

4/8 輪 島 市 

4/8 自 民 党 災 害 本 部 

4/8 J A 新 潟 、 J A 伊 達 み ら い 

4/8 米 沢 市 

4/8 滋 賀 県 野 洲 市 

4/8 伊 達 市 

4/8 大 分 県 佐 伯 市 

4/8 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/8 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

月曰 団 体 _ 個 人 名 

4/8 ( 宗）真如苑 

4/8 ( 株 ） マ ブ ワ ー ル ド 

4/8 大 牟 田 市 

4/8 (株）テクノアッブライズ 

4/8 山 崎 ゆ う き （ 木 津 川 市 ） 

4/8 落 合 秀 幸 （ 市 原 市 ） 

4/8 (株）河野 

4/8 (株）インヴェルジャパン 

4/9 天 坂 晴 美 

4/9 福 島 中 央 市 民 医 療 生 協 

4/9 ( 株 ） ヒ ュ ー モ ス 

4/9 秋 月 内 科 医 院 秋 月 健 

4/9 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/9 齋 藤 答 一 

4/9 立 正 佼 成 会 原 町 協 会 

4/9 栗 原 葉 子 

4/9 ( 株）日立戸塚 

4/9 し e e 税 理 士 事 務 所 

4/9 相 馬 青 年 会 議 所 

4/9 エムソーラーシステム（株） 

4/9 珍 田 酒 店 

4/9 酒 井 千 春 （ 玉 野 ） 

4/9 齋 藤 博 英 （ い わ き 市 ） 

4/9 山下法律事務所（広島市） 

4/9 鈴 木 年 子 

4/9 柳沢未途衆議院議員（みんなの党） 

4/9 神 尾 龍 三 （ 中 野 ） 

4/9 埼 玉 県 ト ラ ッ ク 協 会 

4/9 ポープインターナショナル開発機構 

4/9 広 島 リ ビ ン グ 新 聞 社 

4/9 三井住友海上埼玉自動車営業部 

4/9 こ う べ 市 民 福 祉 振 興 会 

4/9 白河市 

4/9 西 郷 進 太 郎 （ 鎌 倉 市 ） 

4/9 栃 木 県 真 岡 市 

4/9 伊 藤 忠 丸 紅 鉄 鋼 （ 株 ） 

4/9 齋 藤 容 久 

4/9 被災した子供たちを応援する母の会 

4/9 立 川 和 彦 （ 燕 市 ） 

4/9 喜 多 方 市 

4/9 さ く ら 配 送 会 

4/9 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/9 さ く ら 市 社 会 福 祉 協 議 会 

4/10 熊 谷 組 

4/10 ソ フ ィ ア エ 戻 

4/10 跳 子 青 年 会 議 所 

4/10 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/10 福 島 め ば え 幼 稚 園 

4/10 大 垣 市 

4/10 (株）大視 

4/10 千 吉 良 鈑 金 塗 装 

4/10 堀 江 志 朗 （ 大 宮 の 医 師 ） 

4/10 神 山 嘉 之 

4/10 偕和東北事務所（福島市） 

4/10 し e e 税 理 士 事 務 所 

4/10 かずさスタィル推進協議会 

4/10 イ ト ウ ハ ム 

4/10 座 間 青 年 会 議 所 

4/10 森 秀 ー （ 愛 知 県 豊 山 市 ） 

4/10 (有）日向 

4/10 流 山 市 

4/10 ( 有 ） 四 季 の 企 画 社 

4/10 佐 藤 慶 一 （ 仙 台 市 ） 

4/10 錦 町 役 場 （ 熊 本 県 ） 

4/10 河 合 正 男 （ 小 山 市 ） 

4/10 可児ライオンズクラブ（岐阜県） 

4/10 県災害対策本部（アメリカ軍） 

4/11 安 彦 紀 昭 （ 福 島 市 ） 

4/11 (株）鈴木 

4/11 衆 議 院 議 員 三 原 順 子 

4/11 平 澤 み ど り （ 相 馬 市 ） 

4/11 佐 久 間 路 子 （ 福 島 市 ） 

4/11 国づくリ人づくリ財団（株）I?本'クモア 

4/11 流 山 市 

4/11 ( 株 ) b o i d 

4/11 浜 通 り 農 民 連 合 

4/11 福 島 県 相 双 対 策 本 部 

4/11 野 畑 弘 幸 （ 知 立 市 ） 

4/11 福 島 民 友 新 聞 社 

4/11 菅 野 源 太 郎 （ 梁 川 町 ） 

月曰 団 体 • 個 人 名 月曰 団 体 _ 個 人 名 

4/11 菅 野 里 芳 子 （ 北 飯 淵 ） 4/15 川 田 さ ゆ り 

4/11 相馬r f i社会福祉協議会 4/15 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/11 松 戸 市 社 会 福 祉 協 議 会 4/15 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/11 ( 株）唐戻米穀 4/15 福 島 テ レ ビ 

4/11 唐 津 市 役 所 4/15 熊 谷 組 東 北 支 店 

4/11 相 月 堂 4/15 原 ふ み い （ 立 谷 ） 

4/12 大 韓 航 空 4/15 茨城県議会副議長飯塚秋男 

4/12 エ デ ィ バ ウ ア ー 川 口 店 4/16 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/12 福 島 県 災 害 対 策 本 部 4/16 武 士 雄 飛 

4/12 埼 玉 県 神 川 町 4/16 積 水 化 学 工 業 

4/12 細 川 正 幸 4/16 横 浜 市 災 害 対 策 本 部 

4/12 照 井 千 枝 子 4/16 N P O法人「甲斐のめぐみ」 

4/12 NP0法人ハビタ7卜フ才一t;i-7ニj仁• yャハ'ン 4/16 J A M 

4/12 京 丹 後 市 4/16 矢 部 朋 子 

4/12 天理教奈良地区松山市医師会 4/16 ( 株）日本文芸社 

4/12 矢 吹 町 4/16 (株）キ一ストンパ一トナ一ズ 

4/12 北 辰 商 事 （ 株 ） 4/16 佐 藤 知 里 （ 仙 台 市 ） 

4/13 日 本 こ ど も 支 援 協 会 4/16 長 野 県 信 濃 町 支 援 隊 

4/13 天 理 教 河 原 町 大 協 会 4/16 神 戸 市 民 福 祉 振 興 会 

4/13 荒 和 子 （ 中 野 北 反 町 ） 4/16 大 沼 秀 樹 （ 大 津 市 ） 

4/13 い ま み ち 整 骨 院 4/16 菅 原 善 満 

4/13 片 橋 る み （ 立 川 市 ） 4/16 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/13 櫻 井 崇 （ 川 崎 市 ） 4/16 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/13 福 田 格 （ 取 手 市 ） 4/16 天 理 教 埼 玉 教 区 婦 人 会 

4/13 大 輪 小 次 （ さ い た ま 市 ） 4/17 三 起 商 行 （ 株 ） 

4/13 ( 株）佐浩商会 4/17 京 丹 後 市 

4/13 ( 宗）八大龍神宮 4/17 (有）拓里 

4/13 小 川 町 役 場 4/17 南 恵 美 

4/13 美濃加茂市_坂祝町•川辺町 4/17 災害支援救助隊アガぺC G N 

4/13 佐 賀 県 4/17 天 理 教 猪 苗 代 分 教 会 

4/13 日 本 テ ト ラ パ ッ ク （ 株 ） 4/17 愛 知 県 建 設 業 協 会 

4/13 伊勢原青年会議所越水崇史 4/17 天 理 教 東 王 子 分 教 会 

4/13 三 浦 義 彦 （ 一 関 市 ） 4/17 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/13 黒 須 崇 （ 富 谷 町 ） 4/17 黒 須 崇 （ 富 谷 町 ） 

4/13 県 庁 物 資 班 4/17 大 野 輝 雅 （ 木 更 津 市 ） 

4/13 高 棺 頁 入 郎 4/17 熊 本 県 山 都 町 

4/13 仙台コカコ一ラボ卜リング（株） 4/17 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/13 曰光市 4/17 I C A 文 化 事 業 協 会 

4/13 県 災 害 対 策 本 部 4/17 橋 本 徳 美 

4/13 立 正 佼 成 会 原 町 協 会 4/17 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/13 吉 田 利 彦 （ 坪 田 ） 4/18 T A R A 1 1 

4/13 田 中 大 河 （ 板 橋 区 ） 4/18 福 島 民 報 社 

4/13 仙 台 青 年 会 議 所 4/18 三 協 立 山 ア ル ミ （ 株 ） 

4/13 ( 株）イ一ス卜 
4/18 

M V P - J A P A N みちのく 

4/13 ( 株 ） 加 美 乃 素 本 舗 
4/18 ボランティアプロジェクト 

4/13 齋 藤 佐 知 子 （ 大 曲 ） 4/18 小林康明（大阪府和泉市） 

4/13 ( 有 ） ご 縁 満 開 本 舗 4/18 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/13 中 沢 研 （ 板 橋 区 ） 4/18 積 水 成 型 工 業 （ 株 ） 

4/13 明 治 乳 業 グ ル ー プ 4/18 ( 株）ガィア 

4/13 高 橋 博 行 （ 丸 森 町 ） 4/18 山 ロ 豪 広 

4/14 天 理 教 災 害 対 策 本 部 4/19 ( 株 ） ア ク ア ラ イ ン 

4/14 県 災 害 対 策 本 部 （ 井 上 ） 4/19 栃 木 県 茂 木 市 

4/14 ( 株）秩父源流水 4/19 日本べクトンデイツキンソン 

4/14 熊 本 県 錦 町 役 場 4/19 ネ ク ス ト _ ウ ェ イ （ 株 ） 

4/14 ( 株）郡山製餡 4/19 新 井 光 夫 （ 高 崎 市 ） 

4/14 
( 株 ） シ キ ボ ウ 物 流 シ ス 4/19 高 橋 博 行 （ 丸 森 町 ） 

4/14 
テ ム 堺 セ ン タ 一 4/19 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/14 小長谷稔と安全なくらしを創る会 4/19 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/14 日 立 金 属 工 具 エ 4/19 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/14 日 本 B D ( 株）福島工場 4/19 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/14 東 京 都 羽 村 市 4/19 鈴木康弘•高橋ひでき事務所 

4/14 m 山 _ 夫 4/19 北 芝 電 機 （ 株 ） 

4/14 トランスコスモス（株） 4/20 ワ ー ク マ ン 相 馬 店 

4/14 ( 宗）真如苑 4/20 小 貫 さ お り （ 福 島 市 ） 

4/14 福 島 市 （ 秘 書 課 ） 4/20 ドキユメンタリージャパン 

4/14 平 澤 美 久 4/20 弓 削 直 樹 （ 大 田 区 ） 

4/14 県 対 策 本 部 4/20 黒 田 秀 巳 （ 朝 霞 市 ） 

4/14 ( 株）エイル 4/20 ソニー生命保険（株）郡山市社 

4/14 県 対 策 本 部 4/20 太 内 様 

4/15 I C A 文 化 事 業 協 会 
4/20 

緊 急 支 援 災 害 援 助 隊 

4/15 ゴ リ フ ラ ビ オ 
4/20 

ア 力 べ 一 C G N 

4/15 齋 藤 容 久 4/20 ( 有）えん家 

4/15 八 興 化 成 （ 株 ） 4/20 ミ セ リ コ ル デ ィ ア 日 本 

4/15 衆 議 院 議 員 片 山 さ つ き 4/20 松 山 市 医 師 会 

4/15 中 川 敏 郎 （ 江 戸 川 区 ） 4/20 長 井 市 

4/15 高 島 禮 子 （ 板 橋 区 ） 4/20 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

4/15 藤 田 正 一 （ 五 所 川 原 ） 4/21 青 葉 美 由 規 （ 大 坪 ） 

4/15 福 島 県 災 害 対 策 本 部 4/21 市 澤 廣 子 （ 市 川 市 ） 

4/15 福 島 県 災 害 対 策 本 部 4/21 九 星 飲 料 工 業 （ 株 ） 

4/15 栃 木 県 茂 木 町 4/21 日本財団 



月曰 団 体 _ 個 人 名 月曰 団 体 • 個 人 名 

4/21 メキシコ大使館 4/29 天理教松川分教会 

4/21 
NPO法人いきがいサロンオ 
リーブ小平ユネスコ協会 4/30 

日本マニユファクチャリング 
サービス（株）福島営業所 

4/21 シヨ一ワグローブ 4/30 飛 澤 祐 子 （ 多 摩 市 ） 

4/21 丸 山 み ち 子 （ つ く ば 市 ） 4/30 口 田 剛 史 （ 米 子 市 ） 

4/21 世田谷区上野毛町会 4/30 千 枝 桂 子 

4/21 福島県災害対策本部 4/30 シマセイキ 

4/21 京丹後市 4/30 三 井 物 産 （ 株 ） 新 潟 支 店 

4/22 衆 議 院 議 員 片 山 さ つ き 4/30 中 村 一 雄 

4/22 アディダスジャパン 5/1 立正佼成会福島教会 

4/22 
日本ユニセフ協会大使 5/1 有機ネットちば 

4/22 
アグネスチャン 5/1 繙 田 秀 史 （ 嘉 麻 市 ） 

4/22 大牟田市 5/1 犬 飼 芳 幸 （ 名 古 屋 市 ） 

4/23 I C A文化事業協会 5/1 (株）セーフティーアイランド 

4/23 阿 部 基 子 （ 練 馬 区 ） 5/2 京丹後市 

4/23 (株）キヨ一エイ 5/2 倉 持 佳 奈 子 ( 所 沢 市 ） 

4/23 
国際サイエントロジーボランティア災害 5/3 菊 地 妙 子 （ 杉 並 区 ） 

4/23 救 援 チ ー ム 代 表 小 倉 謙 
5/3 三 戸 敬 三 （ 防 府 市 ） 

4/23 羽島市 5/3 萱 山 秀 樹 （ 曰 高 市 ） 

4/23 名古屋市緑区の一般市民 5/3 白 井 多 美 子 （ 町 田 市 ） 

4/23 (株）ワコー商事 リビングストン•アメリカンス 

4/23 神 尾 龍 三 （ 中 野 ） 5/3 クール上海、バイリンガル幼稚 

4/23 リチヤ一ド_ ノ一マン 園橋浦友美 

4/23 旭ガラス（株） 5/3 只 野 サ ク （ 宇 多 川 町 ） 

4/23 名 雪 友 美 ほ か 2 8 名 5/3 播 磨 敬 和 （ 神 戸 市 ） 

4/23 つくば市 5/3 未 満 圭 （ 滋 賀 県 曰 野 町 ） 

4/23 上 村 正 樹 （ 鳩 ケ 谷 市 ） 5/3 竹 之 内 さ や か （ 群 馬 県 ） 

4/23 飯塚市 5/3 生活クラブふくしま生活協同組合 

4/23 上越市 5/3 嶋崎誠（神奈川県寒川町） 

4/23 クロックス•ジャパン合同会社 5/3 穂積陽一（ひたちなか市） 

4/24 天理教埼玉県支部 5/3 貝 瀬 一 成 （ ふ じ み 野 市 ） 

4/24 匿名 5/3 プ ロ サ
_

チ （ 株 ） 

4/24 アイビス 5/3 鈴木典夫（福島大学准教授） 

4/24 紺 野 和 子 5/4 飯 田 瑠 璃 （ 福 島 市 ） 

4/24 (有）リファインパーツ誠和 5/4 久留米市 

4/24 (株）ワコー商事 
5/4 

鍋 島 貴 行 （ 横 浜 市 ） 

4/24 風鈴丸（木版画家） 
5/4 

清 水 俊 介 （ 川 崎 市 ） 

4/24 篠 田 英 子 （ 茂 原 市 ） 5/4 上 田 博 正 （ 播 磨 町 ） 

4/24 福島県災害対策本部 5/4 阿 久 津 俊 （ 品 川 区 ） 

4/24 福島県災害対策本部 5/5 (株 ) K A N K 0 

4/25 金 丸 生 果 （ 黒 木 ） 5/5 渡 會 誠 

4/25 局ネ筒孝治 5/6 三 浦 真 （ 杉 並 区 ） 

4/25 (株）カワチ薬品 5/6 菊 地 京 子 （ 杉 並 区 ） 

4/25 我孫子市 5/6 渡 部 弘 （ 大 崎 市 ） 

4/26 土浦市 5/6 宇部市 

4/26 東西しらかわ農業協同組合 リビングストン•アメリカン 

4/26 愛媛県松山市医師会 5/6 スクール上海、バイリンガル 

4/26 安孫子市 幼稚園 

4/26 
医 療 法 人 社 団 和 楽 仁 

医 師 多 賀 千 之 
5/6 

富士山まごころネツトワーク 
ニノ宮義明（裾野市議会議員） 

4/26 (株）森本組 5/6 佐 藤 美 和 子 （ 市 内 新 沼 ） 

4/26 杉 岡 ヤ ス （ 富 士 官 市 ） 5/6 (有）駒のリ店 

4/26 美幌広域連 5/6 滑川市 

4/27 群馬県富岡市 5/6 三 木 一 之 （ 淀 川 区 ） 

4/27 (株）アクアライン 5/6 福島下飯坂わかば会 

4/27 (株）ダイナム 5/7 (株）秀光ビルド 

4/27 ホクレン（士幌農協） 5/7 天理教猪苗代分教会 

4/27 ホクレン（川西農協） 5/9 ヤマトロジスティクス（株） 

4/27 世田谷区上野毛町会（片瀬町内会） 5/9 三菱マテリアル（株） 

4/27 テラル（株） 5/9 石岡市 

4/27 近 内 真 一 （ 江 東 区 ） 5/9 (有）ミツワ通商 

4/27 東日本高速道路（株）相馬工事事務所 5/10 岡 武 明 （ 猪 苗 代 町 ） 

4/27 新 開 美 和 子 （ 名 取 市 ） 5/11 福島県災害対策本部 

4/27 カルビ一ポテ卜（株）帯広 5/12 福島県災害対策本部 

4/28 ひまわり会代表菅野吉（梁川町） 5/12 (株）菅原善治商店 

4/28 滋賀県米原市 5/12 井本商運（ベトナムから） 

4/28 (株）アクアライン 5/12 はすぬま 

4/28 群馬県」危機管理室 5/12 つくば市 

4/28 伊那市 5/13 (株）ワコー商事 

4/28 柏崎市刈羽郡医師会 5/13 福島県災害対策本部 

4/28 福島県災害対策本部 5/14 (株）アクアライン 

4/29 (株）アクアライン 5/14 鈴木典夫（福島大学教授） 

4/29 (日本通運)北海道庁災害対策本部 5/14 龍ヶ崎市 

4/29 横浜市災害対策本部 5/15 上 田 様 （ 豊 中 市 ） 

4/29 情報労連滋賀県協議会 5/15 オ フ イ ス ノ リ コ イ ケ 

4/29 天理教柴山分教会 5 15 高 橋 理 美 

4/29 佐 藤 静 香 （ 尾 浜 ） 5/15 福島県災害対策本部 

4/29 (代表）山上公民館 5/16 土浦市 

4/29 (有）新海自動車工業 5/16 H0YA日本本部フレームセンター 

4/29 天理教猪苗代分教会 5/17 (株）丸福 

支援物資等 

月曰 団 体 _ 個 人 名 月曰 団 体 • 個 人 名 

5/17 山陽小野田市 6/23 福島県災害対策本部 

5/17 多治見市陶磁器卸商業協同組合 6/24 イトキン（株）_ (株）福田屋百貨店 

5/17 H井化学労働組合千葉支部 6/24 (株）森本組 

5/17 かずさスタイル推進協議会 6/27 山 ロ 幸 男 （ 相 模 原 市 ） 

5/18 台湾（内閣府経由） 6/28 フジミビルサービス（株） 

5/18 岡山県 
6/28 

しんきん若手径當者の会（SYMS)桐林支部 

5/18 メキシコ大使館 
6/28 (群馬県飯田市） 

5/18 福島県災害対策本部 6/28 福島県災害対策本部 

5/18 天理教北陸大教会 6/28 内 田 良 子 （ 流 山 市 ） 

5/18 柏 木 核 （ え び の 市 ） 6/28 大 塚 加 代 子 （ 流 山 市 ） 

5/19 キ一ストンパ一トナ一ズ 6/28 福井県大野市 

5/19 キーコーヒー（株） 6/29 I H I 相 馬 事 業 所 

5/19 埼玉県災害対策本部 6/30 CPF TOKYO賊 

5/19 沖繙県南城市 6/30 福島県災害対策本部 

5/19 自立研修所「えんどう豆」 7/4 山 ロ 幸 男 （ 相 模 原 市 ） 

5/19 江 黒 直 美 （ 行 田 市 ） 7/6 (株）大林組東北支店 

5/20 NP0法人「地域のめばえ21J 7/6 大阪府河南町 

5/20 三輪伸一郎（富士市） 7/11 幻冬舎 

5/20 生 活 ク ラ ブ 生 協 ふ く し ま 7/11 山 ロ 幸 男 （ 相 模 原 市 ） 

5/21 アクアライン 7/14 ア ー ス 製 薬 株 式 会 社 

5/22 槓 本 晴 子 ( 所 沢 市 ） 7/14 福島県災害対策本部 

5/24 マミーシンガーズ平山智香子 7/14 曰野自動車（株）福島県人会 

5/25 信濃町 放置自転車を考える全国自転車 

5/25 糸魚川市 7/16 問題自治体連絡協議会（事務 

5/25 (株）アクティオ北陸支社 
局：練馬区交通安全課） 

5/25 フレスコキクチ相馬店 
7/17 

(株）四季の自然舎マホロ 

5/26 (株）アルファ一 
7/17 

バ マ イ ン ズ 三 浦 

5/26 内 田 久 仁 子 （ 豊 島 区 ） 7/19 岡 本 行 夫 他 

5/26 (株）あいうえ 7/19 中 川 則 子 （ 小 田 原 市 ） 

5/26 (株）ヮコー商事 
7/20 

コクヨファニチャ一（株） 

5/27 静岡県弁護士会有志 
7/20 コクヨ東北販売（株） 

5/27 静岡県弁護士会会長 7/21 福島県災害対策本部 

5/27 本願寺津村別院内大阪教区教務所 7/22 足立区 

5/27 任天堂（株） 7/22 (有）ペペナーレ 

5/27 ヤマ卜インターナショナル（株） 7/22 高崎隆ニかごしま五十人会 

5/27 長崎県庁 7/23 (有）夢叶商事伊藤よしろう 

5/27 平 栗 裕 美 （ 飯 田 市 ） 
7/23 

J A 松 本 ハ イ ラ ン ド （ 長 

5/28 静岡県弁護士会有志 
7/23 

野 県 ） 西 村 彰 彦 

5/28 ワ ミ レ ス コ ス メ テ イ ク ス （ 株 ） 7/26 ファ一マシ一つるや薬局 

5/29 (有）矢島自動車 7/27 (株）力レントジャパン 

5/29 天 理 教 岡 大 教 会 吉 田 孝 敏 
7/27 

島根県安来市、島根県消防防災課J Aや 

5/29 曰光市青年会議所 
7/27 すぎ、（株）農援隊.安来市躇負有志 

5/29 福 島 県 災 害 対 策 本 部 7/28 花王カスタマーマーケティング（株） 

5/30 (株）アクアライン 7/28 難民を助ける会 

5/30 (株）アサヒ 7/29 (株）ブリックス 

5/30 大島運輸（株） 7/30 ( 株 ） え こ _ フ ァ ク ト リ 一 

5/30 生 活 ク ラ ブ ふ く し ま 生 協 7/30 (株）川上商店 

5/30 小 次 郎 の 里 繙 田 秀 史 8/1 (有）リファインパーツ誠和 

5/30 福島県災害対策本部 8/3 福島県災害対策本部 

5/31 多治見市 8/3 エックスワン 

5/31 国 境 な き 楽 団 庄 野 真 代 8/4 難民を助ける会 

6/1 (株）森本組東北営業所 8/4 福島県災害対策本部 

6/1 吉原産業（株） 8/5 福島県災害対策本部 

6/1 伊達市 8/5 米沢市 

6/2 原 田 悠 里 8/5 J A そ う ま 

6/2 (株）ヵヮチ薬局相馬店 8/6 伊藤季子（足立区） 

6/5 (株）渡辺和哉商店 8/9 岐阜県恵那市 

6/6 ヤマ卜インターナショナル（株） 8/9 福島県災害対策本部 

6/7 足立区災害対策課 8/10 ベネック（株） 

6/9 山 ロ 幸 男 （ 相 模 原 市 ） 8/11 難民を助ける会 

6/10 上 ノ 原 憲 人 （ 渋 谷 区 ） 8/11 エプソン販売（株）仙台支店 

6/11 阿賀野市認定農業者会 8/12 難民を助ける会 

6/12 小 笠 原 真 （ 我 孫 子 市 ） 8/16 鈴 江 コ
_

ポ レ
_

シ ヨ ン 

6/12 樅 山 義 一 （ 霊 山 町 ） 8/16 エムセテック 

6/12 セン卜モニカスイミングクラブ 8/18 味の素 

6/13 山 ロ 幸 男 （ 相 模 原 市 ） 8/23 須賀まゆ（三石由紀子）台東区 

6/13 東北電力(株)人材料'-トセンタ- 9/6 福島県災害対策本部 

6/13 KATEKY0 学院 9/8 ガル一ダ_インドネシア航空 

6/13 堀 内 早 苗 （ 練 馬 区 ） 9/9 鈴廣かまぼこ株式会社（小田原市） 

6/15 
W F P 国 連 世 界 食 糧 計 画 9/12 古 性 重 則 

6/15 
日 本 事 務 所 東 京 出 張 所 9/14 長柄小学校（千葉県） 

6/15 (株）ミーティア 9/15 筑西市観光課 

6/16 新庄市 9/16 (株）I H I 

6/17 福島県災害対策本部 9/27 (株）ユアテック 

6/18 米原市健康福祉支援局 9/28 放置自転車を考える全国自転車 

6/20 フヨ一株式会社大阪支店 9/29 問題自治体連絡協議会（事務 

6/20 山 ロ 幸 男 （ 相 摸 原 市 ） 9/30 局：練馬区父通安全課） 

6/20 ア ー ス 製 薬 株 式 会 社 10/6 (株）ライクアート 

6/21 山 田 豊 栄 （ 馬 場 野 ） 
10/11 

N P 〇 法 人 お う み 地 域 人 

6/22 ど ん ぐ リ エ 戻 永 野 典 子 
10/11 

権 文 化 _ ス ポ ー ツ 振 興 会 
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支援物資等 

月曰 団 体 _ 個 人 名 

10/11 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

10/18 (株）キクチ 

10/27 曰本赤十字 

10/28 日本赤十字 

10/28 米原市 

11/2 広沢き志乃（茨城県桜川市） 

11/10 J A グ ル ー プ 新 潟 

11/15 御殿場市 

11/16 福 島 県 災 害 対 策 本 部 

11/22 米原市 

11/28 
桜 町 陣 屋 跡 の 保 有 と 活 用 

の会（栃木県真岡市） 

11/28 
松 本 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 

相 馬 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 

12/7 福田屋（宇都宮市） 

12/9 大福寺住職太田浩史（富山県） 

12/12 (有）片山食品 

12/13 一冊の会 

12/13 (有）山崎梅栄堂 

12/14 東北漁業再開支援基金岡本行夫 

12/15 西 条 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 

12/16 (株）セ、ウステック 

12/19 日本赤十字社 

12/21 川 原 真 奈 美 

12/21 石 矢 俊 子 

12/27 岡山県極真空手連盟西田憲治 

12/27 
高知県須崎市立南小学校 5 

年生の皆さん 

12/28 ( 株） I H I 

平成24年 

1/6 茂木町 

1/13 難民を助ける会 

1/13 (株）しんあいコ一ポレ一シヨン 

1/27 小野真弓（岡山市） 

1/30 小野真弓（岡山市） 

1/31 N a l e l u合同会社 

2/14 味の素（株） 

2/21 花王カスタマ一マーケティング（株） 

2/21 
世界ラン展組織委員会 
(世界ラン展日本大賞実行委員会） 
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第1章基本構想 

第1節計画方針 

第1項基本理念 

平 成 2 3 年 3 月 1 1 曰 午 後 2 時 4 6分に発生した東日本大震災によって、本市では、 

死者458名、また環境の激変などによる震災関連の死者11名、津波による家屋等の 

流出が 1 , 0 0 0棟を超えるなど、人的にも物的にも甚大な被害を受けました。 

震災後約3ヶ月間は、約4, 4 0 0名の市民が避難所生活を余儀なくされましたが、 

現在は、仮住まいながら応急仮設住宅をはじめとするそれぞれの独立住居で新たな生活 

を営んでいます 

今後、応急仮設住宅から恒久的住宅に移り、被災者が自立した生活を営むことができ 

るように、「高齢者、子供、青壮年層がそれぞれの人生のステージで、生活再建をどのよ 

うに果たしていくか」を念頭に置いて、ソフ卜事業を展開していきます。 

また、津波により生活•職業空間が失われた被災地の土地利用を図り、基幹産業であ 

った漁業、農業を復活させ、被災者の方々の人生設計の基盤づくりに努めます。 

加えて、最終的には恒久住居を確保して、可能な限り地域コミュニティを維持した、 

思いやりとふれあいにあふれた、新たな地域社会を再構築することを目標としていきま 

す。 

国では東日本大震災における復興施策の司令塔となる組織として、復興事業全体を統 

括•推進するための復興庁を発足させ、復興に向けた国の支援体制が確立されました。 

また、復興を財政的に支援する復興交付金制度が新たに創設されたので、被災地の土 

地利用や、新たな住宅地と恒久住宅の早急な整備など、更なる具体化を進めていきます。 

福島第一原子力発電所の事故による被害には、除染による生活•農業•水産業をはじ 

めとする産業基盤の回復や、健康管理面において注力していきますが、本市はこの地に 

とどまって、被災者とともに復興新生を果たすと決意し、今日まであらゆる努力をして 

きましたので、今後も風評被害等に負けることなく、地域一丸となって努力していきま 

す。 

我々相馬市には、報徳仕法で育てられた市民の勤勉性と、古より幾多の苦難を郷土一 

体となって乗り越えてきた強力な住民の絆があります。 

近年は、市役所で取得した丨S 0 9 0 01などの近代的行政手法を身につけてきまし 

た。これら市民の絆と行政の総合力は、本市の持つ大きなパワーです。 

市民一丸となって、平成のこの時代に我々を襲ったこの災害を力強く乗り切っていく 

ために、相馬市復興計画を策定します。 

•高齢者…今後の人生を不安なく安定して生活できるよう、住居整備、生活支援を 

すること。 

• 子 ど も 達 … P T S D (心的外傷後ス卜レス障害）対策をはじめ、健やかに成長でき 

るよう支援するとともに、良好な教育環境を提供すること。 

•青壮年…被災から立ち直り、新たな人生設計ができるように、職業、住居等にお 

いて環境整備をすること。 



第2項計画の期間 

この計画の期間は、平成27年度までの5年間とします。 

この計画に基づき、応急仮設住宅から恒久住宅等への移住を平成2 6年度までを目標 

とします。ガレキの処理については、平成25年度までに完了、漁業の復興については 

平成25年度、農業の復興については、概ね平成27年度までに完了することを目標と 

します。 

第3項計画の進行管理 

東曰本大震災からの復興について、着実な実現を図るため、市民代表や関係団体から 

構成される「相馬市復興会議」を定期的に開催することにより、各事業の推進状況を把 

握するとともに新たに発生する課題についても対応し、事業の見直し•究実を図ります。 

また、本計画は、市民の積極的な参画を求めるとともに、常に情報の開示に努めなが 

ら、市民と共に復興新生を考えていくことを基本とします。 

したがって、計画をホームページ上で公開し、年度ごとの実績と検証及び市内外を取 

り巻く情勢の変化を踏まえ、年度ごとに見直しをします。 

さらに、国や県が策定する各復興計画•指針との整合性を図るとともに、的確な財政 

分析のもとに計画を見直し、その計画に沿って真に本市の発展に必要な施策を検討しま 

す。 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 
1 1 1 • 1 雇 画 1 1 

応急仮設住宅から恒久住宅への移住 

漁業の復興 

農業の復興 
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第 2 章 基 本 計 画 

第1節ソフ卜事業 

第1項応急仮設住宅での生活支援 

課 題 

地震•津波被害により被災した多くの住民が、応急仮設住宅や県借り上げ住宅、親類 

宅などに避難しておりますが、市が支援をしていくためには、被災者の居住地、就労状 

況等の把握が必要条件となりますので、今後とも継続的に被災者のデータベース化に尽 

力していきます。 

家屋に被害を受けた被災者の多くは、今まで住んでいた場所を離れ、生活環境が大き 

く変わり慣れない場所で制約の多い生活を送っていることや、将来設計が見えない中で 

の生活により、体調不良やス卜レスを抱える人も多く、健康管理や身体的、精神的なケ 

アが必要となっています。 

また、旧集落が分散化され、旧来の近所付き合いが一時的に中断していることにより、 

孤独者が発生する可能性があるため、この点に対するきめ細やかなマネジメントが必要 

となっています。 

応急仮設住宅での生活では、高齢のため、自ら買い物に行けない、医療機関に診療を 

受けに行くことができない、交通•買い物弱者が発生しているため、対応が必要です。 

応急仮設住宅などの避難先では、生活に必要な物資が不足しているため、その需要を 

把握するとともに、必要な物資を調達し、供給することが必要です。 

復興方針 

•被災住民の状況把握と支援体制の確立 

•応急仮設住宅のマネジメン卜体制の確立 

•応急仮設住宅での各種サービスの提供 

•ボランティア活動の支援 

•被災児童等の支援 

具体的施策 

©被災住民のデータベース化 

•震災における被災者の被災状況や家族状況•現住地の把握に努めます。 

•被災者の就労状況や震災により職を失った人たちの状況について確認します。 

•被災住民の把握に際しては、市のみならず行政区長や民生委員、農協、漁協等の協力 

を得ながら実施します。 

(Dマネジメン卜体制づくり 

•応急仮設住宅の管理体制を構築するため、各応急仮設住宅ごとに、入居者の代表とな 
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る組長と各棟ごとに置く戸長からなる組織体制「組長戸長体制」を構築し、安心して 

暮らせる場所づくりに努めます。 

•各応急仮設住宅の課題を把握し、安心して暮らせる場所づくりについて連絡調整を密 

にするため、各組長で構成する組長会議を開催し、意見を集約します。 

•上記「組長戸長体制」については、他自治体からの入居者にも適用し、組織体制を構 

築するものとします。なお、市においては、各応急仮設住宅に担当部署を編成し、迅 

速な連絡体制を構築します。 

•応急仮設住宅入居者の状況把握のため、「組長戸長体制」と併せて、福島県社会福祉協 

議会が雇用する「生活支援相談員」との連携を図り、きめ細やかな支援体制を構築し 

ます。 

(D各種行政サービスの提供 

•相馬市社会福祉協議会と連携し、「相馬市生活復興ボランティアセンター」や「生活支 

援相談員」を活用した応急仮設住宅の見守り、相談、交流の場づくり等、きめ細やか 

な各種行政サービスを展開します。 

•応急仮設住宅において、行政サービスを低下させないよう、被災者への支援を行う各 

種業務を実施する場所を設置します。 

®買い物支援 

•自ら移動手段をもたない被災者を対象として、市街地から離れている応急仮設住宅と 

市街地商店街、公共施設及び医療機関等を結ぶ巡回車「おでかけバス」を運行し、生 

活の利便性を向上させます。 

•被災した身体障がい者の生活チェック及び買い物弱者に対する食材並びに生活品の購 

入機会を提供することを目的とした身障者訪問並びにリヤカー引き個別販売「身障者 

•買物弱者支援事業」を実施します。 

©買い物場の提供 

•被災者の応急仮設住宅での利便性の向上及び店舗を失った被災者のため、応急仮設住 

宅近隣地区や中心市街地に買い物場となる仮設店舗を設置し、生活の利便性を向上さ 

せます。 

•仮設店舗での販売は、被災した事業主が行うことにより、雇用の確保や緊急的生活基 

盤の確保となるものとします。 

©イベン卜の開催 

•ボランティアによるイベント開催については、市担当部署と「組長戸長体制」での間 

で調整し、善意が適切にコミュニティに反映されるようマネジメントします。 

(D食料物資等の配給 

•全国から寄せられている救援物資等については、各組織（行政区長、組長戸長体制） 

を活用し、迅速かつ確実に配付できるよう配給システムを構築します。 

®全体交流場の設置 

.被災者が安心して暮らせるサポー卜体制を確立、維持するため高齢者等サポー卜拠点 

センターを応急仮設住宅地区内に設置し、高齢者の憩いの場、介護予防事業の実施等、 

各種業務を運営します。 

•高齢者等サボー卜拠点センターで、日中保護者がいない被災児童等に、お年寄りとの 

ふれ合いや遊びなどの生活の場を提供し、健全な育成を図るための放課後児童クラブ 

事業を実施します。 
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©ボランティア参加募集と系統的運用 

•ボランティア活動については、相馬市社会福祉協議会で運営する相馬市生活復興ボラ 

ンティアセンターにおいて集約し、運用の一元管理を実施します。 

•応急仮設住宅でのボランティア活動は、各組長との調整のうえ、必要となる活動につ 

いて支援をします。 

主な施策 

事業名 実施場所 事業概要 

応急仮設住宅生涯学習推進 

事業 

大野台応急仮設住宅、北 

飯渕応急仮設住宅等 

震災後の新たな生きがいづくりや心身のリフレッシュ、地 

域コミュニティづくりを目的に応急仮設住宅の集会所を利 

用して、生涯学習講座を実施する。 

被災児童等放課後児童クラ 

ブ事業 

大野台、抽木咼齢者等サ 

ポー卜拠点センター 

震災の影響で、日中保護者がいない児童等を対象に、応急 

仮設住宅の高齢者等サボー卜拠点センターを利用して、被 

災児童等放課後児童クラブを実施する。 
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第2項医療、介護、健康管理 

課 題 

本市では、幸いにも医療機関や介護事業者の施設などへの直接的な被害はありません 

でした。 

しかし、障がい者、要介護者のみならず多くの住民が、生活環境が大きく変わったこ 

とによる身体的•精神的ストレスを受けているため、より一層究実した、かつ、きめ細 

やかなケアが必要となっています。 

あわせて、近隣市町村から市内に避難している方についても同様のケア体制の構築を 

考えなければなりません。 

また、沿岸部におけるガレキ処理やへドロ除去作業などの復興作業においては、ガレ 

キ粉じんやアスペス卜被害の影響が大きいため、健康被害の低減化を図る必要がありま 

す。 

さらに、本市を含む相双地方の地域医療を考えた場合、医師および看護師の不足や精 

神科医療の不足が生じているため、診療体制の確保が急務となっています。 

復興方針 

•住民の集団検診体制の確立 

•ガレキ粉じん被害対策システムの構築 

•アスペス卜被害対策の把握 

•医療体制の究実 

•医療費無料化の拡大 

具体的施策 

(D医療機関通院の利便性確保 

•応急仮設住宅に居住する被災者の通院の利便性を確保するため、応急仮設住宅と各医 

療機関を結ぶ巡回車「おでかけバス」を運行し、医療機関での診療を受けやすくしま 

す。 

(D集団検診体制 

•被災者の健康状態の把握のため、集団での健康診断を定期的に実施します。 

(Dガレキ粉じん被害対策 

•沿岸部を襲った津波により相当量のへド•が堆積しており、復興作業に際して、その 

健康障がいが懸念されるため、浸水領域ごとにシャワーを設け、作業員あるいは住民 

が粉じんを生活領域に持ち込まないようにするなど、本市独自のシステムを構築し、 

健康障がいの低減化を図ります。 

•沿岸部に堆積したヘドロは、その処理方法を検討します。 

®アスペス卜被害対策 

•建物の倒壊により、吹きつけアスペス卜やアスペス卜を含む断熱材などがガレキとな 

っており、その粉じんにより健康被害が生じる恐れがあるため、空中に浮遊するアス 

ベス卜濃度測定を実施します。また、その測定結果をホームページ及び広報そうまに 

6 



掲載し周知します。 

•継続的に測定するアスペス卜濃度を注視し、今後想定される健康被害等に対する対応 

策について検討します。 

©公立相馬総合病院病棟対策 

•本市における災害拠点病院としての役割を担ろ公立相馬総合病院の医療の質の向上に 

努め、当地方を含めた相双医療圏における災害拠点病院としての機能の究実強化を図 

ります。 

•震災により被害を受けた公立相馬総合病院第1病棟については、救急•外来.手術_ 

透析療法等の機能を有する病棟として改築します。 

•震災により被害を受けた公立相馬総合病院第2病棟の耐震化工事を進め、診療体制の 

維持に努めます。 

®市内救急病院の機能強化 

•相双地方の医療が危機的状況にある中、相馬市内では医療を提供できなかった口腔外 

科の新設などを行い、相馬市内での医療機能の売実•強化を行うとともに、高度医療 

機器の整備を図り、相双地域の医療機関との連携を行います。 

©精神科診療の先実 

•相双地域の中核となる南相馬市の精神科診療施設が、震災により休診となっているた 

め、福島県立医大と連携のうえ応急的精神科診療体制の維持に努めます。 

•震災の復興状況を踏まえ、相双地域での精神科診療が可能な医療機関の誘致に努めま 

す。 

®高校生等医療費無料化 

•原子力発電所事故による子どもの健康不安を解消し、さらに子育て支援の売実のため、 

これまで中学3年生までとしていた、診療時間内診療の医療費無料の対象を、高校生等 

までに拡大します。 

主な施策 

事業名 実施地区•箇所 事業概要 

訪問チェック員事業 市内仮設住宅及び被災し 

た身体障がい者宅等 

被災した身体障がい者19 3名を対象に週に1回訪問し生活 

状況や健康状態のチエックをする。 
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第3項放射能対策 

課 題 

東曰本大震災に伴う福島第一原子力発電所における原子力災害では、多くの市民が不 

安を抱えながらの生活を余儀なくされているほか、一部では、幼児等の健康への影響を 

懸念して、自主的に避難し、家族が離ればなれに生活することを選択するケースがでて 

います。 

また、放射性物質が大気へ拡散し、野菜や肉用牛などの出荷停止の指置がとられたり、 

稲作の作付け制限指置がとられたほか、高濃度汚染水の海洋流出により、津波被害を乗 

り越え再建に取り組んでいる漁業者においても、操業を自粛せざるを得ない状況に追い 

込まれています。 

加えて、今回の災害により生じた風評被害は、農林水産業はもとより、製造業や商業、 

観光産業等のあらゆる分野に及び、本市の産業は極めて漆刻な影響を受けています。 

さらには、放射性物質に汚染された汚泥やガレキの最終処理方法が示されず今後の復 

旧.復興に大きな弊害を及ぼしています。 

本市では、東京電力に対し、これらの事態を一刻も早く収束させることを求めた内容 

で要求書を提出しました。 

復興方針 

放射線量の測定と公開 

生活環境除染対策 

状況悪化時における緊急対策 

市内における放射線メッシュ測定と対策 

教育施設における放射線量ミニホッ卜スポッ卜調査と高線量地点の除染 

除染計画（PDCAサイクルによる測定、除染作業を行い住民の理解を得るよう努め 

る） 

除染に伴ろ除去土砂等の仮置場の設置 

ガラスバッジによる継続的な放射線測定と対策 

給食食材に含まれる放射性物質の測定 

農産物に含まれる放射性物質の測定 

ホールボディ力ウンタ一等による放射線の内部被ばくの実測 

具体的施策 

©広報体制の整備 

•放射能について正しい知識を身につけるために、市内において放射能に関する住民説 

明会を開催します。 

(D市内における放射線メッシュ測定 

•市内における放射線量とホッ卜スポッ卜を測定するため、市内全地区においてメッシ 

ュ測定を実施します。市内各ポイン卜での放射線量の測定を継続的に実施します。 

•測定結果について、速やかにホームページ及び広報そうまにて公表します。 

(D教育施設への対応 
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•学校における詳細な放射線量を把握するため、各学校の50ポイン卜のミニホッ卜スポ 

ッ卜調査を継続して実施します。 

•児童生徒に対する正しい放射線の知識を伝えるため、教職員への放射線に関する講習 

会を実施します。 

®玉野地区への対応 

‘放射線量が高い玉野地区において、より詳細なメッシュ測定を実施します。 

•放射性物質による汚染の除去が必要な場所について除染を行います。また、正しい除 

染方法についての講習、訓練を実施します。 

•玉野地区の居住について健康不安を解消するため、地区住民を対象とした健康相談を 

実施します。また、応急仮設住宅への入居を受け入れます。 

©除染計画 

‘相馬市が平成2 3 年 1 2 月 2 8曰に策定した相馬市除染計画に基づき、「放射性物質除 

染マ一ュアル」による除染を、住民の協力を得ながら実施します。 

•放射線量測定—除染作業—放射線量測定のサイクルにより、放射線量の低減化に努め 

ます。 

•玉野地区については、国による平成24年産の稲の作付制限区域に設定されるため、平 

成25年産稲の作付を目指し、国•県の指導を受けながら、福島県農林地等除染基本方 

針に基づいて農地の除染を実施します。 

‘その他の地区については、土壌調査の結果等について、国•県、及び関係機関と協議 

し、東足辰業大ネ等のf曰導を受けながら、福島県農林地等除染基本方針に基づいて除 

染を実施します。 

©除染対策プロジェク卜チーム•健康対策専門部会 

•除染の実施については、「放射性物質汚染に係る除染対策プロジェク卜チーム」を設置 

し、相馬市における除染計画の実施、マニュアルの見直し、市内除染の実施、除染後 

の効果の検証を行います。 

•子どもを中心とした市民の健康を守るための対策を協議する「相馬市健康対策専門部 

会」を設置し、子どもたちへの被ばく対策や健康対策を一番に考え、具体的な対策を 

構築し、実施していく体制を整備します。 

©風評被害対策 

•原子力災害における農林水産物及びその加工品、工業製品の製造業、さらには観光産 

業等の風評被害を払しよくするために、関係機関とともに、あらゆる対策に取り組み 

ます。 

•風評被害による減収については、その状況を調査し、必要な負担は東京電力に要求し 

ます。 

®除染に伴う除去土砂等の仮置場の設置 

•除染を行つていくうえで排出される放射性物質を含む土砂等については、国が設置す 

る中間貯蔵施設に搬入するまでの間、住民に対する安全を確保できる場所で保管する 

ため、市内光陽地内の産業廃棄物処分場内に仮置場を設置し、保管します。 

•仮置場は、放射性物質の飛散•流出•地下浸透の防止等の安全面に十分配慮したうえ 

で管理を行い、平成2 4年4月以降仮置場への保管をはじめます。 

©ガラスバッジによる継続的な放射線測定と対策 

•子どもを中心とした市民の健康を守るため、乳幼児から中学生、妊婦を対象に3ヶ月 
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間、ガラスバッジ（外部から被ばくする放射線を測る装置）による測定を行いました。 

•測定の結果のうち、相対的に測定値が高い子どもたちの家庭や生活環境については、 

生活環境内のより詳細な放射線量測定調査を彳了い、今後の効果的な除染方法について 

調査•分析を行います。 

•ガラスバッジの測定結果のうち、対策が必要な箇所については、優先的な除染を行い、 

被ばくに対する健康被害の継続的なリスク低減を図ります。 

•今後の被ばく量が増えないことを確認するためにも、希望する中学生以下の子ども全 

員および妊婦については、継続的に被ばく量測定と健康不安解消のための相談会を実 

施します。 

©給食食材の放射性物質の測定 

•市内の単独給食実施校で提供される給食に関しては、調理前の食材を検査します。 

©農産物に含まれる放射性物質の測定 

•家庭で栽培された野菜や、農水産物などの食品を安心して食べられるよう判断の参考 

にしていただくため、放射性物質濃度を測定いたします。 

•測定機械は市役所及び地区公民館に設置します。 

©ホールボディカウンタ一等による放射線の内部被ばくの実測 

•放射線から子どもを中心とした市民の健康不安の解消と健康管理を行うための対策と 

して、ホールボディーカウンターを市内医療機関に配備し、内部被ばくの状況を適切 

かつ継続的に把握し、さらなる安全、安心の確保に努めます。 

主な施策 

事業名 実施場所 事業概要 

学校施設放射性物質除去事 

業 

市内全幼•小•中学校 放射性物質により汚染された土壌を仮置き場に運搬し保 

管する。 

相馬市学校給食放射性物質 

測定事業 

市内単独給食実施校 福島第一原発の事故による、食品の放射能汚染に関し、 

学校給食で実際に使用される食材及び調理後給食の安全 

性の確保を目的とし、放射性物質測定機を用い放射性物 

質の濃度測定を実施する。 

放射線被ばぐ検診事業 市内病院 原子力発電所の事故に伴5市民の健康不安の解消と健康 

管理のため、ホ一ルボディカウンタ一を市内病院に配備 

し、内部被ばくの状況を継続的に把握する。 

放射線量測定調査•除染事 

業 

市内全域 被ばく量の高い箇所（家庭）に対し、住宅内の放射線量 

測定調査を実施する。 

放射線量の高い場所を特定し、除染を実施する。 

ガラスバッジ放射線測定• 

相談会事業 

市内全域 乳幼児から中学生、妊婦を対象に3ヶ月間、ガラスバッ 

ジ（外部から被ばくする放射線を測る装置）による測定 

を実施する。 

測定結果に基づき、生活環境の指導等を行う相談会を実 

施する。 
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第4項教育、子どもたちめ• 

課 題 

今回の震災により、被災者を含め全ての相馬市民が住環境、教育環境および家族関係、 

友人関係などに大きな変化がありました。特に、将来を担う、児童、生徒は環境の変化 

に対して敏感であるため、その多くが大きな精神的ス卜レスを抱えており、心のケア対 

策が必要です。 

また、震災により親を亡くした子どもたちも少なくないため、子どもたちの生活や就 

学の支援を継続的かつ長期間にわたり行っていく必要があります。 

これらに対応するため、震災によって再確認できた人のつながりや温かみなど、災害 

によって得られた教訓を生かし、共に生きる豊かな心を育てる教育環境の整備を図る必 

要があります。 

さらには、震火による急激な展境変化に対しても、将来たくましく主体的に生きてい 

くことのできる人づくりを目指し、家庭、学校、地域の連携を強化.究実していく必要 

があります。 

復興方針 

•被災した子どものPTSD (心的外傷後ス卜レス障害）対策 

‘震災孤児•遺児に対する支援 

•児童_生徒の学力向上 

具体的施策 

©被災した子どものPTSD (心的外傷後ス卜レス障害）対策 

•被災したことによる精神的ダメージが今後の成長の妨げになることが懸念されるため、 

被災した児童、生徒の心のケアを行うことで、健やかに成長していくことを理念とし 

ている、「特定非営利活動法人相馬フォロアーチーム」との協働体制により、臨床心理 

士、保健師等が持続的かつ系統的に相馬市内の児童•生徒や教員を支援します。 

©孤児、遺児への支援金と奨学金の支給 

•親を亡くした孤児.遺児等に対して、学業や生活の支援を行うことを目的として、震 

災孤児等支援金を支給します。 

•継続的な支援体制を確立するため、国内•国外に募金活動を実施し、寄せられた多く 

の支援を基金として積み立て、長期的に支給できる体制とします。 

•寄付者の意向を踏まえ、積み立てた基金は、支援金とあわせて高等教育就学支援のた 

めの奨学金として支給します。 

(D被災児童•生徒の学力向上 

•震災による急激な環境変化に対しても、将来たくましく主体的に生きていくことので 

きる人づくりを目指し、学力向上のための基金を設け、継続的な対策を講じます。 

•学んだ知識を有効に発信および活用する手段を身に付けるためには丨CT機器を的確 

に活用することが望ましいと考えられるため、学校の授業においても丨CT機器を積 
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極的に取り入れるよう検討します。 

©復興イベン卜開催及び運動施設の利用 

•スポーツを通じた地域交流、支援体制と精神的ダメージに対してもあきらめない心を 

養うため、相馬光陽サッカー場オープン記念大会を皮切りにパークゴルフ場等の本市 

運動施設を利用した各種イベン卜を実施します。 

•震災により亡くなった方への慰霊•鎮魂と復興のための花火大会を実施します。 

•被災した人たちが、震災への思いと将来を考える場としての鎮魂の行事を実施し、花 

火大会を市民と支援していただいている方との交流の場として活用し、今後の交流を 

継続していぎます。 

主な施策 

事業名 実施地区•箇所 事業概要 

心のケア事業 磯部小•中学校、中村第 

ニ小•中学校 

NP〇法人相馬フ才ロアーチームが学校を巡回訪問し、被災 

児童生徒及び教員等のP T S D対策を実施する。 

被災中学校丨CT機器導 

入事業 

磯部中学校、中村第二中 

学校 

学習環境が劣る被災中学校生徒が高校進学、あるいは大学進 

学を志すうえでの八ンデを補うべく、i P adを活用した学 

力向上事業を実施する。 

学力向上のための特色あ 

る学校づくり事業 

市内小中学校 各学校から実惰に応じた独自の学力向上施策を市に提案し、 

補助を実施する。 

ふるさと相馬子ども復興 

会議事業 

市内小中学校 相馬市の復興計画に子どもの視点を取り入れてもらうことを 

目的に、市内学校で、相馬をどのようにしたいのか、なぜ学 

ぶのかなど子どもたちに考えさせ、発表会を実施する。 

音楽による生きる力をは 

ぐくむ事業 

市内小中学校 こども才一ケス卜ラの編成を目標とし、この活動を通じ子ど 

もたちに規律と協調性を身につけさせるとともに、生きる力 

をはぐくむことを目標に楽器の無償支援、講師の無償指導を 

実施する。 

学力向上講師3 0人雇用 

事業 

市内小中学校 学力向上のためにTT(複数教員）による授業を行うために、 

30人の講師を雇用し、学校に配置する。 

被災校スクールバス運行 

事業 

磯部小•中学校、中村第 

ニ小•中学校 

居住場所が変わり、通学が困難となった児童生徒に対してス 

クールバスを運行する。 

L V M H子どもアート• 

メゾン建設事業 

中村地区 しVMHモエヘネシー•ルイヴィ卜ン•ジャパン株式会社か 

ら受けた寄付により、次世代の子ども達の心のケアと学力の 

向上を目的として「しVMH子どもア一卜•メゾン」を建設 

する。 

学びを通じた被災地の地 

域コミュニティ再生支援 

事業 

市内小中学校 地域のボランティアスタッフが放課後などに子どもたちの安 

全を見守りながら、体験活動を行う。また地域の方や保護者 

がボランティアとして学校での教育活動に参加し、学校を支 

援する。 
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第5項経済対策 

課 題 

復興するまでの期間、震災によって職業を失った被災者の収入をどのように確保する 

かを検討しながら、起因する二次的な問題の解決を図る必要があります。 

特に漂刻なことは、震災前の事業の債務から被災者をどのように保護するかであり、 

この点については、積極的に国に要請していきます。 

本市では、無料法律相談所を設け、弁護士による相談事業のほか、行政書士、土地家 

屋調査士、などへの相談をワンストップで対応できるようにしました。 

また、可能な限り、雇用創出を図る目的で、被災を免れた企業の雇用拡大を要請する 

とともに、復興作業を担当する業者が、多くの被災者を雇用できるように働きかけをし 

ています。 

さらに、応急仮設住宅生活のマネジメントや、身体障がい者などの災害弱者支援のス 

タッフを行政支援員として雇用し、減収対策を進めておりますが、これを継続•究実し 

ます。 

また、原子力災害による産業への悪影響や、市民生活への被害については、東京電力 

に対して各テーマごとに補償を要求していきます。 

復興方針 

•漁業•農業支援 

•第2次産業支援 

•第3次産業支援 

•雇用対策 

具体的施策 

(D無料法律相談 

•国民向けの法的支援を行う中心的な機関として設立されている「法テラス」を活用し、 

法的卜ラブルの解決に努めます。 

•県弁護士会による無料法律相談事業を継続的に実施するよう働きかけます。 

•震災による国からの弁護士費用助成が受けられるよう支援します。 

©漁業支援 

ア操業再開の支援 

•漁港の整備を、現在の仮護岸から恒久的な漁港機能整備に向けて取り組みます。 

•漁業再開に向けた必要条件となる放射線量のサンプリング調査を実施します。 

•漁業再開に向けて、試験的に操業し、漁場の調査を実施するとともに、調査で水揚げ 

された水産物を試験的に販売することを積極的に支援し、消費者のニーズの把握に努 

めます。 

•水産物の放射線量測定を漁業協同組合が自主的に迅速かつ継続的に行うため、ペクレ 

ル計測器を配置しました。 

イ付帯設備の整備支援 
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•漁港としての基盤整備に不可欠な製氷機の整備について、国及び関係団体に対し支援 

を求めます。 

•水産物販売時における商品付加価値の向上を図るため、高機能冷凍設備を導入し、よ 

り安心•安全な供給体制を構築します。 

ウ仲買、加工業への支援 

•仲買、加工業の事業再開に向けて、必要となる施設、設備（荷捌き所、集配施設、漁 

具倉庫、加工場等）について、相馬双葉漁業協同組合と連携し、速やかな事業再開が 

行えるよう、支援します。 

•高機能冷凍設備を活用した冷凍加工業者の育成に努めます。 

エ市民向け市場の支援 

.本市の魚介類をはじめとした野菜、米等の地産地消の推進を図り、新たな観光資源の 

開発と市民に元気と活力を与え、地域振興に期することを目的とした、特定非営利活 

動法人「相馬はらがま朝市クラブ」等の活動について積極的に支援します。 

•本市水産物、農産物の地元消費の推進について検討します。 

®農業支援 

ア干拓システムの復旧 

•震災により被災した干拓システム等について、東京農業大学と共同で今後の土地利用 

も含めた復旧方法を検討します。また、国•県等に対し早期復旧を要請していきます。 

イ被災水田農業主の法人イ匕 

•被災地域での農業の主体となる農業法人の設立を積極的に支援します。 

•被災地域での今後の農業のあり方について、地区説明会を実施し、農業を続ける方策 

について意見を集約します。 

ウ法人による復旧事業受注 

•津波によりガレキ、ヘドロの堆積した田畑の復旧や塩害の対策については、市内農業 

法人による受託を推進し、雇用の安定化に努めます。 

•田畑に関して、全体的な整備計画を策定します。 

エ土地改良区の経営支援 

• 土地改良事業を施行しているそうま土地改良区について、その経営が逼迫しているた 

め、国及び関係機関に対して支援等について要請します。 

才農業法人による新たな農業の模索 

•被災者の農業のあり方や市内全般に渡る耕作放棄地対策及び次世代の農業経営につい 

て、東京農業大学の研究成果を活用し、国•県等と協議し、新たな農業の実現を図り 

ます。 

力農業従事者への機械•設備の支援 

•稲作を始め、本市の特産品でもある梨等の果樹や野菜等を生産している被災した農業 

従事者に対し、耕作機械•設備の貸与等の支援をします。 

(D第2次産業支援 

ア新規工場での支援 

•本市に進出を希望する企業等の情報について、県との連携体制を密にします。 

•本市に移転した企業の状況把握に努め、必要な支援策について検討します。 
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©第3次産業支援 

ア応急仮設住宅集合地での仮設店舗運営 

•被災者の応急仮設住宅での利便性の向上及び、店舗を失った被災者のため、応急仮設 

住宅近隣地区に買い物等の場となる仮設店舗を設置することにより、被災事業主への 

支援とともに、雇用の確保や緊急的生活基盤を確保します。 

イ応急仮設住宅への各種サービスへの対応 

•応急仮設住宅入居者のニーズ把握に努め、必要となる各種サービスの実施に必要とな 

る新たな仮設店舗を増設することなどを検討します。 

®雇用対策 

ア新規工場での採用 

•県及び関係団体と連携のうえ、本市に立地を希望する新規事業者等の情報収集に努め、 

雇用者確保のための対策を講じます。 

•被災者雇用に関して、八•一ワークとの連携のもと必要な情報の提供に努めます。 

イ既存工場の新規雇用 

•本市誘致企業や市内事業者において、雇用の状況や被災者の新規採用等の情報の把握 

に努めます。 

•本市誘致企業へ、緊急的な被災者の雇用とその後の継続的な雇用を増やす働きかけを 

積極的に行います。 

ウ復興産業での雇用 

•ガレキ処理等の復興を行う事業者が雇用する従業員について、その採用情報の収集に 

努め、本市における被災者が最大限雇用されるよう、働きかけます。 

主な施策 

事業名 実施地区.箇所 事業概要 

中小企業等グループ施設 

等復旧整備補助事業 

中小企業者 復興のリード役となり得る「地域経済の中核」を形成する中 

小企業等グループが復興事業計画を作成し、県の認定を受け 

た場合に、施設•設備の復旧•整備について補助を行います。 
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第6項孤独死対策 

課 題 

震災によって、家族を失い、たったひとりきりになった世帯が孤独化、孤立化したこ 

と、また地域に支えられて生活してきた高齢者のみの世帯が、新たな生活環境で不自由 

な生活を強いられることにより、社会的ケアが必要な状態となっています。 

したがって、行政支援員やリヤカー販売員と組長が連携しながら地域コミュニティの 

中で、これらの人々を支援、見守る体制が必要です。 

また、恒久住宅での生活についても同様に、ふれ合いと助け合いのなかで、孤独者が 

地域や隣人との絆が実感できるよう支援策を展開します。 

本市においても、1,5 0 0戸の応急仮設住宅が建設されており、慣れない場所での 

生活により、孤独化、孤立化が進み、孤独死に至る恐れも十分に考えられます。 

本市としては、被災者のデータベース化によるマネジメントを徹底させ、応急仮設住 

宅での孤独死対策と集合住宅でのケア体制を進めます。 

復興方針 

•高齢者用共助住宅の提供 

•応急仮設住宅での集団給食配食 

•応急仮設住宅での声かけ 

具体的施策 

©高齢者用共助住宅の建設と運営対策 

-震災により家を失い、かつ資金の問題等により自己再建が困難な高齢者等のため、高 

齢者用共助住宅の建設を進めます。 

•高齢者用共助住宅の運営に関しては、入居者がお互いに見守りながら曰々の生活を送 

っていけるコミュニティ体制を構築するため、入居者の代表である「寮長」を選出し、 

行政や介護事業者との連絡調整等の役割を担ってもらい、また、全ての入居者には寮 

長を中心に、共同生活を送るうえでの必要な業務を分担してもらいます。 

•高齢者用共助住宅の運営に際しては、ボランティア、各種団体との協働を推進します。 

•高齢者用共助住宅については、共助の精神が反映されるよう集会所や談話室といった 

共有スペースを設け、1曰1回入居者が全員集まって食事をする際に利用する等、共 

有スペースを積極的に活用し、入居者の孤独状態を防ぎ、コミュニティが維持できる 

よう支援します。 

©応急仮設住宅での集団給食 

•応急仮設住宅での孤独化、孤立化を防ぐため、適切な栄養管理を行った給食を高齢者 

等に配食します。 

•配食にあたっては、組長戸長体制による配食を行います。 

-高齢世帯、独居世帯等、特に見守りが必要な世帯については、応急仮設住宅の各集会 

所において、会食を実施することで、孤独•孤立を解消し健康状態等を確認しながら 
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必要な支援を実施します。 

(D応急仮設住宅での声かけ 

•リヤカー引き個別販売「身障者•買物弱者支援事業」を応急仮設住宅で実施しながら、 

リヤカー訪問時に各戸に声かけをすることで安否確認をします。 

主な施策 

事業名 実施地区•箇所 事業概要 

高齢者用共助住宅整備事 

業（災害公営住宅） 

馬場野、原釜、細田、磯 

部 

震災により家を失い、かつ資金の問題等により自己再建が困 

難な高齢者等のため、高齢者用共助住宅（災害公営公営住宅） 

を提供する。 

〇高齢者用共助住宅（4棟）《復興交付金事業》 

建設場所：馬場野住宅団地、原釜、磯部、細田 

〇高齢者用共助住宅（1棟）《寄贈》 

建設場所：馬場野住宅団地 

高齢者用共助住宅運営支 

援事業 

馬場野、原釜、細田、磯 

部 

「寮長」選出による行政等との連絡調整体制の確立をすると 

ともに入居者とボランティア等との協働の支援を行う。 

訪問チヱック員事業【再 

掲】 

市内仮設住宅及び被災し 

た身体障がい者宅等 

被災した身体障がい者19 3名を対象に週に1回訪問し生活 

状況や健康状態のチエックをする。 

販売兼生活支援員の配備 市内仮設住宅 午前中仮設住宅を巡回し商品を提供する。午後からは仮設に 

入居している身体障害者で希望する方を対象に生活支援（掃 

除、洗濯等）を実施する。 
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課 題 

今回の震災では、通常の行政業務に加えて震災に関する業務も行わなければならない 

ため、職員数が圧倒的に不足しています。また、復旧工事に関する事務についても、専 

門的技術が必要なため、特定の職員に負担が生じています。 

震災に関する業務については、新たに発生する事業や、庁内各部で横断的に取り組ま 

なければならない項目も多く、迅速な対応に弊害が出ています。 

また、日本全国からの助け合いの精神をありがたく受け止め、本市復興の大きな力と 

するために、ボランティアの方々のパワーを最大限に発揮していただくよう、受け入れ 

体制をつくつていきます。 

復興方針 

•市役所庁内体制の再整備 

•人材支援 

具体的施策 

©庁内体制の再整備 

•今回の震災への対策については、全庁的な復興体制を構築し、維持することが必須で 

あるため、迅速かつ適切な対応が講じられるよう組織の再整備を行います。 

•平成2 4年4月からは、原子力発電所事故に対応し、市民の安全安心を確保するため、 

民生部に「放射能対策室」を、復興計画や土地利用計画を策定、進行を管理するため、 

企画政策課に「復興推進係」を、防災集団移転促進事業等、被災者の居住地再生を行 

うため、都市整備課に「まちづくり係」をそれぞれ新設し、震災復興業務をこれまで 

以上に迅速かつ適切に実施します。 

•災害時における庁内組織体制の整備にあたっては、緊急時において適切な指示が迅速 

に行えるよう、本部機能を代行できるような組織を検討します。 

©国からの人材支援（要請） 

•震災に関する業務のうち、専門的技術が必要な業務について、国へ職員の支援を要請 

します。 

©他自治体からの支援 

•姉妹都市及び災害時応援協定を結んでいる市町村等からの支援については、これを広 

く受け入れ、復興に関する業務に従事してもらうよう調整を行います。 

®ボランティア受け入れ体制 

•全国からのボランティア活動受け入れについては、相馬市社会福祉協議会が運営する 

相馬市生活復興ボランティアセンターと連携し、必要な復興作業に従事できるよう調 

整を行います。 
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第2節八一ド事業 

第1項ガレキ処理 

課 題 

東日本大震災により発生した津波により本市沿岸部の家屋及び建屋の多くが流出し、 

また相馬港等に停泊していた船舶や防潮林として植樹されていた松林も押し流され、ガ 

レキとなつて市内に散乱しました。 

打ち上げられたガレキについては、国、県の支援を受けながら撤去を進めています。 

なお、さらに細かいガレキの撤去や撤去したガレキの分別、適切な処理を経た最終的 

な処分については、円滑に進める必要があります。 

復興方針 

•迅速なガレキの撤去 

•環境に配慮したガレキの処分 

具体的施策 

©事業者選定 

•迅速なガレキの処理にあたっては、適切な事業者を選定するためプロポーザル方式に 

よる公募を実施しました。また、事業者選定については、市だけでなく住民代表も含 

めた委員会を組織し、公平性•客観性•透明性を確保しました。なお、選定の経過に 

ついては市ホームページに掲載しています。 

•事業実施にあたっては、環境に配慮し、かつ経費を抑制できる適切な処理能力を有し 

た設備を導入することとしています。 

•ガレキ処理においては、中間処理決定事業者と地元事業者の連携を密にするとともに、 

地兀かbできるたけ多く雇用するよつ、働きかけをィ了し)ました。なお、今後も地兀経 

済の活性化につながるよう継続的に働きかけていきます。 

•ガレキ処理については、ヘドロや粉じんによる作業員やその家族の健康への影響が懸 

念されるため、シャワールームを備えた「粉じん関所」を設置するなど、健康被害の 

予防体制を整備しています。 

(D相馬市災害対策本部と工程管理 

•ガレキ処理については、迅速な処理を進めるため中間処理完了目標を定め、適切なス 

ケジュールのもと、定期的に相馬市災害対策復興会議に報告するものとします。あわ 

せて、随時本市ホームページ等で周知するものとします。 

(D焼却処理及び焼却灰の最終処分 

•災害廃棄物処理を円滑かつ迅速に進めていくために、「東曰本大震災により生じた災害 

廃棄物の処理に関する特別指置法」に基づき、可燃性の災害廃棄物の焼却及び当該焼 

却により生じる焼却灰の最終処分について、国に代行を要請し、3月23曰に決定通知 

を受けました。 

®最終処分 
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国の方針決定を得て、放射能問題を適切に処理できるようにします。 

主な施策 

事業名 実施地区•箇所 事業概要 

災害廃棄物処理事業 相馬市光陽地区 集積した市内の災害廃棄物を中間処理（破砕選別）し焼却及 

び最終処分する。 
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第 2 項 被 災 地 整 理 

課 題 

本市沿岸部のうち、建築物が流出し、多くの犠牲者を出した地域については、居住す 

るための新たな建物を建築することは危険と判断し、市民の安全を確保するため、「災害 

危険区域」として建築制限を行うこととします。 

また、被災した地域については、新たな土地利用計画に基づき、安全•安心なまちづ 

くりを行います。 

なお、農用地については、原則的には、従前の状態に復旧することを目指します。 

復興方針 

•津波浸水地区の有効な土地利用 

•国の支援を受けた被災地の買い取り 

具体的施策 

©建築制限 

•現在、堤防の決壊や地盤沈下等により、再度津波が来襲した場合、甚大な被害の恐れ 

がある地区を「災害危険区域」として告示し、建築制限を行っています。 

•「災害危険区域」の区域決定にあたっては、住民の意見を取り入れ、必要最小限の区 

域としました。 

©土地利用計画 

ア全体方針 

•津波浸水区域においては、新たな土地利用を検討する必要があるため、今後の防災対 

策や、住民意向などをもとに、今後の土地利用計画を策定します。 

•津波浸水区域のうち、家屋流出等、甚大な被害を受けた地域については、職業領域と 

居住領域を分離する方向で、今後の土地利用を考えます。 

•建物が流出する等、津波被害が大きかった土地については、復興交付金等、国の支援 

制度を活用して、買い取りを行い、被災地の防災、減災対策を講じます。 

イ原釜•尾浜地区 

•建物が流出する等、津波被害が大きかった土地については、復興交付金等、国の支援 

制度を活用して、買い取りを行い、被災地の防災、減災対策を講じます。 

•原釜•尾浜地区については、海側において津波被害を軽減するための堤防や防災緑地 

を整備し、内陸側については、水産業（加工業含む)、漁業向けの作業区域として活用 

するとともに、観光産業にも配慮したまちづくりを行います。 

•また、住民の意向も踏まえた上で、新たな事業用地の活用方策も検討します。 

ウ松川•岩子•新田•柏崎地区 

•松川•岩子•新田•柏崎地区については、現集落内で自ら再建していただくことを基 

本とします。 

•地区内の対策として、海岸堤防や護岸堤防の嵩上げ、津波の威力を軽減させるための 

防災緑地、嵩上げした道路等を整備し、被害を軽減します。 
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•また、確実に避難できる避難路の新設や拡幅を実施し、地域の孤立を防ぎます。 

•震災による地盤沈下で、浸水の影響がある地域については、道路整備とあわせた対策 

を検討します。 

エ磯部•蒲庭地区 

•建物が流出する等、津波被害が大きかった土地については、復興交付金等、国の支援 

制度を活用して、買い取りを行い、被災地の防災、減災対策を講じます。 

•磯部•蒲庭地区については、海側において津波被害を軽減するための堤防や防災緑地 

を整備し、北部に、水産業（加工業含む)、漁業向けの作業区域としたまちづくりを行 

います。 

•また、その他の場所については、住民の意向も踏まえた上で、新たな事業用地の活用 

方策も検討します。 

主な施策 

事業名 実施地区•箇所 事業概要 

松川浦スポーツセンター 

災害復旧事業 

松川浦スポーツセンター 松川浦スポーツセンターの管理棟、グラウンド、体育館と屋 

外卜イレの復旧整備を実施する。 

黒木多目的広場災害復旧 

事業 

黒木多目的広場 黒木多目的広場の復旧工事を実施する。 

光陽ソフ卜ボール場災害 

復旧事業 

光陽ソフ卜ボール場 光陽ソフ卜ボール場の復旧工事を実施する。 

雨水排水対策事業 

《復興交付金事業》 

尾浜地区、細田地区、岩 

子地区 

地震により地盤沈下を起こした区域において雨水が滞水する 

ため、排水対策を実施する。 

防災集団移転促進事業 

《復興交付金事業》 

〇移転促進区域 

原蕃地区、尾浜地区、磯 

部地区、蒲庭地区 

〇移転先 

馬場野、明神前、原釜、 

細田、磯部、刈敷田、荒 

田、南ノ入等 

家屋の流出等甚大な被害があった地域において、住民の居住 

に適当でないと認められる区域内にある住居の集団的移転を 

促進する。 

〇被災地の買取り（宅地、農地等） 

•集団移転者への補助 

〇新たな住宅地の造成 

災害公営住宅整備事業 

〇移転促進区域 

原蕃地区、尾浜地区、磯 

部地区、蒲庭地区 

〇移転先 

馬場野、明神前、原釜、 

細田、磯部、刈敷田、荒 

田、南ノ入等 住居が全壊、又は大規模半壊•半壊であって、解体した被災 

者に対して、公営住宅を提供する。 

〇高齢者用共助住宅（4棟）《復興交付金事業》 

建設場所：馬場野住宅団地、原蕃、磯部、細田 

•高齢者用共助住宅（1棟）《寄贈》 

建設場所：馬場野住宅団地 

〇一戸建、アパー卜など（戸数については検討中）《復興交 

付金事業》 

建設場所：明神前団地、細田等 

被災地のあらたなまちづ 

くり事業 

原釜地区、尾浜地区 津波による被害が著しい地域において、居住機能を他地区に 

移転させ、跡地に業務施設、公益的施設等の一体的整備を行 

し)、業務系施設の復興拠点として、その機能の回復•集積を 

実施する。 

水産業共同利用施設復興 

整備事業（漁具倉庫付個 

別作業所の整備） 

《復興交付金事業》 

原蕃地区、尾浜地区等 津波による被害が著しい地域において、職住分離の方針から、 

漁港から離れた復興住宅の生活圏内ではなく、漁港近くに漁 

具倉庫付個別作業所を整備する。 
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第3項住宅の整備 

課 題 

今回の震災において市内の建物の被害は、平成24年3月5曰現在、全壊が約1,0 

8 7棟となっており、うち津波による流出が7 7 2戸となっています。また、市内全域 

においても地震による被害が発生しており、大規模半壊•半壊、一部損壊を含めると5, 

5 8 4棟となり、全棟数の3割を超える被害となっています。（全居宅棟数15,616 

棟） 

生活基盤の整備のためには、基本となる住家の整備が必須であり、生活を再開するた 

めに、被災した住宅の早期再建を進めていくことが急務であるため、自立再建’改修へ 

の支援、災害公営住宅等の整備など、新たな住宅地の整備を実施します。 

また、住宅再建については、環境に配慮した施策を検討することが重要です。 

復興方針 

•災害公営住宅の建設 

•住宅地の整備 

•独居被災者対策 

•将来への対応 

具体的施策 

©応急仮設住宅 

•現在被災者が居住している応急仮設住宅から、恒久住宅への移住については、できる 

限り速やかに実施していくものとしますが、時期については、被災者の住宅整備の状 

況や住宅再建への意向などを踏まえ検討します。 

©災害公営住宅の建設や住宅地の整備 

•災害公営住宅の建設や住宅地の整備等については、土地利用等に合せて津波被害等か 

らの安全性が確保できる地域で整備を行います。 

•災害公営住宅や住宅地の整備に向け、被災者への入居に関する意向調査を平成23年 

9月や12月に行いました。 

•今後も被災者の生活状況等を踏まえ、継続的に実施し、整備内容に反映します。 

©移転地の確保 

•災害公営住宅や住宅地の整備等は、市有地と併せ、市有地に隣接する用地取得等を行 

いながら用地を確保していきます。ただし、それだけでは、被災者の希望する移転地 

を全て確保することは困難なため、場所や面積、被災者のニーズ等、まちづくりのた 

めの諸条件を総合的に判断しながら、その他の用地についても、用地の確保を行いま 

す。 

©独居被災者対策（高齢者用共助住宅の整備） 

•高齢者や独居者など、ケアが必要な世帯については、高齢者用共助住宅への入居をす 

すめ、孤独化、孤立化を防ぐよう、マネジメン卜体制の構築を進めます。 

-高齢者用共助住宅の運営については「寮長」を入居者の中から選出し、ボランティア 
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や各種団体等との協働による運営を目指します。 

©環境配慮 

•災害公営住宅建設に際しては、環境に配慮した資材を使用するとともに、再生可能エ 

ネルギ一を最大限使用した省エネルギー対応住宅とします。 

®将来の払い下げ 

-戸建形態の災害公営住宅については、当初本市において管理することとしますが、最 

終的には自己管理とすることが可能となるよう、国に働きかけます。 

主な施策 

事業名 実施地区•箇所 事業概要 

防災集団移転促進事業 

《復興交付金事業》 

〇移転促進区域 

原善地区、尾浜地区、磯 

部地区、蒲庭地区 

〇移転先 

馬場野、明神前、原釜、 

細田、磯部、刈敷田、荒 

田、南ノ入等 

家屋の流出等甚大な被害があった地域において、住民の居住 

に適当でないと認められる区域内にある住居の集団的移転を 

促進する。 

〇被災地の買取り（宅地、農地等） 

〇集団移転者への補助 

〇新たな住宅地の造成 

災害公営住宅整備事業 

〇移転促進区域 

原善地区、尾浜地区、磯 

部地区、蒲庭地区 

〇移転先 

馬場野、明神前、原釜、 

細田、磯部、刈敷田、荒 

田、南ノ入等 住居が全壊、又は大規模半壊•半壊であって、解体した被災 

者に対して、公営住宅を提供する。 

〇高齢者用共助住宅（4棟）《復興交付金事業》 

建設場所：馬場野住宅団地、原蕃、磯部、細田 

〇高齢者用共助住宅（1棟）《寄贈》 

建設場所：馬場野住宅団地 

〇一戸建、アパー卜など（戸数については検討中）《復興交 

付金事業》 

建設場所：明神前団地、細田等 

家賃低廉化事業 

《復興交付金事業》 

馬場野、明神前、原釜、 

細田、磯部等 

被災した入居者に対する経済的支援を行うため、家賃の低廉 

化を行う。 

水産業共同利用施設復興 

整備事業（漁具倉庫付個 

別作業所の整備）【再掲】 

《復興交付金事業》 

原審地区、尾浜地区等 津波による被害が著しい地域において、職 

住分離の方針から、漁港から離れた復興住 

宅の生活圏内ではなく、漁港近くに漁具倉 

庫付個別作業所を整備する 
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第4項漁業基盤整備 

課 題 

本市には、松川浦漁港及び磯部漁港の2つの漁港がありますが、震災により両漁港と 

もに壊滅的な被害を受けました。また、漁港に併設されていた魚市場、加工施設等も被 

害を受け、漁及び水産加工業が再開されていない状況です。 

漁港及び付随施設の被災により、漁業の再開が不透明となつているため、早期の本格 

的漁港整備及び施設整備を進める必要があります。 

また、本格復旧に際しては、防災機能を高めるため、十分な沖防波堤を備えた漁港を 

整備する必要があります。 

復興方針 

•漁港及び加工施設等の早期本格整備 

•防波堤を備えた漁港の本格的な復旧 

具体的施策 

©仮設漁港 

•松川浦漁港については、早期に漁業再開を行5ため、当面必要となる最低限の漁港施 

設、設備の復旧を早急に実施しました。 

•漁港施設の復旧にあたっては、いち早い漁業再開のため、電気、水道、通信のライフ 

ラインはもちろんのこと、暫定航路や仮岸壁、付帯施設等の早期復旧を行いました。 

©船曳場整備 

•今回の震災により多数の漁船が損傷を受けたため、早期に修繕をする必要があるため、 

漁船の修繕に不可欠な船曳場の整備を行います。 

©事務所 

•相馬双葉漁業協同組合本所及び各支所は、津波により壊滅的な被害を受けているため、 

事務所機能の本格復旧に向けて支援を行います。 

•当面の事務所機能の維持のため、必要な施設、機器について支援を行いました。 

のガレキ撤去 

•津波により、松川浦内や航路に大量のガレキが堆積し、漁船等の航行や浅海漁業再開 

に支障があるため、ガレキの本格撤去を実施します。 

•津波により沖防波堤が決壊したことによる静穏度の低下のため、漁船等の着岸ができ 

なくなっているため、沖防波堤の早急な復旧•整備を国•県等に要望します。 

©漁港の本格復旧 

•仮設漁港の復旧の後、本格的な漁港整備については、復興交付金等を活用し、迅速に 

整備します。 

®漁具倉庫付個別作業所の整備 

•漁業者の多くは、所有する漁船、自宅や必要となる漁具等も津波によってすべてを失 

いました。新たに生活する場となる住宅地については、安全な場所に整備することと 

していますが、職住分離の方針から漁港から離れた復興住宅の生活圏内では漁具倉庫 
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や作業所の確保はできません。 

•そのため、新たに職業域として計画する漁港の近くに漁具倉庫付個別作業所を整備し 

ます。 

®冷凍設備、製氷設備 

•漁港としての基fe整糖に不可欠な/令凍設漏、製氷設備の整糖について、広く支援を求 

めます。 

•水産物販売時における商品付加価値の向上のため、高機能冷凍設備を導入し、より安 

心•安全な供給体制を構築します。 

®加工業等 

•漁港再開に伴い、二次産業となる加工業等の誘致を行うとともに、新たな事業を目指 

します。 

•加工業等の再開に伴い、必要となる施設、設備について、復興交付金等を活用した迅 

速な整備を行い、相馬双葉漁業協同組合と連携し、加工された商品が魅力あるものと 

なるよう必要な支援を行います。 

主な施策 

事業名 実施地区•箇所 事業概要 

水産業共同利用施設復興 

整備事業 

《復興交付金事業》 

原釜地区、尾浜地区、磯 

部地区等 

東日本大震災による災害で、壊滅的な被害を受けた本市の主 

要な産業である水産業の円滑かつ迅速な復興を図るため、市 

が水産業基盤再生に必要な施設及び周辺環境を整備し、共同 

で利用させることによって、早期に水産物の安定供給と経営 

再開を実現するために総合的な支援事業を実施する。 

〇松川浦漁港原釜地区 

原卷荷捌所施設、原巻共同集配施設、 

原釜海水浄化施設、漁具倉庫付個別作業所 

〇松川浦漁港磯部地区 

水産物加工流通施設 
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第5項農業基盤整備 

課 題 

本市の主な農産物は、米や梨などの果樹ですが、震災による津波で市内沿岸部の田畑 

が浸水しました。 

浸水地区は、市内農用地の約4 0%にものぼっており、田畑が塩水に浸かったことで、 

除塩等の処理をしなければ、農業を再開することができない状況にあります。 

また、震災により農業従事者の所有する農機具も流出したため、新たに農機具を調達 

する必要があります。 

以上のように、個人で解決するには困難な課題が多くあるため、これまでのように、 

個人で農業に携わるだけでなく、農業法人を設立し農業に従事するといった新しい形の 

農業展開を進める必要があります。 

復興方針 

•被災農用地の再整備と農業の早期再開 

•農業法人の設立の促進と支援 

具体的施策 

©干拓堤防 

•今回の震災により決壊した干拓堤防については、早急にかさ上げ整備を行い、農地復 

旧に取りかかれるようにします。 

•松川浦護岸の復旧については、早急に仮護岸の整備をしてもらうよう県に要請します。 

•仮護岸の整備後、農地復旧と並行して本格復旧に着手できるよう、国及び県に対し支 

援を要請します。 

(D排水ポンプ 

•今回の震災により農地の多くが地盤沈下を起こし、より多くの排水を行う必要がある 

ため、その対策として、従来より能力の高い排水ポンプを設置し、農地の復旧を図り 

ます。 

©農業施設、農地の復旧 

•津波により甚大な被害を受けた用水路、排水路、農道、パイプラインなどの施設復旧 

を図ります。 

•農地内に大量に堆積した土砂•ガレキの撤去や塩分除去作業等の農地復旧事業を実施 

し、農地を回復します。 

•これらの復旧については、新たに設立する農業法人を積極的に活用することによって、 

雇用、収入の安定を図ります。 

-農業基盤再生に必要な施設を整備し、また農業用機械を導入し、被災した農業者等で 

構成する農業法人へ貸与することで、地域の意欲ある経営体の育成•確保及び経営再 

開を総合的に支援します。 

•農地におけるヘドロの除去方法について、国及び東京農業大学との共同研究により、 

速やかな対策を検討します。 

•農業基盤整備に際して、国の積極的関与を促すため、国職員の常駐を継続して要請し 
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ます。 

主な施策 

事業名 実施地区•箇所 事業概要 

農業用施設等整備導入事 

業 

《復興交付金事業》 

岩子•新田•柏崎•磯部 

•古磯部•蒲庭•孫目地 

区等 

津波、地震で著しい被害を受けた本市沿岸部地域の円滑かつ 

迅速な復興を図るため、市が農業基盤再生に必要な施設を整 

備し、また農業用機械を導入し農業者等へ貸与する 

•いちご生産に必要な、八ウス、水耕栽培用施設の整備 

和田地内 

〇農地復興に必要な農業用機械の整備 

卜ラクタ一、•一タリー、ブラウ、 

ス1ンクラッシャー等 

農地復旧復興プロジェク 

卜 

《ヤマ卜福祉財団》 

新たな農業経営に取り組 

む農業法人 

津波により被災した農地を復旧し、新たな農業経営（大豆等 

の生産•加工•販売）に取り組む農業法人が使用する農業機 

器類を整備する。 

土地改良事業 

《復興交付金事業》 

八沢地区 津波被害を受けた沿岸部の農業の復興を図るため、ほ場の大 

区画化等による農業生産性の向上及び担い手への農地集積を 

促進し、効率的かつ安定的な農業経営の確立を目指す。 

土地改良事業（災害関連 

区画整理事業•調査事業） 

《復興交付金事業》 

和田地区 津波被害を受けた沿岸部の農業の復興を図るため、ほ場の大 

区画化等による農業生産性の向上及び担い手への農地集積を 

促進し、効率的かつ安定的な農業経営の確立を目指す。 
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第6項一般製造業及び第三次産業の支援 

課 題 

市内には、相馬中核工業団地（東地区•西地区）及び柚木工業団地があり、多数の企 

業が立地しております。震災により工場の操業が停止していましたが、現在は工業団地 

内の企業を始め、一般企業も含めてほぼ操業を再開しております。 

電力不足を懸念する国の方針により電力制限が指導されてはいますが、本市において 

は新たな雇用創出に取り組む必要があるので、雇用創出の妨げにならないよう、電力制 

限の対象としないことを国に要請したことにより、一定の雇用を確保した事業所の電力 

制限は対象外となりました。 

また、市内沿岸部には、旅館や民宿が数多く立地していましたが、津波により建物が 

流出したり建屋内が浸水したため、本格的な営業再開のためには、大規模な修繕が必要 

となるところちあります。 

旅館業再開のためには多大な費用がかかるため、中には営業再開をあきらめる事業者 

も出てきていますが、事業再開に向けて融資制度の情報提供をするなど積極的な支援を 

する必要があります。 

復興方針 

•製造業の早急な事業再開と稼働の確保 

•新規企業立地に関しての積極的な支援 

•旅館•民宿などの観光関連事業者への支援 

具体的施策 

©被災工場の再建支援 

•被災した事業者においては、早急な事業再開と稼働の安定が必要不可欠であるため、 

必要な対策を行います。なお、電力制限については、新たな雇用創出に取り組む必要 

があるので、雇用創出の妨げにならないよろ、電力制限の対象としないことを国に要 

請したことにより、一定の雇用を確保した事業所の電力制限は対象外となりました。 

©宿泊施設業の復興支援 

•津波により被災した地域においては4 0の宿泊施設が存在し、その約半数が休業もし 

くは廃業となっているため、観光地としての宿泊施設へと復旧できるよう可能な限り 

誘導します。 

•震災対策のため、本市には多くの復旧作業員が訪れ、そのほとんどが長期滞在である 

ため、この機会を復興のチャンスとして、事業展開し基盤の再生が図られるよう調整 

を行います。 

©移入企業の操業支援 

•震災を契機に本市に移入してくる企業に対しては、早期に操業が開始できるよう、必 

要な支援を行います。 

30 



第7項相馬港の整備 

課 題 

相馬港は、多目的クレーンとリーチスタッカー等を備えた港湾で、コンテナ定期航路 

により相双地方の物流拠点港として、重要な役割を担ってきました。 

今回の震災により、沖防波堤や1号〜2号埠頭の港湾施設が甚大な被害を受け、ほと 

んどが使用できなくなっていましたが、応急復旧事業が実施され、現在公共岸壁13の 

うち4岸壁が使用可能となっています。 

また、コンテナ荷役クレーンが海中に倒壊するなど、休止していたコンテナ航路も、 

ヤマ卜福祉財団の支援により、コンテナ荷役に必要な代替クレーン、リーチスタッカ一 

を整備し、暫定的に再開運用していますが、震災前と比べて物流機能が大きく低下して 

おり、利用企業の復興や地域の経済活動に大きな影響を及ぼしている状況となっていま 

す
。 

本市のみならず、相双地方の物流機能も低下しているため、港湾施設の早期復旧を図 

り、地域経済の復興に不可欠な相馬港の物流機能を回復する必要があります。 

復興方針 

•港湾施設及びコンテナ物流機能の早期復旧 

具体的施策 

©沖防波堤の早期復旧 

•津波により沖防波堤がほぼ全壊したことによる港内静穏度の低下のため、船舶の安全 

な接岸や貨物の荷役作業に大きな支障をきたしており、仮復旧による早期の静穏度確 

保も含めて、早急な沖防波堤の復旧•整備を国に要望します。 

(D係留施設（岸壁）の早期復旧 

•地震と津波により壊滅的な被害を受けている岸壁等の復旧については、県との調整、 

協議を行い、早期の復旧を目指します。 

(Dコンテナ物流機能の早期復旧と利用拡大 

•今回の津波よりコンテナ荷役に必要な荷役機械に甚大な被害が生じましたが、現在福 

島県では荷役機械を建造中です。 

•この間、相馬市では、公益財団法人ヤマ卜福祉財団の支援を受け荷役機械をリース整 

備し、平成23年12月にコンテナ航路が再開していますが、震災により利用がセロリ 

セッ卜からのスター卜となっていることや、原発事故の風評被害がある等、震災前に 

比べコンテナ取扱貨物量が順調に回復していない状況がつづいています。 

•今後も一日も早いコンテナ物流機能の回復と利用拡大を図るため、ポー卜セールスに 

取り組むとともに、復興に向けた財政的支援を国•県に要望します。 
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第8項道路、鉄道等の整備 

課 題 

本市の幹線道路は国道6号及び国道6号バイパス、国道115号及び国道113号が 

あり、これまで、さらなる市の発展のため、常磐自動車道の整備や阿武隈東道路の整備 

に取り組んできました。 

しかしながら、今回の震災及び原子力災害により、常磐自動車道（常磐富岡〜警戒区 

域）の工事再開の見通しが立たない状況となり、また、国道6号は南相馬市以南で通行 

止めとなっているため、現在国道115号が首都圏方面と相馬地方を結ぶ唯一の幹線道 

路となっています。 

今後、被災地域の市道•県道と合わせ、相馬インターチェンジ以北の常磐自動車道の 

整備及び東北中央自動車道（福島〜相馬間）等の幹線道路の整備を早急に進める必要が 

あります。 

さらに、本市内を唯一運行していたJ R常磐線も、今回の震災により、その運行ルー 

卜のいたるところで線路や駅舎が流出し、併せて原子力災害の影響もあり、現在久ノ浜 

駅〜原ノ町、相馬〜亘理駅間で運行を休止しており、JR常磐線を利用していた多くの 

市民が、離職や退学、または、転居を余儀なくされるなど、通勤、通学手段の確保が大 

きな地域課題となっています。 

このまま運行休止が続けば、住民生活の利便性をはじめ、地域経済に大きな影響を及 

ぼすことが予想されるため、今後も」R常磐線の早期復旧を働きかけていきます。 

復興方針 

•東北中央自動車道•常磐自動車道の早期整備 

•道路の再整備 

•鉄道の早期復旧_運行再開 

•水道、下水道等の整備 

具体的施策 

(D東北中央自動車道の必要性 

•今回の震災時に唯一の幹線道路として機能した福島〜相馬間ルー卜は、復旧復興のた 

めの物流機能を果たし、浜通りの住民生活を支えました。 

•7月22曰には、国土交通大臣から「福島〜相馬間を10年以内に完成させる」というコ 

メン卜があり、8月30曰には、相馬〜霊山間の事業化が決定しました。また、福島〜 

霊山間についても、ルー卜が決定しています。 

•今後も、災害時にも確実に機能する相双地方の早期復興を支援する「復興幹線道路」 

としての、東北中央自動車道（福島〜伊達〜相馬間）の早期に完成を強く要望します。 

©常磐自動車道の整備 

•本市における高速交通網の整備は必要不可欠ですが、今回の原子力災害により常磐自 

動車道建設工事が一時中断しておりましたが、警戒区域以北の工事が再開しました。 

•また、工事を一時中断している警戒区域内の工事について、一部区間での整備の再開 

が決定しました。 
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•南相馬インターチェンジ〜相馬インタ一チェンジ間については、4月8曰に開通が予 

定され、相馬インターチェンジから山元インターチェンジの区間についても平成2 6 

年度開通を目指し、工事中ですが、常磐自動車道全線が幹線道路として早期に整備が 

図られるよう、強力に要請を行います。 

©市道の整備 

•被災地域内における市道については、未だ復旧できない箇所も多いため、今後復興計 

画に基づき計画す被災地の土地利用の具体的な利用方針に合わせて、市道の復旧復興 

計画を策定し、計画的に整備します。 

0JR常磐線の復旧 

• J R常磐線の復旧•復興については、国土交通省東北運輸局が主催し、沿線市町村と 

県、J Rで構成するJ R常磐線復興調整会議の中で、新ルー卜として、新地町と山元 

町のそれぞれの復興計画に基づいた国道6号の東側を通る路線で、内陸部へルー卜を 

移設する案が示されました。 

•新たなルー卜は、建設に相当の期間を要し、さらなる人口流出が懸念されることから、 

市として既存のルー卜を用いた仮復旧での早期運行再開を強く求め、南相馬市ととも 

に、示された新ルー卜案に対しては賛同しなかったものの、新地駅南側から浜吉田駅 

までのうち、津波で流された約15キロメー 卜ルは新ルー卜で建設することが正式に 

決定しました。 

•市としては、当地方の震災被害から、早期復旧、復興を遂げるためにも、常磐線相馬 

〜亘理駅間の早期再開がなされるよう、引き続き国及び」Rに対し働きかけます。 

•仙台圏への通勤、通学などに不便を生じている住民のニーズを踏まえ、震災前と同様 

の利便性を確保するための支援策について関係機関と協議を行い、相馬地方と仙台圏 

を結ぶ®行高速ノ（スの運行など、利用しやすい公共交通が確保できるよう検討します。 

©水道、下水道等の整備 

•被災地域内における市道整備とあわせて、上•下水道や、電力等の整備を実施します。 

•新たに整備する住宅地については、共同溝等を整備することも検討します。 

•震災による地盤沈下で、雨水排水対策が必要な地域については、排水ポンプ等を使用 

した雨水排水施設整備の検討を行い、道路整備、護岸整備とあわせて、必要に応じて 

整備します。 

主な施策 

事業名 実施地区.箇所 事業概要 

公共下水道施設災害復旧事業 下水道認可区域 地震により被災した下水道施設の復旧を早急に図る。 

道路事業【再掲】 

《復興交付金事業》 

原釜、尾浜、岩子、柏崎、 

磯部、蒲庭地区 

被災した地域から市内の津波による被害がない安全な地域ま 

で確実に通行できる道路の整備する。 

〇津波浸水区域から安全な場所への避難路の整備 

地域公共交通改善事業 大野台仮設住宅 

磯部地区 

仮設住宅と市街地を結ぶ「おでかけバス」を運行し、通弱者 

への早急な対応を実施する。 

雨水排水対策【再掲】 

《復興交付金事業》 

松川地区、細田地区、岩 

子地区 

地盤沈下によって雨水Sf水対策が必要な地域において、排水 

ポンプ等を検討し、必要に応じて整備する。排水対策が必要 

な3地区（松川、細田、岩子）については、道路整備、護岸 

整備状況を踏まえ、より有効的で確実な排水対策を実施する。 
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第9項防災体制整備 

課 題 

今回の震災により沿岸部においては、約2, 0 0 0ヘクタールが津波により浸水し、 

また、各種警報を周知する防災行政無線についても、津波により使用不能となつていま 

す。 

このため、東日本大震災の教訓を生かし、今後発生するであろう様々な災害から市民 

の生命と財産を守るため、避難路の整備などの減災対策や減災体制強化、また防災拠点 

施設等の整備、防災行政無線をはじめとする情報通信基盤の整備などの防災対策を強力 

かつ迅速に推し進める必要があります。 

また、今回の震災で重要であることを再認識された「確実な情報伝達や初動体制の確 

立」等については、曰頃の訓練やマニュアル等で、常日頃から確認できる体制を構築す 

ることが必要です。 

復興方針 

•防災施設•設備の整備 

•避難路の確保 

•津波被害軽減対策 

•情報通信基盤の整備 

•地域防災計画（地域まちづくり計画）及びマップの策定 

•防災教育訓練の実施 

具体的施策 

©サイレンの整備 

•今回の震災により使用不能となっている防災行政無線の代替機能として、津波被害の 

恐れがある沿岸部と市中心部に設置したサイレンを活用し、各種災害を伝達するなど 

市民の安全性を確保します。 

(D避難路の確保 

•避難路の確保については、減災対策上最も必要であるため、各地区における避難ルー 

卜、第1次避難場所を選定し、周知するものとします。 

•避難ルー卜を設定する際、必要となる避難道路については、優先的に整備が可能とな 

るよう、道路整備計画を策定します。 

(D津波被害軽減対策 

-津波浸水区域のうち、現集落内での再建を検討している地域では、海岸堤防や護岸堤 

防の嵩上げ、津波の威力を軽減させるための防災緑地、嵩上げした道路等を整備し、 

被害を軽減します。 

•また、確実に避難できる避難路の新設や拡幅を実施し、地域の孤立を防ぎます。 

®情報通信基盤の整備 

•災害時に地震、津波情報や、避難指示等の情報を一斉にかつ確実に伝達することによ 

る、市民の生命•財産を守るための対策を行い、沿岸部をはじめとする本市の防災-
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減災対策の向上を図るために緊急情報伝達システムを整備します。 

•また、防災行政無線だけでなく、 メール、ラジオ等の多重化による情報通信体制を図 

り、より確実な防災体制を図ります。 

©地域防災計画（地域まちづくり計画）及びマップの策定 

•被災地を災害に強いまちへ再生するため、本市の防災の指針となる地域まちづくり計 

画（地域防災計画）を策定し、市民の安全•安心を確保します。 

•また、自らの住む町の災害危険性を知ることや災害に関する正しい知識を得るため、 

防災に関するマップを作成し、曰ごろから減災意識のぎ蒙を図ります。 

©防災教育訓練 

•避難路や避難場所の選定し、周知するなど、減災対策を確実に実行するため、市関係 

機関団体、各自主防災組織が連携した防災教育訓練を実施します。 

主な施策 

事業名 実施地区•箇所 事業概要 

介護基盤復興まちづくり 

整備事業 

総合福祉センター 震災により損壊した設備等の修繕を図り、避難所として整備 

する。 

介護基盤復興まちづ<り 

整備事業 

相馬市老人憩の家 震災で損傷した設備の修繕を図り、避難所として整備する。 

公立学校施設災害復旧事 

業 

大野小学校 屋内避難所として位置付けている同校校舎を改修し、市民の 

安全を確保する。 

公立学校施設整備費国庫 

負担事業 

公立学校施設災害復旧事 

業 

桜丘小学校 

屋内運動場 

屋内避難所として位置付けている同校屋内運動場を改築し、 

市民の安全を確保する。 

学校施設環境改善事業 磯部小学校 

屋内運動場 

屋内避難所として位置付けている同校屋内運動場を改築し、 

市民の安全を確保する。 

学校施設環境改善事業 中村第二中学校 屋内避難所として位置付けている同校校舎を改築し、市民の 

安全を確保する。 

学校施設環境改善事業 曰立木小学校 屋内避難所として位置付けている同校校舎を改築し、市民の 

安全を確保する。 

学校施設環境改善事業 中村第一中学校 

屋内運動場 

屋内避難所として位置付けている同校屋内運動場を改修し、 

市民の安全を確保する。 

地域情報通信基盤災害復 

旧事業 

磯部地区 磯部地区の被災した情報通信基盤（光ファイバ網）を復旧す 

Oo 

防災行政無線整備事業 市内 確実な避難誘導の伝達体制として、沿岸部はもとより市内全 

域での子局増設や戸別受信機を整備する。 

防災倉庫整備事業 災害時における食糧等の備蓄機能や救援物資の受け入れ及び 

供給を行うための機能を有した施設を整備する。 

道路事業【再掲】 

《復興交付金事業》 

原釜、尾浜、岩子、柏崎、 

磯部、蒲庭地区 

被災した地域から市内の津波による被害がない安全な地域ま 

で確実に通行できる道路を整備する。 

〇津波浸水区域から安全な場所への避難路の整備 
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第10項被災鎮魂記念館の整備 

課 題 

東曰本大震災の被害は甚大で、死亡者が458名にのぼりました。市内沿岸部に居住 

していた方が多数亡くなられており、これは地震によって引き起こされた津波による被 

害の大きさを物語っています。 

このような状況の中、天皇、皇后両陛下が黙礼された地に、亡くなった人の追悼のた 

め、また、この痛ましい震災をいつまでも忘れることなく、後世に託す義務があるため、 

生き残った私たち市民は、震災により亡くなられた方への哀悼の意を胸に、強く未来を 

歩んでいく決意を示すため、被災鎮魂記念館を整備すします。 

復興方針 

•震災犠牲者の慰霊 

•市民の防災意識のぎ蒙 

具体的施策 

©目的 

•今回の震災を忘れることなく、かつ震災の犠牲者となられた方々の慰霊のために原釜 

地区に施設を整備します。 

•施設整備にあたっては、今回の震災の記録等を残し、経験した教訓を正確に次世代に 

伝え、安全•安心のまちづくりや、防災教育、防災•危機管理に関する研究などに役 

立てることができる機能を持たせることとします。 

(Dモニュメン卜の設置 

•天皇、皇后両陛下がご視察され、被災を悼み黙礼された地であり、またブータン国王 

も犠牲者を悼み黙とうを捧げた場所に、祭壇を作り手を合わせる施設等を整備します。 
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第11項再生可能エネルギー生産の整備 

課 題 

福島第一原子力発電所の事故により、国及び県ではエネルギー政策見直しの講論が積 

極的に行われております。これらの議論の中で、太陽光発電や地熱発電といった再生可 

能エネルギーの有用性や積極的推進の方向性が述べられております。 

本市における再生可能エネルギーの導入促進の施策については、震災以前には、これ 

から取り組むべき施策として太陽光発電システムを学校施設の建設に際し導入してきま 

した。 

再生可能エネルギーについては、様々な議論はあるものの、独力でのエネルギー調達 

等、その有用性を十分に発揮するため、本市ではこれから新しく建設をする公共施設に 

ついてシステムの積極的な導入を図ること、また、再生可能エネルギーの必要性を世界 

中に訴える必要があります。 

なお、再生可能エネルギー事業実施については、民間事業者の事業化を見据えた活用 

策を検討します。 

復興方針 

•新しい公共施設の建設時における太陽光発電導入促進 

•住宅用太陽光発電システム設置補助 

_被災地有効活用のための再生可能エネルギー活用策の検討 

具体的施策 

(D災害公営住宅へのソーラ一搭_ 

•新しく建設する災害公営住宅には、再生可能エネルギーを利用します。 

•今後、復旧_再建する公共施設においては、最大限再生可能エネルギーの活用を検討 

します。 

(D各種企業、団体からの寄贈と利活用 

•各種企業、団体からの再生可能エネルギー導入に関する寄贈等については、これを広 

く受け入れ、本市における再生可能エネルギーの積極的利用をPRするため、積極的 

に広報します。 

•寄贈される再生可能エネルギー施設、機器等については、当面はこれを公共施設等で 

活用し、国のエネルギー施策の動向を踏まえた中で、水産業や誘致企業での利活用が 

可能となった際には、立地企業への優遇指置として利活用を図るべく検討します。 

(Dソーラー設置の呼びかけ 

•震災後に高まっている再生可能エネルギーへの転換、特にソーラー発電については、 

その有用性を広く訴え、世界的に設置を呼びかけます。 

®住宅用太陽光発電システム設置のための補助 

•個人が自らの意思で進められる環境保全への取り組みとして、クリーンなエネルギー 

である太陽光発電の普及を図る趣旨から、住宅用の太陽光発電システムを設置する市 

民を対象に、その経費の一部を補助します。 
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©被災地有効活用のための再生可能エネルギー活用策の検討 

•市では、東日本大震災によって壊滅的な被害を受けた地域を市が買い取り、メガソー 

ラーを中心とした事業用地として利用することを予定しています。 

•事業実施にあたっては、メガソーラー等の再生可能エネルギー発電施設整備に留まる 

ことなく、再生可能エネルギーを利用した農業•水産業等の生産•加工事業、その製 

品等の流通_販売、相馬市の防災機能の究実等、相馬市の地域経済発展のため、幅広 

い事業展開の可能性があると考えています。 

•これら幅広い事業を包含した構想を立案•実現するためには、行政だけでなく、電力 

会社をはじめ、様々な分野の企業等との連携が必要不可欠であるため、民間企業等か 

らの提案•協力をいただきながら、活用策を検討します。 
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第 3 章 資 料 

相馬市復興会議設置要領 

(趣旨） 

第1条この要領は、東日本大震災からの復興について検討を行うため、相馬市復興 

会議（以下「復興会議」という。）を設置し、その運営等に関し必要な事項を定める 

ものとする。 

(協議事項） 

第2条復興会議は、次に掲げる事項を検討するものとする。 

(1)被災地の復興に関する事項 

(2)復興計画に関する事項 

(3)その他市長が必要と認める事項 

(復興会議の委員） 

第3条復興会議は、委員3 0人で組織する。 

2委員は、次に掲げる者のろちから市長が委嘱する。 

(1)関係諸団体の代表者 

(2)市長が必要と認める者 

(委員の任期） 

第4条委員の任期は、2年とする。ただし、委員が欠けた場合の補欠の委員の任期 

は、前任者の残任期間とする。 

(委員長及び副委員長） 

第5条復興会議に委員長及び副委員長を置く。 

2委員長は市長とし、副委員長は委員の中から互選により選任する。 

3委員長は、復興会議を代表し、会務を総括する。 

4副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

(復興会議の開催） 

第6条復興会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

2復興会議は、委員の過半数が出席しなければ開催することができない。 

3会議の議事は、出席委員の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決すると 

ころによる。 

(理事会） 

第7条復興計画を策定するにあたり、議論の取りまとめを行うために理事会を置く 

ことができる。 

2理事は、市長が委嘱する。 

3理事会の運営に関し必要な事項は、その都度委員長が復興会議に諮って定める。 

(専門部会） 

第8条復興計画に記載する各施策に関する事項について調査研究するため、専門部 

会を置くことができる。 

2部会員は、市長が委嘱する。 

3専門部会の運営に関し必要な事項は、その都度委員長が復興会議に諮って定める。 

(事務局） 

第9条復興会議の事務局は、企画政策部企画政策課内におく。 
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(委任） 

第10条この要領に定めるもののほか、復興会議の運営に関し必要な事項は、市 

長が定める。 

附貝IJ 

(施行期日） 

1この要領は、平成2 3年6月3曰から施行する。 

附貝I」 

(施行期曰） 

1この要領は、平成2 3年12月5曰から施行する。 

附貝y 

(施行期日） 

1この要領は、平成2 4年3月21曰から施行する。 

相馬市復興会議委員 

平成24年3月29曰現在 

団 体 名 づ几 
1又 等 氏 名 

行政区長 相馬市区長会中村東部地区連事 飯土井光毅 

相馬市区長会飯豊地区理事 幾世橋重夫 

相 馬 市 区 長 会 地 区 理 事 木 鈴 

相馬市区長会日立木地区理事 フ .村清忠 

相馬市議会 相馬市議会議長 佐 藤 満 

相馬市議会副講長 小泉 I E A 

相馬市㈣東曰本^®災復興調査特別委 

員会委員長 

根岸利: 7J\ 

相馬市議会東日本大震災復興調査特別委 

員会副委員長 

石橋 同ノロ 告人 

相馬商工会議所 相馬商工会議所会頭 芒. 
J\\J： 井 宏 美 

相馬双葉漁業協同組合 相馬双葉漁業協同組合代表理事組合長 南部肩幸 

そうま農業協同組合 そうま農業協同組合相馬中村地区担当理 

事 

山田一男 

相馬rb社;23ネ§祉協 相馬rb社23ネ邑祉協sfeiiムJx 只野格一 

そう ま土地改良区 そうま土地改良区副理事長 Sj 

相馬警察署 相馬警察署署長 金子堅ー 

相馬地方広域消防本部 相馬消防署署長 佐 藤 久 

相馬市消防団 相馬市消防団団長 芒 
ノIし 忠夫 

相馬市関係 相馬市市長 立谷秀清 

相馬市副市反 佐藤憲男 

相馬市教育長 山田耕一郎 
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相馬市 総務部長 菊地 禾丨jホ 

相馬市 企画政策部長 橘川 茂男 

相馬市 民生部長 青田 稔 

相馬市 保健福祉部長 星 光 

相馬市 産業部長 吉野 光一 

相馬市 建設部長 小山 健一 

相馬市 齡事務局長 長沢 qtn曰 
ブ ム 曰 

相馬市 教育部長 臺内 吉重 

相馬市 生涯学習部長 渡部 卓 

相馬方部衛生組合事務局長 松野 泰章 

相馬地方広域水道企業団事務局長 J 1 U 政明 

相馬市復興会護「顧問会議」委員 

氏 名 役 職 等 

北 川 正 恭 

早稲田大学大学院公共経営研究科教授 

元三重県知事 

大 澤 貫 寿 

東京農業大学学長 

大 石 久 和 

財団法人国土技術研究センター理事長 

元国土交通省技監 

牧 野 治 郎 

社団法人曰本損害保険協会副会長 

元国税庁長官 

上 昌 広 

東京大学医科学研究所先瑞医療社会コミュニケ一シヨ 

ンシステム社会連携研究部門特任教授 

新 浪 剛 史 

株式会社•一ソン代表取締役社長 

ローソン大学学長 

長 有紀枝 

立教大学大学院21世紀デザイン研究科教授 

特定非営利活動法人難民を助ける会（AAR)理事長 
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相馬市復興会議会議経過 

• 第 1 回 相 馬 市 復 興 会 讓 平 成 2 3 年 6 月 

復興に向けた基本方針について 

相馬市復興会議理事の選任について 

3曰 

• ( 1 ) 

• (2) 

• (3) 

第2回 

• ( 1 ) 

第 3回 

• ( 1 ) 

第 4回 

フ 後のスケジュールについて 

相 馬 市 復 興 会 讓 平 成 2 3 年 6 月 1 5 曰 

復興計画（第一次計画）の概要について 

相 馬 市 復 興 会 讓 平 成 2 3 年 6 月 2 2 曰 

復興計画（第一次計画）の概要について（ハード事業の概要について） 

相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 6 月 2 9 曰 

•(1)復興計画（バージョン1-®)について 

第 5 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 7 月 1 3 曰 

•(1)復興計画（パ一ジョン1—©)について 

第 6 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 7 月 2 〇 曰 

•(1)復興計画（バージョン1_©)について 

第 7 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 8 月 3 曰 

•(1)復興計画（バージョン1 一®)について 

第 8 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 8 月 1 7 曰 

• ( 1 )復興計画（バージョン〗- ® )について 

第 9 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 8 月 2 4 曰 

•(1)復興計画（バージョン1—®)について 

第10回相馬市復興会議 

•(1)復興計画（バージョン 

第11回相馬市復興会議 

第12回相馬市復興会議 

第 1 3 回 相 馬 市 復 興 会 議 

第 1 4 回 相 馬 市 復 興 会 議 

第 1 5 回 相 馬 市 復 興 会 議 

第16回相馬市復興会護 

第 1 7 回 相 馬 市 復 興 会 議 

第18回相馬市復興会議 

第 1 9 回 相 馬 市 復 興 会 議 

第2 0回相馬市復興会議 

第21回相馬市復興会議 

第22回相馬市復興会議 

第 2 3 回 相 馬 市 復 興 会 議 

第 2 4 回 相 馬 市 復 興 会 議 

平 成 2 3 年 8 月 2 9 日 

1 一®)の策定について 

平成2 3年 

平成2 3年 

平成2 3年 

平成2 3年 

平成2 3年1 

平成2 3年1 

平成2 3年1 

平成2 3年1 

平成2 3年1 

平成2 3年1 

平成2 3年1 

平成2 3年1 

平成2 3年1 

平成2 3年1 

9 月 5 曰 

9月 1 2曰 

9月2〇曰 

9 月 2 6曰 

〇月3曰 

〇月11曰 

〇月17曰 

0月 2 5曰 

〇月31曰 

1 月 8 曰 

1月1 4曰 

1 月 2 1 曰 

2 月 5 曰 

2月 1 9曰 
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• 第 2 5 回 相馬市復興会議 平成2 3年1 2月26曰 

• 第 2 6 回 相馬市復興会議 平成2 4年 1月11曰 

• 第 2 7 回 相馬市復興会議 平成2 4年 1月16曰 

• 第 2 8 回 相馬市復興会議 平成2 4年 1月23曰 

. 第 2 9 回 相馬市復興会議 平成2 4年 1月3〇曰 

•第 3 0回 相馬市復興会議 平成2 4年 2月6曰 

• 第 3 1 回 相馬市復興会議 平成2 4年 2月13曰 

• 第 3 2 回 相馬市復興会議 平成2 4年 2月2 0曰 

• 第 3 3 回 相馬市復興会議 平成2 4年 2月27曰 

• 第 3 4 回 相馬市復興会議 平成2 4年 3月5曰 

• 第 3 5 回 相馬市復興会議 平成2 4年 3月21曰 

• 第 3 6 回 相馬市復興会議 平成2 4年 3月29曰 

相馬市復興会議「顧問会議」会議経過 

第1回相馬市復興会議「顧問会議」 

•(1)相馬市復興計画の概要について 

第2回相馬市復興会讓「顧問会議」 

•(1)相馬市復興計画について 

第3回相馬市復興会議「顧問会議」 

•(1)復興に関するこれまでの取り組みについて 

• (2)被災地における新しいまちづくりについて 

第4回相馬市復興会議「顧問会講」平成24年3月2 6曰 

•(1)復興に関する取り組みについて 

• (2)相馬市復興計画の改定について 

平成2 3年 6月 1 9曰 

平成2 3年 8月 2 5曰 

平成2 3年 1 1月 7曰 

43 





非売品 

東日本大震災相馬市の記録第2回中間報告 
平成 2 3年 3月 1 1日〜平成 2 4年 3月 1 1日 

平成24年4月発行 

編集•発行相馬市災害対策本部 

〒 976-8601 

福島県相馬市中村字大手先13 

※無断転載を禁じます。 


